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架け橋カリキュラム集

幼保小の架け橋プログラム

「幼保小の架け橋プログラムに関する調査研究事業」  令和５年度
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カリキュラム作成・活用・検証のポイント

架け橋期のカリキュラム作成のポイント 大館市教育委員会

○お互いを理解するための研修や情報交換、交流を進めます。

○子どもの実態を交流し、お互いの保育・教育内容や環境、指導方法等について理解し合います。

○架け橋カリキュラム作成合同会議を開きます。

○学校区のA「共通の視点」B「架け橋期に期待する子どもの姿」
等、「共に育てたい子どもの姿」を話し合います。

お互いの生活や学びの様子、子どもの育ちを知ろう 主に1学期・夏休み

園内、校内の研修で「架け橋期のカリキュラム」の意義やねらい、「幼児期の終わりまでに

育ってほしい姿（１０の姿）」などを研修し、全全職職員員のの共共通通理理解解を図ります。

ステップ１

・保育・授業の参観、研究協議への参加、情報交換、保育体験などを通して、環環境境のの構構成成やや一一日日

のの生生活活のの様様子子、、子子どどももへへのの関関わわりりなどについて理解し合います。

・「目指す子どもの姿」を視点に参観し、お互いの子子どどもものの育育ちちとと学学びびについて語り合います。

「架け橋期のカリキュラム」を作成しよう （Ｒ５年 充実期、Ｒ６年 ５歳前期と１年後期）ステップ２

①①学校区のAA「「共共通通のの視視点点」」、、BB「「架架けけ橋橋期期にに期期待待すするる

子子どどもものの姿姿」」を子子どどもものの実実態態等等をを基基にに共有します。

②②市の共通版の期ごとのCC「「ねねららいい」」DD「「目目指指すす子子どど

もものの姿姿」」を、自自校校区区ののＡＡ「「共共通通のの視視点点」」にに合合わわせせてて

見見直直しします。

③③「架け橋期に期待する子どもの姿」、｢ねらい」、「目

指す子どもの姿」の整整合合性性をチェックします。

④④「ねらい」「目指す子どもの姿」は、期期ごごととにに質質のの

高高ままりりががああるるかかチェックします。

AA

CC

DD

BB

EE

合同会議参加者（例）

園長 所長 校長 教頭 副園長

主任保育士 主幹保育教諭 教務主任 研究担当

４，５歳児、１，２年担任 架け橋Ｃｏ．など

準備するもの（例）

・カリキュラム作成研修資料集(R5)、カリキュラム集(R6)

・模造紙・付箋・マジック

・園の全体的な計画、保育指針、学校経営計画、

学習指導要領、年間指導計画、学年経営案、

スタートカリキュラム、月案、週日案 など

進め方（例） 進行 教頭

１ はじめのあいさつ（校長）

２ 自己紹介（１回目）

３ ５歳児、１年生の様子について（担任、主任から）
４ 協 議 ・カリキュラムについて

・交流活動について
・次回の合同会議までの見通し など

５ 終わりのあいさつ（園長・所長）

FF

GG

○Ｅ「共通して充実を目指す活動・体験」を具体的に決めます。

○Ｆ「環境の構成と援助」、Ｇ「家庭との連携」の内容を自校区に合わせて見直します。

○R6年度のカリキュラム作成合同会議

①①期ごとの「「目目指指すす子子どどもものの姿姿」」に対応させて、

「「経経験験ささせせたたいい内内容容」」を設定します。

②②生活科を中心とした合科的・関連的な指導と

なるように単単元元のの構構成成とと配配列列をします。（小学校）

③③「目指す姿」に関連のある行行事事やや朝朝・・帰帰りりのの会会、、

「「学学びび合合いいタタイイムム」」「「読読書書タタイイムム」」「「清清掃掃」」ななどど

のの日日常常のの活活動動もも含含めめてて位置付けます。

④④季節や園・小の行事、活動のねらい等を考慮し、

よよりり効効果果的的にに展展開開ででききるる時時期期にに位位置置付付けけまますす。

⑤⑤園・小の行事、FC活動、子ども・職員同士の

交流などが効効果果的的にに位位置置付付けけらられれてていいるるかか、、

無無理理ななくく実実施施ででききるるかかなどをチェックします。

※複数園、小がある場合は、活活動動のの「「ねねららいい」」

をを同同じじににしし、、共共通通ししたた活活動動名名を付けるなどの

工夫をします。

①①「共通して充実を目指す活動・体験」が効果的に実施されるようにするためのＦＦ環環境境のの構構成成（（○○））

とと援援助助・・支支援援ののポポイインントト（（☆☆））、、ＧＧ「「家家庭庭ととのの連連携携」」を記入します。

②②家庭との連携には、市で重点としている「「メメデディィアアココンントトロローールル力力」」をを高高めめるるたためめのの研研修修や生生活活

習習慣慣見見直直ししのの啓啓発発なども位置付けます。

☆☆ここんんななこことともも考考ええててみみよようう！！

□□ 学学校校区区のの自自然然やや特特色色をを生生かかすす。。
・ふるさとキャリア活動や地域の伝統文化、行事、季節の自然や文化を取り入れた活動など｡

□□ 子子どどもも同同士士のの交交流流活活動動をを位位置置付付けけるる。。
・新しい交流の設定だけでなく、今行っている活動を「「ねねららいい」」にに合合わわせせてて内内容容をを見見直直すす。

□□ 活活動動・・体体験験をを通通ししてて何何をを育育ててたたいいかか明明ららかかににすするる。。

◇活動のねらいを記入（城西学区） ◇「１０の姿」で表す（釈迦内学区） ◇重点を記号で表す（花岡学区）

・５歳児前期・１年生後期のカリキュラム作成
・架け橋カリキュラム（充実期）の検証と改善 を進めていきます。
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カリキュラム作成・活用・検証のポイント

架け橋期のカリキュラム活用・検証のポイント 大館市教育委員会

○「架け橋期のカリキュラム全体計画」を基に、「年間指導計画」や
「スタートカリキュラム」、「月・週・日案」などを見直します。 （４～５月）

○相互参観と協議を行い、子どもの育ちと学びを伝え合います。

○交流活動と事前・事後の話合いで、活動のねらいや職員の連携、援助等を検証します。

①①各各経経営営計計画画、、全全体体計計画画、、指指導導計計画画をを学校区の「「共共通通のの視視点点」」やや「「架架けけ橋橋

期期にに期期待待すするる子子どどもものの姿姿」」をを基基にに見直し、重点化します。

②②各活動や体験で身に付けたい資質・能力や活動の内容を、期期ごごととのの「「目目

指指すす子子どどもものの姿姿」」をを基基にに見直し、重点化します。

③③各各指指導導計計画画にに、、「「共共通通ししてて充充実実をを目目指指すす活活動動・・体体験験」」とと、、そそれれにに関関わわるる

環環境境のの構構成成とと援援助助を位置付けます。日常活動などにも反映させます。

〇〇１１，，２２年年生生のの参参観観

・安心して自己発揮できる環境の構成

・主体的な学習意欲を引き出す支援

・学習活動を通した学びや育っている力

などについて検証

〇〇保保育育参参観観・・保保育育体体験験

・学びの芽生えを育む環境の構成

・主体的・協同的な遊びを引き出す援助

・体験・活動を通した学びや育っている力

などについて検証

年間を通して相互参観を行い、子子どどもものの姿姿かからら子子どどもものの

育育ちちやや学学びびをを伝伝ええ合合いい、、「「目目指指すす子子どどもものの姿姿」」やや「「活活動動・・体体
験験」」「「環環境境のの構構成成とと援援助助・・支支援援」」などについて検証します。

目指す子どもの姿

共通して充実を目指す活動・体験
ねらい、内容、時期
環境の構成と援助・支援

子どもの育ち・学び計画・実践・検証

学年経営を「自立心を高め
る」ことを重点に見直そう。
もっと子どもたち自身に考え
させる時間を位置付けよう！

言葉の力を高めるために、年間
の「読み聞かせ」や「言葉遊び」
の計画を立てようかな。

事事前前・・事事後後のの打打ちち合合わわせせののポポイインントト

【【事事前前のの打打ちち合合わわせせ】】

□□ 交交流流ののねねららいいをを明明確確ににすするる。。

・カリキュラムの「「どどのの期期ののどどのの姿姿」」にに基基づづいいたた活活動動かかを明確にし、活活動動

でで「「育育ててたたいい力力」」を共通理解し、互互恵恵性性ののああるるねねららいいを設定する。

□□ 交交流流ののねねららいいをを達達成成すするるたためめのの環環境境のの構構成成とと援援助助・・支支援援をを明明確確ににすするる。。

・子どもが主主体体的的にに遊遊びびやや学学びびをを深深めめてていいけけるる援援助助・・支支援援を共通理解する。

□□ 環環境境のの構構成成ななどど、、準準備備をを協協働働的的にに進進めめるる。。

・小学校任せにせず、保保育育のの立立場場かかららも環境の構成を考え共有する。

【【事事後後のの協協議議】】

□□ 交交流流ししたたかかららここそそ育育っったたこことと、、ねねららいいのの達達成成状状況況をを検検証証すするる。。
・振振りり返返りりシシーートトななどどをを活活用用し、子どもの姿から育ちを見取る。

・幼小そそれれぞぞれれのの立立場場かかららのの見見方方やや考考ええ方方を共有する。

□□ 環環境境のの構構成成、、先先生生のの関関わわりりをを検検証証すするる。。

・ねらいの達成につながった有有効効だだっったた環環境境やや援援助助・・支支援援をを共共有有する。

□□ 次次回回のの交交流流、、次次年年度度のの交交流流のの改改善善ポポイインントトをを明明確確ににすするる。。

○○なら５歳児もでき

そうですね。１年生が

教えてくれてやり取り

が増えそう！

５歳児も主体的に活動でき

るようにしたいね！

１年生がしていることを真

似たり、１年生に相談した

りする姿が見られました。

架け橋期のカリキュラムをもとに実践しよう（毎年）ステップ1

事前・事後の話合いや交流活動の子どもの姿を通して、「「交交流流ののねねららいいやや内内容容」」、、「「職職員員のの

連連携携のの在在りり方方」」、、「「環環境境のの構構成成やや援援助助・・支支援援」」などについて検証します。

○カリキュラム作成合同会議では、充実期カリキュラムを検証して改善すると共に、５歳児前期・１年生
後期のカリキュラム作成に生かします。

○カリキュラムが各小学校区の実態に即したものとなるように、毎年、評価・改善を図ります。

架け橋期カリキュラムの評価・改善をしよう（毎年）

架け橋カリキュラム改善のためのチェックリスト

□カリキュラムの作成と実践は、子子どどもものの育育ちちにつながりましたか？

□カリキュラムの作成と実践は、子子どどもものの育育ちちやや学学びびののつつななががりりをを意意識識ししたた保保育育・・教教育育につな

がりましたか？

□「「架架けけ橋橋期期にに期期待待すするる子子どどもものの姿姿」」、、「「目目指指すす子子どどもものの姿姿」」は、子どもの実態に合ったもの

でしたか？

□「「共共通通のの視視点点」」（重点的に育てたい力）は、子どもの実態に合ったものでしたか？

□「「共共通通ししてて充充実実をを目目指指すす活活動動・・体体験験」」のねらいや内容、時期は、適切でしたか？

□「「環環境境のの構構成成・・援援助助」」、、「「家家庭庭ととのの連連携携」」は、適切でしたか？

□子子どどもものの交交流流、、職職員員のの研研修修、、情情報報交交換換等等は、年間を通して意図的・計画的に実施されましたか？

□具体的な子子どどもものの姿姿をを基基にに評評価価ししたたここととをを共共有有し、次の改善につなげましたか？

□カリキュラム作成の話合いは、気気軽軽にに対対話話ででききるる教教職職員員関関係係のの構構築築につながりましたか？

□地地域域やや保保護護者者にに「架け橋プログラム」や「「幼幼児児期期のの育育ちちのの大大切切ささ」」ににつついいてて理理解解をを深深めめるるたためめのの

講講話話やや研研修修等等を工夫しましたか？

ステップ ２

①①合同会議では、「充実期カリキュラム」の「「共共通通のの視視点点」」やや

「「期期待待すするる子子どどもものの姿姿」」がが適適切切かか、、また、そそれれぞぞれれのの活活動動・・

体体験験ををすするるここととががそそのの姿姿ににつつななががっってていいるるかかを検証します。

②②相相互互参観や交流活動の振り返りを基にして充充実実期期カカリリキキュュララ

ムムをを改改善善しし、、次次ののカカリリキキュュララムムにに生生かかししまますす。。

◇釈迦内小学校区では、「交流振り返りシート」を活用
して、様々な改善につなげています。

・交流振り返りシートを活用することで、会議の時間が取れなく
てもお互いの振り返りを共有し改善につなげられました。
・５歳児も１年生も主体的に活動できる交流、気軽に継続できる
交流を目指して改善を重ねています。
・交流後の子どもの変容も伝え合い、共有することができました。

主に冬休み・３学期

①①カリキュラムの実践による子子どどもものの変変容容、、職職員員のの変変容容を明らかにします。

②②カリキュラムの実践が「「期期待待すするる子子どどもものの姿姿」」ににつつななががっってていいるるかかをを子子どどもものの姿姿でで評評価価し、子どもの

実態に応じて改善します。

③③合同会議で話話題題ににななっったた子子どどもものの育育ちちを、委員だけでなく、園・学校の職職員員間間でで共共有有します。

④④チチェェッッククリリスストトをを活活用用してカリキュラムの内容と実践を振り返り、職職員員間間でで共共有有すると共に、改善

に生かします。
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▼▼幼幼児児期期のの終終わわりりままででにに育育っっててほほししいい姿姿（（1100のの姿姿））

ア： ア： ア： ア：

イ： イ：

ア： ア： ア： オ：

オ： キ： オ： オ：

ケ： ク： キ： キ：

コ： コ：

コ： コ： コ： ケ：

カ： カ： カ： カ：

キ： キ： キ： キ：

ク： ク： ク： ク：

ケ： ケ： ケ： ケ：

コ： コ： コ： コ：

イ： イ： イ： イ：

ウ： ウ： ウ： ウ：

エ： エ： エ： エ：

オ： オ： オ： オ：

　
☆ ☆ ☆ ☆

☆ ☆

☆ ☆

○ ○ ☆ ○

○ ○ ○
○

・ ・ ・ ・

・ ・ ・

・

・ ・ ・

感染症の予防や発生状況の情報を、丁寧に知らせていく。

栽培物や生き物を日常的に観察したり世話をしたりできる環境
を整え、生長や命の大切さに気付けるようにしていく。

自分の思い通りにならない葛藤体験を大切にし、子どもの思い
を受け止めながら気持ちの安定を図り、よりよい解決策を一緒
に考えていくようにする。

日常生活や友達との遊びの中で、自自分分のの気気持持ちちやや考考ええをを伝伝ええ
るる言言葉葉にに関関心心ををももつつ。

身の回りの玩具や用具、素材で遊びながら、数数やや量量、、色色やや
形形、、名名前前やや数数ええ方方にに関関心心ををももつつ。

真冬の自然事象や雪解け、日差しの暖かさなどに触れ、冬冬かからら
春春へへのの自自然然のの変変化化ややそそれれをを表表すす言言葉葉にに関関心心ををももつつ。

手遊びや言葉遊びなどに親しみながら、言言葉葉のの響響ききややリリズズムム
をを楽楽ししむむ。

絵本や物語、紙芝居などを通して、美美ししいい言言葉葉、、楽楽ししいい言言葉葉にに
触触れれ、、言言葉葉にに関関心心ををももつつ。

身近な秋や冬の自然に触れ、風風やや空空、、雲雲やや月月ななどどのの変変化化にに気気付付
きき、、自自然然のの事事象象ややそそれれをを表表すす言言葉葉にに関関心心ををももつつ。

絵本や物語、紙芝居などを聞いて、様々な言言葉葉やや表表現現にに興興味味をを
ももちち、、遊遊びびやや生生活活にに再再現現ししたたりりすするる。。

相手によって言言葉葉のの使使いい方方やや話話しし方方をを変変ええたた方方がが伝伝わわるるここととにに
気気付付きき、、相相手手にに分分かかるるよよううにに話話すす。

運動会や発表会などの情報を早めに提供し、子どもたちの取組
や育ちの様子も丁寧に伝え、参加を促していく。

保護者同士が話し合ったり活動したりする場をもち、保護者の
共に子育てを楽しもうとする関係作りを工夫する。

発見したことや感感動動をを友友達達にに伝伝ええたたりり、、相相手手のの思思いいににもも気気付付いい
たたりりししてて、、感感情情をを共共有有すするる。

保育者や友達にししたたいいここととやや思思っったたここととななどどをを伝伝ええたたりり、、分分かか
ららなないいここととをを尋尋ねねたたりりすするる。

発表会をきっかけに、自分の思ったことを動動ききやや言言葉葉、、音音楽楽なな
どどののいいろろいいろろなな方方法法でで表表現現ししてて遊遊ぶぶことを楽しむ。

感じたことや発見したことを、思思いい思思いいにに描描いいたたりり作作っったたりりすす
るるここととをを楽楽ししむむ。

生活や遊びの中で数数量量やや図図形形、、文文字字のの役役割割にに気気付付いいたたりり、、遊遊びび
にに取取りり入入れれたたりりすするる。

遊びの中で友達に思いを伝えたり、自分とは違う友達の思いに
気付いて我慢したり気持ちを切り替えたりしながら、友達とふ
れ合う楽しさを味わえるように援助する。

進級に向けた園での生活や遊び、友達関係などの様子を具体的に
伝え成長の喜びを共有すると共に、進級への不安や課題など保護
者の思いを受け止める。

３歳児や５歳児と一緒に遊んだり手伝ったり、教えてもらったり
して関わる姿を認めながら、自信や自己肯定感が育まれるように
していく。

気の合う友達との関わりを楽しみ、自自分分のの思思いいをを伝伝ええたたりり、、相相
手手のの思思いいにに気気付付いいたたりりすするる。

なわとびや鉄棒、ボール遊びなどを友友達達とと競競いい合合いいななががらら繰繰りり
返返ししてて遊遊びび、、いいろろいいろろなな遊遊びびにに挑挑戦戦ししよよううととすするる。

メディアコントロールについての小・中学校と連携した取組の
様子やアンケート結果を伝え、年末年始の過ごし方や親子の関
わりを深める遊びなどの情報を提供する。

新しい環境に慣れ、保保育育者者やや友友達達にに親親ししみみををももっってて安安
心心ししてて過過ごごしし、、好きな遊びを楽しむ。

好きな場所や遊びを見付けて、自自分分ななりりのの思思いいをを出出ししなな
ががらら、、保保育育者者やや友友達達とと関関わわりり合合っってて過ごす。

仲のよい友達と遊びながら、考考ええをを膨膨ららまませせたたりり自自分分のの考考ええをを
伝伝ええたたりりししななががらら、、一一緒緒にに遊遊びびをを進進めめよよううととすするる。

生活の場面でよよいいこことととと悪悪いいここととががああるるここととにに気気付付きき、、考考ええなな
ががらら行行動動すするる。

５歳児から当当番番のの仕仕方方をを教教ええててももららっったたりり一一緒緒にに取取りり組組んんだだりり
ししてて、、進進級級へへのの期期待待ををももつつ。

ハロウィンや地域の公民館の文化祭、高齢者施設の訪問など
で、身身近近なな地地域域のの人人とと関関わわりり親親ししみみををももつつ。

木の実など自然物を集集めめたたりり数数ええたたりり、、分分けけたたりり並並べべたたりり比比べべ
たたりりししてて数数やや量量、、形形にに関関心心ををももつつ。

令和６年度　大館市　架け橋期のカリキュラム全体計画（4歳児４月〜３月）

月月

遊具や用具など、身身近近にに使使うう物物のの使使いい方方がが分分かかりり、安全に遊
ぶ。

自分で遊遊びびたたいい場場所所ややややっっててみみたたいい遊遊びびをを見見付付けけ、、じじっっくく
りり遊遊ぶぶ。

水遊びをするための準準備備やや後後始始末末のの手手順順やや仕仕方方がが分分かかりり、、自自分分
ででししよよううととすするる。

いろいろな材料を自自分分ののイイメメーージジにに合合わわせせてて見見立立てて、、工工夫夫ししてて
作作っったたりり作作っったた物物をを使使っったたりりすするる。

雨の日や暑い日の生活の仕方が分かり、着着替替ええやや水水分分補補給給ななどど
をを進進んんでで行行いい、健康に過ごす。

ルールのある運動遊びに参加し、友友達達とと一一緒緒にに体体をを動動かかすす楽楽しし
ささをを味味わわうう。

交交通通ののききままりりやや安安全全なな歩歩行行、、緊緊急急時時のの避避難難のの仕仕方方がが分分かか
りり、守ろうとする。

友達といろいろな遊びを通して、身身体体をを十十分分にに動動かかすす楽楽ししささをを
味味わわうう。

草花や夏野菜の世話をしながら、花花やや葉葉、、実実ななどどのの違違いいにに気気付付
きき、、関関心心ををももつつ。。

雨や風などの音、雲の形や大きさなどに関心をもち、そそのの変変化化
やや不不思思議議ささ、、美美ししささをを楽楽ししむむ。

安安全全なな遊遊びび方方やや災災害害時時のの行行動動のの仕仕方方がが分分かかりり、気を付けて遊ん
だり生活したりする。

秋秋のの祭祭りりやや年年末末かからら新新年年のの身身近近なな地地域域のの行行事事やや出出来来事事にに関関心心をを
ももちち、生活や遊びに取り入れる。

捕まえた昆虫などを親親ししみみをを込込めめてて世世話話ししたたりり、、生生死死にに接接ししたた
りりすするるここととをを通通ししてて、、命命をを大大切切ににししよよううとする。

44

新しい環境に馴染めるように、今まで親しんできた遊具を準
備したり安心して過ごせる場を確保したりする。

緊急時の連絡方法や避難場所を周知するとともに、登降園時
の安全、年間の園行事等について丁寧に説明し、保護者の理
解と協力を得る。

雨の日や暑い日でも、園の内外で安全に全身を動かして遊ぶ楽
しさや心地よさを味わうことができる環境を整える。

泣いている友達を慰めたり保育者に伝えたりするなど、友友達達をを
思思いい手手助助けけししよよううととすするる。

安心して登園できるように保護者の喜びや不安を受け止める
とともに、子どもの様子を情報交換したり年間の子どもの育
ちの見通しを伝えたりしながら、成長を共に支え合う関係作
りをする。

園庭の木々や草花などに触ったり、遊びに取り入れたりでき
るような環境を整え、身近な自然に興味や関心をもてるよう
にする。

園生活の一日の流れを可視化し、見通しをもって生活したり
自分のことは自分でしようとしたりする意欲を育てる。

一人一人の子どもの気持ちを受け止めながら信頼関係を築
き、個々の発達や経験に応じて丁寧に関わり安心して生活で
きるようにする。

クラスの当番活動などを通して、自自分分がが役役にに立立つつ喜喜びびをを感感じじ
るる。

55 66 77 1122

友達との関わりの中で、お互いのアイディアを認めたり取り入
れたりして、一人一人が自己発揮できるようにする。

絵本やお話などを興味をもって聞き、イイメメーージジをを広広げげててななりり
ききっってて表表現現ししたたりり想想像像ししてて遊遊んんだだりりすするる。

自分なりのめめああててやや見見通通ししををももっってて、、遊んだり生活したりしよ
うとする。

雪や氷で遊びながら、そそのの変変化化にに気気付付いいたたりり、、性性質質をを遊遊びびにに生生
かかししたたりりすするる。

1111110099 2211 3388

自分の思思っったたここととやや考考ええたたここととをを言言葉葉でで伝伝ええたたりり、、相相手手のの話話をを
聞聞いいたたりりししてて、、友達と一緒に遊びや生活を進める。

正月遊びや雪遊びなどで自自分分ななりりののめめああててををももっってて、、諦諦めめなないい
ででががんんばばろろううととすするる。

正月、節分、アメッコ市、ひな祭りなどの伝伝統統文文化化をを見見たたりり体体
験験ししたたりりししてて、、関関心心ををももつつ。

進級することを楽しみにして、部部屋屋をを片片付付けけたたりり掃掃除除ををししたたりり
すするる。

夏野菜の収穫を喜び、みんなで数数をを数数ええててシシーールルをを貼貼っったたりり数数
をを書書いいたたりりすするる。

子どもの発見や気付きに共感し、それを友達と共有したり遊び
に取り入れたりできるようにする。

遊びの場や遊びに必要な物を工夫して作り、自自分分たたちちでで考考ええたた
ここととをを取取りり入入れれななががらら遊遊ぶぶ。

遊びの場や用具を繰繰りり返返しし工工夫夫ししたたりり試試ししたたりりししてて、、よよりり楽楽しし
くく遊遊べべるるここととにに気気付付くく。

保育者や友達に、、ししたたここととやや見見たたこことと、、感感じじたたこことと、、考考ええたたここ
ととをを話話ししたたりり聞聞いいたたりりすするる。

期期 ４４歳歳児児　　第第４４期期４４歳歳児児　　第第１１期期 ４４歳歳児児　　第第２２期期 ４４歳歳児児　　第第３３期期

・ ・気の合う友達との遊びを通して、自自分分のの気気持持ちちをを言言葉葉でで
伝伝ええたたりり友友達達ととイイメメーージジををややりり取取りりししたたりりししななががらら一緒
に遊ぶ楽しさを味わう。

・ いろいろな活動に進んで取り組み、自自分分ななりりののよよささをを発発
揮揮ししてて、、友友達達とと一一緒緒にに試試ししたたりり工工夫夫ししたたりりししてて遊びや生
活を進める楽しさを味わう。

・

年長さんとの思い出を振り返りながら、感謝の気持ちを表すため
に工夫して感謝の会の準備を進められるようにする。

ごっこ遊びにじっくりと取り組めるよう、必要な用具や素材等を
子どもと共に考え、遊びが発展するようにする。

５歳児と一緒に経験しながら役割を引き継ぐ機会や場を設定し、
進級への期待をふくらませる過程を大切にする。

保育参観や保護者参加の行事等を通して、子どもの育ちを具体
的に伝え、園の保育方針の理解を深められるようにする。

子ども同士のトラブルは、成長の機会として大切な経験である
ことを伝え、理解と協力をお願いする。

正月遊びや雪遊びなどの様子を伝え、家庭でも親子、家族で楽し
んだり話題にしたりしてもらう。

季節の事象の変化など、自然に触れたり見たりする機会を設
け、子どもの感動や発想を受け止めたり保育者の感じたことを
伝えたりして言葉が豊かになるように援助する。

ボール遊びや鬼ごっこ、縄跳びなど、身体を十分に動かす楽し
さを味わえる遊びの場を工夫する。
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一日の生活の流れが分かり、身身のの回回りりのの準準備備やや後後始始末末ななどどをを
自自分分ででししよよううととすするる。。

豊かな遊びの体験が心や言葉、運動機能の発達、興味・関心の
広がりなどに大きく関わることを伝え、家庭での過ごし方や親
子の遊びを見つめ直すきっかけを作る。

生活や遊びの中でのルルーールルやや友友達達ととのの約約束束のの大大切切ささにに気気付付きき、、
守守ろろううととすするる。

水、泡、砂、土、粘土などの感感触触をを味味わわっったたりり様様々々なな遊遊びび方方
をを試試ししたたりりししてて、、素素材材ののおおももししろろささをを楽楽ししむむ。

母の日や父の日などを通して家家族族かからら愛愛さされれてていいるるここととにに気気
付付きき、、家家族族をを大大切切ににししよよううととすするる。

友達と遊遊んんだだりり、、話話ししたたりり歌歌っったたりりすするるここととをを喜喜びび、、一一緒緒
にに活活動動すするる楽楽ししささをを味味わわうう。

共同の遊具や用具を大切にし、みみんんななでで譲譲りり合合っってて使使っったたりり
片片付付けけたたりりすするる。

身近な草花や虫などと触れて遊び、春春のの暖暖かかささをを感感じじ楽楽しし
むむ。

遊びや生活の中で、物物のの準準備備やや後後片片付付けけををししななががらら、、並並べべたた
りり数数ええたたりりすするる。

保育者にしてほしいことや困っていることを、動動作作やや言言葉葉でで
伝伝ええよよううととすするる。

好きな歌や曲に合わせて、身身体体をを動動かかししたたりり歌歌っったたりりししてて楽楽
ししむむ。

【【知知識識及及びび技技能能のの基基礎礎】】 豊豊かかなな体体験験をを通通じじてて、、感感じじたたりり、、気気付付いいたたりり、、分分かかっったたりり、、出出来来るるよよううににななっったたりりすするる。。

【【思思考考力力・・判判断断力力・・表表現現力力のの基基礎礎】】 気気付付いいたたここととややででききるるよよううににななっったたここととななどどをを使使いい、、考考ええたたりり、、試試ししたたりり、、工工夫夫ししたたりり、、表表現現ししたたりりすするる。。

【【学学びびにに向向かかうう力力・・人人間間性性等等】】 ででききるるよよううににななっったたここととやや分分かかっったたここととななどどをを実実感感しし、、自自分分のの成成長長をを認認めめ、、次次のの活活動動やや体体験験へへのの意意欲欲ををももつつ。。

発発表表会会・・おお楽楽ししみみ会会

ククリリススママスス会会親親子子遠遠足足 ☆☆節節分分・・ままめめままきき

卒卒園園式式・・修修了了式式

進進級級のの会会 交交通通安安全全教教室室

保保護護者者参参観観日日

保保護護者者参参観観日日

★★職職員員のの保保育育体体験験

アアメメッッココ市市
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イ：自立心

★★幼幼保保小小中中連連携携メメデディィアアココンントトロローールル週週間間
★★教教職職員員研研究究

実実践践発発表表会会

避避難難訓訓練練

架架けけ橋橋期期にに期期待待すするる子子どどもものの姿姿

～～周周囲囲のの人人々々やや環環境境とと主主体体的的にに関関わわりり、、学学ぶぶ喜喜びびやや楽楽ししささをを実実感感ししななががらら仲仲間間とと共共にに育育ちち合合うう子子どどもも～～
ア：健康な心と体 ウ：協同性 エ：道徳性・規範意識の芽生え

オ：社会生活との関わり カ：思考力の芽生え

キ：自然との関わり・生命尊重 ク：数量や図形、標識や文字などへの関心・感覚

ケ：言葉による伝え合い コ：豊かな感性と表現

運運動動会会入入園園式式 ☆☆七七夕夕会会

★★市市夏夏季季研研修修会会

おお月月見見会会 ひひななままつつりりハハロロウウィィンン

満５歳児すてっぷ相談（毎月１回 ５～３月実施）

・４歳児担任も保護者とともに講話に参加し

「就学に向けて家庭で心がけたいこと」を聴く。 おお祭祭りりごごっっここ

保保護護者者面面談談 感感謝謝のの会会

保保護護者者面面談談 ★★保保育育体体験験

運運動動会会

▼▼幼幼児児期期のの終終わわりりままででにに育育っっててほほししいい姿姿（（1100のの姿姿））
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感染症の予防や発生状況の情報を、丁寧に知らせていく。

栽培物や生き物を日常的に観察したり世話をしたりできる環境
を整え、生長や命の大切さに気付けるようにしていく。

自分の思い通りにならない葛藤体験を大切にし、子どもの思い
を受け止めながら気持ちの安定を図り、よりよい解決策を一緒
に考えていくようにする。

日常生活や友達との遊びの中で、自自分分のの気気持持ちちやや考考ええをを伝伝ええ
るる言言葉葉にに関関心心ををももつつ。

身の回りの玩具や用具、素材で遊びながら、数数やや量量、、色色やや
形形、、名名前前やや数数ええ方方にに関関心心ををももつつ。

真冬の自然事象や雪解け、日差しの暖かさなどに触れ、冬冬かからら
春春へへのの自自然然のの変変化化ややそそれれをを表表すす言言葉葉にに関関心心ををももつつ。

手遊びや言葉遊びなどに親しみながら、言言葉葉のの響響ききややリリズズムム
をを楽楽ししむむ。

絵本や物語、紙芝居などを通して、美美ししいい言言葉葉、、楽楽ししいい言言葉葉にに
触触れれ、、言言葉葉にに関関心心ををももつつ。

身近な秋や冬の自然に触れ、風風やや空空、、雲雲やや月月ななどどのの変変化化にに気気付付
きき、、自自然然のの事事象象ややそそれれをを表表すす言言葉葉にに関関心心ををももつつ。

絵本や物語、紙芝居などを聞いて、様々な言言葉葉やや表表現現にに興興味味をを
ももちち、、遊遊びびやや生生活活にに再再現現ししたたりりすするる。。

相手によって言言葉葉のの使使いい方方やや話話しし方方をを変変ええたた方方がが伝伝わわるるここととにに
気気付付きき、、相相手手にに分分かかるるよよううにに話話すす。

運動会や発表会などの情報を早めに提供し、子どもたちの取組
や育ちの様子も丁寧に伝え、参加を促していく。

保護者同士が話し合ったり活動したりする場をもち、保護者の
共に子育てを楽しもうとする関係作りを工夫する。

発見したことや感感動動をを友友達達にに伝伝ええたたりり、、相相手手のの思思いいににもも気気付付いい
たたりりししてて、、感感情情をを共共有有すするる。

保育者や友達にししたたいいここととやや思思っったたここととななどどをを伝伝ええたたりり、、分分かか
ららなないいここととをを尋尋ねねたたりりすするる。

発表会をきっかけに、自分の思ったことを動動ききやや言言葉葉、、音音楽楽なな
どどののいいろろいいろろなな方方法法でで表表現現ししてて遊遊ぶぶことを楽しむ。

感じたことや発見したことを、思思いい思思いいにに描描いいたたりり作作っったたりりすす
るるここととをを楽楽ししむむ。

生活や遊びの中で数数量量やや図図形形、、文文字字のの役役割割にに気気付付いいたたりり、、遊遊びび
にに取取りり入入れれたたりりすするる。

遊びの中で友達に思いを伝えたり、自分とは違う友達の思いに
気付いて我慢したり気持ちを切り替えたりしながら、友達とふ
れ合う楽しさを味わえるように援助する。

進級に向けた園での生活や遊び、友達関係などの様子を具体的に
伝え成長の喜びを共有すると共に、進級への不安や課題など保護
者の思いを受け止める。

３歳児や５歳児と一緒に遊んだり手伝ったり、教えてもらったり
して関わる姿を認めながら、自信や自己肯定感が育まれるように
していく。

気の合う友達との関わりを楽しみ、自自分分のの思思いいをを伝伝ええたたりり、、相相
手手のの思思いいにに気気付付いいたたりりすするる。

なわとびや鉄棒、ボール遊びなどを友友達達とと競競いい合合いいななががらら繰繰りり
返返ししてて遊遊びび、、いいろろいいろろなな遊遊びびにに挑挑戦戦ししよよううととすするる。

メディアコントロールについての小・中学校と連携した取組の
様子やアンケート結果を伝え、年末年始の過ごし方や親子の関
わりを深める遊びなどの情報を提供する。

新しい環境に慣れ、保保育育者者やや友友達達にに親親ししみみををももっってて安安
心心ししてて過過ごごしし、、好きな遊びを楽しむ。

好きな場所や遊びを見付けて、自自分分ななりりのの思思いいをを出出ししなな
ががらら、、保保育育者者やや友友達達とと関関わわりり合合っってて過ごす。

仲のよい友達と遊びながら、考考ええをを膨膨ららまませせたたりり自自分分のの考考ええをを
伝伝ええたたりりししななががらら、、一一緒緒にに遊遊びびをを進進めめよよううととすするる。

生活の場面でよよいいこことととと悪悪いいここととががああるるここととにに気気付付きき、、考考ええなな
ががらら行行動動すするる。

５歳児から当当番番のの仕仕方方をを教教ええててももららっったたりり一一緒緒にに取取りり組組んんだだりり
ししてて、、進進級級へへのの期期待待ををももつつ。

ハロウィンや地域の公民館の文化祭、高齢者施設の訪問など
で、身身近近なな地地域域のの人人とと関関わわりり親親ししみみををももつつ。

木の実など自然物を集集めめたたりり数数ええたたりり、、分分けけたたりり並並べべたたりり比比べべ
たたりりししてて数数やや量量、、形形にに関関心心ををももつつ。

令和６年度　大館市　架け橋期のカリキュラム全体計画（4歳児４月〜３月）

月月

遊具や用具など、身身近近にに使使うう物物のの使使いい方方がが分分かかりり、安全に遊
ぶ。

自分で遊遊びびたたいい場場所所ややややっっててみみたたいい遊遊びびをを見見付付けけ、、じじっっくく
りり遊遊ぶぶ。

水遊びをするための準準備備やや後後始始末末のの手手順順やや仕仕方方がが分分かかりり、、自自分分
ででししよよううととすするる。

いろいろな材料を自自分分ののイイメメーージジにに合合わわせせてて見見立立てて、、工工夫夫ししてて
作作っったたりり作作っったた物物をを使使っったたりりすするる。

雨の日や暑い日の生活の仕方が分かり、着着替替ええやや水水分分補補給給ななどど
をを進進んんでで行行いい、健康に過ごす。

ルールのある運動遊びに参加し、友友達達とと一一緒緒にに体体をを動動かかすす楽楽しし
ささをを味味わわうう。

交交通通ののききままりりやや安安全全なな歩歩行行、、緊緊急急時時のの避避難難のの仕仕方方がが分分かか
りり、守ろうとする。

友達といろいろな遊びを通して、身身体体をを十十分分にに動動かかすす楽楽ししささをを
味味わわうう。

草花や夏野菜の世話をしながら、花花やや葉葉、、実実ななどどのの違違いいにに気気付付
きき、、関関心心ををももつつ。。

雨や風などの音、雲の形や大きさなどに関心をもち、そそのの変変化化
やや不不思思議議ささ、、美美ししささをを楽楽ししむむ。

安安全全なな遊遊びび方方やや災災害害時時のの行行動動のの仕仕方方がが分分かかりり、気を付けて遊ん
だり生活したりする。

秋秋のの祭祭りりやや年年末末かからら新新年年のの身身近近なな地地域域のの行行事事やや出出来来事事にに関関心心をを
ももちち、生活や遊びに取り入れる。

捕まえた昆虫などを親親ししみみをを込込めめてて世世話話ししたたりり、、生生死死にに接接ししたた
りりすするるここととをを通通ししてて、、命命をを大大切切ににししよよううとする。

44

新しい環境に馴染めるように、今まで親しんできた遊具を準
備したり安心して過ごせる場を確保したりする。

緊急時の連絡方法や避難場所を周知するとともに、登降園時
の安全、年間の園行事等について丁寧に説明し、保護者の理
解と協力を得る。

雨の日や暑い日でも、園の内外で安全に全身を動かして遊ぶ楽
しさや心地よさを味わうことができる環境を整える。

泣いている友達を慰めたり保育者に伝えたりするなど、友友達達をを
思思いい手手助助けけししよよううととすするる。

安心して登園できるように保護者の喜びや不安を受け止める
とともに、子どもの様子を情報交換したり年間の子どもの育
ちの見通しを伝えたりしながら、成長を共に支え合う関係作
りをする。

園庭の木々や草花などに触ったり、遊びに取り入れたりでき
るような環境を整え、身近な自然に興味や関心をもてるよう
にする。

園生活の一日の流れを可視化し、見通しをもって生活したり
自分のことは自分でしようとしたりする意欲を育てる。

一人一人の子どもの気持ちを受け止めながら信頼関係を築
き、個々の発達や経験に応じて丁寧に関わり安心して生活で
きるようにする。

クラスの当番活動などを通して、自自分分がが役役にに立立つつ喜喜びびをを感感じじ
るる。

55 66 77 1122

友達との関わりの中で、お互いのアイディアを認めたり取り入
れたりして、一人一人が自己発揮できるようにする。

絵本やお話などを興味をもって聞き、イイメメーージジをを広広げげててななりり
ききっってて表表現現ししたたりり想想像像ししてて遊遊んんだだりりすするる。

自分なりのめめああててやや見見通通ししををももっってて、、遊んだり生活したりしよ
うとする。

雪や氷で遊びながら、そそのの変変化化にに気気付付いいたたりり、、性性質質をを遊遊びびにに生生
かかししたたりりすするる。

1111110099 2211 3388

自分の思思っったたここととやや考考ええたたここととをを言言葉葉でで伝伝ええたたりり、、相相手手のの話話をを
聞聞いいたたりりししてて、、友達と一緒に遊びや生活を進める。

正月遊びや雪遊びなどで自自分分ななりりののめめああててををももっってて、、諦諦めめなないい
ででががんんばばろろううととすするる。

正月、節分、アメッコ市、ひな祭りなどの伝伝統統文文化化をを見見たたりり体体
験験ししたたりりししてて、、関関心心ををももつつ。

進級することを楽しみにして、部部屋屋をを片片付付けけたたりり掃掃除除ををししたたりり
すするる。

夏野菜の収穫を喜び、みんなで数数をを数数ええててシシーールルをを貼貼っったたりり数数
をを書書いいたたりりすするる。

子どもの発見や気付きに共感し、それを友達と共有したり遊び
に取り入れたりできるようにする。

遊びの場や遊びに必要な物を工夫して作り、自自分分たたちちでで考考ええたた
ここととをを取取りり入入れれななががらら遊遊ぶぶ。

遊びの場や用具を繰繰りり返返しし工工夫夫ししたたりり試試ししたたりりししてて、、よよりり楽楽しし
くく遊遊べべるるここととにに気気付付くく。

保育者や友達に、、ししたたここととやや見見たたこことと、、感感じじたたこことと、、考考ええたたここ
ととをを話話ししたたりり聞聞いいたたりりすするる。

期期 ４４歳歳児児　　第第４４期期４４歳歳児児　　第第１１期期 ４４歳歳児児　　第第２２期期 ４４歳歳児児　　第第３３期期

・ ・気の合う友達との遊びを通して、自自分分のの気気持持ちちをを言言葉葉でで
伝伝ええたたりり友友達達ととイイメメーージジををややりり取取りりししたたりりししななががらら一緒
に遊ぶ楽しさを味わう。

・ いろいろな活動に進んで取り組み、自自分分ななりりののよよささをを発発
揮揮ししてて、、友友達達とと一一緒緒にに試試ししたたりり工工夫夫ししたたりりししてて遊びや生
活を進める楽しさを味わう。

・

年長さんとの思い出を振り返りながら、感謝の気持ちを表すため
に工夫して感謝の会の準備を進められるようにする。

ごっこ遊びにじっくりと取り組めるよう、必要な用具や素材等を
子どもと共に考え、遊びが発展するようにする。

５歳児と一緒に経験しながら役割を引き継ぐ機会や場を設定し、
進級への期待をふくらませる過程を大切にする。

保育参観や保護者参加の行事等を通して、子どもの育ちを具体
的に伝え、園の保育方針の理解を深められるようにする。

子ども同士のトラブルは、成長の機会として大切な経験である
ことを伝え、理解と協力をお願いする。

正月遊びや雪遊びなどの様子を伝え、家庭でも親子、家族で楽し
んだり話題にしたりしてもらう。

季節の事象の変化など、自然に触れたり見たりする機会を設
け、子どもの感動や発想を受け止めたり保育者の感じたことを
伝えたりして言葉が豊かになるように援助する。

ボール遊びや鬼ごっこ、縄跳びなど、身体を十分に動かす楽し
さを味わえる遊びの場を工夫する。
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一日の生活の流れが分かり、身身のの回回りりのの準準備備やや後後始始末末ななどどをを
自自分分ででししよよううととすするる。。

豊かな遊びの体験が心や言葉、運動機能の発達、興味・関心の
広がりなどに大きく関わることを伝え、家庭での過ごし方や親
子の遊びを見つめ直すきっかけを作る。

生活や遊びの中でのルルーールルやや友友達達ととのの約約束束のの大大切切ささにに気気付付きき、、
守守ろろううととすするる。

水、泡、砂、土、粘土などの感感触触をを味味わわっったたりり様様々々なな遊遊びび方方
をを試試ししたたりりししてて、、素素材材ののおおももししろろささをを楽楽ししむむ。

母の日や父の日などを通して家家族族かからら愛愛さされれてていいるるここととにに気気
付付きき、、家家族族をを大大切切ににししよよううととすするる。

友達と遊遊んんだだりり、、話話ししたたりり歌歌っったたりりすするるここととをを喜喜びび、、一一緒緒
にに活活動動すするる楽楽ししささをを味味わわうう。

共同の遊具や用具を大切にし、みみんんななでで譲譲りり合合っってて使使っったたりり
片片付付けけたたりりすするる。

身近な草花や虫などと触れて遊び、春春のの暖暖かかささをを感感じじ楽楽しし
むむ。

遊びや生活の中で、物物のの準準備備やや後後片片付付けけををししななががらら、、並並べべたた
りり数数ええたたりりすするる。

保育者にしてほしいことや困っていることを、動動作作やや言言葉葉でで
伝伝ええよよううととすするる。

好きな歌や曲に合わせて、身身体体をを動動かかししたたりり歌歌っったたりりししてて楽楽
ししむむ。

【【知知識識及及びび技技能能のの基基礎礎】】 豊豊かかなな体体験験をを通通じじてて、、感感じじたたりり、、気気付付いいたたりり、、分分かかっったたりり、、出出来来るるよよううににななっったたりりすするる。。

【【思思考考力力・・判判断断力力・・表表現現力力のの基基礎礎】】 気気付付いいたたここととややででききるるよよううににななっったたここととななどどをを使使いい、、考考ええたたりり、、試試ししたたりり、、工工夫夫ししたたりり、、表表現現ししたたりりすするる。。

【【学学びびにに向向かかうう力力・・人人間間性性等等】】 ででききるるよよううににななっったたここととやや分分かかっったたここととななどどをを実実感感しし、、自自分分のの成成長長をを認認めめ、、次次のの活活動動やや体体験験へへのの意意欲欲ををももつつ。。

発発表表会会・・おお楽楽ししみみ会会

ククリリススママスス会会親親子子遠遠足足 ☆☆節節分分・・ままめめままきき

卒卒園園式式・・修修了了式式

進進級級のの会会 交交通通安安全全教教室室

保保護護者者参参観観日日

保保護護者者参参観観日日

★★職職員員のの保保育育体体験験
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知知
識識
及及
びび
技技
能能
のの
基基
礎礎

思思
考考
力力
・・
判判
断断
力力
・・
表表
現現
力力
のの
基基
礎礎

学学
びび
にに
向向
かか
うう
力力
・・
人人
間間
性性

イ：自立心

★★幼幼保保小小中中連連携携メメデディィアアココンントトロローールル週週間間
★★教教職職員員研研究究

実実践践発発表表会会

避避難難訓訓練練

架架けけ橋橋期期にに期期待待すするる子子どどもものの姿姿

～～周周囲囲のの人人々々やや環環境境とと主主体体的的にに関関わわりり、、学学ぶぶ喜喜びびやや楽楽ししささをを実実感感ししななががらら仲仲間間とと共共にに育育ちち合合うう子子どどもも～～
ア：健康な心と体 ウ：協同性 エ：道徳性・規範意識の芽生え

オ：社会生活との関わり カ：思考力の芽生え

キ：自然との関わり・生命尊重 ク：数量や図形、標識や文字などへの関心・感覚

ケ：言葉による伝え合い コ：豊かな感性と表現

運運動動会会入入園園式式 ☆☆七七夕夕会会

★★市市夏夏季季研研修修会会

おお月月見見会会 ひひななままつつりりハハロロウウィィンン

満５歳児すてっぷ相談（毎月１回 ５～３月実施）

・４歳児担任も保護者とともに講話に参加し

「就学に向けて家庭で心がけたいこと」を聴く。 おお祭祭りりごごっっここ

保保護護者者面面談談 感感謝謝のの会会

保保護護者者面面談談 ★★保保育育体体験験

運運動動会会
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【知識及び技能の基礎】　　　　　　豊かな体験を通じて、感じたり、気付いたり、分かったり、出来るようになったりする。
【思考力・判断力・表現力の基礎】　気付いたことやできるようになったことなどを使い、考えたり、試したり、工夫したり、表現したりする。
【学びに向かう力・人間性等】　　　できるようになったことや分かったことなどを実感し、自分の成長を認め、次の活動や体験への意欲をもつ。

架け橋期に期待する子どもの姿
～周囲の人々や環境と主体的に関わり、学ぶ喜びや楽しさを実感しながら仲間と共に育ち合う子ども～

令和６年度 大館市 架け橋期のカリキュラム全体計画 （4歳児 4月〜3月）
▼幼児期の終わりまでに育ってほしい姿（10の姿）
ア：健康な心と体

オ：社会生活との関わり

キ：自然との関わり・生命尊重

ケ：言葉による伝え合い

ク：数量や図形、標識や文字などへの関心・感覚

コ：豊かな感性と表現

カ：思考力の芽生え

イ：自立心 ウ：協同性 エ：道徳性・規範意識の芽生え

大館市共通版  架け橋期のカリキュラム全体計画 ４歳児～２年生.。

| 
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▼▼幼幼児児期期のの終終わわりりままででにに育育っっててほほししいい姿姿（（1100のの姿姿））
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※※赤赤字字はは、、令令和和５５年年度度ののカカリリキキュュララムムをを修修正正・・追追加加ししたた箇箇所所でですす。。

卒園式やお別れ会の歌や呼びかけなどで、みんなで気気持持ちちをを合合
わわせせてて表表現現ししたたりり聴聴きき合合っったたりりして、響響きき合合いいをを楽楽ししむむ。

園生活の見見通通ししをもち、時時間間をを意意識識ししななががらら、、気気持持ちちをを切切りり替替
ええてて行行動動する。

気温によって雪質や氷のでき方が違うことなどから、その特特性性
へへのの関関心心をを高高めめ、、試試ししてて遊遊ぶぶ楽しさを味わう。

文字には人人にに思思いいをを伝伝ええるる役役割割があることに気付き、手手紙紙ななどど
でで伝伝ええるることを楽しむ。

園生活を振り返り、今まで経験したことや友達と協力した思思いい
出出ななどどをを言言葉葉でで伝伝ええ合合いい、、成成長長ししたた喜喜びびをを味味わわうう。

園生活やクラスの自自分分のの役役割割をを果果たたそそううとし、役役にに立立つつ喜喜びびを
味わう。

手洗い、うがい、好き嫌いを減らすなど、健健康康なな生生活活ののたためめにに
必必要要ななここととをを進進んんでで行行うう。

正月、節分、アメッコ市、ひな祭りなどの伝伝統統文文化化をを体体験験しし、、
地地域域へへのの親親ししみみををももっってて遊遊びびにに再再現現する。

共通の目的に向かって試行錯誤しながら実現に向かう場面を
大切にし、それぞれの持ち味を発揮したりお互いによさを認
め合ったりしながら協力し合うことができるような言葉掛け
をする。

一人一人の興味・関心に応じた絵本との出会いを大切にし、
絵本に親しむ環境を工夫する。

紅葉や落ち葉、虫、冬芽、雪や氷の様子などから、季季節節のの変変
化化やや不不思思議議ささをを感感じじ、、生生命命ののササイイククルルにに気気付付くく。。

就学に向けて、起床、就寝、食事、メディアの時間を見直し、規則正しい生活を送ることができるように協力をお願いする。

劇遊びなどで、友達のよさを認め合いながら役役割割をを分分担担した
り力力をを合合わわせせたたりりして遊遊びびをを創創りり上上げげるることを楽しむ。

今までの経験を生かして、心と体を十分に働かせて自分たちで
遊びを進める姿を認め、満足感をもてるようにする。

子どもと一緒に園生活を振り返りながら、５歳児としての役割
をやり遂げた達成感や自他の成長への喜びを共有し、自信を
もって行動できるようにしていく。

卒園に向けて、自他の成長に気付いたり、お世話になった方々
への感謝の気持ちをもったりできるような環境を工夫する。

卒園式、入学式までの予定などの情報を提供し、見通しをもっ
て準備できるよう、また不安がないように支援する。

子どもの頑張りやよさについて伝え、成長の喜びを共有し、自
信と期待をもって入学できるような励ましや言葉掛けをお願い
する。

就学に向けての心配や不安を受け止めて、安心して就学でき
るように子どもへの関わりを一緒に考えるとともに、必要な
情報を提供し相談できる機会や場につなぐ。場合によっては
小学校と情報を共有する。
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就学時健康診断を機会に、入学までに身に付けたい習慣や力
について話題にしていく。

体を動かす楽楽ししささやや心心地地よよささを感じ、いろいろな運運動動遊遊びびにに進進
んんでで取取りり組組むむ。

早寝・早起き・朝ご飯や絵本の読み聞かせの大切さを伝え、理
解と協力を得る。

自分の思思いいをを友友達達にに伝伝ええたたりり、、相相手手のの考考ええをを受受けけ入入れれたたりりし
て、折折りり合合いいををつつけけてて遊遊ぼぼううとする。

リレー遊びやドッチボールなどのゲームを楽しくするために、
作作戦戦ややルルーールルをを話話しし合合っってて工工夫夫する。

母の日や父の日などを通して家家族族のの大大切切ささにに気気付付きき大大切切ににししよよ
ううとする。

ルルーールルののああるる遊遊びびの中で、勝勝敗敗をを受受けけ入入れれ、友達と競競いい合合っっ
たたりり応応援援ししたたりりして遊ぼうとする。

進んで挨拶を交わしたり「ありがとう」「ごめんなさい」の気気
持持ちちをを心心ををここめめてて伝伝ええよよううととすするる。

園庭の草花や野菜、虫などについて、名名前前やや世世話話のの仕仕方方ななどどにに
興興味味ををももっってて調調べべ、、命命ああるるももののをを大大切切ににししよよううととすするる。。

遊びや生活の中で、物の準備や後片付けをしながら、数数ええるる、、
比比べべるる、、形形をを工工夫夫すするるなどを意識する。

絵本や物語に親しみ、気気付付いいたたここととやや感感想想、、想想像像ししたたここととをを友友
達達とと伝伝ええ合合ううことを楽しむ。

体験したことや考えたことを、いいろろいいろろなな素素材材やや用用具具をを十十分分にに
活活用用しし自自分分ななりりにに表表現現すするることを楽しむ。

四季の変化や自然の美しさ、不思議さを感じられる体験、知
的好奇心を満たす遊びや環境を工夫する。

友達とお互いの思思いいやや考考ええをを共共有有し、目的が達成できるように
話話しし合合っったたりり協協力力しし合合っったたりりししよよううととする。

当番の仕事など、自自分分ががししななけけれればばななららなないいここととをを自自覚覚しし、
忘れずにやろうとする。

遊遊びびやや生生活活をを振振りり返返っってて楽しかったことや困ったこと、明日
やりたいことなどを言言葉葉でで伝伝ええ合合うう。

空き箱や紙などの形形やや大大ききささ、、長長ささななどどをを捉捉ええ、組組みみ合合わわせせ
をを考考ええななががらら作作りり上上げげるることを楽しむ。

草木の実や落ち葉などから身近な自自然然のの変変化化をを感感じじ取取りり、言言
葉葉でで表表現現ししたたりり工工夫夫ししてて遊遊んんだだりりすするることを楽しむ。

絵本や物語、紙芝居、言葉遊びなどに親しみ、言言葉葉のの楽楽ししささ
やや美美ししささにに気気付付きき、、言言葉葉をを豊豊かかににすするる。。

１日の生活の流れを時計とともに表示し、活動の見通しがもて
るようにする。

令和６年度　大館市　架け橋期のカリキュラム全体計画（5歳児４月〜３月）

月月 66

縄跳びやフラフープなどの回数を数えるなど、遊びの中で必必要要
感感ををももっってて数数ええるることを通して数数をを実実感感する。

砂遊びや泥遊びを通して、園庭の土土やや砂砂のの粒粒のの大大ききささやや性性質質なな
どどのの違違いいに気付く。

縄跳びや鉄棒などで、自分の目目標標をを立立てててて諦諦めめなないいでで挑挑戦戦しよ
うとする。

体を動かす遊びに繰繰りり返返しし挑挑戦戦し、できるようになった達達成成感感
を味わい、様様々々なな運運動動にに挑挑戦戦ししよよううとする。

遊びの目目的的にに沿沿っってて時時間間ををううままくく使使っったたりり、、場場所所やや道道具具をを選選んん
だだりりして、自分たちで遊びを進める。

絵絵本本やや図図鑑鑑、、身身近近ななちちららししななどどかからら情情報報をを取取りり入入れれ、遊びがよ
り本物に近づいていくことを楽しむ。

健康に関心をもち、生生活活リリズズムムを整えたり、身身のの回回りりをを整整
理理、、整整頓頓したりする。

災害時の避避難難のの仕仕方方やや身身のの守守りり方方が分かり、合合図図やや指指示示にに従従っっ
てて行行動動しようとする。

縄跳びや鉄棒などの遊遊びびにに応応じじたた体体をを動動かかすすココツツををつつかかんんでで、、
十十分分にに体体をを動動かかししてて遊ぶ。

身近な草花などを使った遊びや水遊びなどを通して、植植物物のの特特
徴徴やや色色のの変変化化、、水水温温のの変変化化ななどどにに気気付付くく。

雨や虹、雲など偶然出会った自自然然のの変変化化にに関関心心ををももちち、言言葉葉でで
表表現現ししたたりり、、調調べべたたりり試試ししたたりりすするるここととをを楽楽ししむむ。

収穫した野菜の数を数数ええたたりり、、大大ききささやや重重ささをを比比べべたたりりしなが
ら、大きい・小さい、多い・少ない、重い・軽いなどの言言葉葉のの
意意味味をを実実感感する。

ごっこ遊びや共同製作などで友友達達ととイイメメーージジをを伝伝ええ合合いい、、共共有有
ししななががらら表表現現すするる喜びを味わう。

収穫した野菜などを友達と一緒に食べたり、遊びに取り入れ
たりして、食食べべ物物へへのの関関心心を高める。

地域の公共施設や小学校などを訪れ、場場所所やや状状況況にに応応じじたた約約
束束をを知知りり、、守守ろろううととする。

時計や記名など、文文字字やや数数字字に親しみ、生生活活すするる上上でで必必要要なな
情情報報がが分分かかるるここととをを喜喜ぶぶ。

44 55 99 1100 1111 22
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らら
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期期

77 88 11

５５歳歳児児　　第第４４期期55歳歳児児　　第第１１期期 ５５歳歳児児　　第第２２期期 ５５歳歳児児　　第第３３期期

・ ・友達と一緒に考えたり、話し合ったり、折折りり合合いいをを付付
けけたたりりししななががらら共共通通のの目目的的にに向向かかっってて遊びや生活を進
める楽しさを味わう。

・ 自分や友達のよさが分かり、認認めめ合合っったたりり受受けけ入入れれ合合っっ
たたりりししてて協力して、遊びを進める楽しさやややりり遂遂げげるる満満
足足感感を味わう。

・年長としての意意欲欲とと自自信信ををももっってて、、自自分分のの力力をを十十分分にに
発発揮揮しながら安心して生活する。

331122

友達と思思いいをを伝伝ええ合合いいななががららイイメメーージジをを共共有有し、力を合
わせて遊びや生活を進めていく中で仲間意識を高める。

文文字字やや数数字字、、図図形形、、標標識識ななどどをを遊遊びびやや生生活活にに取取りり入入れれてて使使ううこ
とを楽しむ。

歌を歌ったり踊ったり、楽器を使って遊んだりすることを通し
て、曲曲のの感感じじややリリズズムムのの変変化化をを楽楽ししんんでで表表現現する。

友達と一緒に遊びながら、共共通通のの目目的的をもってアアイイデディィアアをを出出
しし合合いい、、試試行行錯錯誤誤すするる過過程程をを楽楽ししむむ。

草花遊びや色水遊びなどを通して、草草花花やや色色のの名名前前ななどどにに興興味味
ををももっってて調調べべ、、言言葉葉がが広広ががるるここととをを楽楽ししむむ。。

絵本や物語などのおお話話のの世世界界をを豊豊かかにに想想像像ししてて遊びに取り入
れたり、登登場場人人物物ににななりりききっってて言言葉葉やや動動ききをを工工夫夫ししてて表表現現し
たりすることを楽しむ。

困ったことを友達や先生に自自分分かからら話話ししたたりり、お願いしたいこ
とを伝伝ええたたりりして、自自分分たたちちでで解解決決ししよよううとする。

友達と一緒に縄跳びの回数を競ったりカードの枚数を数えたり
して記記録録ししてて遊遊びび、数数字字やや表表のの便便利利ささにに気気付付くく。

楽しく生活するためにききままりりをを守守っったたりり、、新新たたにに作作っったたりり、、必必
要要にに応応じじてて作作りり替替ええたたりりしようとする。

地地域域のの人人やや異異年年齢齢児児、、小小学学生生ななどど、様々な関わりの中で、相相
手手やや場場面面にに応応じじてて話したり接したりしようとする。

園生活を振り返り、自自分分のの成成長長やや自自分分がが大大切切ににさされれてていいるるこことと
に気付き、周周りりのの人人たたちちへへのの感感謝謝のの気気持持ちちをもつ。

遊びに必要な物のイイメメーージジをを友友達達とと共共有有しながら、素素材材やや用用
具具のの特特性性をを生生かかししてて製製作作し、遊遊びび方方をを工工夫夫する。

挨挨拶拶やや感感謝謝のの言言葉葉をを状状況況にに応応じじてて適適切切にに使使いいながら、友達や年
少の子どもたち、先生などと関わる。

子どもの園での様子を伝えたり、家庭での様子や発育上心配な
ことを聞いたりしながら、保護者の思いを受け止めるととも
に、信頼関係を築いていく。

年長として意欲と自信をもって生活している姿を伝え、子ども
の成長をともに喜び合ったり考えたりして支えていく。

年間の行事予定やそれをリードする年長児としての役割を伝
え、理解と協力を得る。

お互いの思いやイメージを出し合いながらよりよい方法で遊び
を展開できるように、考えを受け止めて言葉にしたり視覚化し
たりしながら、考えを引き出す援助をする。

遊びの楽しさや工夫を交流したり、お互いのよさを認め合った
りするために、遊びの振り返りの時間を保障する。

遊びの様子や行事などの参観、懇談を通して、「どのような育
ちを願い、どんなを経験をさせたいか」、子どもの変容を伝え
ながら成長を共有していく。

遊びや生活の中でのトラブルが成長につながることを伝え、様
子を伝えながら理解を得るようにする。

友達と協力したり競い合ったりして活動する中で、繰り返し挑
戦したり試したりしようとしている姿を丁寧に読み取り、認め
たり紹介したりする。

トラブルを通して、思思いい通通りりににいいかかなないい葛葛藤藤を味わったり気気持持
ちちをを調調整整したりすることを繰り返し、相相手手のの思思いいにに気気付付ききなが
ら仲間としてのつながりを深めようとする。

高高齢齢者者やや身身近近なな人人々々ととのの関関わわりりを通して、親しみをもち関関わわるる
楽楽ししささを感じる。

子どもが遊びを継続し、満足感や達成感を得られるように、新
しい素材や道具などを子どもと一緒に考えて用意したり、場所
や時間を十分に保障したりする。

年長になった喜びや緊張を受け止め、目標をもって意欲的に取
り組む姿を認めながら自信をもって自分らしさを発揮できるよ
うに励ましていく。

【【知知識識及及びび技技能能のの基基礎礎】】 豊豊かかなな体体験験をを通通じじてて、、感感じじたたりり、、気気付付いいたたりり、、分分かかっったたりり、、出出来来るるよよううににななっったたりりすするる。。

【【思思考考力力・・判判断断力力・・表表現現力力のの基基礎礎】】 気気付付いいたたここととややででききるるよよううににななっったたここととななどどをを使使いい、、考考ええたたりり、、試試ししたたりり、、工工夫夫ししたたりり、、表表現現ししたたりりすするる。。

【【学学びびにに向向かかうう力力・・人人間間性性等等】】 ででききるるよよううににななっったたここととやや分分かかっったたここととななどどをを実実感感しし、、自自分分のの成成長長をを認認めめ、、次次のの活活動動やや体体験験へへのの意意欲欲ををももつつ。。

就就学学時時健健診診
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☆☆体体験験入入学学

☆かるた大会進級の会

交通安全教室保護者参観日

★保育体験

★★幼幼保保小小担担任任研研修修会会

☆プール遊び交流
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イ：自立心

★★小小学学校校市市教教研研総総合合研研へへのの参参加加

☆☆幼幼保保小小中中連連携携メメデディィアアココンントトロローールル週週間間 ★★教教職職員員研研究究

実実践践発発表表会会

★★情情報報交交換換会会

★★小小学学校校１１年年生生のの授授業業参参観観・・情情報報交交換換会会

・・架架けけ橋橋カカリリキキュュララムム見見直直しし

避難訓練

架架けけ橋橋期期にに期期待待すするる子子どどもものの姿姿

～～周周囲囲のの人人々々やや環環境境とと主主体体的的にに関関わわりり、、学学ぶぶ喜喜びびやや楽楽ししささをを実実感感ししななががらら仲仲間間とと共共にに育育ちち合合うう子子どどもも～～
ア：健康な心と体 ウ：協同性 エ：道徳性・規範意識の芽生え

オ：社会生活との関わり カ：思考力の芽生え

キ：自然との関わり・生命尊重 ク：数量や図形、標識や文字などへの関心・感覚

ケ：言葉による伝え合い コ：豊かな感性と表現

運動会

お別れ会

入園式

★★幼幼保保小小連連携携推推進進会会議議

七夕会

★市夏季研修会

お月見会

★★生生涯涯学学習習フフェェスステティィババルル展展示示

就就学学支支援援委委員員会会
★★要要録録・・個個別別のの教教育育・・

保保育育支支援援計計画画のの送送付付

ひなまつり

運動会

お泊まり保育 ハロウィン

お別れ遠足

保護者参観日

保護者面談保護者面談

▼▼幼幼児児期期のの終終わわりりままででにに育育っっててほほししいい姿姿（（1100のの姿姿））
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○ ○

○ ○

・ ・ ・ ・

・ ・
・ ・

・ ・

・

※※赤赤字字はは、、令令和和５５年年度度ののカカリリキキュュララムムをを修修正正・・追追加加ししたた箇箇所所でですす。。

卒園式やお別れ会の歌や呼びかけなどで、みんなで気気持持ちちをを合合
わわせせてて表表現現ししたたりり聴聴きき合合っったたりりして、響響きき合合いいをを楽楽ししむむ。

園生活の見見通通ししをもち、時時間間をを意意識識ししななががらら、、気気持持ちちをを切切りり替替
ええてて行行動動する。

気温によって雪質や氷のでき方が違うことなどから、その特特性性
へへのの関関心心をを高高めめ、、試試ししてて遊遊ぶぶ楽しさを味わう。

文字には人人にに思思いいをを伝伝ええるる役役割割があることに気付き、手手紙紙ななどど
でで伝伝ええるることを楽しむ。

園生活を振り返り、今まで経験したことや友達と協力した思思いい
出出ななどどをを言言葉葉でで伝伝ええ合合いい、、成成長長ししたた喜喜びびをを味味わわうう。

園生活やクラスの自自分分のの役役割割をを果果たたそそううとし、役役にに立立つつ喜喜びびを
味わう。

手洗い、うがい、好き嫌いを減らすなど、健健康康なな生生活活ののたためめにに
必必要要ななここととをを進進んんでで行行うう。

正月、節分、アメッコ市、ひな祭りなどの伝伝統統文文化化をを体体験験しし、、
地地域域へへのの親親ししみみををももっってて遊遊びびにに再再現現する。

共通の目的に向かって試行錯誤しながら実現に向かう場面を
大切にし、それぞれの持ち味を発揮したりお互いによさを認
め合ったりしながら協力し合うことができるような言葉掛け
をする。

一人一人の興味・関心に応じた絵本との出会いを大切にし、
絵本に親しむ環境を工夫する。

紅葉や落ち葉、虫、冬芽、雪や氷の様子などから、季季節節のの変変
化化やや不不思思議議ささをを感感じじ、、生生命命ののササイイククルルにに気気付付くく。。

就学に向けて、起床、就寝、食事、メディアの時間を見直し、規則正しい生活を送ることができるように協力をお願いする。

劇遊びなどで、友達のよさを認め合いながら役役割割をを分分担担した
り力力をを合合わわせせたたりりして遊遊びびをを創創りり上上げげるることを楽しむ。

今までの経験を生かして、心と体を十分に働かせて自分たちで
遊びを進める姿を認め、満足感をもてるようにする。

子どもと一緒に園生活を振り返りながら、５歳児としての役割
をやり遂げた達成感や自他の成長への喜びを共有し、自信を
もって行動できるようにしていく。

卒園に向けて、自他の成長に気付いたり、お世話になった方々
への感謝の気持ちをもったりできるような環境を工夫する。

卒園式、入学式までの予定などの情報を提供し、見通しをもっ
て準備できるよう、また不安がないように支援する。

子どもの頑張りやよさについて伝え、成長の喜びを共有し、自
信と期待をもって入学できるような励ましや言葉掛けをお願い
する。

就学に向けての心配や不安を受け止めて、安心して就学でき
るように子どもへの関わりを一緒に考えるとともに、必要な
情報を提供し相談できる機会や場につなぐ。場合によっては
小学校と情報を共有する。
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就学時健康診断を機会に、入学までに身に付けたい習慣や力
について話題にしていく。

体を動かす楽楽ししささやや心心地地よよささを感じ、いろいろな運運動動遊遊びびにに進進
んんでで取取りり組組むむ。

早寝・早起き・朝ご飯や絵本の読み聞かせの大切さを伝え、理
解と協力を得る。

自分の思思いいをを友友達達にに伝伝ええたたりり、、相相手手のの考考ええをを受受けけ入入れれたたりりし
て、折折りり合合いいををつつけけてて遊遊ぼぼううとする。

リレー遊びやドッチボールなどのゲームを楽しくするために、
作作戦戦ややルルーールルをを話話しし合合っってて工工夫夫する。

母の日や父の日などを通して家家族族のの大大切切ささにに気気付付きき大大切切ににししよよ
ううとする。

ルルーールルののああるる遊遊びびの中で、勝勝敗敗をを受受けけ入入れれ、友達と競競いい合合っっ
たたりり応応援援ししたたりりして遊ぼうとする。

進んで挨拶を交わしたり「ありがとう」「ごめんなさい」の気気
持持ちちをを心心ををここめめてて伝伝ええよよううととすするる。

園庭の草花や野菜、虫などについて、名名前前やや世世話話のの仕仕方方ななどどにに
興興味味ををももっってて調調べべ、、命命ああるるももののをを大大切切ににししよよううととすするる。。

遊びや生活の中で、物の準備や後片付けをしながら、数数ええるる、、
比比べべるる、、形形をを工工夫夫すするるなどを意識する。

絵本や物語に親しみ、気気付付いいたたここととやや感感想想、、想想像像ししたたここととをを友友
達達とと伝伝ええ合合ううことを楽しむ。

体験したことや考えたことを、いいろろいいろろなな素素材材やや用用具具をを十十分分にに
活活用用しし自自分分ななりりにに表表現現すするることを楽しむ。

四季の変化や自然の美しさ、不思議さを感じられる体験、知
的好奇心を満たす遊びや環境を工夫する。

友達とお互いの思思いいやや考考ええをを共共有有し、目的が達成できるように
話話しし合合っったたりり協協力力しし合合っったたりりししよよううととする。

当番の仕事など、自自分分ががししななけけれればばななららなないいここととをを自自覚覚しし、
忘れずにやろうとする。

遊遊びびやや生生活活をを振振りり返返っってて楽しかったことや困ったこと、明日
やりたいことなどを言言葉葉でで伝伝ええ合合うう。

空き箱や紙などの形形やや大大ききささ、、長長ささななどどをを捉捉ええ、組組みみ合合わわせせ
をを考考ええななががらら作作りり上上げげるることを楽しむ。

草木の実や落ち葉などから身近な自自然然のの変変化化をを感感じじ取取りり、言言
葉葉でで表表現現ししたたりり工工夫夫ししてて遊遊んんだだりりすするることを楽しむ。

絵本や物語、紙芝居、言葉遊びなどに親しみ、言言葉葉のの楽楽ししささ
やや美美ししささにに気気付付きき、、言言葉葉をを豊豊かかににすするる。。

１日の生活の流れを時計とともに表示し、活動の見通しがもて
るようにする。

令和６年度　大館市　架け橋期のカリキュラム全体計画（5歳児４月〜３月）

月月 66

縄跳びやフラフープなどの回数を数えるなど、遊びの中で必必要要
感感ををももっってて数数ええるることを通して数数をを実実感感する。

砂遊びや泥遊びを通して、園庭の土土やや砂砂のの粒粒のの大大ききささやや性性質質なな
どどのの違違いいに気付く。

縄跳びや鉄棒などで、自分の目目標標をを立立てててて諦諦めめなないいでで挑挑戦戦しよ
うとする。

体を動かす遊びに繰繰りり返返しし挑挑戦戦し、できるようになった達達成成感感
を味わい、様様々々なな運運動動にに挑挑戦戦ししよよううとする。

遊びの目目的的にに沿沿っってて時時間間ををううままくく使使っったたりり、、場場所所やや道道具具をを選選んん
だだりりして、自分たちで遊びを進める。

絵絵本本やや図図鑑鑑、、身身近近ななちちららししななどどかからら情情報報をを取取りり入入れれ、遊びがよ
り本物に近づいていくことを楽しむ。

健康に関心をもち、生生活活リリズズムムを整えたり、身身のの回回りりをを整整
理理、、整整頓頓したりする。

災害時の避避難難のの仕仕方方やや身身のの守守りり方方が分かり、合合図図やや指指示示にに従従っっ
てて行行動動しようとする。

縄跳びや鉄棒などの遊遊びびにに応応じじたた体体をを動動かかすすココツツををつつかかんんでで、、
十十分分にに体体をを動動かかししてて遊ぶ。

身近な草花などを使った遊びや水遊びなどを通して、植植物物のの特特
徴徴やや色色のの変変化化、、水水温温のの変変化化ななどどにに気気付付くく。

雨や虹、雲など偶然出会った自自然然のの変変化化にに関関心心ををももちち、言言葉葉でで
表表現現ししたたりり、、調調べべたたりり試試ししたたりりすするるここととをを楽楽ししむむ。

収穫した野菜の数を数数ええたたりり、、大大ききささやや重重ささをを比比べべたたりりしなが
ら、大きい・小さい、多い・少ない、重い・軽いなどの言言葉葉のの
意意味味をを実実感感する。

ごっこ遊びや共同製作などで友友達達ととイイメメーージジをを伝伝ええ合合いい、、共共有有
ししななががらら表表現現すするる喜びを味わう。

収穫した野菜などを友達と一緒に食べたり、遊びに取り入れ
たりして、食食べべ物物へへのの関関心心を高める。

地域の公共施設や小学校などを訪れ、場場所所やや状状況況にに応応じじたた約約
束束をを知知りり、、守守ろろううととする。

時計や記名など、文文字字やや数数字字に親しみ、生生活活すするる上上でで必必要要なな
情情報報がが分分かかるるここととをを喜喜ぶぶ。

44 55 99 1100 1111 22
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期期

77 88 11

５５歳歳児児　　第第４４期期55歳歳児児　　第第１１期期 ５５歳歳児児　　第第２２期期 ５５歳歳児児　　第第３３期期

・ ・友達と一緒に考えたり、話し合ったり、折折りり合合いいをを付付
けけたたりりししななががらら共共通通のの目目的的にに向向かかっってて遊びや生活を進
める楽しさを味わう。

・ 自分や友達のよさが分かり、認認めめ合合っったたりり受受けけ入入れれ合合っっ
たたりりししてて協力して、遊びを進める楽しさやややりり遂遂げげるる満満
足足感感を味わう。

・年長としての意意欲欲とと自自信信ををももっってて、、自自分分のの力力をを十十分分にに
発発揮揮しながら安心して生活する。

331122

友達と思思いいをを伝伝ええ合合いいななががららイイメメーージジをを共共有有し、力を合
わせて遊びや生活を進めていく中で仲間意識を高める。

文文字字やや数数字字、、図図形形、、標標識識ななどどをを遊遊びびやや生生活活にに取取りり入入れれてて使使ううこ
とを楽しむ。

歌を歌ったり踊ったり、楽器を使って遊んだりすることを通し
て、曲曲のの感感じじややリリズズムムのの変変化化をを楽楽ししんんでで表表現現する。

友達と一緒に遊びながら、共共通通のの目目的的をもってアアイイデディィアアをを出出
しし合合いい、、試試行行錯錯誤誤すするる過過程程をを楽楽ししむむ。

草花遊びや色水遊びなどを通して、草草花花やや色色のの名名前前ななどどにに興興味味
ををももっってて調調べべ、、言言葉葉がが広広ががるるここととをを楽楽ししむむ。。

絵本や物語などのおお話話のの世世界界をを豊豊かかにに想想像像ししてて遊びに取り入
れたり、登登場場人人物物ににななりりききっってて言言葉葉やや動動ききをを工工夫夫ししてて表表現現し
たりすることを楽しむ。

困ったことを友達や先生に自自分分かからら話話ししたたりり、お願いしたいこ
とを伝伝ええたたりりして、自自分分たたちちでで解解決決ししよよううとする。

友達と一緒に縄跳びの回数を競ったりカードの枚数を数えたり
して記記録録ししてて遊遊びび、数数字字やや表表のの便便利利ささにに気気付付くく。

楽しく生活するためにききままりりをを守守っったたりり、、新新たたにに作作っったたりり、、必必
要要にに応応じじてて作作りり替替ええたたりりしようとする。

地地域域のの人人やや異異年年齢齢児児、、小小学学生生ななどど、様々な関わりの中で、相相
手手やや場場面面にに応応じじてて話したり接したりしようとする。

園生活を振り返り、自自分分のの成成長長やや自自分分がが大大切切ににさされれてていいるるこことと
に気付き、周周りりのの人人たたちちへへのの感感謝謝のの気気持持ちちをもつ。

遊びに必要な物のイイメメーージジをを友友達達とと共共有有しながら、素素材材やや用用
具具のの特特性性をを生生かかししてて製製作作し、遊遊びび方方をを工工夫夫する。

挨挨拶拶やや感感謝謝のの言言葉葉をを状状況況にに応応じじてて適適切切にに使使いいながら、友達や年
少の子どもたち、先生などと関わる。

子どもの園での様子を伝えたり、家庭での様子や発育上心配な
ことを聞いたりしながら、保護者の思いを受け止めるととも
に、信頼関係を築いていく。

年長として意欲と自信をもって生活している姿を伝え、子ども
の成長をともに喜び合ったり考えたりして支えていく。

年間の行事予定やそれをリードする年長児としての役割を伝
え、理解と協力を得る。

お互いの思いやイメージを出し合いながらよりよい方法で遊び
を展開できるように、考えを受け止めて言葉にしたり視覚化し
たりしながら、考えを引き出す援助をする。

遊びの楽しさや工夫を交流したり、お互いのよさを認め合った
りするために、遊びの振り返りの時間を保障する。

遊びの様子や行事などの参観、懇談を通して、「どのような育
ちを願い、どんなを経験をさせたいか」、子どもの変容を伝え
ながら成長を共有していく。

遊びや生活の中でのトラブルが成長につながることを伝え、様
子を伝えながら理解を得るようにする。

友達と協力したり競い合ったりして活動する中で、繰り返し挑
戦したり試したりしようとしている姿を丁寧に読み取り、認め
たり紹介したりする。

トラブルを通して、思思いい通通りりににいいかかなないい葛葛藤藤を味わったり気気持持
ちちをを調調整整したりすることを繰り返し、相相手手のの思思いいにに気気付付ききなが
ら仲間としてのつながりを深めようとする。

高高齢齢者者やや身身近近なな人人々々ととのの関関わわりりを通して、親しみをもち関関わわるる
楽楽ししささを感じる。

子どもが遊びを継続し、満足感や達成感を得られるように、新
しい素材や道具などを子どもと一緒に考えて用意したり、場所
や時間を十分に保障したりする。

年長になった喜びや緊張を受け止め、目標をもって意欲的に取
り組む姿を認めながら自信をもって自分らしさを発揮できるよ
うに励ましていく。

【【知知識識及及びび技技能能のの基基礎礎】】 豊豊かかなな体体験験をを通通じじてて、、感感じじたたりり、、気気付付いいたたりり、、分分かかっったたりり、、出出来来るるよよううににななっったたりりすするる。。

【【思思考考力力・・判判断断力力・・表表現現力力のの基基礎礎】】 気気付付いいたたここととややででききるるよよううににななっったたここととななどどをを使使いい、、考考ええたたりり、、試試ししたたりり、、工工夫夫ししたたりり、、表表現現ししたたりりすするる。。

【【学学びびにに向向かかうう力力・・人人間間性性等等】】 ででききるるよよううににななっったたここととやや分分かかっったたここととななどどをを実実感感しし、、自自分分のの成成長長をを認認めめ、、次次のの活活動動やや体体験験へへのの意意欲欲ををももつつ。。
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☆☆体体験験入入学学

☆かるた大会進級の会

交通安全教室保護者参観日

★保育体験
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イ：自立心

★★小小学学校校市市教教研研総総合合研研へへのの参参加加

☆☆幼幼保保小小中中連連携携メメデディィアアココンントトロローールル週週間間 ★★教教職職員員研研究究

実実践践発発表表会会

★★情情報報交交換換会会

★★小小学学校校１１年年生生のの授授業業参参観観・・情情報報交交換換会会

・・架架けけ橋橋カカリリキキュュララムム見見直直しし

避難訓練

架架けけ橋橋期期にに期期待待すするる子子どどもものの姿姿

～～周周囲囲のの人人々々やや環環境境とと主主体体的的にに関関わわりり、、学学ぶぶ喜喜びびやや楽楽ししささをを実実感感ししななががらら仲仲間間とと共共にに育育ちち合合うう子子どどもも～～
ア：健康な心と体 ウ：協同性 エ：道徳性・規範意識の芽生え

オ：社会生活との関わり カ：思考力の芽生え

キ：自然との関わり・生命尊重 ク：数量や図形、標識や文字などへの関心・感覚

ケ：言葉による伝え合い コ：豊かな感性と表現

運動会

お別れ会

入園式

★★幼幼保保小小連連携携推推進進会会議議

七夕会

★市夏季研修会

お月見会

★★生生涯涯学学習習フフェェスステティィババルル展展示示

就就学学支支援援委委員員会会
★★要要録録・・個個別別のの教教育育・・

保保育育支支援援計計画画のの送送付付

ひなまつり

運動会

お泊まり保育 ハロウィン

お別れ遠足

保護者参観日

保護者面談保護者面談
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【知識及び技能の基礎】　　　　　　豊かな体験を通じて、感じたり、気付いたり、分かったり、出来るようになったりする。
【思考力・判断力・表現力の基礎】　気付いたことやできるようになったことなどを使い、考えたり、試したり、工夫したり、表現したりする。
【学びに向かう力・人間性等】　　　できるようになったことや分かったことなどを実感し、自分の成長を認め、次の活動や体験への意欲をもつ。

架け橋期に期待する子どもの姿
～周囲の人々や環境と主体的に関わり、学ぶ喜びや楽しさを実感しながら仲間と共に育ち合う子ども～

令和６年度 大館市 架け橋期のカリキュラム全体計画 （5歳児 4月〜3月）
▼幼児期の終わりまでに育ってほしい姿（10の姿）
ア：健康な心と体

オ：社会生活との関わり

キ：自然との関わり・生命尊重

ケ：言葉による伝え合い

ク：数量や図形、標識や文字などへの関心・感覚

コ：豊かな感性と表現

カ：思考力の芽生え

イ：自立心 ウ：協同性 エ：道徳性・規範意識の芽生え

大館市共通版  架け橋期のカリキュラム全体計画 ４歳児～２年生.。
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▼▼幼幼児児期期のの終終わわりりままででにに育育っっててほほししいい姿姿（（1100のの姿姿））
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・ ・ ・ ・ 生活リズムや持ち物など、子どもと一緒に話し合ったり確認した
りしながら、進級に向けての準備をしてもらうようにする。

子どもの成長について、家庭でも褒めたり認めたりしてもらうよ
うお願いする。

自信をもって進級できるように、子どもが自分では気付かない内
面の成長についても気付かせてもらうようにする。

運動会などの取組を通して、頑張っている姿や友達と協力してい
る姿を価値付けし、意欲を高める。

子どもの頑張っていることやできるようになったこと、課題にな
ることを具体的に伝える。

「６年生を送る会」や卒業式の準備や練習を通して、６６年年生生にに
感感謝謝のの気気持持ちちををももつつ。（オ）

学校を支えている方々や地域の方などいろいろな人と関関わわるるこことと
をを楽楽ししみみ、地地域域へへのの親親ししみみをを深深めめるるとともに、感謝の気持ちを感
じながら自自分分ががででききるるここととををししよよううとする。（イオ）

架け橋カリキュラムを生かし、生活科を中心とした関連的な内容や
弾力的な時間割を工夫してスタートカリキュラムを作成する。

１年間の予定や１週間毎の具体的な予定を丁寧に伝え、保護者が見
通しをもてるようにする。

連絡帳や通信などで子どもの様子を伝え、保護者が安心できるよう
にするとともに、家庭でも話題にし、褒めたり認めたりしてもらえ
るようにする。

登下校や縦割り班活動、運動会などへの取組を通して、地域の
方々や他学年との関係づくりをするとともに、様々な人に支えら
れていることに気付くようにする。

体験入学では新１年生が入学を楽しみにするような活動を工夫で
きるようにする。

「ありがとうカード」や「いいねカード」を交換し、お互いの
よさを実感できるようにする。

学校行事や学年の活動、ＰＴＡ活動などの保護者ボランティアの
教育的価値を伝えて協力をお願いする。

入学した喜びを共有し、意欲的に取り組もうとする姿を認め励まし
たり、子どもの話を共感しながら聞いたりして、温かな安心できる
学級づくりを工夫する。

幼児期とのつながりを考慮し、幼児期に親しんだ活動を取り入れ、
自信をもって活動できるようにする。

学校の方針、１年生の目指す姿や架け橋カリキュラム・スタートカ
リキュラム、重点施策等について伝え、理解を得る。

具体的な体験を通して、伝え合う、交流する、試行錯誤や繰り返
す活動を保障し、お互いのよさやそれぞれの気付きを共鳴させる
ようにする。

各教科を通して、１年間の成長を認め、２年生の学習や生活へ
の意欲を高める。

１年間の成長に気付き、自分や友達のよさを実感できるように、
子どもの作品やカード、写真などを掲示する。

情報交換を基に架け橋カリキュラムを振り返り、改善を図る。

99 1100 1111 1122

喜んでもらえる活動や場場にに適適ししたた話話しし方方やや接接しし方方を考えて、高高
齢齢者者やや年年長長児児ととのの交交流流をを楽楽ししむむ。。（イエオ）

話し手が知らせたいことや自分が聞きたいことを、落落ととささなないいよようう
にに注注意意ししてて聞聞くく。（カケ）

自分でできることや当当番番、、係係のの仕仕事事を、友達と協力し合いながら、
進進んんででししよよううとする。（アイウ）

相相手手やや場場にに応応じじたたああいいささつつやや言言葉葉遣遣いい、、表表情情やや姿姿勢勢などを考えて、
進進んんでで関関わわろろううとする。（イオケ）

相手の気持ちを考えたり自分の行動を振り返ったりして、気気持持ちちをを
調調整整ししななががらら楽楽ししくく生生活活ししよよううとする。（ウオ）

気付いたことや思ったこと、想像したことなどを友友達達ととややりり取取りりすす
るる楽楽ししささを味わう。（カケコ）

身近なことや経験したことなどから伝伝ええたたいいここととをを選選びび、絵絵やや言言葉葉
でで表表現現する。（カクケコ）

身近な場所の春の様子を観察して季季節節のの変変化化にに気気付付きき、、友友達達とと伝伝ええ
合合っったたりり遊遊びびやや生生活活にに取取りり入入れれたたりりする。（カキ）

学校探検で見付けたことや分かったことを自分の生生活活ととのの関関わわりりでで
捉捉ええ、、友友達達とと伝伝ええ合合うう。。（カケコ）

・小学校の生活や新しい学習に興味をもって取り組み、学学級級のの
友友達達やや上上級級生生、、先先生生等等とと進進んんでで触触れれ合合いい、、楽楽ししくく安安心心ししてて
生活する。

楽しく生活するために大切なこと（元元気気ののよよいい返返事事やや気気持持ちちをを込込めめ
たた挨挨拶拶、、約約束束ややママナナーーななどど））ののよよささをを実実感感しし、、進進んんでで実実践践しようと
する。（アイウエオ）

友達と一緒になかよく運動や遊びに取り組み，身身体体をを動動かかすす気気持持ちち
よよささやや楽楽ししささを味わう。（アイウ）

新しい学習に興味をもち、教科書や鉛筆などの正しい使い方、姿勢
などの学学習習のの約約束束をを進進んんでで生生かかそそうとする。（イエ）

したことや見付けたことなどを、姿姿勢勢やや口口形形、、発発声声やや発発音音にに気気をを付付
けけててはきはきと話す。（ケ）

本に興味をもって読読みみ聞聞かかせせをを聞聞いいたたりり、学級文庫などから読読みみたた
いい本本をを見見付付けけてて読読ももううとする。（オコ）

身の回りの言葉や数、自然などに興味をもち、感感じじたたここととやや想想像像
ししたたここととをを文文章章やや絵絵、、歌歌やや身身体体のの動動ききななどどでで表表現現したり、生生活活にに
生生かかししたたりりする。(カキクケコ)

身近な生き物の誕生や成長の様子を見つめ、親親ししみみををももっってて関関わわ
りり、、命命をを大大切切ににししよよううとする。（アエキ）

身の回りの事象や具体物と関連させながら、ひひららががななやや数数量量、、形形なな
どどをを実実感感ととししてて捉捉ええるる。（カク）

既既習習をを活活用用したり、ペペアアややググルルーーププでで相相談談したりして、、よよりりよよ
いい考考ええをを見見付付けけるる。（ウカケ）

郷郷土土のの文文化化やや習習慣慣、、他他国国のの言言葉葉やや文文化化などに触れ、慣れ親し
む。（オ）

１年間の学習や生活を振り返り、周周囲囲のの人人々々にに支支ええらられれてて成成長長しし
ててききたたここととをを実実感感し、２２年年生生へへのの願願いいををももっってて意欲的に生活しよ
うとする。（アイオ）

植物の栽培や観察などを通して、自自然然のの不不思思議議ささやや面面白白ささに気付
き、言言葉葉でで表表現現すするる。（カキコ）

木の実など秋の自然を生かし、作作りりたたいいももののにに合合っったた材材料料をを選選
んんだだりり遊遊びび方方をを考考ええたたりりして作る。（カキケ）

ものを種類ごとに分分類類整整理理したり１１００ののままととままりりを作ったりし
て、簡簡単単なな絵絵やや図図をを用用いいてて表表すす。（カク）

学習の見通しをもって、積積極極的的にに友友達達のの話話をを聞聞きき、、質質問問やや感感想想をを
述述べべる。（イケ）

学校や通学路、公園などで安安全全にに生生活活すするるたためめにに大大切切ななここととに気
付き、、守守っってて行行動動する。（アエオ）

学学びび合合いいのの約約束束をを知知りり、、聞聞きき手手をを見見てて話話ししたたりり話し手に共感して
反反応応ししななががらら聞聞いいたたりりする。（ウエケ）

自分でででききるるよよううににななっったたここととや、自分の役役割割がが増増ええたたここととな
ど、自自分分のの成成長長にに気気付付くく。（アイオ）

言葉には意味による語語句句ののままととままりりがあることに気付き、語語彙彙をを
豊豊かかににする。（ケコ）

これまでの学習や経験を生かし、事事柄柄のの順順序序にに沿沿っってて構構成成をを考考ええ
て１年間の思い出を書く。（カケコ）

雪雪やや氷氷のの特特徴徴をを生生かかししたた遊遊びびを何度も繰り返し、友達と遊遊びびをを発発
展展ささせせるる。（ウカキ）

冬の遊びや伝統行事への参加を通して、季季節節にに合合わわせせてて自自然然やや生生
活活のの様様子子がが変変化化ししてていいくくことに気付き、自自分分たたちちのの生生活活をを楽楽ししくく
すするる。（オカキ）

自分のよさや友達のよさに気付き、互互いいにに認認めめ合合いい、これからも
自分の得得意意ななここととをを生生かかししななががらら役役割割をを果果たたししてていいここううとする。
（アイウ）

入学した頃の自分と今の自分を比較して、自分のででききるるよよううにに
ななっったたここととを探したり、実際にややっっててみみたたりりすするる。（イオカ）

新しい１年生に学校のことを分分かかりりややすすくく伝伝ええるるたためめにに、、内内容容やや
表表現現方方法法をを工工夫夫する。（ウオカケコ）

数量の関係に着目して、図図をを用用いいてて問問題題のの解解決決方方法法をを考考ええ自分や
友達の考えを式式やや言言葉葉をを用用いいてて説説明明する。（カクケ）

図図書書館館のの使使いい方方ややママナナーーを知り、本本をを大大切切ににししてて読読むむ。（エオ）

小学校の生活や学習に見見通通ししををももっってて取取りり組組みみ、共共にに活活動動
すするる楽楽ししささをを友友達達とと共共有有し、意意欲欲的的にに活動や学習に取り組
む。

友達の話を聞いて、質質問問ししたたりり感感想想をを伝伝ええたたりり、、相相手手のの発発言言をを
受受けけてて話話ををつつなないいだだりりすする。（カケ）

身近なことを表す語語句句のの量量をを増増ややしし、、話話やや文文章章のの中中でで使使うう。
（ケコ）

図書館で読読みみたたいい本本をを選選びび、題題名名やや読読んんだだ日日ををカカーードドにに記記録録し
たり好好ききななととこころろをを友友達達にに紹紹介介したりして読読書書にに親親ししむむ。。（エ
オコ）

伝えたい相手に応じて言葉や方法を選んだり、事柄の順序を考え
たりして話す。（カケコ）

学習や生活を見直し、ささららにに楽楽ししくくすするるたためめにに工工夫夫ででききるるこことと
やや新新ししいい約約束束ななどどをを考考ええ話し合う。（イウエケ）

友達や家族に感謝し、みみんんななのの役役にに立立つつ喜喜びびを感じながら自自分分
のの役役割割をを最最後後ままでで果果たたそそううとする。（イウオ）

子どもの思いを汲み取りながら、一人一人が安心感をもち、落ち着
いて生活、学習できるように一緒に環境を工夫していく。

縦割り班や異学年の子ども、幼児、高齢者など、関わりを段階
的に広げ多くの人と交流することで、相手意識をもって行動で
きるようにする。

友達と話し合って考えをまとめたり、試行錯誤したり、振り
返ったりする時間を十分に確保し、満足感や達成感をもてるよ
うにする。
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学級集会や学習発表会など、共通の目的に向かって活動するこ
とで、思いを伝え合い協力して創り上げる体験をもてるように
する。

２学期始まりの準備物や生活リズムの回復について、協力をお
願いする。

生活科「かぞくにこにこ大作戦」のねらいや内容を丁寧に伝
え、継続してお手伝いに取り組めるよう協力をお願いする。

子どもたちの活動の様子や頑張っている姿を伝え、家庭でも褒
めたり認めたりしてもらえるようにする。

話したいことの順順序序にに気気をを付付けけななががらら分分かかりりややすすくく伝伝ええたたりり、
理理由由をを付付けけてて説説明明ししたたりりする。（カケ）

植物や虫などが生生命命ををももっってていいるるここととやや成成長長ししてていいるるこことと、、生生
命命ををつつなないいででいいるるここととにに気付く。（カキ）

秋や冬になるといつも同じ現象が起こるなど、自自然然にに一一定定ののきき
ままりりががああるるここととに気付く。（カキ）

経験したことや身に付けたことを生かしたり友達の考えを取り入
れたりして、よよりりよよいい方方法法をを考考ええるる。（ウカケ）

夏の自然を生かした遊びや水遊びなど、、自分たちでで試試ししたたりり工工夫夫
ししたたりりししてて遊遊びびをを創創りり出出すす。（カケコ）

経験したことなどから書書くく材材料料をを集集めめ、文文のの続続きき方方にに注注意意ししてて
書書いいたたりり、読み返して間間違違いいをを直直ししたたりりする。（カコ）

学習発表会の話合いや練習などを通して友友達達ののよよいいととこころろをを見見
付付けけ、、おお互互いいののよよささをを認認めめ合合おおううとする。（イウエ）

身の回りにある数やものの順序、長さなどの比比べべ方方をを考考ええ、言言葉葉
ややブブロロッッククななどどをを用用いいてて表表現現する。（カクケ）

目標に向かって自分の力を発揮したり、友達や上級生と助け合っ
て取り組んだりすることを通して、おお互互いいののよよささをを理理解解しし連連帯帯感感
やや所所属属感感をを深深めめるる。（アイウ）

学習や生活の過過程程やや結結果果をを振振りり返返りり、よよささやや楽楽ししささをを感感じじなながが
らら学学ぼぼううとする。（ウオ）

規則正しい生活習慣やメディアコントロール、読み聞かせや音
読、家庭学習などを継続する大切さを啓発していく。

新しく出会う先生や友達と進進んんでで触触れれ合合いい、一一緒緒にに活活動動すするる楽楽ししささ
を感じる。（イウオ）

学級をより楽しくするために係の仕事を見直すなど、学学級級のの生生活活
をを自自分分たたちちでで工工夫夫ししよよううとする。（イウオ）

体を動かして遊んだり、食事や手洗い、うがい、汗の始末をし
たりなど、健健康康なな生生活活ににつついいてて考考ええ、、進進んんでで実実践践する。（アイ
エ）

言葉遊びや詩に親しみ、言言葉葉ののリリズズムムやや響響ききをを感感じじななががらら音音読読す
る。（オケコ）

※※赤赤字字はは、、令令和和５５年年度度ののカカリリキキュュララムムをを修修正正・・追追加加ししたた箇箇所所でですす。。

令和６年度　大館市　架け橋期のカリキュラム全体計画（１年生４月〜３月）

月月 55 22

ねね
らら
いい

期期

11

１年生の初めに書いた文文字字やや絵絵ななどどとと今今をを比比べべ、自自分分のの成成長長にに気気
付付くく。（イオ）

小小学学校校１１年年　　第第４４期期小小学学校校１１年年　　第第１１期期 小小学学校校１１年年　　第第２２期期 小小学学校校１１年年　　第第３３期期

・ ・たくさんの友達との関わりの中で、相相手手のの思思いいやや願願いいをを
感感じじななががらら自自分分のの思思いいをを表表現現しし、、主主体体的的にに活動や学習に
取り組む。

・ 自分や友達の成長に気付き、おお互互いいにに認認めめ合合いい、、相相手手のの
気気持持ちちをを尊尊重重ししななががらら、、自自信信ををももっってて活動や学習に取り
組む。

33

生活のリズムが身に付き、活活動動にに見見通通ししををももっってて準準備備したり約約束束
ややママナナーーをを守守っってて行行動動したりする。（アイエオ）

44 66 77

【【知知識識及及びび技技能能のの基基礎礎】】 豊豊かかなな体体験験をを通通じじてて、、感感じじたたりり、、気気付付いいたたりり、、分分かかっったたりり、、出出来来るるよよううににななっったたりりすするる。。

【【思思考考力力・・判判断断力力・・表表現現力力のの基基礎礎】】 気気付付いいたたここととややででききるるよよううににななっったたここととななどどをを使使いい、、考考ええたたりり、、試試ししたたりり、、工工夫夫ししたたりり、、表表現現ししたたりりすするる。。

【【学学びびにに向向かかうう力力・・人人間間性性等等】】 ででききるるよよううににななっったたここととやや分分かかっったたここととななどどをを実実感感しし、、自自分分のの成成長長をを認認めめ、、次次のの活活動動やや体体験験へへのの意意欲欲ををももつつ。。

就学時健診

学習発表会

☆1年生との交流

秋の遠足 節分・豆まき

卒業式☆体験入学

1年生を迎える会 学校探検

縦割り清掃班スタート集会

交通安全教室・下校指導PTA授業参観・懇親会

ことばとまなびの

小テスト
家庭訪問

★保育体験

夏休み

★幼保小連携推進会議

☆プール遊び交流終業式
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イ：自立心

★小学校市教研総合研への参加

幼幼保保小小中中連連携携メメデディィアアココンントトロローールル週週間間 ★教職員研究実践発表会 ★情報交換会

★就学前施設職員授業参観・情報交換会

架け橋カリキュラム見直し

給食開始

★市夏季研修会

架架けけ橋橋期期にに期期待待すするる子子どどもものの姿姿

～～周周囲囲のの人人々々やや環環境境とと主主体体的的にに関関わわりり、、学学ぶぶ喜喜びびやや楽楽ししささをを実実感感ししななががらら仲仲間間とと共共にに育育ちち合合うう子子どどもも～～
ア：健康な心と体 ウ：協同性 エ：道徳性・規範意識の芽生え

オ：社会生活との関わり カ：思考力の芽生え

キ：自然との関わり・生命尊重 ク：数量や図形、標識や文字などへの関心・感覚

ケ：言葉による伝え合い コ：豊かな感性と表現

運動会

６年生を送る会

入学式始業式

避難訓練 終業式

冬休み

避難訓練

PTA授業参観・個人面談

★幼保小担任研修会

始業式 施設訪問

読書週間

始業式

修了式

★就学支援ファイル活用
★要録・個別の教育・

保育支援計画の活用

スキー教室

ひなまつり

英語に親しむ学習

なわとび運動

▼▼幼幼児児期期のの終終わわりりままででにに育育っっててほほししいい姿姿（（1100のの姿姿））
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・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ 生活リズムや持ち物など、子どもと一緒に話し合ったり確認した
りしながら、進級に向けての準備をしてもらうようにする。

子どもの成長について、家庭でも褒めたり認めたりしてもらうよ
うお願いする。

自信をもって進級できるように、子どもが自分では気付かない内
面の成長についても気付かせてもらうようにする。

運動会などの取組を通して、頑張っている姿や友達と協力してい
る姿を価値付けし、意欲を高める。

子どもの頑張っていることやできるようになったこと、課題にな
ることを具体的に伝える。

「６年生を送る会」や卒業式の準備や練習を通して、６６年年生生にに
感感謝謝のの気気持持ちちををももつつ。（オ）

学校を支えている方々や地域の方などいろいろな人と関関わわるるこことと
をを楽楽ししみみ、地地域域へへのの親親ししみみをを深深めめるるとともに、感謝の気持ちを感
じながら自自分分ががででききるるここととををししよよううとする。（イオ）

架け橋カリキュラムを生かし、生活科を中心とした関連的な内容や
弾力的な時間割を工夫してスタートカリキュラムを作成する。

１年間の予定や１週間毎の具体的な予定を丁寧に伝え、保護者が見
通しをもてるようにする。

連絡帳や通信などで子どもの様子を伝え、保護者が安心できるよう
にするとともに、家庭でも話題にし、褒めたり認めたりしてもらえ
るようにする。

登下校や縦割り班活動、運動会などへの取組を通して、地域の
方々や他学年との関係づくりをするとともに、様々な人に支えら
れていることに気付くようにする。

体験入学では新１年生が入学を楽しみにするような活動を工夫で
きるようにする。

「ありがとうカード」や「いいねカード」を交換し、お互いの
よさを実感できるようにする。

学校行事や学年の活動、ＰＴＡ活動などの保護者ボランティアの
教育的価値を伝えて協力をお願いする。

入学した喜びを共有し、意欲的に取り組もうとする姿を認め励まし
たり、子どもの話を共感しながら聞いたりして、温かな安心できる
学級づくりを工夫する。

幼児期とのつながりを考慮し、幼児期に親しんだ活動を取り入れ、
自信をもって活動できるようにする。

学校の方針、１年生の目指す姿や架け橋カリキュラム・スタートカ
リキュラム、重点施策等について伝え、理解を得る。

具体的な体験を通して、伝え合う、交流する、試行錯誤や繰り返
す活動を保障し、お互いのよさやそれぞれの気付きを共鳴させる
ようにする。

各教科を通して、１年間の成長を認め、２年生の学習や生活へ
の意欲を高める。

１年間の成長に気付き、自分や友達のよさを実感できるように、
子どもの作品やカード、写真などを掲示する。

情報交換を基に架け橋カリキュラムを振り返り、改善を図る。

99 1100 1111 1122

喜んでもらえる活動や場場にに適適ししたた話話しし方方やや接接しし方方を考えて、高高
齢齢者者やや年年長長児児ととのの交交流流をを楽楽ししむむ。。（イエオ）

話し手が知らせたいことや自分が聞きたいことを、落落ととささなないいよようう
にに注注意意ししてて聞聞くく。（カケ）

自分でできることや当当番番、、係係のの仕仕事事を、友達と協力し合いながら、
進進んんででししよよううとする。（アイウ）

相相手手やや場場にに応応じじたたああいいささつつやや言言葉葉遣遣いい、、表表情情やや姿姿勢勢などを考えて、
進進んんでで関関わわろろううとする。（イオケ）

相手の気持ちを考えたり自分の行動を振り返ったりして、気気持持ちちをを
調調整整ししななががらら楽楽ししくく生生活活ししよよううとする。（ウオ）

気付いたことや思ったこと、想像したことなどを友友達達ととややりり取取りりすす
るる楽楽ししささを味わう。（カケコ）

身近なことや経験したことなどから伝伝ええたたいいここととをを選選びび、絵絵やや言言葉葉
でで表表現現する。（カクケコ）

身近な場所の春の様子を観察して季季節節のの変変化化にに気気付付きき、、友友達達とと伝伝ええ
合合っったたりり遊遊びびやや生生活活にに取取りり入入れれたたりりする。（カキ）

学校探検で見付けたことや分かったことを自分の生生活活ととのの関関わわりりでで
捉捉ええ、、友友達達とと伝伝ええ合合うう。。（カケコ）

・小学校の生活や新しい学習に興味をもって取り組み、学学級級のの
友友達達やや上上級級生生、、先先生生等等とと進進んんでで触触れれ合合いい、、楽楽ししくく安安心心ししてて
生活する。

楽しく生活するために大切なこと（元元気気ののよよいい返返事事やや気気持持ちちをを込込めめ
たた挨挨拶拶、、約約束束ややママナナーーななどど））ののよよささをを実実感感しし、、進進んんでで実実践践しようと
する。（アイウエオ）

友達と一緒になかよく運動や遊びに取り組み，身身体体をを動動かかすす気気持持ちち
よよささやや楽楽ししささを味わう。（アイウ）

新しい学習に興味をもち、教科書や鉛筆などの正しい使い方、姿勢
などの学学習習のの約約束束をを進進んんでで生生かかそそうとする。（イエ）

したことや見付けたことなどを、姿姿勢勢やや口口形形、、発発声声やや発発音音にに気気をを付付
けけててはきはきと話す。（ケ）

本に興味をもって読読みみ聞聞かかせせをを聞聞いいたたりり、学級文庫などから読読みみたた
いい本本をを見見付付けけてて読読ももううとする。（オコ）

身の回りの言葉や数、自然などに興味をもち、感感じじたたここととやや想想像像
ししたたここととをを文文章章やや絵絵、、歌歌やや身身体体のの動動ききななどどでで表表現現したり、生生活活にに
生生かかししたたりりする。(カキクケコ)

身近な生き物の誕生や成長の様子を見つめ、親親ししみみををももっってて関関わわ
りり、、命命をを大大切切ににししよよううとする。（アエキ）

身の回りの事象や具体物と関連させながら、ひひららががななやや数数量量、、形形なな
どどをを実実感感ととししてて捉捉ええるる。（カク）

既既習習をを活活用用したり、ペペアアややググルルーーププでで相相談談したりして、、よよりりよよ
いい考考ええをを見見付付けけるる。（ウカケ）

郷郷土土のの文文化化やや習習慣慣、、他他国国のの言言葉葉やや文文化化などに触れ、慣れ親し
む。（オ）

１年間の学習や生活を振り返り、周周囲囲のの人人々々にに支支ええらられれてて成成長長しし
ててききたたここととをを実実感感し、２２年年生生へへのの願願いいををももっってて意欲的に生活しよ
うとする。（アイオ）

植物の栽培や観察などを通して、自自然然のの不不思思議議ささやや面面白白ささに気付
き、言言葉葉でで表表現現すするる。（カキコ）

木の実など秋の自然を生かし、作作りりたたいいももののにに合合っったた材材料料をを選選
んんだだりり遊遊びび方方をを考考ええたたりりして作る。（カキケ）

ものを種類ごとに分分類類整整理理したり１１００ののままととままりりを作ったりし
て、簡簡単単なな絵絵やや図図をを用用いいてて表表すす。（カク）

学習の見通しをもって、積積極極的的にに友友達達のの話話をを聞聞きき、、質質問問やや感感想想をを
述述べべる。（イケ）

学校や通学路、公園などで安安全全にに生生活活すするるたためめにに大大切切ななここととに気
付き、、守守っってて行行動動する。（アエオ）

学学びび合合いいのの約約束束をを知知りり、、聞聞きき手手をを見見てて話話ししたたりり話し手に共感して
反反応応ししななががらら聞聞いいたたりりする。（ウエケ）

自分でででききるるよよううににななっったたここととや、自分の役役割割がが増増ええたたここととな
ど、自自分分のの成成長長にに気気付付くく。（アイオ）

言葉には意味による語語句句ののままととままりりがあることに気付き、語語彙彙をを
豊豊かかににする。（ケコ）

これまでの学習や経験を生かし、事事柄柄のの順順序序にに沿沿っってて構構成成をを考考ええ
て１年間の思い出を書く。（カケコ）

雪雪やや氷氷のの特特徴徴をを生生かかししたた遊遊びびを何度も繰り返し、友達と遊遊びびをを発発
展展ささせせるる。（ウカキ）

冬の遊びや伝統行事への参加を通して、季季節節にに合合わわせせてて自自然然やや生生
活活のの様様子子がが変変化化ししてていいくくことに気付き、自自分分たたちちのの生生活活をを楽楽ししくく
すするる。（オカキ）

自分のよさや友達のよさに気付き、互互いいにに認認めめ合合いい、これからも
自分の得得意意ななここととをを生生かかししななががらら役役割割をを果果たたししてていいここううとする。
（アイウ）

入学した頃の自分と今の自分を比較して、自分のででききるるよよううにに
ななっったたここととを探したり、実際にややっっててみみたたりりすするる。（イオカ）

新しい１年生に学校のことを分分かかりりややすすくく伝伝ええるるたためめにに、、内内容容やや
表表現現方方法法をを工工夫夫する。（ウオカケコ）

数量の関係に着目して、図図をを用用いいてて問問題題のの解解決決方方法法をを考考ええ自分や
友達の考えを式式やや言言葉葉をを用用いいてて説説明明する。（カクケ）

図図書書館館のの使使いい方方ややママナナーーを知り、本本をを大大切切ににししてて読読むむ。（エオ）

小学校の生活や学習に見見通通ししををももっってて取取りり組組みみ、共共にに活活動動
すするる楽楽ししささをを友友達達とと共共有有し、意意欲欲的的にに活動や学習に取り組
む。

友達の話を聞いて、質質問問ししたたりり感感想想をを伝伝ええたたりり、、相相手手のの発発言言をを
受受けけてて話話ををつつなないいだだりりすする。（カケ）

身近なことを表す語語句句のの量量をを増増ややしし、、話話やや文文章章のの中中でで使使うう。
（ケコ）

図書館で読読みみたたいい本本をを選選びび、題題名名やや読読んんだだ日日ををカカーードドにに記記録録し
たり好好ききななととこころろをを友友達達にに紹紹介介したりして読読書書にに親親ししむむ。。（エ
オコ）

伝えたい相手に応じて言葉や方法を選んだり、事柄の順序を考え
たりして話す。（カケコ）

学習や生活を見直し、ささららにに楽楽ししくくすするるたためめにに工工夫夫ででききるるこことと
やや新新ししいい約約束束ななどどをを考考ええ話し合う。（イウエケ）

友達や家族に感謝し、みみんんななのの役役にに立立つつ喜喜びびを感じながら自自分分
のの役役割割をを最最後後ままでで果果たたそそううとする。（イウオ）

子どもの思いを汲み取りながら、一人一人が安心感をもち、落ち着
いて生活、学習できるように一緒に環境を工夫していく。

縦割り班や異学年の子ども、幼児、高齢者など、関わりを段階
的に広げ多くの人と交流することで、相手意識をもって行動で
きるようにする。

友達と話し合って考えをまとめたり、試行錯誤したり、振り
返ったりする時間を十分に確保し、満足感や達成感をもてるよ
うにする。
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学級集会や学習発表会など、共通の目的に向かって活動するこ
とで、思いを伝え合い協力して創り上げる体験をもてるように
する。

２学期始まりの準備物や生活リズムの回復について、協力をお
願いする。

生活科「かぞくにこにこ大作戦」のねらいや内容を丁寧に伝
え、継続してお手伝いに取り組めるよう協力をお願いする。

子どもたちの活動の様子や頑張っている姿を伝え、家庭でも褒
めたり認めたりしてもらえるようにする。

話したいことの順順序序にに気気をを付付けけななががらら分分かかりりややすすくく伝伝ええたたりり、
理理由由をを付付けけてて説説明明ししたたりりする。（カケ）

植物や虫などが生生命命ををももっってていいるるここととやや成成長長ししてていいるるこことと、、生生
命命ををつつなないいででいいるるここととにに気付く。（カキ）

秋や冬になるといつも同じ現象が起こるなど、自自然然にに一一定定ののきき
ままりりががああるるここととに気付く。（カキ）

経験したことや身に付けたことを生かしたり友達の考えを取り入
れたりして、よよりりよよいい方方法法をを考考ええるる。（ウカケ）

夏の自然を生かした遊びや水遊びなど、、自分たちでで試試ししたたりり工工夫夫
ししたたりりししてて遊遊びびをを創創りり出出すす。（カケコ）

経験したことなどから書書くく材材料料をを集集めめ、文文のの続続きき方方にに注注意意ししてて
書書いいたたりり、読み返して間間違違いいをを直直ししたたりりする。（カコ）

学習発表会の話合いや練習などを通して友友達達ののよよいいととこころろをを見見
付付けけ、、おお互互いいののよよささをを認認めめ合合おおううとする。（イウエ）

身の回りにある数やものの順序、長さなどの比比べべ方方をを考考ええ、言言葉葉
ややブブロロッッククななどどをを用用いいてて表表現現する。（カクケ）

目標に向かって自分の力を発揮したり、友達や上級生と助け合っ
て取り組んだりすることを通して、おお互互いいののよよささをを理理解解しし連連帯帯感感
やや所所属属感感をを深深めめるる。（アイウ）

学習や生活の過過程程やや結結果果をを振振りり返返りり、よよささやや楽楽ししささをを感感じじなながが
らら学学ぼぼううとする。（ウオ）

規則正しい生活習慣やメディアコントロール、読み聞かせや音
読、家庭学習などを継続する大切さを啓発していく。

新しく出会う先生や友達と進進んんでで触触れれ合合いい、一一緒緒にに活活動動すするる楽楽ししささ
を感じる。（イウオ）

学級をより楽しくするために係の仕事を見直すなど、学学級級のの生生活活
をを自自分分たたちちでで工工夫夫ししよよううとする。（イウオ）

体を動かして遊んだり、食事や手洗い、うがい、汗の始末をし
たりなど、健健康康なな生生活活ににつついいてて考考ええ、、進進んんでで実実践践する。（アイ
エ）

言葉遊びや詩に親しみ、言言葉葉ののリリズズムムやや響響ききをを感感じじななががらら音音読読す
る。（オケコ）

※※赤赤字字はは、、令令和和５５年年度度ののカカリリキキュュララムムをを修修正正・・追追加加ししたた箇箇所所でですす。。

令和６年度　大館市　架け橋期のカリキュラム全体計画（１年生４月〜３月）

月月 55 22
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期期

11

１年生の初めに書いた文文字字やや絵絵ななどどとと今今をを比比べべ、自自分分のの成成長長にに気気
付付くく。（イオ）

小小学学校校１１年年　　第第４４期期小小学学校校１１年年　　第第１１期期 小小学学校校１１年年　　第第２２期期 小小学学校校１１年年　　第第３３期期

・ ・たくさんの友達との関わりの中で、相相手手のの思思いいやや願願いいをを
感感じじななががらら自自分分のの思思いいをを表表現現しし、、主主体体的的にに活動や学習に
取り組む。

・ 自分や友達の成長に気付き、おお互互いいにに認認めめ合合いい、、相相手手のの
気気持持ちちをを尊尊重重ししななががらら、、自自信信ををももっってて活動や学習に取り
組む。

33

生活のリズムが身に付き、活活動動にに見見通通ししををももっってて準準備備したり約約束束
ややママナナーーをを守守っってて行行動動したりする。（アイエオ）

44 66 77

【【知知識識及及びび技技能能のの基基礎礎】】 豊豊かかなな体体験験をを通通じじてて、、感感じじたたりり、、気気付付いいたたりり、、分分かかっったたりり、、出出来来るるよよううににななっったたりりすするる。。

【【思思考考力力・・判判断断力力・・表表現現力力のの基基礎礎】】 気気付付いいたたここととややででききるるよよううににななっったたここととななどどをを使使いい、、考考ええたたりり、、試試ししたたりり、、工工夫夫ししたたりり、、表表現現ししたたりりすするる。。

【【学学びびにに向向かかうう力力・・人人間間性性等等】】 ででききるるよよううににななっったたここととやや分分かかっったたここととななどどをを実実感感しし、、自自分分のの成成長長をを認認めめ、、次次のの活活動動やや体体験験へへのの意意欲欲ををももつつ。。

就学時健診

学習発表会

☆1年生との交流

秋の遠足 節分・豆まき

卒業式☆体験入学

1年生を迎える会 学校探検

縦割り清掃班スタート集会

交通安全教室・下校指導PTA授業参観・懇親会

ことばとまなびの

小テスト
家庭訪問

★保育体験

夏休み

★幼保小連携推進会議

☆プール遊び交流終業式
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イ：自立心

★小学校市教研総合研への参加

幼幼保保小小中中連連携携メメデディィアアココンントトロローールル週週間間 ★教職員研究実践発表会 ★情報交換会

★就学前施設職員授業参観・情報交換会

架け橋カリキュラム見直し

給食開始

★市夏季研修会

架架けけ橋橋期期にに期期待待すするる子子どどもものの姿姿

～～周周囲囲のの人人々々やや環環境境とと主主体体的的にに関関わわりり、、学学ぶぶ喜喜びびやや楽楽ししささをを実実感感ししななががらら仲仲間間とと共共にに育育ちち合合うう子子どどもも～～
ア：健康な心と体 ウ：協同性 エ：道徳性・規範意識の芽生え

オ：社会生活との関わり カ：思考力の芽生え

キ：自然との関わり・生命尊重 ク：数量や図形、標識や文字などへの関心・感覚

ケ：言葉による伝え合い コ：豊かな感性と表現

運動会

６年生を送る会

入学式始業式

避難訓練 終業式

冬休み

避難訓練

PTA授業参観・個人面談

★幼保小担任研修会

始業式 施設訪問

読書週間

始業式

修了式

★就学支援ファイル活用
★要録・個別の教育・

保育支援計画の活用

スキー教室

ひなまつり

英語に親しむ学習

なわとび運動

9 10

【知識及び技能の基礎】　　　　　　豊かな体験を通じて、感じたり、気付いたり、分かったり、出来るようになったりする。
【思考力・判断力・表現力の基礎】　気付いたことやできるようになったことなどを使い、考えたり、試したり、工夫したり、表現したりする。
【学びに向かう力・人間性等】　　　できるようになったことや分かったことなどを実感し、自分の成長を認め、次の活動や体験への意欲をもつ。

架け橋期に期待する子どもの姿
～周囲の人々や環境と主体的に関わり、学ぶ喜びや楽しさを実感しながら仲間と共に育ち合う子ども～

令和６年度　大館市　架け橋期のカリキュラム全体計画 （1年生 4月〜3月）
▼幼児期の終わりまでに育ってほしい姿（10の姿）
ア：健康な心と体

オ：社会生活との関わり

キ：自然との関わり・生命尊重

ケ：言葉による伝え合い

ク：数量や図形、標識や文字などへの関心・感覚

コ：豊かな感性と表現

カ：思考力の芽生え

イ：自立心 ウ：協同性 エ：道徳性・規範意識の芽生え

大館市共通版  架け橋期のカリキュラム全体計画 ４歳児～２年生.。
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▼▼幼幼児児期期のの終終わわりりままででにに育育っっててほほししいい姿姿（（1100のの姿姿））
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運動会の目標を伝え合ったり、リレーなどの運動や応援の練習など
に進んで取り組んだりし、誰誰ととででもも仲仲よよくく活活動動ししたたりり勝勝敗敗をを受受けけ入入
れれたたりりししよようう  とする。（アウオ）

世世界界のの昔昔話話やや神神話話  などを読んだり読み聞かせを聞くなどして、世世界界のの
文文化化やや風風土土ななどどにに親親ししむむ  。（オコ）

自分の生活や成長を振り返り、体の成長や役割が増えたことだけでな
く、優優ししささやや思思いいややりり、、我我慢慢すするる心心ななどど、、内内面面のの成成長長ににもも気気付付くく      。
（アイエ）

これまでの生活や成長を支えてくれた人人々々にに感感謝謝のの気気持持ちち  をもち、
３年生でも自自分分ののよよささやや可可能能性性をを生生かかしし  、ななりりたたいい自自分分をを目目指指ししてて
意意欲欲的的にに生生活活ししよようう  とする。（ウオケ）

丁丁寧寧なな言言葉葉  に気を付けたり文文とと文文ととのの続続きき方方  を確かめたりしながら、
お世話になった方や友達に手手紙紙をを書書くく  。（エオケ）

物語や曲などの表す情情景景をを感感じじ取取りり  、演奏、身体表現などの表表現現活活動動
をを楽楽ししみみながらよよりりよよいい表表現現にに高高めめるる  。（コ）

１年を振り返り、伝伝ええたたいい事事柄柄にに応応じじてて、、ははじじめめ、、中中、、終終わわりりななどどのの
組組みみ立立ててをを考考ええ  、順順序序よよくく発発表表  する。（カケコ）

家族から聞いたエピソードや写真・動画、自分の作品などから自自分分らら
ししささやや自自身身のの変変容容をを実実感感  し、適適ししたた材材料料をを選選んんでで工工夫夫ししてて作作品品にに
ままととめめるる  。（カケコ）

物語を読んで、感感じじたたここととやや考考ええたたここととななどどをを友友達達とと伝伝ええ合合いい    、様々
な感じ方や考え方に触れたり、友達の考えに質問したり感想を伝えた
りして考考ええをを深深めめるる  。（カケコ）

善悪を判断して、よよいいとと思思ううここととをを進進んんでで行行っったたりり気気持持ちちののよよいい挨挨拶拶
やや言言葉葉遣遣いいをを心心掛掛けけたたりり  する。（アイエ）

これまでの生活を振り返り、男女に関係なく一一人人一一人人ののよよささをを認認めめ合合
いい協協力力しし合合おおうう  とする。（アイウ）

１１年年生生をを招招待待ししてて  おもちゃで遊ぶ活動を通して、相相手手のの立立場場ににななっってて
遊遊びびののルルーールルをを考考ええたたりり適適切切にに接接ししたたりり  しようとする。（ウエオ）

地地域域ののよよささ  を伝える活動を通して、地地域域のの人人々々のの思思いいやや工工夫夫がが自自分分をを
支支ええてていいるる  ことに気付き、地地域域のの人人々々とと進進んんでで交交流流ししよようう  とする。
（ウオカ）

ススキキーー遊遊びびななどどのの冬冬のの遊遊びび  の楽しさや喜びを味わい、自自分分のの能能力力やや
めめああててにに適適ししたた技技をを身身にに付付けけるる    。（アイ）

伝伝ええたたいい人人ややここととにに適適ししたた表表現現方方法法  （新聞、絵本、パンフレット、ポ
スター、劇、デジタルアルバム、デジタル図鑑など）を知り、発発表表にに
活活用用  する。（カケコ）

地域の様々な施設を利用したりインタビューしたりする活動を通し
て、地地域域のの場場所所やや人人々々にに親親ししみみををももちち適適切切にに利利用用ししたたりり相相手手やや場場にに
応応じじたた行行動動ををししよようう  とする。（ウエオ）

友達の発言に関心をもって聞き、さらに聞聞ききたたいいここととをを質質問問しし合合っってて
考考ええをを引引きき出出しし  、くくわわししくく聞聞ここうう  とする。（ウカケ）

学級会の計画、話し合い、実践、振り返りなどの流流れれにに見見通通ししををももっったた
りり  、話話合合いいのの役役割割をを体体験験ししたたりり  しながら、友友達達とと協協力力ししてて課課題題解解決決にに
取取りり組組ももうう  とする。（イウカケ）

身近なことや経験したことなどから話話題題をを決決めめてて必必要要なな事事柄柄をを選選びび、、
順順序序をを考考ええてて話話すす  。（カケ）

伝えたいことが明確になるように、事事柄柄、、時時間間、、大大切切ささのの順順序序  などに
気を付け、簡簡単単なな組組みみ立立ててをを考考ええてて文文章章をを書書いいたたりり    、読み返して間間違違
いいをを直直ししたたりり  する。（オカケ）

生き物を探したり飼育したりする活動を通して、生生きき物物のの育育つつ場場所所、、
変変化化やや成成長長のの様様子子にに関関心心ををももっってて世世話話ををすするる    。（カキ）

野菜の生生長長のの様様子子をを伝伝ええるるたためめにに必必要要なな事事柄柄  （大きさや数、形、色、
におい、手触りなど）に気を付けて観察し、絵絵やや写写真真表表ややググララフフななどど
のの資資料料をを作作成成ししてて発発表表  する。（カキクコ）

他他国国のの人人々々やや言言葉葉、、文文化化  などに触れ、進進んんでで交交流流ししたたりり親親ししんんだだりり  し
ようとする。（イオ）

小小学学校校２２年年　　第第４４期期小小学学校校２２年年　　第第１１期期 小小学学校校２２年年　　第第２２期期 小小学学校校２２年年　　第第３３期期

・ ・学級の目標の実現や楽しい学校生活のために、自自分分のの役役割割をを意意
識識ししななががらら友友達達とと協協力力ししてて  取り組む。

・ 友達との関わりの中で自自他他のの成成長長にに気気付付きき  、おお互互いいののよよささをを
生生かかしし  ながら、活動や学習に取り組む。

・2年生になった喜喜びびをを感感じじるる  とともに、進級して役役割割がが増増ええ
たたここととがが分分かかりり、意意欲欲的的にに  生活を送ろうとする。

3311 2277 88 99 1100 1111 1122

令和６年度　大館市　架け橋期のカリキュラム全体計画（2年生４月〜３月）

月月

ねね
らら
いい

期期

知りたいことを明確にし、大大事事ななここととをを落落ととささなないいよよううににメメモモをを
ととっってて聞聞いいたたりり聞聞きき返返ししたたりり  する。（オカケ）

様子を思い浮かべながら、感感じじたたここととがが聞聞きき手手にに伝伝わわるるよよううにに語語のの
ままととままりりやや言言葉葉のの響響ききななどどにに気気をを付付けけてて音音読読    する。（オカケ）

身近なことや経験したことなどから伝伝ええたたいいここととをを見見付付けけ  、必必要要なな
事事柄柄をを集集めめたたりり確確かかめめたたりりししてて書書きき    、伝え合う。（オカケ）

新しい学習に興味をもち、聞聞きき方方・・話話しし方方、、話話しし合合いいのの仕仕方方    など
の学学習習のの約約束束をを知知りり、、進進んんでで生生かかすす  。（イウエ）

気気持持ちちののよよいい挨挨拶拶やや言言葉葉遣遣いい  などが、自分も周りの人も明るくする
ことに気付き、実践する。（アエオ）

季季節節のの言言葉葉やや詩詩、、言言葉葉遊遊びび  などから語句の量を増し、話話やや文文章章のの中中でで
使使いいななががらら語語彙彙をを豊豊かかににすするる  。（ケコ）

まち探検を通して、公公共共物物のの利利用用のの仕仕方方、、緊緊急急時時のの連連絡絡方方法法、、イインンタタ
ビビュューーのの手手順順ななどど、、必必要要なな知知識識やや技技能能をを身身にに付付けけるる    。（オ）

読書に親しみ、図図書書館館のの本本のの分分けけ方方やや並並べべ方方  を知り、読読みみたたいい本本をを
見見付付けけてて  読もうとする。（オコ）

身近な自然と関わり、季季節節をを感感じじるる言言葉葉やや季季節節をを表表すす言言葉葉    を見付
けて伝え合うなどして言言葉葉をを広広げげるる  。（キケコ）     年間

44 55

教科書のQR CODEを利用してデジタルコンテンツなど必必要要なな情情報報
ををＷＷｅｅｂｂ検検索索  し、分分かかっったたここととをを学学習習にに活活用用  する。（オケ）

人人物物をを表表すす言言葉葉、、物物のの様様子子やや気気持持ちちをを表表すす言言葉葉    などを集め、感じたこ
とや思ったことを伝伝ええるるととききにに活活用用  する。（コ）

数数ええ歌歌ややいいろろはは歌歌  などの長く親しまれている言葉遊びを通して、言言葉葉
のの面面白白ささやや豊豊かかささにに気気付付くく  。（オコ）

66

学級の目目標標やや課課題題をを自自分分ののここととととししてて捉捉ええ  、自分なりの目目標標にに
向向かかっってて友友達達とと励励まましし合合っってて  取り組む。

丁丁寧寧なな言言葉葉とと普普通通のの言言葉葉ととのの違違いい  に気を付けて、書書いいたたりり話話ししたたりりイイ
ンンタタビビュューーししたたりり  する。（オカケ）

身近な物を使って動動くくおおももちちゃゃ  を作り、遊遊びびななががらら改改良良  したりもっと
楽しくなるように遊遊びび方方をを工工夫夫ししたたりり  する。（カ）
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学習発表会や地域探検の発表など共通の目的に向かって活動すること
を通して、目的や考えを友達と共有し協力して創り上げる体験をもて
るようにする。

２学期始まりの準備物や生活リズムの回復について、協力をお願いす
る。

生活科「まちのすてきをつたえよう」の発表会への参加と、達成感、
満足感につながる感想をお願いする。

子どもたちの活動や成長の様子を作品や写真、動画などで具体的に伝
え、家庭でも話題にし、褒めたり認めたりしてもらえるようにする。

付付箋箋やや思思考考ツツーールル  を使って、考考ええをを整整理理ししたたりり順順序序をを考考ええたたりり、、よよりり
よよいい考考ええをを選選んんだだりり  する。（カケ）

電電話話ややビビデデオオ通通話話、、フファァッッククスス、、電電子子メメーールル  など、離れている人との
通通信信手手段段をを知知りり、、大大人人とと一一緒緒にに活活用用    する。（オケ）

進んで読書に親しみ、おお気気にに入入りりのの本本やや好好ききなな場場面面ななどどをを紹紹介介    したり
音読したりする。（ケコ）

文の中における主主語語とと述述語語のの関関係係  や共共通通、、相相違違、、事事柄柄のの順順序序ななどど情情報報
とと情情報報ととのの関関係係  を考え内内容容をを読読みみ取取るる  。（カ）

学級の困りごとを出し合って原原因因やや解解決決方方法法をを話話しし合合いい  、みんなのた
めにででききるるここととををししよようう  とする。（イウエ）

２年生で出出来来るるよよううににななりりたたいいここととやや楽楽ししみみななこことと    などを伝え合
い、生生活活やや学学習習にに意意欲欲的的にに取取りり組組ももうう  とする。（イケ）

クラスの目標や係活動について話し合い、楽楽ししくく生生活活すするるたためめにに自自
分分のの役役割割にに進進んんでで取取りり組組ももうう  とする。（イウオ）

新1年生との遊びや学校探検などで、相相手手やや場場にに応応じじたた言言葉葉遣遣いいやや
表表情情ななどどをを考考ええてて進進んんでで関関わわろろうう    とする。（イウオケ）

育てている動植物の生長の様子を観察し、事事柄柄のの順順序序にに沿沿っってて簡簡単単
なな構構成成をを考考ええてて観観察察記記録録文文をを書書くく    。（カキケ）

育てたい植物や生き物など、目目的的ををももっってて本本やや図図鑑鑑をを読読みみ  、調べたこ
とや分かったことを友友達達にに説説明明すするる  。（オケ）

食食事事やや睡睡眠眠、、運運動動  などについて振り返り、健康や安全に気を付けて規規
則則正正ししいい生生活活をを送送るる  。（アイ）

生活や学習を振り返って自自分分やや友友達達ののががんんばばりりをを伝伝ええ合合いい    、これから
の生活で努努力力ししたたいいここととをを具具体体的的にに考考ええるる    。（イウケ）

学習発表会の話合いや練習を通して、お互いのよよささをを認認めめ合合いい最最後後まま
ででややりり遂遂げげよようう  とする。（イウオ）

聞き手に伝わるように、話話すす速速ささやや声声のの大大ききささ、、語語ののアアククセセンントトなな
どどにに気気をを付付けけてて話話すす  。（オカケ）

架け橋カリキュラムを生かして、子どもたちの思いを基に、生活科
を中心とした合科的・関連的な指導ができるよう、また、保護者や
地域の先生など様々な人や対象とじっくりと関わりをもてるよう配
慮して年間計画を立てる。

「６年生を送る会」や卒業式の練習や準備を通して、６６年年生生にに感感謝謝のの
気気持持ちちををももちち、、心心かからら伝伝ええよようう  とする。（ウエオ）

まち探検や野菜、生き物の生長の様子などをタタブブレレッットトをを使使っってて写写真真
やや動動画画でで記記録録しし、、活活用用すするる  。（オキ）

３年生で新しく始まる教科や学習用具について丁寧に説明し、子ども
と一緒に確認しながら、進級に向けての準備をしてもらうようにす
る。

キャリアノートを活用して子どもの成長を保護者と共有し、自信を
もって進級できるようなコメントをお願いする。

３年生の発達の特徴や課題について説明し、自己有用感や自立心を高
める関わり方を考えてもらうようにする。

１年間の予定や１週間毎の具体的な予定を丁寧に伝え、保護者が見
通しをもてるようにする。

連絡帳や通信などで子どもの様子を伝え、保護者が安心できるよう
にするとともに、家庭でも話題にし、褒めたり認めたりしてもらえ
るようにする。

様々な人たちとの関わりを振り返り、支えてくれた人たちへの感謝の
気持ちをもたせられるようにする。

進級の喜びを共有し、２年生の活動への期待を高めたり、思いや願
いを引き出したりして、楽しく安心できる学級づくり、環境作りを
工夫する。

運動会やまち探検などの活動を通して、頑張っている姿や友達と協
力している姿を価値付けし、意欲を高める。

幼児や１年生、地域の方々など、多くの人たちと関わることで、相手
の思いを受け止めて適切な言葉を選んだり優しく接したりできるよう
にする。

生活科と道徳の時間とを関連させ、採集した生き物のかけがえのない
命を大切にしようとする心情を育て、意欲的に世話や観察を継続でき
るようにする。

規則正しい生活習慣やメディアコントロール、読み聞かせや音読、家
庭学習などを継続する大切さを啓発していく。

生活科のまちたんけんや野菜の栽培活動などのねらいを伝え、学習ボ
ランティアへの協力をお願いする。

学校の方針や架け橋カリキュラムなどを基に、２年生の発達の特徴
や目指す姿、重点施策等について伝え、理解を得る。

２年生としての役割をもって頑張っていることやできるようになった
こと、課題になることを具体的に伝える。

観察や探検の課題意識をもたせ、活動の見通しを立てたり友達と考え
を比べたり、様々な表現方法を試したりする活動を意図的に設定し、
思考力、表現力を育むようにする。

野菜の観察やまち探検など、同じグループで気付きを共有したり比べ
たりしながら協力し合って活動できるように励ます。

友達と話し合って考えをまとめたり、試行錯誤したり、振り返ったり
する時間を十分に保障し、課題解決した満足感や達成感をもてるよう
にする。

２年間の成長に気付き、自分や友達のよさを実感できるように、子ど
もの作品やカード、写真などを掲示する。

３年生の学習や生活の様子を参観したり、３年生にインタビューした
りして、進級への期待を高める。

入学してから２年間を振り返り、一人一人の成長を表すのに適した
内容や方法を選び、自分の成長に誇らしい気持ちで作品作りや発表
ができるようにする。

【【知知識識及及びび技技能能のの基基礎礎】】 豊豊かかなな体体験験をを通通じじてて、、感感じじたたりり、、気気付付いいたたりり、、分分かかっったたりり、、出出来来るるよよううににななっったたりりすするる。。

【【思思考考力力・・判判断断力力・・表表現現力力のの基基礎礎】】 気気付付いいたたここととややででききるるよよううににななっったたここととななどどをを使使いい、、考考ええたたりり、、試試ししたたりり、、工工夫夫ししたたりり、、表表現現ししたたりりすするる。。

【【学学びびにに向向かかうう力力・・人人間間性性等等】】 ででききるるよよううににななっったたここととやや分分かかっったたここととななどどをを実実感感しし、、自自分分のの成成長長をを認認めめ、、次次のの活活動動やや体体験験へへのの意意欲欲ををももつつ。。

学学習習発発表表会会 節節分分

卒卒業業式式チチャャレレンンジジななわわととびび☆☆11年年生生をを迎迎ええるる会会

☆☆縦縦割割りり清清掃掃班班ススタターートト集集会会

交交通通安安全全教教室室・・下下校校指指導導PPTTAA授授業業参参観観・・懇懇親親会会

地地域域訪訪問問

★★保保育育体体験験
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イ：自立心

★★小小学学校校市市教教研研総総合合研研 ☆☆幼幼保保小小中中連連携携メメデディィアアココンントトロローールル週週 ★★教教職職員員研研究究実実践践発発表表会会

給給食食開開始始

★★市市夏夏季季研研修修会会

架架けけ橋橋期期にに期期待待すするる子子どどもものの姿姿

～～周周囲囲のの人人々々やや環環境境とと主主体体的的にに関関わわりり、、学学ぶぶ喜喜びびやや楽楽ししささをを実実感感ししななががらら仲仲間間とと共共にに育育ちち合合うう子子どどもも～～
ア：健康な心と体 ウ：協同性 エ：道徳性・規範意識の芽生え

オ：社会生活との関わり カ：思考力の芽生え

キ：自然との関わり・生命尊重 ク：数量や図形、標識や文字などへの関心・感覚

ケ：言葉による伝え合い コ：豊かな感性と表現

☆☆運運動動会会 ☆☆６６年年生生をを送送るる会会

入入学学式式始始業業式式 避避難難訓訓練練

終終業業式式

冬冬休休みみ

避避難難訓訓練練PPTTAA授授業業参参観観・・個個人人面面談談

始始業業式式 施施設設訪訪問問読読書書週週間間

始始業業式式

修修了了式式

☆☆１１年年生生ととのの交交流流

ススキキーー教教室室水水遊遊びび・・水水泳泳ままちち探探検検ⅠⅠ

☆☆１１年年生生ととおおももちちゃゃでで遊遊ぼぼうう

PPTTAA授授業業参参観観 ひひななままつつりり

PPTTAA授授業業参参観観・・懇懇談談会会

ままちち探探検検ⅡⅡ

ままちち探探検検発発表表会会

英英語語にに親親ししむむ学学習習

▼▼幼幼児児期期のの終終わわりりままででにに育育っっててほほししいい姿姿（（1100のの姿姿））
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運動会の目標を伝え合ったり、リレーなどの運動や応援の練習など
に進んで取り組んだりし、誰誰ととででもも仲仲よよくく活活動動ししたたりり勝勝敗敗をを受受けけ入入
れれたたりりししよようう  とする。（アウオ）

世世界界のの昔昔話話やや神神話話  などを読んだり読み聞かせを聞くなどして、世世界界のの
文文化化やや風風土土ななどどにに親親ししむむ  。（オコ）

自分の生活や成長を振り返り、体の成長や役割が増えたことだけでな
く、優優ししささやや思思いいややりり、、我我慢慢すするる心心ななどど、、内内面面のの成成長長ににもも気気付付くく      。
（アイエ）

これまでの生活や成長を支えてくれた人人々々にに感感謝謝のの気気持持ちち  をもち、
３年生でも自自分分ののよよささやや可可能能性性をを生生かかしし  、ななりりたたいい自自分分をを目目指指ししてて
意意欲欲的的にに生生活活ししよようう  とする。（ウオケ）

丁丁寧寧なな言言葉葉  に気を付けたり文文とと文文ととのの続続きき方方  を確かめたりしながら、
お世話になった方や友達に手手紙紙をを書書くく  。（エオケ）

物語や曲などの表す情情景景をを感感じじ取取りり  、演奏、身体表現などの表表現現活活動動
をを楽楽ししみみながらよよりりよよいい表表現現にに高高めめるる  。（コ）

１年を振り返り、伝伝ええたたいい事事柄柄にに応応じじてて、、ははじじめめ、、中中、、終終わわりりななどどのの
組組みみ立立ててをを考考ええ  、順順序序よよくく発発表表  する。（カケコ）

家族から聞いたエピソードや写真・動画、自分の作品などから自自分分らら
ししささやや自自身身のの変変容容をを実実感感  し、適適ししたた材材料料をを選選んんでで工工夫夫ししてて作作品品にに
ままととめめるる  。（カケコ）

物語を読んで、感感じじたたここととやや考考ええたたここととななどどをを友友達達とと伝伝ええ合合いい    、様々
な感じ方や考え方に触れたり、友達の考えに質問したり感想を伝えた
りして考考ええをを深深めめるる  。（カケコ）

善悪を判断して、よよいいとと思思ううここととをを進進んんでで行行っったたりり気気持持ちちののよよいい挨挨拶拶
やや言言葉葉遣遣いいをを心心掛掛けけたたりり  する。（アイエ）

これまでの生活を振り返り、男女に関係なく一一人人一一人人ののよよささをを認認めめ合合
いい協協力力しし合合おおうう  とする。（アイウ）

１１年年生生をを招招待待ししてて  おもちゃで遊ぶ活動を通して、相相手手のの立立場場ににななっってて
遊遊びびののルルーールルをを考考ええたたりり適適切切にに接接ししたたりり  しようとする。（ウエオ）

地地域域ののよよささ  を伝える活動を通して、地地域域のの人人々々のの思思いいやや工工夫夫がが自自分分をを
支支ええてていいるる  ことに気付き、地地域域のの人人々々とと進進んんでで交交流流ししよようう  とする。
（ウオカ）

ススキキーー遊遊びびななどどのの冬冬のの遊遊びび  の楽しさや喜びを味わい、自自分分のの能能力力やや
めめああててにに適適ししたた技技をを身身にに付付けけるる    。（アイ）

伝伝ええたたいい人人ややここととにに適適ししたた表表現現方方法法  （新聞、絵本、パンフレット、ポ
スター、劇、デジタルアルバム、デジタル図鑑など）を知り、発発表表にに
活活用用  する。（カケコ）

地域の様々な施設を利用したりインタビューしたりする活動を通し
て、地地域域のの場場所所やや人人々々にに親親ししみみををももちち適適切切にに利利用用ししたたりり相相手手やや場場にに
応応じじたた行行動動ををししよようう  とする。（ウエオ）

友達の発言に関心をもって聞き、さらに聞聞ききたたいいここととをを質質問問しし合合っってて
考考ええをを引引きき出出しし  、くくわわししくく聞聞ここうう  とする。（ウカケ）

学級会の計画、話し合い、実践、振り返りなどの流流れれにに見見通通ししををももっったた
りり  、話話合合いいのの役役割割をを体体験験ししたたりり  しながら、友友達達とと協協力力ししてて課課題題解解決決にに
取取りり組組ももうう  とする。（イウカケ）

身近なことや経験したことなどから話話題題をを決決めめてて必必要要なな事事柄柄をを選選びび、、
順順序序をを考考ええてて話話すす  。（カケ）

伝えたいことが明確になるように、事事柄柄、、時時間間、、大大切切ささのの順順序序  などに
気を付け、簡簡単単なな組組みみ立立ててをを考考ええてて文文章章をを書書いいたたりり    、読み返して間間違違
いいをを直直ししたたりり  する。（オカケ）

生き物を探したり飼育したりする活動を通して、生生きき物物のの育育つつ場場所所、、
変変化化やや成成長長のの様様子子にに関関心心ををももっってて世世話話ををすするる    。（カキ）

野菜の生生長長のの様様子子をを伝伝ええるるたためめにに必必要要なな事事柄柄  （大きさや数、形、色、
におい、手触りなど）に気を付けて観察し、絵絵やや写写真真表表ややググララフフななどど
のの資資料料をを作作成成ししてて発発表表  する。（カキクコ）

他他国国のの人人々々やや言言葉葉、、文文化化  などに触れ、進進んんでで交交流流ししたたりり親親ししんんだだりり  し
ようとする。（イオ）

小小学学校校２２年年　　第第４４期期小小学学校校２２年年　　第第１１期期 小小学学校校２２年年　　第第２２期期 小小学学校校２２年年　　第第３３期期

・ ・学級の目標の実現や楽しい学校生活のために、自自分分のの役役割割をを意意
識識ししななががらら友友達達とと協協力力ししてて  取り組む。

・ 友達との関わりの中で自自他他のの成成長長にに気気付付きき  、おお互互いいののよよささをを
生生かかしし  ながら、活動や学習に取り組む。

・2年生になった喜喜びびをを感感じじるる  とともに、進級して役役割割がが増増ええ
たたここととがが分分かかりり、意意欲欲的的にに  生活を送ろうとする。
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令和６年度　大館市　架け橋期のカリキュラム全体計画（2年生４月〜３月）
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知りたいことを明確にし、大大事事ななここととをを落落ととささなないいよよううににメメモモをを
ととっってて聞聞いいたたりり聞聞きき返返ししたたりり  する。（オカケ）

様子を思い浮かべながら、感感じじたたここととがが聞聞きき手手にに伝伝わわるるよよううにに語語のの
ままととままりりやや言言葉葉のの響響ききななどどにに気気をを付付けけてて音音読読    する。（オカケ）

身近なことや経験したことなどから伝伝ええたたいいここととをを見見付付けけ  、必必要要なな
事事柄柄をを集集めめたたりり確確かかめめたたりりししてて書書きき    、伝え合う。（オカケ）

新しい学習に興味をもち、聞聞きき方方・・話話しし方方、、話話しし合合いいのの仕仕方方    など
の学学習習のの約約束束をを知知りり、、進進んんでで生生かかすす  。（イウエ）

気気持持ちちののよよいい挨挨拶拶やや言言葉葉遣遣いい  などが、自分も周りの人も明るくする
ことに気付き、実践する。（アエオ）

季季節節のの言言葉葉やや詩詩、、言言葉葉遊遊びび  などから語句の量を増し、話話やや文文章章のの中中でで
使使いいななががらら語語彙彙をを豊豊かかににすするる  。（ケコ）

まち探検を通して、公公共共物物のの利利用用のの仕仕方方、、緊緊急急時時のの連連絡絡方方法法、、イインンタタ
ビビュューーのの手手順順ななどど、、必必要要なな知知識識やや技技能能をを身身にに付付けけるる    。（オ）

読書に親しみ、図図書書館館のの本本のの分分けけ方方やや並並べべ方方  を知り、読読みみたたいい本本をを
見見付付けけてて  読もうとする。（オコ）

身近な自然と関わり、季季節節をを感感じじるる言言葉葉やや季季節節をを表表すす言言葉葉    を見付
けて伝え合うなどして言言葉葉をを広広げげるる  。（キケコ）     年間

44 55

教科書のQR CODEを利用してデジタルコンテンツなど必必要要なな情情報報
ををＷＷｅｅｂｂ検検索索  し、分分かかっったたここととをを学学習習にに活活用用  する。（オケ）

人人物物をを表表すす言言葉葉、、物物のの様様子子やや気気持持ちちをを表表すす言言葉葉    などを集め、感じたこ
とや思ったことを伝伝ええるるととききにに活活用用  する。（コ）

数数ええ歌歌ややいいろろはは歌歌  などの長く親しまれている言葉遊びを通して、言言葉葉
のの面面白白ささやや豊豊かかささにに気気付付くく  。（オコ）

66

学級の目目標標やや課課題題をを自自分分ののここととととししてて捉捉ええ  、自分なりの目目標標にに
向向かかっってて友友達達とと励励まましし合合っってて  取り組む。

丁丁寧寧なな言言葉葉とと普普通通のの言言葉葉ととのの違違いい  に気を付けて、書書いいたたりり話話ししたたりりイイ
ンンタタビビュューーししたたりり  する。（オカケ）

身近な物を使って動動くくおおももちちゃゃ  を作り、遊遊びびななががらら改改良良  したりもっと
楽しくなるように遊遊びび方方をを工工夫夫ししたたりり  する。（カ）
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学習発表会や地域探検の発表など共通の目的に向かって活動すること
を通して、目的や考えを友達と共有し協力して創り上げる体験をもて
るようにする。

２学期始まりの準備物や生活リズムの回復について、協力をお願いす
る。

生活科「まちのすてきをつたえよう」の発表会への参加と、達成感、
満足感につながる感想をお願いする。

子どもたちの活動や成長の様子を作品や写真、動画などで具体的に伝
え、家庭でも話題にし、褒めたり認めたりしてもらえるようにする。

付付箋箋やや思思考考ツツーールル  を使って、考考ええをを整整理理ししたたりり順順序序をを考考ええたたりり、、よよりり
よよいい考考ええをを選選んんだだりり  する。（カケ）

電電話話ややビビデデオオ通通話話、、フファァッッククスス、、電電子子メメーールル  など、離れている人との
通通信信手手段段をを知知りり、、大大人人とと一一緒緒にに活活用用    する。（オケ）

進んで読書に親しみ、おお気気にに入入りりのの本本やや好好ききなな場場面面ななどどをを紹紹介介    したり
音読したりする。（ケコ）

文の中における主主語語とと述述語語のの関関係係  や共共通通、、相相違違、、事事柄柄のの順順序序ななどど情情報報
とと情情報報ととのの関関係係  を考え内内容容をを読読みみ取取るる  。（カ）

学級の困りごとを出し合って原原因因やや解解決決方方法法をを話話しし合合いい  、みんなのた
めにででききるるここととををししよようう  とする。（イウエ）

２年生で出出来来るるよよううににななりりたたいいここととやや楽楽ししみみななこことと    などを伝え合
い、生生活活やや学学習習にに意意欲欲的的にに取取りり組組ももうう  とする。（イケ）

クラスの目標や係活動について話し合い、楽楽ししくく生生活活すするるたためめにに自自
分分のの役役割割にに進進んんでで取取りり組組ももうう  とする。（イウオ）

新1年生との遊びや学校探検などで、相相手手やや場場にに応応じじたた言言葉葉遣遣いいやや
表表情情ななどどをを考考ええてて進進んんでで関関わわろろうう    とする。（イウオケ）

育てている動植物の生長の様子を観察し、事事柄柄のの順順序序にに沿沿っってて簡簡単単
なな構構成成をを考考ええてて観観察察記記録録文文をを書書くく    。（カキケ）

育てたい植物や生き物など、目目的的ををももっってて本本やや図図鑑鑑をを読読みみ  、調べたこ
とや分かったことを友友達達にに説説明明すするる  。（オケ）

食食事事やや睡睡眠眠、、運運動動  などについて振り返り、健康や安全に気を付けて規規
則則正正ししいい生生活活をを送送るる  。（アイ）

生活や学習を振り返って自自分分やや友友達達ののががんんばばりりをを伝伝ええ合合いい    、これから
の生活で努努力力ししたたいいここととをを具具体体的的にに考考ええるる    。（イウケ）

学習発表会の話合いや練習を通して、お互いのよよささをを認認めめ合合いい最最後後まま
ででややりり遂遂げげよようう  とする。（イウオ）

聞き手に伝わるように、話話すす速速ささやや声声のの大大ききささ、、語語ののアアククセセンントトなな
どどにに気気をを付付けけてて話話すす  。（オカケ）

架け橋カリキュラムを生かして、子どもたちの思いを基に、生活科
を中心とした合科的・関連的な指導ができるよう、また、保護者や
地域の先生など様々な人や対象とじっくりと関わりをもてるよう配
慮して年間計画を立てる。

「６年生を送る会」や卒業式の練習や準備を通して、６６年年生生にに感感謝謝のの
気気持持ちちををももちち、、心心かからら伝伝ええよようう  とする。（ウエオ）

まち探検や野菜、生き物の生長の様子などをタタブブレレッットトをを使使っってて写写真真
やや動動画画でで記記録録しし、、活活用用すするる  。（オキ）

３年生で新しく始まる教科や学習用具について丁寧に説明し、子ども
と一緒に確認しながら、進級に向けての準備をしてもらうようにす
る。

キャリアノートを活用して子どもの成長を保護者と共有し、自信を
もって進級できるようなコメントをお願いする。

３年生の発達の特徴や課題について説明し、自己有用感や自立心を高
める関わり方を考えてもらうようにする。

１年間の予定や１週間毎の具体的な予定を丁寧に伝え、保護者が見
通しをもてるようにする。

連絡帳や通信などで子どもの様子を伝え、保護者が安心できるよう
にするとともに、家庭でも話題にし、褒めたり認めたりしてもらえ
るようにする。

様々な人たちとの関わりを振り返り、支えてくれた人たちへの感謝の
気持ちをもたせられるようにする。

進級の喜びを共有し、２年生の活動への期待を高めたり、思いや願
いを引き出したりして、楽しく安心できる学級づくり、環境作りを
工夫する。

運動会やまち探検などの活動を通して、頑張っている姿や友達と協
力している姿を価値付けし、意欲を高める。

幼児や１年生、地域の方々など、多くの人たちと関わることで、相手
の思いを受け止めて適切な言葉を選んだり優しく接したりできるよう
にする。

生活科と道徳の時間とを関連させ、採集した生き物のかけがえのない
命を大切にしようとする心情を育て、意欲的に世話や観察を継続でき
るようにする。

規則正しい生活習慣やメディアコントロール、読み聞かせや音読、家
庭学習などを継続する大切さを啓発していく。

生活科のまちたんけんや野菜の栽培活動などのねらいを伝え、学習ボ
ランティアへの協力をお願いする。

学校の方針や架け橋カリキュラムなどを基に、２年生の発達の特徴
や目指す姿、重点施策等について伝え、理解を得る。

２年生としての役割をもって頑張っていることやできるようになった
こと、課題になることを具体的に伝える。

観察や探検の課題意識をもたせ、活動の見通しを立てたり友達と考え
を比べたり、様々な表現方法を試したりする活動を意図的に設定し、
思考力、表現力を育むようにする。

野菜の観察やまち探検など、同じグループで気付きを共有したり比べ
たりしながら協力し合って活動できるように励ます。

友達と話し合って考えをまとめたり、試行錯誤したり、振り返ったり
する時間を十分に保障し、課題解決した満足感や達成感をもてるよう
にする。

２年間の成長に気付き、自分や友達のよさを実感できるように、子ど
もの作品やカード、写真などを掲示する。

３年生の学習や生活の様子を参観したり、３年生にインタビューした
りして、進級への期待を高める。

入学してから２年間を振り返り、一人一人の成長を表すのに適した
内容や方法を選び、自分の成長に誇らしい気持ちで作品作りや発表
ができるようにする。

【【知知識識及及びび技技能能のの基基礎礎】】 豊豊かかなな体体験験をを通通じじてて、、感感じじたたりり、、気気付付いいたたりり、、分分かかっったたりり、、出出来来るるよよううににななっったたりりすするる。。

【【思思考考力力・・判判断断力力・・表表現現力力のの基基礎礎】】 気気付付いいたたここととややででききるるよよううににななっったたここととななどどをを使使いい、、考考ええたたりり、、試試ししたたりり、、工工夫夫ししたたりり、、表表現現ししたたりりすするる。。

【【学学びびにに向向かかうう力力・・人人間間性性等等】】 ででききるるよよううににななっったたここととやや分分かかっったたここととななどどをを実実感感しし、、自自分分のの成成長長をを認認めめ、、次次のの活活動動やや体体験験へへのの意意欲欲ををももつつ。。

学学習習発発表表会会 節節分分

卒卒業業式式チチャャレレンンジジななわわととびび☆☆11年年生生をを迎迎ええるる会会

☆☆縦縦割割りり清清掃掃班班ススタターートト集集会会

交交通通安安全全教教室室・・下下校校指指導導PPTTAA授授業業参参観観・・懇懇親親会会

地地域域訪訪問問

★★保保育育体体験験

夏夏休休みみ

終終業業式式
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イ：自立心

★★小小学学校校市市教教研研総総合合研研 ☆☆幼幼保保小小中中連連携携メメデディィアアココンントトロローールル週週 ★★教教職職員員研研究究実実践践発発表表会会

給給食食開開始始

★★市市夏夏季季研研修修会会

架架けけ橋橋期期にに期期待待すするる子子どどもものの姿姿

～～周周囲囲のの人人々々やや環環境境とと主主体体的的にに関関わわりり、、学学ぶぶ喜喜びびやや楽楽ししささをを実実感感ししななががらら仲仲間間とと共共にに育育ちち合合うう子子どどもも～～
ア：健康な心と体 ウ：協同性 エ：道徳性・規範意識の芽生え

オ：社会生活との関わり カ：思考力の芽生え

キ：自然との関わり・生命尊重 ク：数量や図形、標識や文字などへの関心・感覚

ケ：言葉による伝え合い コ：豊かな感性と表現

☆☆運運動動会会 ☆☆６６年年生生をを送送るる会会

入入学学式式始始業業式式 避避難難訓訓練練

終終業業式式

冬冬休休みみ

避避難難訓訓練練PPTTAA授授業業参参観観・・個個人人面面談談

始始業業式式 施施設設訪訪問問読読書書週週間間

始始業業式式

修修了了式式

☆☆１１年年生生ととのの交交流流

ススキキーー教教室室水水遊遊びび・・水水泳泳ままちち探探検検ⅠⅠ

☆☆１１年年生生ととおおももちちゃゃでで遊遊ぼぼうう

PPTTAA授授業業参参観観 ひひななままつつりり

PPTTAA授授業業参参観観・・懇懇談談会会

ままちち探探検検ⅡⅡ

ままちち探探検検発発表表会会

英英語語にに親親ししむむ学学習習

11 12

【知識及び技能の基礎】　　　　　　豊かな体験を通じて、感じたり、気付いたり、分かったり、出来るようになったりする。
【思考力・判断力・表現力の基礎】　気付いたことやできるようになったことなどを使い、考えたり、試したり、工夫したり、表現したりする。
【学びに向かう力・人間性等】　　　できるようになったことや分かったことなどを実感し、自分の成長を認め、次の活動や体験への意欲をもつ。

架け橋期に期待する子どもの姿
～周囲の人々や環境と主体的に関わり、学ぶ喜びや楽しさを実感しながら仲間と共に育ち合う子ども～

▼幼児期の終わりまでに育ってほしい姿（10の姿）
ア：健康な心と体

オ：社会生活との関わり

キ：自然との関わり・生命尊重

ケ：言葉による伝え合い

ク：数量や図形、標識や文字などへの関心・感覚

コ：豊かな感性と表現

カ：思考力の芽生え

イ：自立心 ウ：協同性 エ：道徳性・規範意識の芽生え

令和６年度 大館市 架け橋期のカリキュラム全体計画 （2年生 4月〜3月）
大館市共通版  架け橋期のカリキュラム全体計画 ４歳児～２年生.。
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　　　　　　本本気気ッッズズくくんん

早寝・早起き・朝ご飯や絵本の読み聞かせの大切さを伝え、理
解と協力を得る。

年長になった喜びや緊張を受け止め、目標をもって意欲的に取り
組む姿を認めながら自信をもって自分らしさを発揮できるように
励ましていく。

１日の生活の流れを時計とともに表示し、活動の見通しがもてる
ようにする。

子どもが遊びを継続し、満足感や達成感を得られるように、新し
い素材や道具などを子どもと一緒に考えて用意したり、場所や時
間を十分に保障したりする。

子どもの園での様子を伝えたり、家庭での様子や発育上心配なこ
とを聞いたりしながら、保護者の思いを受け止めるとともに、信
頼関係を築いていく。

年長として意欲と自信をもって生活している姿を伝え、子どもの
成長をともに喜び合ったり考えたりして支えていく。

年間の行事予定やそれをリードする年長児としての役割を伝え、
理解と協力を得る。

友達と協力したり競い合ったりして活動する中で、繰り返し挑
戦したり試したりしようとしている姿を丁寧に読み取り、認め
たり紹介したりする。

お互いの思いやイメージを出し合いながらよりよい方法で遊び
を展開できるように、考えを受け止めて言葉にしたり視覚化し
たりしながら、考えを引き出す援助をする。

遊びの楽しさや工夫を交流したり、お互いのよさを認め合った
りするために、遊びの振り返りの時間を保障する。

遊びの様子や行事などの参観、懇談を通して、「どのような育
ちを願い、どんなを経験をさせたいか」、子どもの変容を伝え
ながら成長を共有していく。

遊びや生活の中でのトラブルが成長につながることを伝え、様
子を伝えながら理解を得るようにする。

トラブルを通して、葛藤を味わったり気持ちを調整したりする
ことを繰り返し、相手の思いに気付く。

リリレレーー遊遊びびややドドッッジジボボーールルななどどののゲゲーームムをを楽楽ししくくすするるたためめにに、、
作作戦戦ややルルーールルをを話話しし合合っってて工工夫夫すするる。。

ルルーールルののああるる遊遊びびのの中中でで、、友友達達とと競競いい合合っったたりり応応援援ししたたりりししてて
遊遊ぶぶ。。

園園のの行行事事ななどどにに向向けけててややりりたたいいここととをを決決めめ、、目目的的がが達達成成ででききるる
よよううにに話話しし合合っったたりり協協力力しし合合っったたりりすするる。。

44 55 66 77 88 99

５５歳歳児児　　第第11期期 ５５歳歳児児　　第第22期期

年長としての意意欲欲とと自自信信ををももちち、、自自分分のの力力をを十十分分
にに発発揮揮しながら安心して生活する。

友達と思思いいをを伝伝ええ合合いいななががららイイメメーージジをを共共有有しし、、
力力をを合合わわせせてて遊びや生活を進めていく中で仲間意
識を高める。

自自分分ののししたたここととやや思思っったたここととをを相相手手にに話話そそううととすするる。。 自自分分ののししたたいいここととやや思思っったたここととをを相相手手にに伝伝ええ、、話話しし合合おおううととすす
るる。。

絵本や物語、紙芝居、言葉遊びなどに親しみ、言葉の楽しさや美
しさに気付き、言葉を豊かにする。

草花遊びや色水遊びなどを通して、草花や色の名前などに興味
をもって調べ、言葉が広がることを楽しむ。

ごごっっここ遊遊びびやや共共同同製製作作ななどどでで友友達達ととイイメメーージジをを伝伝ええ合合いい、、共共有有
ししななががらら表表現現すするる喜喜びびをを味味わわうう。。

絵本や物語に親しみ、気付いたことや感想、想像したことを友達
と伝え合うことを楽しむ。

遊びの目的に沿って時間をうまく使ったり、場所や道具を選ん
だりして、自分たちで遊びを進める。

期期

子どもの頑張りやよさについて伝え、成長の喜びを共有し、自
信と期待をもって入学できるような励ましや言葉掛けをお願い
する。

卒園式、入学式までの予定などの情報を提供し、見通しをもっ
て準備できるよう、また不安がないように支援する。家家

庭庭
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☆☆
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境境
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行行事事・・FFCC
☆☆ここどどもものの交交

流流

職職員員のの交交流流
他他

絵本や物語に親しみ、気付いたことや想像したことを友達と伝
え合ったり情景や心情のイメージを広げて遊びに取り入れたり
する。

知知
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能能

  
  
  
のの
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礎礎

すすんで挨拶を交わしたり「ありがとう」「ごめんなさい」の気
持ちを心をこめて伝える。

令和６年度　城西小学校区　架け橋期のカリキュラム全体計画（5歳児　４月～３月）
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５５歳歳児児　　第第４４期期
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身近な事象と関わる中で、変化や仕組み、法則性などに気付
き、調べたり確かめたり工夫したりの試行錯誤を楽しむ。

就学に向けての心配や不安を受け止めて、安心して就学できる
ように子どもへの関わりを一緒に考えるとともに、必要な情報
を提供し相談できる機会や場につなぐ。場合によっては小学校
と情報を共有する。

就学に向けて、起床、就寝、食事、メディア使用の時間を見直し、規則正しい生活を送れるように協力をお願いする。

自分や友達のよさが分かり、認認めめ合合っったたりり受受けけ入入
れれ合合っったたりりししななががらら、、協協力力ししてて遊びを進める楽し
さやややりり遂遂げげるる満満足足感感を味わう。

友友達達ののよよささやや一一緒緒にに遊遊ぶぶ楽楽ししささをを感感じじななががらら共共通通のの願願いいやや目目的的
をを実実現現ささせせるる喜喜びびをを味味わわうう。。

園生活やクラスの自分の役割を果たそうとし、役に立つ喜びを
味わう。

1100

考えを伝え合ったり相談したりしてイメージや目的を共有し、
遊びや生活をつくる。

遊遊びびやや生生活活をを進進めめななががらら友友達達とと協協力力しし合合いい、、仲仲間間意意識識をを高高めめ
るる。。

就学時健康診断を機会に、入学までに身に付けたい習慣や力に
ついて話題にしていく。

友達と一緒に考えたり、話し合ったり、折折りり合合いい
をを付付けけたたりりししななががらら共共通通のの目目的的にに向向かかっってて遊びや
生活を進める楽しさを味わう。

５５歳歳児児　　第第３３期期

☆ 共通の目的に向かって試行錯誤しながら実現に向かう場面を大
切にし、それぞれの持ち味を発揮したりお互いによさを認め
合ったりしながら協力し合うことができるような言葉掛けをす
る。

一人一人の興味・関心に応じた絵本との出会いを大切にし、絵
本に親しむ環境を工夫する。

四季の変化や自然の美しさ、不思議さを感じられる体験、知的
好奇心を満たす遊びや環境を工夫する。

自自分分ががししたたここととやや思思っったたここととをを話話そそううととしし、、相相手手のの話話をを聞聞ここうう
ととすするる。。

時計や記名など、文字や数字に親しみ、生活する上で必要な情
報が分かることを喜ぶ。

様様々々なな人人ととのの関関わわりりのの中中でで刺刺激激をを受受けけななががらら自自分分のの見見方方やや考考ええ
方方をを広広げげるる。。

遊遊びびやや生生活活をを振振りり返返っってて楽楽ししかかっったたここととやや困困っったたこことと、、明明日日やや
りりたたいいここととななどどをを言言葉葉でで伝伝ええ合合うう。。

思思っったたここととやや考考ええたたここととをを相相手手にに分分かかるるよよううにに話話すすととととももにに相相
手手のの話話にに興興味味ををももっってて聞聞くく。。

園生活を振り返り、今まで経験したことや友達と協力した思い
出などを言葉で伝え合い、成長した喜びを味わう。

今までの経験を生かして、心と体を十分に働かせて自分たちで
遊びを進める姿を認め、満足感をもてるようにする。

子どもと一緒に園生活を振り返りながら、５歳児としての役割
をやり遂げた達成感や自他の成長への喜びを共有し、自信を
もって行動できるようにしていく。

卒園に向けて、自他の成長に気付いたり、お世話になった方々
への感謝の気持ちをもったりできるような環境を工夫する。

就学時健診 発表会 クリスマス会

☆1年生との交流登山・遠足

豆まき

卒園式

お別れ会☆体験入学

小学校市教研総合研への参加 教職員研究実践発表会 情情報報交交換換会会

小
学
校
区
で
目
指
す
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ど
も
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姿
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験

架架けけ橋橋期期にに期期待待すするる子子どどもものの姿姿

大大 館館 市市 周周囲囲のの人人々々やや環環境境とと主主体体的的にに関関わわりり、、学学ぶぶ喜喜びびやや楽楽ししささをを実実感感ししななががらら仲仲間間とと共共にに育育ちち合合うう子子どどもも

城城西西小小学学校校区区 豊豊かかなな体体験験をを通通ししてて、、学学ぶぶ喜喜びびやや楽楽ししささをを実実感感しし、、仲仲間間とと幸幸せせをを分分かかちち合合うう子子どどもも

幼幼保保小小中中連連携携メメデディィアアココンントトロローールル週週間間
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＜＜ルルーールルののああるる遊遊びび＞＞

・チーム分けや遊び方、作戦などを

話し合い、友達と競い合ったり応

援し合ったりして、目的に向かっ

て協力し合う充実感を味わう。

・友達の関わりの中で、異なる相手

の気持ちに気付き、言葉で伝えた

り考えたりしながら気持ちに折り

合いを付けて遊ぶ。

・勝敗に対し、喜んだり悔しがった

りする一体感を味わう。

・みんなの力で一つのことを成し遂

げる充実感を味わう。

○○園園生生活活をを振振りり返返っってて自自分分たたちちのの成成長長のの喜喜

びびをを感感じじ、、おお世世話話ににななっったた人人たたちちへへのの感感

謝謝のの思思いいをを伝伝ええるる。。

＜＜おお別別れれ会会・・卒卒園園式式＞＞

・園生活を振り返り、楽しかった思い出を伝

え合い、大きくなった喜びを感じる。

・どんなことをすれば、感謝の気持ちを伝

えられるか話し合い、協力してやり遂げ

る。

◇感謝の気持ちを言葉や歌で伝える。

◇お世話になった先生や友達・異年齢児

家族にプレゼントを製作して渡す。

◇園内やクラスをきれいに掃除したり飾

り付けしたりする。

・友達と協力し合いながら取り組む楽しさ

や達成感を感じる。

・小学校でやってみたいことを絵や言葉で

伝え合い、期待をもつ。

＜＜朝朝のの会会・・帰帰りりのの会会＞＞ ＜＜かかががややききタタイイムム＞＞

・今日うれしかったこと頑張ったこと、明日頑張りたいこと、 ・自分の頑張りや友達のよさを伝え合う。

教えてもらいたいことなど を発表する。 ・困っていることや先生、友達に聞いてみたいことを伝え合う。

・友達の話を静かに聞いたり、認めたりする。

＜＜当当番番活活動動＞＞・園全体の行事の司会を務める。

・どんな係があったら楽しくなるか考えて、協力して挑戦してみる。

・５歳児としての仕事を４歳児にも分かるように伝える方法を考える。

・みんなのがんばりを認め合い、誰かの役に立つ喜びを味わう。

みみんんななでで協協力力ししててややりりととげげよようう

＜＜製製作作・・自自由由遊遊びび・・自自然然ととののふふれれああいい＞＞

・身近な秋の素材を生かして作りたいもののイメージを伝え合ったり、

遊び方やルールを話し合ったりしながら作った物で遊ぶ。

・素材の特徴や性質を生かして、試したり工夫したりしながら遊ぶ。

・地域の生活に関係の深い行事や文化を取り入れながら遊びを展開する。

感感謝謝をを伝伝ええよようう

保育参観

ひなまつり

＜＜おおゆゆううぎぎ会会・・発発表表会会＞＞

・発表内容や台詞、背景、道具などの役割分担を考えて話し合い、イメー

ジをやり取りしながら準備を進める。

・困っている友達にアドバイスしたり、お互いに教え合ったりする。

・自分と違う友達の考えを受け入れたり、折り合いを付けたりする。

・場面や踊り毎に発表を見合って、友達のがんばりやよさを認め合っ

たり、もっとよくしたいこと等を伝え合う。

・友達と協力して成功させる喜びや協力してやり遂げる達成感を味わう。

＜＜ルルーールルののああるる遊遊びび＞＞

・友達同士でルールや遊び方、

作戦などを話し合い、試した

り工夫したり教え合ったりし

て遊ぶ。

・回数を数えたり勝敗の記録を

工夫したりして、目標を達成

する喜びや満足感を味わう。

・遊びの楽しさや勝敗のうれし

さ悔しさを体験し、友達と共

有し合う。

・安全に遊べるように友達と声

をかけ合い、約束を守って遊

ぶ。

〈〈朝朝のの会会・・帰帰りりのの会会〉〉 〈〈かかががややききタタイイムム〉〉

・当番が進行したり質問したりして伝え合いを楽しむ。 ・興味をもったことを友達や先生に伝える。

・名前や朝ご飯に食べた物など自分のことをみんなに伝える。 ・友達の話に「いいね。」と反応したり、共感する意見を話したりする。

・絵本の内容や連絡をクイズ形式で聞いて、答える。 〈〈そそううだだんんタタイイムム〉〉

・「ぼくは、わたしは、～です。」の話形を覚えて使う。 ・困っていることや先生、友達に聞いてみたいことを伝えようとする。

＜＜当当番番活活動動・・ククララスス活活動動＞＞

・年長としての役割を覚え

友達と教え合って取り組

む。

・順番や必要な道具・用具

を考え、みんなで準備し

たり確認したりする。

・係を決めて、給食の運搬

や配膳をする。

・園行事やお誕生日会など

の司会を務める。

・みんなの役に立つ喜びを

味わう。

みみんんななにに伝伝ええよようう

みみんんななのの力力をを合合わわせせよようう

＜＜製製作作・・自自由由遊遊びび

・・自自然然ととののふふれれああいい＞＞

・進んで戸外に出て十分に身体

を動かして伸び伸び遊ぶ。

・草花や虫、風などの身近な自然

に触れて不思議さを感じ、観察

したり調べたりして、関心を深

める。

・水や土などの感触や色水の変化

など気付いたことを友達と伝え

合い共感し合う。

・身近な素材や用具を使って工

夫して作り、作った物を遊び

に取り入れることを楽しむ。

ななかかよよくく遊遊ぼぼうう

＜＜入入園園式式・・進進級級のの会会＞＞

・年長になった喜びを

みんなと伝え合う。

・入園のお祝いメッセ

ージをみんなの前で

発表し自信をもつ。

・年長児として、年下

の子どもたちと遊ん

だり手伝ったりして

関わりながら、 思い

やりの気持ちや自信

を深める。

入園式

進級の会

参観日

避難訓練（通年）

交通安全教室（通年）

運動会

小小学学校校１１年年生生のの授授業業参参観観・・情情報報交交換換会会

七夕会

参観日

幼保小連携推進会議

幼保小担任研修会
市夏季研修会保育体験

お泊まり会 シャッフル給食

スイミング

＜共通の視点＞

言葉で伝え合う力

共感・協働する力

城西小学校区
城西小学校

大館ホテヤこども園

大館ホテヤ第二こども園

宮の杜神明こども園

○○園園のの行行事事ななどどにに向向けけてて、、自自分分

たたちちででややっっててみみたたいいここととをを話話

しし合合いい、、実実現現にに向向けけてて協協力力しし

合合っってて進進めめるる。。

＜＜運運動動会会・・おお泊泊ままりり会会ななどど＞＞

・やってみたいゲームや競技、レ

クリエーション等の活動を話し

合い、必要な物を準備する。

・お泊まり会で必要な食材などを

分担して買い物に行く。

・楽しくするために大切なマナー

やルールを考え守ろうとする。

・活動を振り返り、友達と協力し

合って活動を進める楽しさや達

成感を味わう。

○○最最年年長長ににななっったた喜喜びびとと意意欲欲ををももちち、、友友達達やや年年下下のの

子子どどももたたちちとと親親ししみみををももっってて関関わわるる。。

○○相相手手のの思思いいやや考考ええにに気気付付きき、、受受けけ入入れれたたりり共共感感しし合合っったたりり、、自自分分

のの気気持持ちちををココンントトロローールルししたたりりししななががらら遊遊びびをを進進めめるる体体験験ををすするる。。

○○共共通通のの目目的的にに向向かかっってて、、友友達達ととアアイイデディィアアをを伝伝ええ合合いい、、おお互互いいののよよささをを認認めめ合合いいななががらら

役役割割をを分分担担しし、、工工夫夫ししたたりり協協力力ししたたりりししててややりり遂遂げげるる。。

架架けけ橋橋調調査査研研究究委委員員会会・・カカリリキキュュララムムのの見見直直しし

★★生生涯涯学学習習フフェェスステティィババルル展展示示

★★要要録録・・個個別別のの教教育育・・

保保育育支支援援計計画画のの送送付付

・ ・ ・ ・

♥ ♥ ♥ ♥

・ ・ ・ ・

♥ ♥ ♥ ♥

・ ・ ・ ・

♥ ♥ ♥ ♥

・ ・ ・ ・

☆ ☆ ☆

○ ☆

☆

○ ○

○

○ ○

・ ・ ・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・

　　　　　　本本気気ッッズズくくんん

早寝・早起き・朝ご飯や絵本の読み聞かせの大切さを伝え、理
解と協力を得る。

年長になった喜びや緊張を受け止め、目標をもって意欲的に取り
組む姿を認めながら自信をもって自分らしさを発揮できるように
励ましていく。

１日の生活の流れを時計とともに表示し、活動の見通しがもてる
ようにする。

子どもが遊びを継続し、満足感や達成感を得られるように、新し
い素材や道具などを子どもと一緒に考えて用意したり、場所や時
間を十分に保障したりする。

子どもの園での様子を伝えたり、家庭での様子や発育上心配なこ
とを聞いたりしながら、保護者の思いを受け止めるとともに、信
頼関係を築いていく。

年長として意欲と自信をもって生活している姿を伝え、子どもの
成長をともに喜び合ったり考えたりして支えていく。

年間の行事予定やそれをリードする年長児としての役割を伝え、
理解と協力を得る。

友達と協力したり競い合ったりして活動する中で、繰り返し挑
戦したり試したりしようとしている姿を丁寧に読み取り、認め
たり紹介したりする。

お互いの思いやイメージを出し合いながらよりよい方法で遊び
を展開できるように、考えを受け止めて言葉にしたり視覚化し
たりしながら、考えを引き出す援助をする。

遊びの楽しさや工夫を交流したり、お互いのよさを認め合った
りするために、遊びの振り返りの時間を保障する。

遊びの様子や行事などの参観、懇談を通して、「どのような育
ちを願い、どんなを経験をさせたいか」、子どもの変容を伝え
ながら成長を共有していく。

遊びや生活の中でのトラブルが成長につながることを伝え、様
子を伝えながら理解を得るようにする。

トラブルを通して、葛藤を味わったり気持ちを調整したりする
ことを繰り返し、相手の思いに気付く。

リリレレーー遊遊びびややドドッッジジボボーールルななどどののゲゲーームムをを楽楽ししくくすするるたためめにに、、
作作戦戦ややルルーールルをを話話しし合合っってて工工夫夫すするる。。

ルルーールルののああるる遊遊びびのの中中でで、、友友達達とと競競いい合合っったたりり応応援援ししたたりりししてて
遊遊ぶぶ。。

園園のの行行事事ななどどにに向向けけててややりりたたいいここととをを決決めめ、、目目的的がが達達成成ででききるる
よよううにに話話しし合合っったたりり協協力力しし合合っったたりりすするる。。

44 55 66 77 88 99

５５歳歳児児　　第第11期期 ５５歳歳児児　　第第22期期

年長としての意意欲欲とと自自信信ををももちち、、自自分分のの力力をを十十分分
にに発発揮揮しながら安心して生活する。

友達と思思いいをを伝伝ええ合合いいななががららイイメメーージジをを共共有有しし、、
力力をを合合わわせせてて遊びや生活を進めていく中で仲間意
識を高める。

自自分分ののししたたここととやや思思っったたここととをを相相手手にに話話そそううととすするる。。 自自分分ののししたたいいここととやや思思っったたここととをを相相手手にに伝伝ええ、、話話しし合合おおううととすす
るる。。

絵本や物語、紙芝居、言葉遊びなどに親しみ、言葉の楽しさや美
しさに気付き、言葉を豊かにする。

草花遊びや色水遊びなどを通して、草花や色の名前などに興味
をもって調べ、言葉が広がることを楽しむ。

ごごっっここ遊遊びびやや共共同同製製作作ななどどでで友友達達ととイイメメーージジをを伝伝ええ合合いい、、共共有有
ししななががらら表表現現すするる喜喜びびをを味味わわうう。。

絵本や物語に親しみ、気付いたことや感想、想像したことを友達
と伝え合うことを楽しむ。

遊びの目的に沿って時間をうまく使ったり、場所や道具を選ん
だりして、自分たちで遊びを進める。

期期

子どもの頑張りやよさについて伝え、成長の喜びを共有し、自
信と期待をもって入学できるような励ましや言葉掛けをお願い
する。

卒園式、入学式までの予定などの情報を提供し、見通しをもっ
て準備できるよう、また不安がないように支援する。家家

庭庭
とと
のの
連連
携携

☆☆
援援
助助
のの
ポポ
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ンン
トト

◯◯
環環
境境
のの
構構
成成

行行事事・・FFCC
☆☆ここどどもものの交交

流流

職職員員のの交交流流
他他

絵本や物語に親しみ、気付いたことや想像したことを友達と伝
え合ったり情景や心情のイメージを広げて遊びに取り入れたり
する。

知知
識識
及及
びび
技技
能能

  
  
  
のの
基基
礎礎

すすんで挨拶を交わしたり「ありがとう」「ごめんなさい」の気
持ちを心をこめて伝える。

令和６年度　城西小学校区　架け橋期のカリキュラム全体計画（5歳児　４月～３月）
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月月

５５歳歳児児　　第第４４期期

1111 1122 3311 22

学学

びび

にに

向向

かか

うう

力力

・・

人人

間間

性性

等等

身近な事象と関わる中で、変化や仕組み、法則性などに気付
き、調べたり確かめたり工夫したりの試行錯誤を楽しむ。

就学に向けての心配や不安を受け止めて、安心して就学できる
ように子どもへの関わりを一緒に考えるとともに、必要な情報
を提供し相談できる機会や場につなぐ。場合によっては小学校
と情報を共有する。

就学に向けて、起床、就寝、食事、メディア使用の時間を見直し、規則正しい生活を送れるように協力をお願いする。

自分や友達のよさが分かり、認認めめ合合っったたりり受受けけ入入
れれ合合っったたりりししななががらら、、協協力力ししてて遊びを進める楽し
さやややりり遂遂げげるる満満足足感感を味わう。

友友達達ののよよささやや一一緒緒にに遊遊ぶぶ楽楽ししささをを感感じじななががらら共共通通のの願願いいやや目目的的
をを実実現現ささせせるる喜喜びびをを味味わわうう。。

園生活やクラスの自分の役割を果たそうとし、役に立つ喜びを
味わう。

1100

考えを伝え合ったり相談したりしてイメージや目的を共有し、
遊びや生活をつくる。

遊遊びびやや生生活活をを進進めめななががらら友友達達とと協協力力しし合合いい、、仲仲間間意意識識をを高高めめ
るる。。

就学時健康診断を機会に、入学までに身に付けたい習慣や力に
ついて話題にしていく。

友達と一緒に考えたり、話し合ったり、折折りり合合いい
をを付付けけたたりりししななががらら共共通通のの目目的的にに向向かかっってて遊びや
生活を進める楽しさを味わう。

５５歳歳児児　　第第３３期期

☆ 共通の目的に向かって試行錯誤しながら実現に向かう場面を大
切にし、それぞれの持ち味を発揮したりお互いによさを認め
合ったりしながら協力し合うことができるような言葉掛けをす
る。

一人一人の興味・関心に応じた絵本との出会いを大切にし、絵
本に親しむ環境を工夫する。

四季の変化や自然の美しさ、不思議さを感じられる体験、知的
好奇心を満たす遊びや環境を工夫する。

自自分分ががししたたここととやや思思っったたここととをを話話そそううととしし、、相相手手のの話話をを聞聞ここうう
ととすするる。。

時計や記名など、文字や数字に親しみ、生活する上で必要な情
報が分かることを喜ぶ。

様様々々なな人人ととのの関関わわりりのの中中でで刺刺激激をを受受けけななががらら自自分分のの見見方方やや考考ええ
方方をを広広げげるる。。

遊遊びびやや生生活活をを振振りり返返っってて楽楽ししかかっったたここととやや困困っったたこことと、、明明日日やや
りりたたいいここととななどどをを言言葉葉でで伝伝ええ合合うう。。

思思っったたここととやや考考ええたたここととをを相相手手にに分分かかるるよよううにに話話すすととととももにに相相
手手のの話話にに興興味味ををももっってて聞聞くく。。

園生活を振り返り、今まで経験したことや友達と協力した思い
出などを言葉で伝え合い、成長した喜びを味わう。

今までの経験を生かして、心と体を十分に働かせて自分たちで
遊びを進める姿を認め、満足感をもてるようにする。

子どもと一緒に園生活を振り返りながら、５歳児としての役割
をやり遂げた達成感や自他の成長への喜びを共有し、自信を
もって行動できるようにしていく。

卒園に向けて、自他の成長に気付いたり、お世話になった方々
への感謝の気持ちをもったりできるような環境を工夫する。

就学時健診 発表会 クリスマス会

☆1年生との交流登山・遠足

豆まき

卒園式

お別れ会☆体験入学

小学校市教研総合研への参加 教職員研究実践発表会 情情報報交交換換会会

小
学
校
区
で
目
指
す
子
ど
も
の
姿

共
通
し
て
充
実
を
目
指
す
活
動
・
体
験

架架けけ橋橋期期にに期期待待すするる子子どどもものの姿姿

大大 館館 市市 周周囲囲のの人人々々やや環環境境とと主主体体的的にに関関わわりり、、学学ぶぶ喜喜びびやや楽楽ししささをを実実感感ししななががらら仲仲間間とと共共にに育育ちち合合うう子子どどもも

城城西西小小学学校校区区 豊豊かかなな体体験験をを通通ししてて、、学学ぶぶ喜喜びびやや楽楽ししささをを実実感感しし、、仲仲間間とと幸幸せせをを分分かかちち合合うう子子どどもも

幼幼保保小小中中連連携携メメデディィアアココンントトロローールル週週間間

言

葉

で

伝

え

合

う

力

共

感

・

協

働

す

る

力

＜＜ルルーールルののああるる遊遊びび＞＞

・チーム分けや遊び方、作戦などを

話し合い、友達と競い合ったり応

援し合ったりして、目的に向かっ

て協力し合う充実感を味わう。

・友達の関わりの中で、異なる相手

の気持ちに気付き、言葉で伝えた

り考えたりしながら気持ちに折り

合いを付けて遊ぶ。

・勝敗に対し、喜んだり悔しがった

りする一体感を味わう。

・みんなの力で一つのことを成し遂

げる充実感を味わう。

○○園園生生活活をを振振りり返返っってて自自分分たたちちのの成成長長のの喜喜

びびをを感感じじ、、おお世世話話ににななっったた人人たたちちへへのの感感

謝謝のの思思いいをを伝伝ええるる。。

＜＜おお別別れれ会会・・卒卒園園式式＞＞

・園生活を振り返り、楽しかった思い出を伝

え合い、大きくなった喜びを感じる。

・どんなことをすれば、感謝の気持ちを伝

えられるか話し合い、協力してやり遂げ

る。

◇感謝の気持ちを言葉や歌で伝える。

◇お世話になった先生や友達・異年齢児

家族にプレゼントを製作して渡す。

◇園内やクラスをきれいに掃除したり飾

り付けしたりする。

・友達と協力し合いながら取り組む楽しさ

や達成感を感じる。

・小学校でやってみたいことを絵や言葉で

伝え合い、期待をもつ。

＜＜朝朝のの会会・・帰帰りりのの会会＞＞ ＜＜かかががややききタタイイムム＞＞

・今日うれしかったこと頑張ったこと、明日頑張りたいこと、 ・自分の頑張りや友達のよさを伝え合う。

教えてもらいたいことなど を発表する。 ・困っていることや先生、友達に聞いてみたいことを伝え合う。

・友達の話を静かに聞いたり、認めたりする。

＜＜当当番番活活動動＞＞・園全体の行事の司会を務める。

・どんな係があったら楽しくなるか考えて、協力して挑戦してみる。

・５歳児としての仕事を４歳児にも分かるように伝える方法を考える。

・みんなのがんばりを認め合い、誰かの役に立つ喜びを味わう。

みみんんななでで協協力力ししててややりりととげげよようう

＜＜製製作作・・自自由由遊遊びび・・自自然然ととののふふれれああいい＞＞

・身近な秋の素材を生かして作りたいもののイメージを伝え合ったり、

遊び方やルールを話し合ったりしながら作った物で遊ぶ。

・素材の特徴や性質を生かして、試したり工夫したりしながら遊ぶ。

・地域の生活に関係の深い行事や文化を取り入れながら遊びを展開する。

感感謝謝をを伝伝ええよようう

保育参観

ひなまつり

＜＜おおゆゆううぎぎ会会・・発発表表会会＞＞

・発表内容や台詞、背景、道具などの役割分担を考えて話し合い、イメー

ジをやり取りしながら準備を進める。

・困っている友達にアドバイスしたり、お互いに教え合ったりする。

・自分と違う友達の考えを受け入れたり、折り合いを付けたりする。

・場面や踊り毎に発表を見合って、友達のがんばりやよさを認め合っ

たり、もっとよくしたいこと等を伝え合う。

・友達と協力して成功させる喜びや協力してやり遂げる達成感を味わう。

＜＜ルルーールルののああるる遊遊びび＞＞

・友達同士でルールや遊び方、

作戦などを話し合い、試した

り工夫したり教え合ったりし

て遊ぶ。

・回数を数えたり勝敗の記録を

工夫したりして、目標を達成

する喜びや満足感を味わう。

・遊びの楽しさや勝敗のうれし

さ悔しさを体験し、友達と共

有し合う。

・安全に遊べるように友達と声

をかけ合い、約束を守って遊

ぶ。

〈〈朝朝のの会会・・帰帰りりのの会会〉〉 〈〈かかががややききタタイイムム〉〉

・当番が進行したり質問したりして伝え合いを楽しむ。 ・興味をもったことを友達や先生に伝える。

・名前や朝ご飯に食べた物など自分のことをみんなに伝える。 ・友達の話に「いいね。」と反応したり、共感する意見を話したりする。

・絵本の内容や連絡をクイズ形式で聞いて、答える。 〈〈そそううだだんんタタイイムム〉〉

・「ぼくは、わたしは、～です。」の話形を覚えて使う。 ・困っていることや先生、友達に聞いてみたいことを伝えようとする。

＜＜当当番番活活動動・・ククララスス活活動動＞＞

・年長としての役割を覚え

友達と教え合って取り組

む。

・順番や必要な道具・用具

を考え、みんなで準備し

たり確認したりする。

・係を決めて、給食の運搬

や配膳をする。

・園行事やお誕生日会など

の司会を務める。

・みんなの役に立つ喜びを

味わう。

みみんんななにに伝伝ええよようう

みみんんななのの力力をを合合わわせせよようう

＜＜製製作作・・自自由由遊遊びび

・・自自然然ととののふふれれああいい＞＞

・進んで戸外に出て十分に身体

を動かして伸び伸び遊ぶ。

・草花や虫、風などの身近な自然

に触れて不思議さを感じ、観察

したり調べたりして、関心を深

める。

・水や土などの感触や色水の変化

など気付いたことを友達と伝え

合い共感し合う。

・身近な素材や用具を使って工

夫して作り、作った物を遊び

に取り入れることを楽しむ。

ななかかよよくく遊遊ぼぼうう

＜＜入入園園式式・・進進級級のの会会＞＞

・年長になった喜びを

みんなと伝え合う。

・入園のお祝いメッセ

ージをみんなの前で

発表し自信をもつ。

・年長児として、年下

の子どもたちと遊ん

だり手伝ったりして

関わりながら、 思い

やりの気持ちや自信

を深める。

入園式

進級の会

参観日

避難訓練（通年）

交通安全教室（通年）

運動会

小小学学校校１１年年生生のの授授業業参参観観・・情情報報交交換換会会

七夕会

参観日

幼保小連携推進会議

幼保小担任研修会
市夏季研修会保育体験

お泊まり会 シャッフル給食

スイミング

＜共通の視点＞

言葉で伝え合う力

共感・協働する力

城西小学校区
城西小学校

大館ホテヤこども園

大館ホテヤ第二こども園

宮の杜神明こども園

○○園園のの行行事事ななどどにに向向けけてて、、自自分分

たたちちででややっっててみみたたいいここととをを話話

しし合合いい、、実実現現にに向向けけてて協協力力しし

合合っってて進進めめるる。。

＜＜運運動動会会・・おお泊泊ままりり会会ななどど＞＞

・やってみたいゲームや競技、レ

クリエーション等の活動を話し

合い、必要な物を準備する。

・お泊まり会で必要な食材などを

分担して買い物に行く。

・楽しくするために大切なマナー

やルールを考え守ろうとする。

・活動を振り返り、友達と協力し

合って活動を進める楽しさや達

成感を味わう。

○○最最年年長長ににななっったた喜喜びびとと意意欲欲ををももちち、、友友達達やや年年下下のの

子子どどももたたちちとと親親ししみみををももっってて関関わわるる。。

○○相相手手のの思思いいやや考考ええにに気気付付きき、、受受けけ入入れれたたりり共共感感しし合合っったたりり、、自自分分

のの気気持持ちちををココンントトロローールルししたたりりししななががらら遊遊びびをを進進めめるる体体験験ををすするる。。

○○共共通通のの目目的的にに向向かかっってて、、友友達達ととアアイイデディィアアをを伝伝ええ合合いい、、おお互互いいののよよささをを認認めめ合合いいななががらら

役役割割をを分分担担しし、、工工夫夫ししたたりり協協力力ししたたりりししててややりり遂遂げげるる。。

架架けけ橋橋調調査査研研究究委委員員会会・・カカリリキキュュララムムのの見見直直しし

★★生生涯涯学学習習フフェェスステティィババルル展展示示

★★要要録録・・個個別別のの教教育育・・

保保育育支支援援計計画画のの送送付付

・ ・ ・ ・

♥ ♥ ♥ ♥

・ ・ ・ ・

♥ ♥ ♥ ♥

・ ・ ・ ・

♥ ♥ ♥ ♥

・ ・ ・ ・

☆ ☆ ☆

○ ☆

☆

○ ○

○

○ ○

・ ・ ・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・

　　　　　　本本気気ッッズズくくんん

早寝・早起き・朝ご飯や絵本の読み聞かせの大切さを伝え、理
解と協力を得る。

年長になった喜びや緊張を受け止め、目標をもって意欲的に取り
組む姿を認めながら自信をもって自分らしさを発揮できるように
励ましていく。

１日の生活の流れを時計とともに表示し、活動の見通しがもてる
ようにする。

子どもが遊びを継続し、満足感や達成感を得られるように、新し
い素材や道具などを子どもと一緒に考えて用意したり、場所や時
間を十分に保障したりする。

子どもの園での様子を伝えたり、家庭での様子や発育上心配なこ
とを聞いたりしながら、保護者の思いを受け止めるとともに、信
頼関係を築いていく。

年長として意欲と自信をもって生活している姿を伝え、子どもの
成長をともに喜び合ったり考えたりして支えていく。

年間の行事予定やそれをリードする年長児としての役割を伝え、
理解と協力を得る。

友達と協力したり競い合ったりして活動する中で、繰り返し挑
戦したり試したりしようとしている姿を丁寧に読み取り、認め
たり紹介したりする。

お互いの思いやイメージを出し合いながらよりよい方法で遊び
を展開できるように、考えを受け止めて言葉にしたり視覚化し
たりしながら、考えを引き出す援助をする。

遊びの楽しさや工夫を交流したり、お互いのよさを認め合った
りするために、遊びの振り返りの時間を保障する。

遊びの様子や行事などの参観、懇談を通して、「どのような育
ちを願い、どんなを経験をさせたいか」、子どもの変容を伝え
ながら成長を共有していく。

遊びや生活の中でのトラブルが成長につながることを伝え、様
子を伝えながら理解を得るようにする。

トラブルを通して、葛藤を味わったり気持ちを調整したりする
ことを繰り返し、相手の思いに気付く。

リリレレーー遊遊びびややドドッッジジボボーールルななどどののゲゲーームムをを楽楽ししくくすするるたためめにに、、
作作戦戦ややルルーールルをを話話しし合合っってて工工夫夫すするる。。

ルルーールルののああるる遊遊びびのの中中でで、、友友達達とと競競いい合合っったたりり応応援援ししたたりりししてて
遊遊ぶぶ。。

園園のの行行事事ななどどにに向向けけててややりりたたいいここととをを決決めめ、、目目的的がが達達成成ででききるる
よよううにに話話しし合合っったたりり協協力力しし合合っったたりりすするる。。

44 55 66 77 88 99

５５歳歳児児　　第第11期期 ５５歳歳児児　　第第22期期

年長としての意意欲欲とと自自信信ををももちち、、自自分分のの力力をを十十分分
にに発発揮揮しながら安心して生活する。

友達と思思いいをを伝伝ええ合合いいななががららイイメメーージジをを共共有有しし、、
力力をを合合わわせせてて遊びや生活を進めていく中で仲間意
識を高める。

自自分分ののししたたここととやや思思っったたここととをを相相手手にに話話そそううととすするる。。 自自分分ののししたたいいここととやや思思っったたここととをを相相手手にに伝伝ええ、、話話しし合合おおううととすす
るる。。

絵本や物語、紙芝居、言葉遊びなどに親しみ、言葉の楽しさや美
しさに気付き、言葉を豊かにする。

草花遊びや色水遊びなどを通して、草花や色の名前などに興味
をもって調べ、言葉が広がることを楽しむ。

ごごっっここ遊遊びびやや共共同同製製作作ななどどでで友友達達ととイイメメーージジをを伝伝ええ合合いい、、共共有有
ししななががらら表表現現すするる喜喜びびをを味味わわうう。。

絵本や物語に親しみ、気付いたことや感想、想像したことを友達
と伝え合うことを楽しむ。

遊びの目的に沿って時間をうまく使ったり、場所や道具を選ん
だりして、自分たちで遊びを進める。

期期

子どもの頑張りやよさについて伝え、成長の喜びを共有し、自
信と期待をもって入学できるような励ましや言葉掛けをお願い
する。

卒園式、入学式までの予定などの情報を提供し、見通しをもっ
て準備できるよう、また不安がないように支援する。家家

庭庭
とと
のの
連連
携携

☆☆
援援
助助
のの
ポポ
イイ
ンン
トト

◯◯
環環
境境
のの
構構
成成

行行事事・・FFCC
☆☆ここどどもものの交交

流流

職職員員のの交交流流
他他

絵本や物語に親しみ、気付いたことや想像したことを友達と伝
え合ったり情景や心情のイメージを広げて遊びに取り入れたり
する。

知知
識識
及及
びび
技技
能能

  
  
  
のの
基基
礎礎

すすんで挨拶を交わしたり「ありがとう」「ごめんなさい」の気
持ちを心をこめて伝える。

令和６年度　城西小学校区　架け橋期のカリキュラム全体計画（5歳児　４月～３月）
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月月

５５歳歳児児　　第第４４期期

1111 1122 3311 22

学学

びび

にに

向向

かか

うう

力力

・・

人人

間間

性性

等等

身近な事象と関わる中で、変化や仕組み、法則性などに気付
き、調べたり確かめたり工夫したりの試行錯誤を楽しむ。

就学に向けての心配や不安を受け止めて、安心して就学できる
ように子どもへの関わりを一緒に考えるとともに、必要な情報
を提供し相談できる機会や場につなぐ。場合によっては小学校
と情報を共有する。

就学に向けて、起床、就寝、食事、メディア使用の時間を見直し、規則正しい生活を送れるように協力をお願いする。

自分や友達のよさが分かり、認認めめ合合っったたりり受受けけ入入
れれ合合っったたりりししななががらら、、協協力力ししてて遊びを進める楽し
さやややりり遂遂げげるる満満足足感感を味わう。

友友達達ののよよささやや一一緒緒にに遊遊ぶぶ楽楽ししささをを感感じじななががらら共共通通のの願願いいやや目目的的
をを実実現現ささせせるる喜喜びびをを味味わわうう。。

園生活やクラスの自分の役割を果たそうとし、役に立つ喜びを
味わう。

1100

考えを伝え合ったり相談したりしてイメージや目的を共有し、
遊びや生活をつくる。

遊遊びびやや生生活活をを進進めめななががらら友友達達とと協協力力しし合合いい、、仲仲間間意意識識をを高高めめ
るる。。

就学時健康診断を機会に、入学までに身に付けたい習慣や力に
ついて話題にしていく。

友達と一緒に考えたり、話し合ったり、折折りり合合いい
をを付付けけたたりりししななががらら共共通通のの目目的的にに向向かかっってて遊びや
生活を進める楽しさを味わう。

５５歳歳児児　　第第３３期期

☆ 共通の目的に向かって試行錯誤しながら実現に向かう場面を大
切にし、それぞれの持ち味を発揮したりお互いによさを認め
合ったりしながら協力し合うことができるような言葉掛けをす
る。

一人一人の興味・関心に応じた絵本との出会いを大切にし、絵
本に親しむ環境を工夫する。

四季の変化や自然の美しさ、不思議さを感じられる体験、知的
好奇心を満たす遊びや環境を工夫する。

自自分分ががししたたここととやや思思っったたここととをを話話そそううととしし、、相相手手のの話話をを聞聞ここうう
ととすするる。。

時計や記名など、文字や数字に親しみ、生活する上で必要な情
報が分かることを喜ぶ。

様様々々なな人人ととのの関関わわりりのの中中でで刺刺激激をを受受けけななががらら自自分分のの見見方方やや考考ええ
方方をを広広げげるる。。

遊遊びびやや生生活活をを振振りり返返っってて楽楽ししかかっったたここととやや困困っったたこことと、、明明日日やや
りりたたいいここととななどどをを言言葉葉でで伝伝ええ合合うう。。

思思っったたここととやや考考ええたたここととをを相相手手にに分分かかるるよよううにに話話すすととととももにに相相
手手のの話話にに興興味味ををももっってて聞聞くく。。

園生活を振り返り、今まで経験したことや友達と協力した思い
出などを言葉で伝え合い、成長した喜びを味わう。

今までの経験を生かして、心と体を十分に働かせて自分たちで
遊びを進める姿を認め、満足感をもてるようにする。

子どもと一緒に園生活を振り返りながら、５歳児としての役割
をやり遂げた達成感や自他の成長への喜びを共有し、自信を
もって行動できるようにしていく。

卒園に向けて、自他の成長に気付いたり、お世話になった方々
への感謝の気持ちをもったりできるような環境を工夫する。

就学時健診 発表会 クリスマス会

☆1年生との交流登山・遠足

豆まき

卒園式

お別れ会☆体験入学

小学校市教研総合研への参加 教職員研究実践発表会 情情報報交交換換会会

小
学
校
区
で
目
指
す
子
ど
も
の
姿

共
通
し
て
充
実
を
目
指
す
活
動
・
体
験

架架けけ橋橋期期にに期期待待すするる子子どどもものの姿姿

大大 館館 市市 周周囲囲のの人人々々やや環環境境とと主主体体的的にに関関わわりり、、学学ぶぶ喜喜びびやや楽楽ししささをを実実感感ししななががらら仲仲間間とと共共にに育育ちち合合うう子子どどもも

城城西西小小学学校校区区 豊豊かかなな体体験験をを通通ししてて、、学学ぶぶ喜喜びびやや楽楽ししささをを実実感感しし、、仲仲間間とと幸幸せせをを分分かかちち合合うう子子どどもも

幼幼保保小小中中連連携携メメデディィアアココンントトロローールル週週間間

言

葉

で

伝

え

合

う

力

共

感

・

協

働

す
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力

＜＜ルルーールルののああるる遊遊びび＞＞

・チーム分けや遊び方、作戦などを

話し合い、友達と競い合ったり応

援し合ったりして、目的に向かっ

て協力し合う充実感を味わう。

・友達の関わりの中で、異なる相手

の気持ちに気付き、言葉で伝えた

り考えたりしながら気持ちに折り

合いを付けて遊ぶ。

・勝敗に対し、喜んだり悔しがった

りする一体感を味わう。

・みんなの力で一つのことを成し遂

げる充実感を味わう。

○○園園生生活活をを振振りり返返っってて自自分分たたちちのの成成長長のの喜喜

びびをを感感じじ、、おお世世話話ににななっったた人人たたちちへへのの感感

謝謝のの思思いいをを伝伝ええるる。。

＜＜おお別別れれ会会・・卒卒園園式式＞＞

・園生活を振り返り、楽しかった思い出を伝

え合い、大きくなった喜びを感じる。

・どんなことをすれば、感謝の気持ちを伝

えられるか話し合い、協力してやり遂げ

る。

◇感謝の気持ちを言葉や歌で伝える。

◇お世話になった先生や友達・異年齢児

家族にプレゼントを製作して渡す。

◇園内やクラスをきれいに掃除したり飾

り付けしたりする。

・友達と協力し合いながら取り組む楽しさ

や達成感を感じる。

・小学校でやってみたいことを絵や言葉で

伝え合い、期待をもつ。

＜＜朝朝のの会会・・帰帰りりのの会会＞＞ ＜＜かかががややききタタイイムム＞＞

・今日うれしかったこと頑張ったこと、明日頑張りたいこと、 ・自分の頑張りや友達のよさを伝え合う。

教えてもらいたいことなど を発表する。 ・困っていることや先生、友達に聞いてみたいことを伝え合う。

・友達の話を静かに聞いたり、認めたりする。

＜＜当当番番活活動動＞＞・園全体の行事の司会を務める。

・どんな係があったら楽しくなるか考えて、協力して挑戦してみる。

・５歳児としての仕事を４歳児にも分かるように伝える方法を考える。

・みんなのがんばりを認め合い、誰かの役に立つ喜びを味わう。

みみんんななでで協協力力ししててややりりととげげよようう

＜＜製製作作・・自自由由遊遊びび・・自自然然ととののふふれれああいい＞＞

・身近な秋の素材を生かして作りたいもののイメージを伝え合ったり、

遊び方やルールを話し合ったりしながら作った物で遊ぶ。

・素材の特徴や性質を生かして、試したり工夫したりしながら遊ぶ。

・地域の生活に関係の深い行事や文化を取り入れながら遊びを展開する。

感感謝謝をを伝伝ええよようう

保育参観

ひなまつり

＜＜おおゆゆううぎぎ会会・・発発表表会会＞＞

・発表内容や台詞、背景、道具などの役割分担を考えて話し合い、イメー

ジをやり取りしながら準備を進める。

・困っている友達にアドバイスしたり、お互いに教え合ったりする。

・自分と違う友達の考えを受け入れたり、折り合いを付けたりする。

・場面や踊り毎に発表を見合って、友達のがんばりやよさを認め合っ

たり、もっとよくしたいこと等を伝え合う。

・友達と協力して成功させる喜びや協力してやり遂げる達成感を味わう。

＜＜ルルーールルののああるる遊遊びび＞＞

・友達同士でルールや遊び方、

作戦などを話し合い、試した

り工夫したり教え合ったりし

て遊ぶ。

・回数を数えたり勝敗の記録を

工夫したりして、目標を達成

する喜びや満足感を味わう。

・遊びの楽しさや勝敗のうれし

さ悔しさを体験し、友達と共

有し合う。

・安全に遊べるように友達と声

をかけ合い、約束を守って遊

ぶ。

〈〈朝朝のの会会・・帰帰りりのの会会〉〉 〈〈かかががややききタタイイムム〉〉

・当番が進行したり質問したりして伝え合いを楽しむ。 ・興味をもったことを友達や先生に伝える。

・名前や朝ご飯に食べた物など自分のことをみんなに伝える。 ・友達の話に「いいね。」と反応したり、共感する意見を話したりする。

・絵本の内容や連絡をクイズ形式で聞いて、答える。 〈〈そそううだだんんタタイイムム〉〉

・「ぼくは、わたしは、～です。」の話形を覚えて使う。 ・困っていることや先生、友達に聞いてみたいことを伝えようとする。

＜＜当当番番活活動動・・ククララスス活活動動＞＞

・年長としての役割を覚え

友達と教え合って取り組

む。

・順番や必要な道具・用具

を考え、みんなで準備し

たり確認したりする。

・係を決めて、給食の運搬

や配膳をする。

・園行事やお誕生日会など

の司会を務める。

・みんなの役に立つ喜びを

味わう。

みみんんななにに伝伝ええよようう

みみんんななのの力力をを合合わわせせよようう

＜＜製製作作・・自自由由遊遊びび

・・自自然然ととののふふれれああいい＞＞

・進んで戸外に出て十分に身体

を動かして伸び伸び遊ぶ。

・草花や虫、風などの身近な自然

に触れて不思議さを感じ、観察

したり調べたりして、関心を深

める。

・水や土などの感触や色水の変化

など気付いたことを友達と伝え

合い共感し合う。

・身近な素材や用具を使って工

夫して作り、作った物を遊び

に取り入れることを楽しむ。

ななかかよよくく遊遊ぼぼうう

＜＜入入園園式式・・進進級級のの会会＞＞

・年長になった喜びを

みんなと伝え合う。

・入園のお祝いメッセ

ージをみんなの前で

発表し自信をもつ。

・年長児として、年下

の子どもたちと遊ん

だり手伝ったりして

関わりながら、 思い

やりの気持ちや自信

を深める。

入園式

進級の会

参観日

避難訓練（通年）

交通安全教室（通年）

運動会

小小学学校校１１年年生生のの授授業業参参観観・・情情報報交交換換会会

七夕会

参観日

幼保小連携推進会議

幼保小担任研修会
市夏季研修会保育体験

お泊まり会 シャッフル給食

スイミング

＜共通の視点＞

言葉で伝え合う力

共感・協働する力

城西小学校区
城西小学校

大館ホテヤこども園

大館ホテヤ第二こども園

宮の杜神明こども園

○○園園のの行行事事ななどどにに向向けけてて、、自自分分

たたちちででややっっててみみたたいいここととをを話話

しし合合いい、、実実現現にに向向けけてて協協力力しし

合合っってて進進めめるる。。

＜＜運運動動会会・・おお泊泊ままりり会会ななどど＞＞

・やってみたいゲームや競技、レ

クリエーション等の活動を話し

合い、必要な物を準備する。

・お泊まり会で必要な食材などを

分担して買い物に行く。

・楽しくするために大切なマナー

やルールを考え守ろうとする。

・活動を振り返り、友達と協力し

合って活動を進める楽しさや達

成感を味わう。

○○最最年年長長ににななっったた喜喜びびとと意意欲欲ををももちち、、友友達達やや年年下下のの

子子どどももたたちちとと親親ししみみををももっってて関関わわるる。。

○○相相手手のの思思いいやや考考ええにに気気付付きき、、受受けけ入入れれたたりり共共感感しし合合っったたりり、、自自分分

のの気気持持ちちををココンントトロローールルししたたりりししななががらら遊遊びびをを進進めめるる体体験験ををすするる。。

○○共共通通のの目目的的にに向向かかっってて、、友友達達ととアアイイデディィアアをを伝伝ええ合合いい、、おお互互いいののよよささをを認認めめ合合いいななががらら

役役割割をを分分担担しし、、工工夫夫ししたたりり協協力力ししたたりりししててややりり遂遂げげるる。。

架架けけ橋橋調調査査研研究究委委員員会会・・カカリリキキュュララムムのの見見直直しし

★★生生涯涯学学習習フフェェスステティィババルル展展示示

★★要要録録・・個個別別のの教教育育・・

保保育育支支援援計計画画のの送送付付

13 14

架け橋期に期待する子どもの姿
　大　館　市　　周囲の人々や環境と主体的に関わり、学ぶ喜びや楽しさを実感しながら仲間と共に育ち合う子ども
　城西小学校区　豊かな体験を通して、学ぶ喜びや楽しさを実感し、仲間と幸せを分かち合う子ども

令和６年度 城西小学校区 架け橋期のカリキュラム全体計画 （5歳児 4月〜3月）
モデル地区版  架け橋期のカリキュラム全体計画 ５歳児～１年生

゜| | | | | 
| | 

| 

l | | 

| | | | 

| 

亡 | | こ こ | 仁 | | こ | | 

| 11 | | | | I I | | l | | | | 

口二］ | | l | | lロコ
I I | | | | I I 

| | | | I I | 
| I I | 



・ ・ ・ ・

♥ ♥ ♥ ♥

・ ・ ・ ・

♥ ♥ ♥ ♥

♥ ・ ・ ・

♥ ♥ ♥ ♥

・ ・ ・ ・

　 　

☆ ☆ ☆ ☆

☆

☆ ☆ ☆

☆

○ ○

○ ○

○

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

令和６年度　城西小学校区　架け橋期のカリキュラム全体計画（1年生4月〜3月）

　　　　　　本本気気ッッズズくくんん

登下校や縦割り班活動、運動会、ふるさとキャリアの活動などへの取組
を通して、地域の方々や他学年との関係づくりをするとともに、様々な
人に支えられていることに気付けるようにする。

職職員員のの交交流流
他他

☆☆
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助助
のの
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◯◯
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携携

期期

♥♥
重重
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知知
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能能
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思思
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力力

・・

判判

断断

力力

・・

表表

現現

力力

のの

基基

礎礎

学学

びび

にに

向向

かか

うう

力力

・・

人人

間間

性性

等等

行行事事・・FFCC
☆☆ここどどもものの交交

流流

子どもたちの活動の様子や頑張っている姿を伝え、家庭でも褒めたり認
めたりしてもらえるようにする。

規則正しい生活習慣づくりやメディアコントロール、読み聞かせや音
読、家庭学習など、継続する大切さを啓発していく。

学校行事や学年の活動、ＰＴＡ活動などの保護者ボランティアの教育的
価値を伝えて協力をお願いする。

新しく出会う先生や友達と一緒に活動する楽しさを感じながら
進んで関わろうとする。

子どもの頑張っていることやできるようになったこと、課題になること
を具体的に伝える。

子どもの思いを汲み取りながら、一人一人が安心感をもち落ち
着いて生活、学習できるように一緒に環境を工夫していく。

具体的な体験を通して、伝え合う、交流する、試行錯誤や繰り返す活動
を保障し、お互いのよさやそれぞれの気付きを共鳴させるようにする。

運動会などの取組を通して、頑張っている姿や友達と協力している姿を
価値付けし、意欲を高める。
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月月

自分や友達の成長に気付き、おお互互いいにに認認めめ合合いい、、相相手手のの
気気持持ちちをを尊尊重重ししななががらら、、自自信信ををももっってて活動や学習に取り
組む。

学学習習のの見見通通ししををももっってて、、積積極極的的にに友友達達のの話話をを聞聞きき、、質質問問やや感感想想をを述述べべ
てて学学習習ををつつなないいででいいくく。。

できるようになったことや、学級や家庭での役割が増えたことなど、自
分の成長に気付く。

ここれれままででのの学学習習やや経経験験をを生生かかしし、、事事柄柄のの順順序序にに沿沿っってて話話ししたたりり書書いいたた
りりすするる。。

小学校の生活や学習に見見通通ししををももっってて取取りり組組みみ、、目目的的やや
学学ぶぶ楽楽ししささをを友友達達とと共共有有し、意意欲欲的的にに活動や学習に取り
組む。

小小学学校校１１年年　　第第33期期

たくさんの友達との関わりの中で、相相手手のの思思いいやや願願いいをを
感感じじななががらら自自分分のの思思いいをを表表現現しし、、主主体体的的にに活動や学習に
取り組む。

88 99 1100 1111 1122 11 22

相相手手のの気気持持ちちをを考考ええたたりり自自分分のの行行動動をを振振りり返返っったたりりししてて、、気気持持
ちちをを調調整整ししななががらら楽楽ししくく生生活活ししよよううととすするる。。

話話しし手手がが知知ららせせたたいいここととやや自自分分がが聞聞ききたたいいここととをを、、落落ととささなないいよよううにに
注注意意ししてて聞聞くく。。

ししたたここととやや見見付付けけたたここととななどどをを、、姿姿勢勢やや口口形形、、発発声声やや発発音音にに気気
をを付付けけててははききははききとと話話すす。。

入学した喜びを共有し、意欲的に取り組もうとする姿を認め励
ましたり、子どもの話を共感しながら聞いたりして、温かな安
心できる学級づくりを工夫する。

生活リズムや持ち物など、子どもと一緒に話し合ったり確認したりしな
がら、進級に向けての準備をしてもらうようにする。

２学期始まりの準備物や生活リズムの回復について、協力をお願いす
る。

生活科「じぶんでできるよ」のねらいや内容を丁寧に伝え、継続してお
手伝いに取り組めるよう協力をお願いする。

子どもの成長について、家庭でも褒めたり認めたりしてもらうようお願
いする。

自信をもって進級できるように、子どもが自分では気付かない内面の成
長についても気付かせてもらうようにする。

自自分分ののよよささやや友友達達ののよよささにに気気付付きき、、互互いいにに認認めめ合合っってて、、得得意意ななここととをを
生生かかししななががらら役役割割をを果果たたししてていいここううととすするる。。

「6年生を送る会」や卒業式、修了式の準備や練習を通して異学年の児
童や家庭、地域への感謝の気持ちをもつ。

友友達達のの話話をを聞聞いいてて、、質質問問やや感感想想をを伝伝ええたたりり、、相相手手のの発発言言をを受受けけてて話話しし
ををつつなないいだだりりすするる。。

身近なことを話す語句の量を増やし、話や文章の中で使うとともに、語
彙を豊かにする。

縦割り班や異学年の子ども、幼児、高齢者など、関わりを段階的に広げ
多くの人と交流することで、相手意識をもって行動できるようにする。

友達と話し合って考えをまとめたり、試行錯誤したり、振り返ったりす
る時間を十分に確保し、満足感や達成感をもてるようにする。

体験入学では新１年生が入学を楽しみにするような活動を工夫できるよ
うにする。

「ありがとうカード」や「なの花カード」を交換し、お互いのよさを実
感できるようにする。

各教科を通して、１年間の成長を認め、２年生の学習や生活への意欲を
高める。

１年間の成長に気付き、自分や友達のよさを実感できるように、子ども
の作品やカード、写真などを掲示する。

学級集会や城西ふれあいフェスティバルなど、共通の目的に向かって活
動することで、思いを伝え合い協力して創り上げる体験をもてるように
する。

新しい1年生に学校のことをわかりやすく伝えるために、方法を工夫す
る。

伝伝ええたたいいここととのの順順序序にに気気をを付付けけてて分分かかりりややすすくく伝伝ええたたりり、、理理由由をを付付けけ
てて説説明明ししたたりりすするる。。

既習を活用したり、ペアやグループで相談したりして、よりよい考えを
見付ける。

友友達達ののよよいいととこころろをを見見付付けけてて、、おお互互いいののよよささをを認認めめ合合いい、、温温かかいい学学級級
ををつつくくろろううととすするる。。

友達や家族、地域の方に感謝し、みんなの役に立つ喜びを感じながら自
分の役割を果たそうとする。

１年間の予定や１週間毎の具体的な予定を丁寧に伝え、保護者
が見通しをもてるようにする。

連絡帳や通信などで子どもの様子を伝え、保護者が安心できる
ようにするとともに、家庭でも話題にし、褒めたり認めたりし
てもらえるようにする。

幼児期とのつながりを考慮し、幼児期に親しんだ活動を取り入
れ、自信をもって活動できるようにする。

生活科を中心とした関連的な指導を行ったり弾力的に時間割を
工夫したりする。

学校の方針、１年生の目指す姿やスタートカリキュラム、重点
施策等について伝え、理解を得る。

学学びび合合いいのの約約束束をを生生かかししてて自自分分のの思思いいをを表表現現ししたたりり友友達達とと伝伝ええ
合合っったたりりすするる。。

楽しく生活するために大切なこと（元気のよい返事や気持ちを
込めた挨拶等）のよさを実感し、進んで実践する。

小学校の生活や新しい学習に興味をもって取り組
み、学学級級のの友友達達やや上上級級生生、、先先生生とと進進んんでで触触れれ合合
いい、楽しく、安心して生活する。

学校生活のリズムが身に付き、活動に見通しをもって準備したり約束や
ルールを守って行動したりする。

自自分分のの伝伝ええたたいい相相手手にに応応じじてて言言葉葉やや方方法法をを選選んんだだりり、、事事柄柄のの順順序序をを考考
ええたたりりししてて話話すす。。

経験したことや身に付けたことを活用したり友達の見方や考え方を取り
入れたりしながら課題を解決する。

友友達達とと一一緒緒にに活活動動すするる中中でで、、おお互互いいをを理理解解しし、、連連帯帯感感やや所所属属感感をを深深めめ
るる。。

学校を支えている方々や地域の方などいろいろな人と関わることを楽し
み、地域への親しみを深める。

学学級級のの友友達達とと一一緒緒にに活活動動すするる楽楽ししささやや様様々々なな考考ええにに触触れれるる喜喜びび
をを味味わわうう。。
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入学式 1年生を迎える会 学校探検

縦割り清掃班スタート集会
交通安全教室・下校指導(オレンジ隊)

PTA授業参観・懇談会

運動会 地域訪問

夏休み

終業式

幼保小連携推進会議 幼保小担任研修会
保育体験

夏季研修会

ことばとまなび

の小テスト

給食開始

就学前施設職員授業参観・懇談会参加

○○新新ししいい友友達達とと思思いいをを伝伝ええ合合っったたりり、、進進んんでで関関わわっっ

たたりりすするる。。

・自分の好きな物や得意なことなど、伝えたいことを

考えて自己紹介カードを作り、友達と交流する。

（（国国語語「「どどううぞぞよよろろししくく」」「「ななんんてていいおおううかかなな」」））

・歌ったり踊ったりしながら友達と交流し合う。

（（音音楽楽「「ううたたででおおどどっっててななかかよよくくししよようう」」））

・楽しく生活するためのルールやマナーを話し合い、

守って友達となかよく遊ぶ。

（（生生活活「「みみんんななととななかかよよくくななりりたたいいなな」」））

・学校生活で楽しみなことを発表し合う。

（（道道徳徳「「ががっっここううだだいいすすきき」」））

・友達と仲よくすることのよさや助け合うことの大切

さを考えすすんで関わる。（（道道徳徳「「ななかかよよくくねね」」））

○○友友達達とと遊遊びび方方ややルルーールルをを考考ええてて伝伝ええ合合いい、、工工

夫夫ししたたりり協協力力しし合合っったたりりししてて遊遊ぶぶ。

・遊具や自然を使った遊びを考え、ルールやマナー

を守って仲良く遊ぶ。

（（生生活活「「ここううええんんででああそそぼぼうう」」））

・水を使った遊びを考え、友達と比べたり試したり

繰り返したりして工夫して遊びながら、水の性質

の不思議さに気付く。

（（生生活活「「みみずずででああそそぼぼうう」」））

★年長児との交流活動

・友達の話に応答したり、感想を伝えたりする。

（（国国語語「「よよくくききいいててははななそそうう」」））

・自分や友達のよさを見付けて認め合う。

（（道道徳徳「「みみんんななじじょょううずず」」））

○○学学校校のの施施設設やや友友達達、、先先生生にに関関心心ををももっってて交交流流しし

たたりり調調べべたたりりししてて、、見見付付けけたたいいここととをを伝伝ええ合合うう。。

（（生生活活「「ががっっここううののここととががししりりたたいいなな」」

「「学学校校たたんんけけんんををししよようう」」））

・場に応じた挨拶や言葉遣いを考え、伝え合う。

（（国国語語「「ななんんてていいおおううかかなな」」））

・探検して見付けたことを友達と絵や言葉で伝え

合う。

（（生生活活「「学学校校ででみみつつけけたたここととををつつたたええよようう」」

国国語語「「ここんんななももののみみつつけけたたよよ」」））

・学校にいる人たちと繰り返し関わり、自分たち

を支えてくれている人がいることに気付く。

（（生生活活「「学学校校ににいいるる人人たたちちととななかかよよくくななろろうう」」））

どどううぞぞよよろろししくく

みみんんななとと伝伝ええ合合おおうう

学学校校 大大すすきき みみんんななななかかまま

自自分分のの役役割割ををややりり遂遂げげよようう

授業参観

情報交換会

PTA授業参観・個人面談

みみんんななででハハッッピピーーににななろろうう

〇〇城城西西ふふれれああいいフフェェスステティィババルルにに向向けけてて内内容容やや役役割割

ななどどをを話話しし合合いい、、協協力力しし合合っってて創創るる。。

（（学学校校行行事事「「城城西西ふふれれああいいフフェェスステティィババルル」」））

・フェスティバルの目標や発表の内容、役割等を話し

合って決める。

（（学学活活「「フフェェスステティィババルルにに向向かかっっててががんんばばろろうう」」））

・劇の登場人物のセリフや動きを話し合い練習する。

（（国国語語「「おおははななししををたたののししももうう」」））

・背景や大道具、小道具など、必要な物を話し合い、

資料などから情報を集めたり友達と分担したりして

協力して作る。

（（図図工工「「ははっってて かかささねねてて……」」））

・活動を振り返り、認め合う。

フフェェスステティィババルルににむむかかっってて

〇〇身身近近なな秋秋のの自自然然とと関関わわりり、、そそれれをを生生かかししてて遊遊びびなながが

らら夏夏ととのの違違いいにに気気付付きき友友達達とと伝伝ええ合合っったたりり、、年年長長児児

ととのの遊遊びび方方をを工工夫夫ししてて進進んんでで関関わわっったたりりすするる。。

生生活活「「たたののししいいああききいいっっぱぱいい」」～～いいっっししょょににああそそぼぼうう～～

・校庭や公園で秋の素材を集めたり、遊んだりする。

・木の実や葉などでおもちゃを作って遊ぶ。

・年長児が楽しめるおもちゃを工夫して作る。

・遊び方やルールを工夫し、楽しく遊べるように考える。

・年長児への説明の仕方を工夫し、分かりやすく伝える。

・年長児に楽しんでもらえるような話し方や接し方を考

えて進んで関わる。

・活動を振り返り、お互いのがんばりやよさを認め合い

自分自身の成長に気付く。

ああききののおおももちちゃゃフフェェスステティィババルルををつつくくろろうう

〇〇１１年年間間のの学学習習やや生生活活をを振振りり返返りり、、自自分分やや友友達達ののでで

ききるるよよううににななっったたここととななどどにに気気付付きき、、２２年年生生へへのの

期期待待やや意意欲欲ををももつつ。。

・新しい１年生を招待し、学校のことを教えたり一緒

に遊んだりする。

・新しい１年生のために教室をきれいにしたり、絵日

記や飾りを作ったりする。

（（生生活活「「ももううすすぐぐ２２年年生生」」））

・楽しかった思い出を絵日記に書き伝え合う。

（（国国語語「「いいいいこことといいっっぱぱいい１１年年生生」」））

・お世話になった方や家族などに手紙を書く。

（（道道徳徳「「みみんんなな みみんんなな あありりががととうう」」））

・１年生のお楽しみ会を計画して実践し、次の学年へ

の意欲を高める。

（（学学活活「「おお楽楽ししみみ会会ををししよようう」」））

・春休みを安全に楽しく過ごすにはどのようにしたら

よいか考え、実践する。

（（学学活活「「春春休休みみをを楽楽ししくく過過ごごそそうう」」））

始業式 城城西西ふふれれああいい

フフェェスステティィババルル

就学時健診

小学校市教研総合研への参加幼幼保保小小中中連連携携メメデディィアアココンントトロローールル週週間間

☆年長児との交流
終業式

冬休み

秋の校外学習
始業式

スキー授業

教職員研究

実践発表会
情報交換会 要要録録・・個個別別のの教教育育・・

保保育育支支援援計計画画のの活活用用

☆体験入学 ６年生を送る会

卒業式 修了式
下校指導(オレンジ隊)～２月

＜＜朝朝のの会会・・帰帰りりのの会会＞＞ ＜＜かかががややききタタイイムム＞＞ 〈〈ななかかよよししタタイイムム・・本本気気ッッズズタタイイムム〉〉

・元気に挨拶したり、みんなと仲よく歌ったりしながらクラスの一体感を味わう。 ・学習を振り返り、学んだことや友達のよさ、もっと考えて ・自分の考えを言葉や図に表し、友達と考えを伝え合う。

・自分の頑張りや楽しかったこと、友達のよさを発表する。 みたいことなどを伝え合う。 ・自分とは異なる友達の考えも認め、よりより考え方を

○○自自分分にに出出来来るるここととをを考考ええてて友友達達とと協協力力しし合合いいななががらら進進んんでで活活動動しし、、みみんんななののたためめにに役役にに立立つつ喜喜びびをを感感じじるる。。〈〈ハハッッピピーータタイイムム〉〉

・学級の係活動 ・給食当番活動（学活） ・ハートアップタイム ・縦割り班活動 ・清掃活動（児童会活動） ・スペシャル休み時間(地域交流） ・夢授業（年３回 生活科） ・6年生を送る会（児童会活動）

架架けけ橋橋期期にに期期待待すするる子子どどもものの姿姿

大 館 市 周囲の人々や環環境境とと主主体体的的にに関関わわりり、、学学ぶぶ喜喜びびやや楽楽ししささをを実実感感ししななががらら仲仲間間とと共共にに育育ちち合合うう子子どどもも

城城西西小小学学校校区区 豊豊かかなな体体験験をを通通ししてて、、学学ぶぶ喜喜びびやや楽楽ししささをを実実感感しし、、仲仲間間とと幸幸せせをを分分かかちち合合うう子子どどもも

小
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力

＜共通の視点＞

言葉で伝え合う力

共感・協働する力

城西小学校区
城西小学校

大館ホテヤこども園

大館ホテヤ第二こども園

宮の杜神明こども園

○○おお世世話話ににななっったた６６年年生生へへのの感感謝謝のの気気持持ちちをを伝伝ええるるたためめにに、、どどんんなな

ここととをを発発表表すするるかか話話しし合合いい、、協協力力しし合合っってて準準備備やや練練習習ををすするる。。

（（学学活活「「６６年年生生をを送送るる会会のの準準備備ををししよようう」」））

☆年長児との交流

・ ・ ・ ・

♥ ♥ ♥ ♥

・ ・ ・ ・

♥ ♥ ♥ ♥

♥ ・ ・ ・

♥ ♥ ♥ ♥

・ ・ ・ ・

　 　

☆ ☆ ☆ ☆

☆

☆ ☆ ☆

☆

○ ○

○ ○

○

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

令和６年度　城西小学校区　架け橋期のカリキュラム全体計画（1年生4月〜3月）

　　　　　　本本気気ッッズズくくんん

登下校や縦割り班活動、運動会、ふるさとキャリアの活動などへの取組
を通して、地域の方々や他学年との関係づくりをするとともに、様々な
人に支えられていることに気付けるようにする。

職職員員のの交交流流
他他
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・・

人人

間間

性性

等等

行行事事・・FFCC
☆☆ここどどもものの交交

流流

子どもたちの活動の様子や頑張っている姿を伝え、家庭でも褒めたり認
めたりしてもらえるようにする。

規則正しい生活習慣づくりやメディアコントロール、読み聞かせや音
読、家庭学習など、継続する大切さを啓発していく。

学校行事や学年の活動、ＰＴＡ活動などの保護者ボランティアの教育的
価値を伝えて協力をお願いする。

新しく出会う先生や友達と一緒に活動する楽しさを感じながら
進んで関わろうとする。

子どもの頑張っていることやできるようになったこと、課題になること
を具体的に伝える。

子どもの思いを汲み取りながら、一人一人が安心感をもち落ち
着いて生活、学習できるように一緒に環境を工夫していく。

具体的な体験を通して、伝え合う、交流する、試行錯誤や繰り返す活動
を保障し、お互いのよさやそれぞれの気付きを共鳴させるようにする。

運動会などの取組を通して、頑張っている姿や友達と協力している姿を
価値付けし、意欲を高める。
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月月

自分や友達の成長に気付き、おお互互いいにに認認めめ合合いい、、相相手手のの
気気持持ちちをを尊尊重重ししななががらら、、自自信信ををももっってて活動や学習に取り
組む。

学学習習のの見見通通ししををももっってて、、積積極極的的にに友友達達のの話話をを聞聞きき、、質質問問やや感感想想をを述述べべ
てて学学習習ををつつなないいででいいくく。。

できるようになったことや、学級や家庭での役割が増えたことなど、自
分の成長に気付く。

ここれれままででのの学学習習やや経経験験をを生生かかしし、、事事柄柄のの順順序序にに沿沿っってて話話ししたたりり書書いいたた
りりすするる。。

小学校の生活や学習に見見通通ししををももっってて取取りり組組みみ、、目目的的やや
学学ぶぶ楽楽ししささをを友友達達とと共共有有し、意意欲欲的的にに活動や学習に取り
組む。

小小学学校校１１年年　　第第33期期

たくさんの友達との関わりの中で、相相手手のの思思いいやや願願いいをを
感感じじななががらら自自分分のの思思いいをを表表現現しし、、主主体体的的にに活動や学習に
取り組む。

88 99 1100 1111 1122 11 22

相相手手のの気気持持ちちをを考考ええたたりり自自分分のの行行動動をを振振りり返返っったたりりししてて、、気気持持
ちちをを調調整整ししななががらら楽楽ししくく生生活活ししよよううととすするる。。

話話しし手手がが知知ららせせたたいいここととやや自自分分がが聞聞ききたたいいここととをを、、落落ととささなないいよよううにに
注注意意ししてて聞聞くく。。

ししたたここととやや見見付付けけたたここととななどどをを、、姿姿勢勢やや口口形形、、発発声声やや発発音音にに気気
をを付付けけててははききははききとと話話すす。。

入学した喜びを共有し、意欲的に取り組もうとする姿を認め励
ましたり、子どもの話を共感しながら聞いたりして、温かな安
心できる学級づくりを工夫する。

生活リズムや持ち物など、子どもと一緒に話し合ったり確認したりしな
がら、進級に向けての準備をしてもらうようにする。

２学期始まりの準備物や生活リズムの回復について、協力をお願いす
る。

生活科「じぶんでできるよ」のねらいや内容を丁寧に伝え、継続してお
手伝いに取り組めるよう協力をお願いする。

子どもの成長について、家庭でも褒めたり認めたりしてもらうようお願
いする。

自信をもって進級できるように、子どもが自分では気付かない内面の成
長についても気付かせてもらうようにする。

自自分分ののよよささやや友友達達ののよよささにに気気付付きき、、互互いいにに認認めめ合合っってて、、得得意意ななここととをを
生生かかししななががらら役役割割をを果果たたししてていいここううととすするる。。

「6年生を送る会」や卒業式、修了式の準備や練習を通して異学年の児
童や家庭、地域への感謝の気持ちをもつ。

友友達達のの話話をを聞聞いいてて、、質質問問やや感感想想をを伝伝ええたたりり、、相相手手のの発発言言をを受受けけてて話話しし
ををつつなないいだだりりすするる。。

身近なことを話す語句の量を増やし、話や文章の中で使うとともに、語
彙を豊かにする。

縦割り班や異学年の子ども、幼児、高齢者など、関わりを段階的に広げ
多くの人と交流することで、相手意識をもって行動できるようにする。

友達と話し合って考えをまとめたり、試行錯誤したり、振り返ったりす
る時間を十分に確保し、満足感や達成感をもてるようにする。

体験入学では新１年生が入学を楽しみにするような活動を工夫できるよ
うにする。

「ありがとうカード」や「なの花カード」を交換し、お互いのよさを実
感できるようにする。

各教科を通して、１年間の成長を認め、２年生の学習や生活への意欲を
高める。

１年間の成長に気付き、自分や友達のよさを実感できるように、子ども
の作品やカード、写真などを掲示する。

学級集会や城西ふれあいフェスティバルなど、共通の目的に向かって活
動することで、思いを伝え合い協力して創り上げる体験をもてるように
する。

新しい1年生に学校のことをわかりやすく伝えるために、方法を工夫す
る。

伝伝ええたたいいここととのの順順序序にに気気をを付付けけてて分分かかりりややすすくく伝伝ええたたりり、、理理由由をを付付けけ
てて説説明明ししたたりりすするる。。

既習を活用したり、ペアやグループで相談したりして、よりよい考えを
見付ける。

友友達達ののよよいいととこころろをを見見付付けけてて、、おお互互いいののよよささをを認認めめ合合いい、、温温かかいい学学級級
ををつつくくろろううととすするる。。

友達や家族、地域の方に感謝し、みんなの役に立つ喜びを感じながら自
分の役割を果たそうとする。

１年間の予定や１週間毎の具体的な予定を丁寧に伝え、保護者
が見通しをもてるようにする。

連絡帳や通信などで子どもの様子を伝え、保護者が安心できる
ようにするとともに、家庭でも話題にし、褒めたり認めたりし
てもらえるようにする。

幼児期とのつながりを考慮し、幼児期に親しんだ活動を取り入
れ、自信をもって活動できるようにする。

生活科を中心とした関連的な指導を行ったり弾力的に時間割を
工夫したりする。

学校の方針、１年生の目指す姿やスタートカリキュラム、重点
施策等について伝え、理解を得る。

学学びび合合いいのの約約束束をを生生かかししてて自自分分のの思思いいをを表表現現ししたたりり友友達達とと伝伝ええ
合合っったたりりすするる。。

楽しく生活するために大切なこと（元気のよい返事や気持ちを
込めた挨拶等）のよさを実感し、進んで実践する。

小学校の生活や新しい学習に興味をもって取り組
み、学学級級のの友友達達やや上上級級生生、、先先生生とと進進んんでで触触れれ合合
いい、楽しく、安心して生活する。

学校生活のリズムが身に付き、活動に見通しをもって準備したり約束や
ルールを守って行動したりする。

自自分分のの伝伝ええたたいい相相手手にに応応じじてて言言葉葉やや方方法法をを選選んんだだりり、、事事柄柄のの順順序序をを考考
ええたたりりししてて話話すす。。

経験したことや身に付けたことを活用したり友達の見方や考え方を取り
入れたりしながら課題を解決する。

友友達達とと一一緒緒にに活活動動すするる中中でで、、おお互互いいをを理理解解しし、、連連帯帯感感やや所所属属感感をを深深めめ
るる。。

学校を支えている方々や地域の方などいろいろな人と関わることを楽し
み、地域への親しみを深める。

学学級級のの友友達達とと一一緒緒にに活活動動すするる楽楽ししささやや様様々々なな考考ええにに触触れれるる喜喜びび
をを味味わわうう。。
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入学式 1年生を迎える会 学校探検

縦割り清掃班スタート集会
交通安全教室・下校指導(オレンジ隊)

PTA授業参観・懇談会

運動会 地域訪問

夏休み

終業式

幼保小連携推進会議 幼保小担任研修会
保育体験

夏季研修会

ことばとまなび

の小テスト

給食開始

就学前施設職員授業参観・懇談会参加

○○新新ししいい友友達達とと思思いいをを伝伝ええ合合っったたりり、、進進んんでで関関わわっっ

たたりりすするる。。

・自分の好きな物や得意なことなど、伝えたいことを

考えて自己紹介カードを作り、友達と交流する。

（（国国語語「「どどううぞぞよよろろししくく」」「「ななんんてていいおおううかかなな」」））

・歌ったり踊ったりしながら友達と交流し合う。

（（音音楽楽「「ううたたででおおどどっっててななかかよよくくししよようう」」））

・楽しく生活するためのルールやマナーを話し合い、

守って友達となかよく遊ぶ。

（（生生活活「「みみんんななととななかかよよくくななりりたたいいなな」」））

・学校生活で楽しみなことを発表し合う。

（（道道徳徳「「ががっっここううだだいいすすきき」」））

・友達と仲よくすることのよさや助け合うことの大切

さを考えすすんで関わる。（（道道徳徳「「ななかかよよくくねね」」））

○○友友達達とと遊遊びび方方ややルルーールルをを考考ええてて伝伝ええ合合いい、、工工

夫夫ししたたりり協協力力しし合合っったたりりししてて遊遊ぶぶ。

・遊具や自然を使った遊びを考え、ルールやマナー

を守って仲良く遊ぶ。

（（生生活活「「ここううええんんででああそそぼぼうう」」））

・水を使った遊びを考え、友達と比べたり試したり

繰り返したりして工夫して遊びながら、水の性質

の不思議さに気付く。

（（生生活活「「みみずずででああそそぼぼうう」」））

★年長児との交流活動

・友達の話に応答したり、感想を伝えたりする。

（（国国語語「「よよくくききいいててははななそそうう」」））

・自分や友達のよさを見付けて認め合う。

（（道道徳徳「「みみんんななじじょょううずず」」））

○○学学校校のの施施設設やや友友達達、、先先生生にに関関心心ををももっってて交交流流しし

たたりり調調べべたたりりししてて、、見見付付けけたたいいここととをを伝伝ええ合合うう。。

（（生生活活「「ががっっここううののここととががししりりたたいいなな」」

「「学学校校たたんんけけんんををししよようう」」））

・場に応じた挨拶や言葉遣いを考え、伝え合う。

（（国国語語「「ななんんてていいおおううかかなな」」））

・探検して見付けたことを友達と絵や言葉で伝え

合う。

（（生生活活「「学学校校ででみみつつけけたたここととををつつたたええよようう」」

国国語語「「ここんんななももののみみつつけけたたよよ」」））

・学校にいる人たちと繰り返し関わり、自分たち

を支えてくれている人がいることに気付く。

（（生生活活「「学学校校ににいいるる人人たたちちととななかかよよくくななろろうう」」））

どどううぞぞよよろろししくく

みみんんななとと伝伝ええ合合おおうう

学学校校 大大すすきき みみんんななななかかまま

自自分分のの役役割割ををややりり遂遂げげよようう

授業参観

情報交換会

PTA授業参観・個人面談

みみんんななででハハッッピピーーににななろろうう

〇〇城城西西ふふれれああいいフフェェスステティィババルルにに向向けけてて内内容容やや役役割割

ななどどをを話話しし合合いい、、協協力力しし合合っってて創創るる。。

（（学学校校行行事事「「城城西西ふふれれああいいフフェェスステティィババルル」」））

・フェスティバルの目標や発表の内容、役割等を話し

合って決める。

（（学学活活「「フフェェスステティィババルルにに向向かかっっててががんんばばろろうう」」））

・劇の登場人物のセリフや動きを話し合い練習する。

（（国国語語「「おおははななししををたたののししももうう」」））

・背景や大道具、小道具など、必要な物を話し合い、

資料などから情報を集めたり友達と分担したりして

協力して作る。

（（図図工工「「ははっってて かかささねねてて……」」））

・活動を振り返り、認め合う。

フフェェスステティィババルルににむむかかっってて

〇〇身身近近なな秋秋のの自自然然とと関関わわりり、、そそれれをを生生かかししてて遊遊びびなながが

らら夏夏ととのの違違いいにに気気付付きき友友達達とと伝伝ええ合合っったたりり、、年年長長児児

ととのの遊遊びび方方をを工工夫夫ししてて進進んんでで関関わわっったたりりすするる。。

生生活活「「たたののししいいああききいいっっぱぱいい」」～～いいっっししょょににああそそぼぼうう～～

・校庭や公園で秋の素材を集めたり、遊んだりする。

・木の実や葉などでおもちゃを作って遊ぶ。

・年長児が楽しめるおもちゃを工夫して作る。

・遊び方やルールを工夫し、楽しく遊べるように考える。

・年長児への説明の仕方を工夫し、分かりやすく伝える。

・年長児に楽しんでもらえるような話し方や接し方を考

えて進んで関わる。

・活動を振り返り、お互いのがんばりやよさを認め合い

自分自身の成長に気付く。

ああききののおおももちちゃゃフフェェスステティィババルルををつつくくろろうう

〇〇１１年年間間のの学学習習やや生生活活をを振振りり返返りり、、自自分分やや友友達達ののでで

ききるるよよううににななっったたここととななどどにに気気付付きき、、２２年年生生へへのの

期期待待やや意意欲欲ををももつつ。。

・新しい１年生を招待し、学校のことを教えたり一緒

に遊んだりする。

・新しい１年生のために教室をきれいにしたり、絵日

記や飾りを作ったりする。

（（生生活活「「ももううすすぐぐ２２年年生生」」））

・楽しかった思い出を絵日記に書き伝え合う。

（（国国語語「「いいいいこことといいっっぱぱいい１１年年生生」」））

・お世話になった方や家族などに手紙を書く。

（（道道徳徳「「みみんんなな みみんんなな あありりががととうう」」））

・１年生のお楽しみ会を計画して実践し、次の学年へ

の意欲を高める。

（（学学活活「「おお楽楽ししみみ会会ををししよようう」」））

・春休みを安全に楽しく過ごすにはどのようにしたら

よいか考え、実践する。

（（学学活活「「春春休休みみをを楽楽ししくく過過ごごそそうう」」））

始業式 城城西西ふふれれああいい

フフェェスステティィババルル

就学時健診

小学校市教研総合研への参加幼幼保保小小中中連連携携メメデディィアアココンントトロローールル週週間間

☆年長児との交流
終業式

冬休み

秋の校外学習
始業式

スキー授業

教職員研究

実践発表会
情報交換会 要要録録・・個個別別のの教教育育・・

保保育育支支援援計計画画のの活活用用

☆体験入学 ６年生を送る会

卒業式 修了式
下校指導(オレンジ隊)～２月

＜＜朝朝のの会会・・帰帰りりのの会会＞＞ ＜＜かかががややききタタイイムム＞＞ 〈〈ななかかよよししタタイイムム・・本本気気ッッズズタタイイムム〉〉

・元気に挨拶したり、みんなと仲よく歌ったりしながらクラスの一体感を味わう。 ・学習を振り返り、学んだことや友達のよさ、もっと考えて ・自分の考えを言葉や図に表し、友達と考えを伝え合う。

・自分の頑張りや楽しかったこと、友達のよさを発表する。 みたいことなどを伝え合う。 ・自分とは異なる友達の考えも認め、よりより考え方を

○○自自分分にに出出来来るるここととをを考考ええてて友友達達とと協協力力しし合合いいななががらら進進んんでで活活動動しし、、みみんんななののたためめにに役役にに立立つつ喜喜びびをを感感じじるる。。〈〈ハハッッピピーータタイイムム〉〉

・学級の係活動 ・給食当番活動（学活） ・ハートアップタイム ・縦割り班活動 ・清掃活動（児童会活動） ・スペシャル休み時間(地域交流） ・夢授業（年３回 生活科） ・6年生を送る会（児童会活動）

架架けけ橋橋期期にに期期待待すするる子子どどもものの姿姿

大 館 市 周囲の人々や環環境境とと主主体体的的にに関関わわりり、、学学ぶぶ喜喜びびやや楽楽ししささをを実実感感ししななががらら仲仲間間とと共共にに育育ちち合合うう子子どどもも

城城西西小小学学校校区区 豊豊かかなな体体験験をを通通ししてて、、学学ぶぶ喜喜びびやや楽楽ししささをを実実感感しし、、仲仲間間とと幸幸せせをを分分かかちち合合うう子子どどもも

小
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力

＜共通の視点＞

言葉で伝え合う力

共感・協働する力

城西小学校区
城西小学校

大館ホテヤこども園

大館ホテヤ第二こども園

宮の杜神明こども園

○○おお世世話話ににななっったた６６年年生生へへのの感感謝謝のの気気持持ちちをを伝伝ええるるたためめにに、、どどんんなな

ここととをを発発表表すするるかか話話しし合合いい、、協協力力しし合合っってて準準備備やや練練習習ををすするる。。

（（学学活活「「６６年年生生をを送送るる会会のの準準備備ををししよようう」」））

☆年長児との交流

・ ・ ・ ・

♥ ♥ ♥ ♥

・ ・ ・ ・

♥ ♥ ♥ ♥

♥ ・ ・ ・

♥ ♥ ♥ ♥

・ ・ ・ ・

　 　

☆ ☆ ☆ ☆

☆

☆ ☆ ☆

☆

○ ○

○ ○

○

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

令和６年度　城西小学校区　架け橋期のカリキュラム全体計画（1年生4月〜3月）

　　　　　　本本気気ッッズズくくんん

登下校や縦割り班活動、運動会、ふるさとキャリアの活動などへの取組
を通して、地域の方々や他学年との関係づくりをするとともに、様々な
人に支えられていることに気付けるようにする。

職職員員のの交交流流
他他
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思思
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力力

・・

判判

断断

力力

・・

表表

現現
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学学
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にに

向向

かか

うう

力力

・・

人人

間間

性性

等等

行行事事・・FFCC
☆☆ここどどもものの交交

流流

子どもたちの活動の様子や頑張っている姿を伝え、家庭でも褒めたり認
めたりしてもらえるようにする。

規則正しい生活習慣づくりやメディアコントロール、読み聞かせや音
読、家庭学習など、継続する大切さを啓発していく。

学校行事や学年の活動、ＰＴＡ活動などの保護者ボランティアの教育的
価値を伝えて協力をお願いする。

新しく出会う先生や友達と一緒に活動する楽しさを感じながら
進んで関わろうとする。

子どもの頑張っていることやできるようになったこと、課題になること
を具体的に伝える。

子どもの思いを汲み取りながら、一人一人が安心感をもち落ち
着いて生活、学習できるように一緒に環境を工夫していく。

具体的な体験を通して、伝え合う、交流する、試行錯誤や繰り返す活動
を保障し、お互いのよさやそれぞれの気付きを共鳴させるようにする。

運動会などの取組を通して、頑張っている姿や友達と協力している姿を
価値付けし、意欲を高める。
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月月

自分や友達の成長に気付き、おお互互いいにに認認めめ合合いい、、相相手手のの
気気持持ちちをを尊尊重重ししななががらら、、自自信信ををももっってて活動や学習に取り
組む。

学学習習のの見見通通ししををももっってて、、積積極極的的にに友友達達のの話話をを聞聞きき、、質質問問やや感感想想をを述述べべ
てて学学習習ををつつなないいででいいくく。。

できるようになったことや、学級や家庭での役割が増えたことなど、自
分の成長に気付く。

ここれれままででのの学学習習やや経経験験をを生生かかしし、、事事柄柄のの順順序序にに沿沿っってて話話ししたたりり書書いいたた
りりすするる。。

小学校の生活や学習に見見通通ししををももっってて取取りり組組みみ、、目目的的やや
学学ぶぶ楽楽ししささをを友友達達とと共共有有し、意意欲欲的的にに活動や学習に取り
組む。

小小学学校校１１年年　　第第33期期

たくさんの友達との関わりの中で、相相手手のの思思いいやや願願いいをを
感感じじななががらら自自分分のの思思いいをを表表現現しし、、主主体体的的にに活動や学習に
取り組む。

88 99 1100 1111 1122 11 22

相相手手のの気気持持ちちをを考考ええたたりり自自分分のの行行動動をを振振りり返返っったたりりししてて、、気気持持
ちちをを調調整整ししななががらら楽楽ししくく生生活活ししよよううととすするる。。

話話しし手手がが知知ららせせたたいいここととやや自自分分がが聞聞ききたたいいここととをを、、落落ととささなないいよよううにに
注注意意ししてて聞聞くく。。

ししたたここととやや見見付付けけたたここととななどどをを、、姿姿勢勢やや口口形形、、発発声声やや発発音音にに気気
をを付付けけててははききははききとと話話すす。。

入学した喜びを共有し、意欲的に取り組もうとする姿を認め励
ましたり、子どもの話を共感しながら聞いたりして、温かな安
心できる学級づくりを工夫する。

生活リズムや持ち物など、子どもと一緒に話し合ったり確認したりしな
がら、進級に向けての準備をしてもらうようにする。

２学期始まりの準備物や生活リズムの回復について、協力をお願いす
る。

生活科「じぶんでできるよ」のねらいや内容を丁寧に伝え、継続してお
手伝いに取り組めるよう協力をお願いする。

子どもの成長について、家庭でも褒めたり認めたりしてもらうようお願
いする。

自信をもって進級できるように、子どもが自分では気付かない内面の成
長についても気付かせてもらうようにする。

自自分分ののよよささやや友友達達ののよよささにに気気付付きき、、互互いいにに認認めめ合合っってて、、得得意意ななここととをを
生生かかししななががらら役役割割をを果果たたししてていいここううととすするる。。

「6年生を送る会」や卒業式、修了式の準備や練習を通して異学年の児
童や家庭、地域への感謝の気持ちをもつ。

友友達達のの話話をを聞聞いいてて、、質質問問やや感感想想をを伝伝ええたたりり、、相相手手のの発発言言をを受受けけてて話話しし
ををつつなないいだだりりすするる。。

身近なことを話す語句の量を増やし、話や文章の中で使うとともに、語
彙を豊かにする。

縦割り班や異学年の子ども、幼児、高齢者など、関わりを段階的に広げ
多くの人と交流することで、相手意識をもって行動できるようにする。

友達と話し合って考えをまとめたり、試行錯誤したり、振り返ったりす
る時間を十分に確保し、満足感や達成感をもてるようにする。

体験入学では新１年生が入学を楽しみにするような活動を工夫できるよ
うにする。

「ありがとうカード」や「なの花カード」を交換し、お互いのよさを実
感できるようにする。

各教科を通して、１年間の成長を認め、２年生の学習や生活への意欲を
高める。

１年間の成長に気付き、自分や友達のよさを実感できるように、子ども
の作品やカード、写真などを掲示する。

学級集会や城西ふれあいフェスティバルなど、共通の目的に向かって活
動することで、思いを伝え合い協力して創り上げる体験をもてるように
する。

新しい1年生に学校のことをわかりやすく伝えるために、方法を工夫す
る。

伝伝ええたたいいここととのの順順序序にに気気をを付付けけてて分分かかりりややすすくく伝伝ええたたりり、、理理由由をを付付けけ
てて説説明明ししたたりりすするる。。

既習を活用したり、ペアやグループで相談したりして、よりよい考えを
見付ける。

友友達達ののよよいいととこころろをを見見付付けけてて、、おお互互いいののよよささをを認認めめ合合いい、、温温かかいい学学級級
ををつつくくろろううととすするる。。

友達や家族、地域の方に感謝し、みんなの役に立つ喜びを感じながら自
分の役割を果たそうとする。

１年間の予定や１週間毎の具体的な予定を丁寧に伝え、保護者
が見通しをもてるようにする。

連絡帳や通信などで子どもの様子を伝え、保護者が安心できる
ようにするとともに、家庭でも話題にし、褒めたり認めたりし
てもらえるようにする。

幼児期とのつながりを考慮し、幼児期に親しんだ活動を取り入
れ、自信をもって活動できるようにする。

生活科を中心とした関連的な指導を行ったり弾力的に時間割を
工夫したりする。

学校の方針、１年生の目指す姿やスタートカリキュラム、重点
施策等について伝え、理解を得る。

学学びび合合いいのの約約束束をを生生かかししてて自自分分のの思思いいをを表表現現ししたたりり友友達達とと伝伝ええ
合合っったたりりすするる。。

楽しく生活するために大切なこと（元気のよい返事や気持ちを
込めた挨拶等）のよさを実感し、進んで実践する。

小学校の生活や新しい学習に興味をもって取り組
み、学学級級のの友友達達やや上上級級生生、、先先生生とと進進んんでで触触れれ合合
いい、楽しく、安心して生活する。

学校生活のリズムが身に付き、活動に見通しをもって準備したり約束や
ルールを守って行動したりする。

自自分分のの伝伝ええたたいい相相手手にに応応じじてて言言葉葉やや方方法法をを選選んんだだりり、、事事柄柄のの順順序序をを考考
ええたたりりししてて話話すす。。

経験したことや身に付けたことを活用したり友達の見方や考え方を取り
入れたりしながら課題を解決する。

友友達達とと一一緒緒にに活活動動すするる中中でで、、おお互互いいをを理理解解しし、、連連帯帯感感やや所所属属感感をを深深めめ
るる。。

学校を支えている方々や地域の方などいろいろな人と関わることを楽し
み、地域への親しみを深める。

学学級級のの友友達達とと一一緒緒にに活活動動すするる楽楽ししささやや様様々々なな考考ええにに触触れれるる喜喜びび
をを味味わわうう。。
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小小学学校校１１年年　　第第２２期期

入学式 1年生を迎える会 学校探検

縦割り清掃班スタート集会
交通安全教室・下校指導(オレンジ隊)

PTA授業参観・懇談会

運動会 地域訪問

夏休み

終業式

幼保小連携推進会議 幼保小担任研修会
保育体験

夏季研修会

ことばとまなび

の小テスト

給食開始

就学前施設職員授業参観・懇談会参加

○○新新ししいい友友達達とと思思いいをを伝伝ええ合合っったたりり、、進進んんでで関関わわっっ

たたりりすするる。。

・自分の好きな物や得意なことなど、伝えたいことを

考えて自己紹介カードを作り、友達と交流する。

（（国国語語「「どどううぞぞよよろろししくく」」「「ななんんてていいおおううかかなな」」））

・歌ったり踊ったりしながら友達と交流し合う。

（（音音楽楽「「ううたたででおおどどっっててななかかよよくくししよようう」」））

・楽しく生活するためのルールやマナーを話し合い、

守って友達となかよく遊ぶ。

（（生生活活「「みみんんななととななかかよよくくななりりたたいいなな」」））

・学校生活で楽しみなことを発表し合う。

（（道道徳徳「「ががっっここううだだいいすすきき」」））

・友達と仲よくすることのよさや助け合うことの大切

さを考えすすんで関わる。（（道道徳徳「「ななかかよよくくねね」」））

○○友友達達とと遊遊びび方方ややルルーールルをを考考ええてて伝伝ええ合合いい、、工工

夫夫ししたたりり協協力力しし合合っったたりりししてて遊遊ぶぶ。

・遊具や自然を使った遊びを考え、ルールやマナー

を守って仲良く遊ぶ。

（（生生活活「「ここううええんんででああそそぼぼうう」」））

・水を使った遊びを考え、友達と比べたり試したり

繰り返したりして工夫して遊びながら、水の性質

の不思議さに気付く。

（（生生活活「「みみずずででああそそぼぼうう」」））

★年長児との交流活動

・友達の話に応答したり、感想を伝えたりする。

（（国国語語「「よよくくききいいててははななそそうう」」））

・自分や友達のよさを見付けて認め合う。

（（道道徳徳「「みみんんななじじょょううずず」」））

○○学学校校のの施施設設やや友友達達、、先先生生にに関関心心ををももっってて交交流流しし

たたりり調調べべたたりりししてて、、見見付付けけたたいいここととをを伝伝ええ合合うう。。

（（生生活活「「ががっっここううののここととががししりりたたいいなな」」

「「学学校校たたんんけけんんををししよようう」」））

・場に応じた挨拶や言葉遣いを考え、伝え合う。

（（国国語語「「ななんんてていいおおううかかなな」」））

・探検して見付けたことを友達と絵や言葉で伝え

合う。

（（生生活活「「学学校校ででみみつつけけたたここととををつつたたええよようう」」

国国語語「「ここんんななももののみみつつけけたたよよ」」））

・学校にいる人たちと繰り返し関わり、自分たち

を支えてくれている人がいることに気付く。

（（生生活活「「学学校校ににいいるる人人たたちちととななかかよよくくななろろうう」」））

どどううぞぞよよろろししくく

みみんんななとと伝伝ええ合合おおうう

学学校校 大大すすきき みみんんななななかかまま

自自分分のの役役割割ををややりり遂遂げげよようう

授業参観

情報交換会

PTA授業参観・個人面談

みみんんななででハハッッピピーーににななろろうう

〇〇城城西西ふふれれああいいフフェェスステティィババルルにに向向けけてて内内容容やや役役割割

ななどどをを話話しし合合いい、、協協力力しし合合っってて創創るる。。

（（学学校校行行事事「「城城西西ふふれれああいいフフェェスステティィババルル」」））

・フェスティバルの目標や発表の内容、役割等を話し

合って決める。

（（学学活活「「フフェェスステティィババルルにに向向かかっっててががんんばばろろうう」」））

・劇の登場人物のセリフや動きを話し合い練習する。

（（国国語語「「おおははななししををたたののししももうう」」））

・背景や大道具、小道具など、必要な物を話し合い、

資料などから情報を集めたり友達と分担したりして

協力して作る。

（（図図工工「「ははっってて かかささねねてて……」」））

・活動を振り返り、認め合う。

フフェェスステティィババルルににむむかかっってて

〇〇身身近近なな秋秋のの自自然然とと関関わわりり、、そそれれをを生生かかししてて遊遊びびなながが

らら夏夏ととのの違違いいにに気気付付きき友友達達とと伝伝ええ合合っったたりり、、年年長長児児

ととのの遊遊びび方方をを工工夫夫ししてて進進んんでで関関わわっったたりりすするる。。

生生活活「「たたののししいいああききいいっっぱぱいい」」～～いいっっししょょににああそそぼぼうう～～

・校庭や公園で秋の素材を集めたり、遊んだりする。

・木の実や葉などでおもちゃを作って遊ぶ。

・年長児が楽しめるおもちゃを工夫して作る。

・遊び方やルールを工夫し、楽しく遊べるように考える。

・年長児への説明の仕方を工夫し、分かりやすく伝える。

・年長児に楽しんでもらえるような話し方や接し方を考

えて進んで関わる。

・活動を振り返り、お互いのがんばりやよさを認め合い

自分自身の成長に気付く。

ああききののおおももちちゃゃフフェェスステティィババルルををつつくくろろうう

〇〇１１年年間間のの学学習習やや生生活活をを振振りり返返りり、、自自分分やや友友達達ののでで

ききるるよよううににななっったたここととななどどにに気気付付きき、、２２年年生生へへのの

期期待待やや意意欲欲ををももつつ。。

・新しい１年生を招待し、学校のことを教えたり一緒

に遊んだりする。

・新しい１年生のために教室をきれいにしたり、絵日

記や飾りを作ったりする。

（（生生活活「「ももううすすぐぐ２２年年生生」」））

・楽しかった思い出を絵日記に書き伝え合う。

（（国国語語「「いいいいこことといいっっぱぱいい１１年年生生」」））

・お世話になった方や家族などに手紙を書く。

（（道道徳徳「「みみんんなな みみんんなな あありりががととうう」」））

・１年生のお楽しみ会を計画して実践し、次の学年へ

の意欲を高める。

（（学学活活「「おお楽楽ししみみ会会ををししよようう」」））

・春休みを安全に楽しく過ごすにはどのようにしたら

よいか考え、実践する。

（（学学活活「「春春休休みみをを楽楽ししくく過過ごごそそうう」」））

始業式 城城西西ふふれれああいい

フフェェスステティィババルル

就学時健診

小学校市教研総合研への参加幼幼保保小小中中連連携携メメデディィアアココンントトロローールル週週間間

☆年長児との交流
終業式

冬休み

秋の校外学習
始業式

スキー授業

教職員研究

実践発表会
情報交換会 要要録録・・個個別別のの教教育育・・

保保育育支支援援計計画画のの活活用用

☆体験入学 ６年生を送る会

卒業式 修了式
下校指導(オレンジ隊)～２月

＜＜朝朝のの会会・・帰帰りりのの会会＞＞ ＜＜かかががややききタタイイムム＞＞ 〈〈ななかかよよししタタイイムム・・本本気気ッッズズタタイイムム〉〉

・元気に挨拶したり、みんなと仲よく歌ったりしながらクラスの一体感を味わう。 ・学習を振り返り、学んだことや友達のよさ、もっと考えて ・自分の考えを言葉や図に表し、友達と考えを伝え合う。

・自分の頑張りや楽しかったこと、友達のよさを発表する。 みたいことなどを伝え合う。 ・自分とは異なる友達の考えも認め、よりより考え方を

○○自自分分にに出出来来るるここととをを考考ええてて友友達達とと協協力力しし合合いいななががらら進進んんでで活活動動しし、、みみんんななののたためめにに役役にに立立つつ喜喜びびをを感感じじるる。。〈〈ハハッッピピーータタイイムム〉〉

・学級の係活動 ・給食当番活動（学活） ・ハートアップタイム ・縦割り班活動 ・清掃活動（児童会活動） ・スペシャル休み時間(地域交流） ・夢授業（年３回 生活科） ・6年生を送る会（児童会活動）

架架けけ橋橋期期にに期期待待すするる子子どどもものの姿姿

大 館 市 周囲の人々や環環境境とと主主体体的的にに関関わわりり、、学学ぶぶ喜喜びびやや楽楽ししささをを実実感感ししななががらら仲仲間間とと共共にに育育ちち合合うう子子どどもも

城城西西小小学学校校区区 豊豊かかなな体体験験をを通通ししてて、、学学ぶぶ喜喜びびやや楽楽ししささをを実実感感しし、、仲仲間間とと幸幸せせをを分分かかちち合合うう子子どどもも

小
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＜共通の視点＞

言葉で伝え合う力

共感・協働する力

城西小学校区
城西小学校

大館ホテヤこども園

大館ホテヤ第二こども園

宮の杜神明こども園

○○おお世世話話ににななっったた６６年年生生へへのの感感謝謝のの気気持持ちちをを伝伝ええるるたためめにに、、どどんんなな

ここととをを発発表表すするるかか話話しし合合いい、、協協力力しし合合っってて準準備備やや練練習習ををすするる。。

（（学学活活「「６６年年生生をを送送るる会会のの準準備備ををししよようう」」））

☆年長児との交流

・ ・ ・ ・

♥ ♥ ♥ ♥
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令和６年度　城西小学校区　架け橋期のカリキュラム全体計画（1年生4月〜3月）

　　　　　　本本気気ッッズズくくんん

登下校や縦割り班活動、運動会、ふるさとキャリアの活動などへの取組
を通して、地域の方々や他学年との関係づくりをするとともに、様々な
人に支えられていることに気付けるようにする。

職職員員のの交交流流
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行行事事・・FFCC
☆☆ここどどもものの交交

流流

子どもたちの活動の様子や頑張っている姿を伝え、家庭でも褒めたり認
めたりしてもらえるようにする。

規則正しい生活習慣づくりやメディアコントロール、読み聞かせや音
読、家庭学習など、継続する大切さを啓発していく。

学校行事や学年の活動、ＰＴＡ活動などの保護者ボランティアの教育的
価値を伝えて協力をお願いする。

新しく出会う先生や友達と一緒に活動する楽しさを感じながら
進んで関わろうとする。

子どもの頑張っていることやできるようになったこと、課題になること
を具体的に伝える。

子どもの思いを汲み取りながら、一人一人が安心感をもち落ち
着いて生活、学習できるように一緒に環境を工夫していく。

具体的な体験を通して、伝え合う、交流する、試行錯誤や繰り返す活動
を保障し、お互いのよさやそれぞれの気付きを共鳴させるようにする。

運動会などの取組を通して、頑張っている姿や友達と協力している姿を
価値付けし、意欲を高める。
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月月

自分や友達の成長に気付き、おお互互いいにに認認めめ合合いい、、相相手手のの
気気持持ちちをを尊尊重重ししななががらら、、自自信信ををももっってて活動や学習に取り
組む。

学学習習のの見見通通ししををももっってて、、積積極極的的にに友友達達のの話話をを聞聞きき、、質質問問やや感感想想をを述述べべ
てて学学習習ををつつなないいででいいくく。。

できるようになったことや、学級や家庭での役割が増えたことなど、自
分の成長に気付く。

ここれれままででのの学学習習やや経経験験をを生生かかしし、、事事柄柄のの順順序序にに沿沿っってて話話ししたたりり書書いいたた
りりすするる。。

小学校の生活や学習に見見通通ししををももっってて取取りり組組みみ、、目目的的やや
学学ぶぶ楽楽ししささをを友友達達とと共共有有し、意意欲欲的的にに活動や学習に取り
組む。

小小学学校校１１年年　　第第33期期

たくさんの友達との関わりの中で、相相手手のの思思いいやや願願いいをを
感感じじななががらら自自分分のの思思いいをを表表現現しし、、主主体体的的にに活動や学習に
取り組む。

88 99 1100 1111 1122 11 22

相相手手のの気気持持ちちをを考考ええたたりり自自分分のの行行動動をを振振りり返返っったたりりししてて、、気気持持
ちちをを調調整整ししななががらら楽楽ししくく生生活活ししよよううととすするる。。

話話しし手手がが知知ららせせたたいいここととやや自自分分がが聞聞ききたたいいここととをを、、落落ととささなないいよよううにに
注注意意ししてて聞聞くく。。

ししたたここととやや見見付付けけたたここととななどどをを、、姿姿勢勢やや口口形形、、発発声声やや発発音音にに気気
をを付付けけててははききははききとと話話すす。。

入学した喜びを共有し、意欲的に取り組もうとする姿を認め励
ましたり、子どもの話を共感しながら聞いたりして、温かな安
心できる学級づくりを工夫する。

生活リズムや持ち物など、子どもと一緒に話し合ったり確認したりしな
がら、進級に向けての準備をしてもらうようにする。

２学期始まりの準備物や生活リズムの回復について、協力をお願いす
る。

生活科「じぶんでできるよ」のねらいや内容を丁寧に伝え、継続してお
手伝いに取り組めるよう協力をお願いする。

子どもの成長について、家庭でも褒めたり認めたりしてもらうようお願
いする。

自信をもって進級できるように、子どもが自分では気付かない内面の成
長についても気付かせてもらうようにする。

自自分分ののよよささやや友友達達ののよよささにに気気付付きき、、互互いいにに認認めめ合合っってて、、得得意意ななここととをを
生生かかししななががらら役役割割をを果果たたししてていいここううととすするる。。

「6年生を送る会」や卒業式、修了式の準備や練習を通して異学年の児
童や家庭、地域への感謝の気持ちをもつ。

友友達達のの話話をを聞聞いいてて、、質質問問やや感感想想をを伝伝ええたたりり、、相相手手のの発発言言をを受受けけてて話話しし
ををつつなないいだだりりすするる。。

身近なことを話す語句の量を増やし、話や文章の中で使うとともに、語
彙を豊かにする。

縦割り班や異学年の子ども、幼児、高齢者など、関わりを段階的に広げ
多くの人と交流することで、相手意識をもって行動できるようにする。

友達と話し合って考えをまとめたり、試行錯誤したり、振り返ったりす
る時間を十分に確保し、満足感や達成感をもてるようにする。

体験入学では新１年生が入学を楽しみにするような活動を工夫できるよ
うにする。

「ありがとうカード」や「なの花カード」を交換し、お互いのよさを実
感できるようにする。

各教科を通して、１年間の成長を認め、２年生の学習や生活への意欲を
高める。

１年間の成長に気付き、自分や友達のよさを実感できるように、子ども
の作品やカード、写真などを掲示する。

学級集会や城西ふれあいフェスティバルなど、共通の目的に向かって活
動することで、思いを伝え合い協力して創り上げる体験をもてるように
する。

新しい1年生に学校のことをわかりやすく伝えるために、方法を工夫す
る。

伝伝ええたたいいここととのの順順序序にに気気をを付付けけてて分分かかりりややすすくく伝伝ええたたりり、、理理由由をを付付けけ
てて説説明明ししたたりりすするる。。

既習を活用したり、ペアやグループで相談したりして、よりよい考えを
見付ける。

友友達達ののよよいいととこころろをを見見付付けけてて、、おお互互いいののよよささをを認認めめ合合いい、、温温かかいい学学級級
ををつつくくろろううととすするる。。

友達や家族、地域の方に感謝し、みんなの役に立つ喜びを感じながら自
分の役割を果たそうとする。

１年間の予定や１週間毎の具体的な予定を丁寧に伝え、保護者
が見通しをもてるようにする。

連絡帳や通信などで子どもの様子を伝え、保護者が安心できる
ようにするとともに、家庭でも話題にし、褒めたり認めたりし
てもらえるようにする。

幼児期とのつながりを考慮し、幼児期に親しんだ活動を取り入
れ、自信をもって活動できるようにする。

生活科を中心とした関連的な指導を行ったり弾力的に時間割を
工夫したりする。

学校の方針、１年生の目指す姿やスタートカリキュラム、重点
施策等について伝え、理解を得る。

学学びび合合いいのの約約束束をを生生かかししてて自自分分のの思思いいをを表表現現ししたたりり友友達達とと伝伝ええ
合合っったたりりすするる。。

楽しく生活するために大切なこと（元気のよい返事や気持ちを
込めた挨拶等）のよさを実感し、進んで実践する。

小学校の生活や新しい学習に興味をもって取り組
み、学学級級のの友友達達やや上上級級生生、、先先生生とと進進んんでで触触れれ合合
いい、楽しく、安心して生活する。

学校生活のリズムが身に付き、活動に見通しをもって準備したり約束や
ルールを守って行動したりする。

自自分分のの伝伝ええたたいい相相手手にに応応じじてて言言葉葉やや方方法法をを選選んんだだりり、、事事柄柄のの順順序序をを考考
ええたたりりししてて話話すす。。

経験したことや身に付けたことを活用したり友達の見方や考え方を取り
入れたりしながら課題を解決する。

友友達達とと一一緒緒にに活活動動すするる中中でで、、おお互互いいをを理理解解しし、、連連帯帯感感やや所所属属感感をを深深めめ
るる。。

学校を支えている方々や地域の方などいろいろな人と関わることを楽し
み、地域への親しみを深める。

学学級級のの友友達達とと一一緒緒にに活活動動すするる楽楽ししささやや様様々々なな考考ええにに触触れれるる喜喜びび
をを味味わわうう。。
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小小学学校校１１年年　　第第２２期期

入学式 1年生を迎える会 学校探検

縦割り清掃班スタート集会
交通安全教室・下校指導(オレンジ隊)

PTA授業参観・懇談会

運動会 地域訪問

夏休み

終業式

幼保小連携推進会議 幼保小担任研修会
保育体験

夏季研修会

ことばとまなび

の小テスト

給食開始

就学前施設職員授業参観・懇談会参加

○○新新ししいい友友達達とと思思いいをを伝伝ええ合合っったたりり、、進進んんでで関関わわっっ

たたりりすするる。。

・自分の好きな物や得意なことなど、伝えたいことを

考えて自己紹介カードを作り、友達と交流する。

（（国国語語「「どどううぞぞよよろろししくく」」「「ななんんてていいおおううかかなな」」））

・歌ったり踊ったりしながら友達と交流し合う。

（（音音楽楽「「ううたたででおおどどっっててななかかよよくくししよようう」」））

・楽しく生活するためのルールやマナーを話し合い、

守って友達となかよく遊ぶ。

（（生生活活「「みみんんななととななかかよよくくななりりたたいいなな」」））

・学校生活で楽しみなことを発表し合う。

（（道道徳徳「「ががっっここううだだいいすすきき」」））

・友達と仲よくすることのよさや助け合うことの大切

さを考えすすんで関わる。（（道道徳徳「「ななかかよよくくねね」」））

○○友友達達とと遊遊びび方方ややルルーールルをを考考ええてて伝伝ええ合合いい、、工工

夫夫ししたたりり協協力力しし合合っったたりりししてて遊遊ぶぶ。

・遊具や自然を使った遊びを考え、ルールやマナー

を守って仲良く遊ぶ。

（（生生活活「「ここううええんんででああそそぼぼうう」」））

・水を使った遊びを考え、友達と比べたり試したり

繰り返したりして工夫して遊びながら、水の性質

の不思議さに気付く。

（（生生活活「「みみずずででああそそぼぼうう」」））

★年長児との交流活動

・友達の話に応答したり、感想を伝えたりする。

（（国国語語「「よよくくききいいててははななそそうう」」））

・自分や友達のよさを見付けて認め合う。

（（道道徳徳「「みみんんななじじょょううずず」」））

○○学学校校のの施施設設やや友友達達、、先先生生にに関関心心ををももっってて交交流流しし

たたりり調調べべたたりりししてて、、見見付付けけたたいいここととをを伝伝ええ合合うう。。

（（生生活活「「ががっっここううののここととががししりりたたいいなな」」

「「学学校校たたんんけけんんををししよようう」」））

・場に応じた挨拶や言葉遣いを考え、伝え合う。

（（国国語語「「ななんんてていいおおううかかなな」」））

・探検して見付けたことを友達と絵や言葉で伝え

合う。

（（生生活活「「学学校校ででみみつつけけたたここととををつつたたええよようう」」

国国語語「「ここんんななももののみみつつけけたたよよ」」））

・学校にいる人たちと繰り返し関わり、自分たち

を支えてくれている人がいることに気付く。

（（生生活活「「学学校校ににいいるる人人たたちちととななかかよよくくななろろうう」」））

どどううぞぞよよろろししくく

みみんんななとと伝伝ええ合合おおうう

学学校校 大大すすきき みみんんななななかかまま

自自分分のの役役割割ををややりり遂遂げげよようう

授業参観

情報交換会

PTA授業参観・個人面談

みみんんななででハハッッピピーーににななろろうう

〇〇城城西西ふふれれああいいフフェェスステティィババルルにに向向けけてて内内容容やや役役割割

ななどどをを話話しし合合いい、、協協力力しし合合っってて創創るる。。

（（学学校校行行事事「「城城西西ふふれれああいいフフェェスステティィババルル」」））

・フェスティバルの目標や発表の内容、役割等を話し

合って決める。

（（学学活活「「フフェェスステティィババルルにに向向かかっっててががんんばばろろうう」」））

・劇の登場人物のセリフや動きを話し合い練習する。

（（国国語語「「おおははななししををたたののししももうう」」））

・背景や大道具、小道具など、必要な物を話し合い、

資料などから情報を集めたり友達と分担したりして

協力して作る。

（（図図工工「「ははっってて かかささねねてて……」」））

・活動を振り返り、認め合う。

フフェェスステティィババルルににむむかかっってて

〇〇身身近近なな秋秋のの自自然然とと関関わわりり、、そそれれをを生生かかししてて遊遊びびなながが

らら夏夏ととのの違違いいにに気気付付きき友友達達とと伝伝ええ合合っったたりり、、年年長長児児

ととのの遊遊びび方方をを工工夫夫ししてて進進んんでで関関わわっったたりりすするる。。

生生活活「「たたののししいいああききいいっっぱぱいい」」～～いいっっししょょににああそそぼぼうう～～

・校庭や公園で秋の素材を集めたり、遊んだりする。

・木の実や葉などでおもちゃを作って遊ぶ。

・年長児が楽しめるおもちゃを工夫して作る。

・遊び方やルールを工夫し、楽しく遊べるように考える。

・年長児への説明の仕方を工夫し、分かりやすく伝える。

・年長児に楽しんでもらえるような話し方や接し方を考

えて進んで関わる。

・活動を振り返り、お互いのがんばりやよさを認め合い

自分自身の成長に気付く。

ああききののおおももちちゃゃフフェェスステティィババルルををつつくくろろうう

〇〇１１年年間間のの学学習習やや生生活活をを振振りり返返りり、、自自分分やや友友達達ののでで

ききるるよよううににななっったたここととななどどにに気気付付きき、、２２年年生生へへのの

期期待待やや意意欲欲ををももつつ。。

・新しい１年生を招待し、学校のことを教えたり一緒

に遊んだりする。

・新しい１年生のために教室をきれいにしたり、絵日

記や飾りを作ったりする。

（（生生活活「「ももううすすぐぐ２２年年生生」」））

・楽しかった思い出を絵日記に書き伝え合う。

（（国国語語「「いいいいこことといいっっぱぱいい１１年年生生」」））

・お世話になった方や家族などに手紙を書く。

（（道道徳徳「「みみんんなな みみんんなな あありりががととうう」」））

・１年生のお楽しみ会を計画して実践し、次の学年へ

の意欲を高める。

（（学学活活「「おお楽楽ししみみ会会ををししよようう」」））

・春休みを安全に楽しく過ごすにはどのようにしたら

よいか考え、実践する。

（（学学活活「「春春休休みみをを楽楽ししくく過過ごごそそうう」」））

始業式 城城西西ふふれれああいい

フフェェスステティィババルル

就学時健診

小学校市教研総合研への参加幼幼保保小小中中連連携携メメデディィアアココンントトロローールル週週間間

☆年長児との交流
終業式

冬休み

秋の校外学習
始業式

スキー授業

教職員研究

実践発表会
情報交換会 要要録録・・個個別別のの教教育育・・

保保育育支支援援計計画画のの活活用用

☆体験入学 ６年生を送る会

卒業式 修了式
下校指導(オレンジ隊)～２月

＜＜朝朝のの会会・・帰帰りりのの会会＞＞ ＜＜かかががややききタタイイムム＞＞ 〈〈ななかかよよししタタイイムム・・本本気気ッッズズタタイイムム〉〉

・元気に挨拶したり、みんなと仲よく歌ったりしながらクラスの一体感を味わう。 ・学習を振り返り、学んだことや友達のよさ、もっと考えて ・自分の考えを言葉や図に表し、友達と考えを伝え合う。

・自分の頑張りや楽しかったこと、友達のよさを発表する。 みたいことなどを伝え合う。 ・自分とは異なる友達の考えも認め、よりより考え方を

○○自自分分にに出出来来るるここととをを考考ええてて友友達達とと協協力力しし合合いいななががらら進進んんでで活活動動しし、、みみんんななののたためめにに役役にに立立つつ喜喜びびをを感感じじるる。。〈〈ハハッッピピーータタイイムム〉〉

・学級の係活動 ・給食当番活動（学活） ・ハートアップタイム ・縦割り班活動 ・清掃活動（児童会活動） ・スペシャル休み時間(地域交流） ・夢授業（年３回 生活科） ・6年生を送る会（児童会活動）

架架けけ橋橋期期にに期期待待すするる子子どどもものの姿姿

大 館 市 周囲の人々や環環境境とと主主体体的的にに関関わわりり、、学学ぶぶ喜喜びびやや楽楽ししささをを実実感感ししななががらら仲仲間間とと共共にに育育ちち合合うう子子どどもも

城城西西小小学学校校区区 豊豊かかなな体体験験をを通通ししてて、、学学ぶぶ喜喜びびやや楽楽ししささをを実実感感しし、、仲仲間間とと幸幸せせをを分分かかちち合合うう子子どどもも

小
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で
目
指
す
子
ど
も
の
姿

共
通
し
て
充
実
を
目
指
す
活
動
・
体
験

言

葉

で

伝

え

合

う

力

共

感

・

協

働

す

る

力

＜共通の視点＞

言葉で伝え合う力

共感・協働する力

城西小学校区
城西小学校

大館ホテヤこども園

大館ホテヤ第二こども園

宮の杜神明こども園

○○おお世世話話ににななっったた６６年年生生へへのの感感謝謝のの気気持持ちちをを伝伝ええるるたためめにに、、どどんんなな

ここととをを発発表表すするるかか話話しし合合いい、、協協力力しし合合っってて準準備備やや練練習習ををすするる。。

（（学学活活「「６６年年生生をを送送るる会会のの準準備備ををししよようう」」））

☆年長児との交流

・ ・ ・ ・

♥ ♥ ♥ ♥

・ ・ ・ ・

♥ ♥ ♥ ♥

♥ ・ ・ ・

♥ ♥ ♥ ♥

・ ・ ・ ・

　 　

☆ ☆ ☆ ☆

☆

☆ ☆ ☆

☆

○ ○

○ ○

○

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

令和６年度　城西小学校区　架け橋期のカリキュラム全体計画（1年生4月〜3月）

　　　　　　本本気気ッッズズくくんん

登下校や縦割り班活動、運動会、ふるさとキャリアの活動などへの取組
を通して、地域の方々や他学年との関係づくりをするとともに、様々な
人に支えられていることに気付けるようにする。

職職員員のの交交流流
他他

☆☆
援援
助助
のの
ポポ
イイ
ンン
トト

◯◯
環環
境境
のの
構構
成成

家家
庭庭
とと
のの
連連
携携

期期

♥♥
重重
点点

ねね
らら
いい

知知
識識
及及
びび
技技
能能

  
  
  
のの
基基
礎礎

思思

考考

力力

・・

判判

断断

力力

・・

表表

現現

力力

のの

基基

礎礎

学学

びび

にに

向向

かか

うう

力力

・・

人人

間間

性性

等等

行行事事・・FFCC
☆☆ここどどもものの交交

流流

子どもたちの活動の様子や頑張っている姿を伝え、家庭でも褒めたり認
めたりしてもらえるようにする。

規則正しい生活習慣づくりやメディアコントロール、読み聞かせや音
読、家庭学習など、継続する大切さを啓発していく。

学校行事や学年の活動、ＰＴＡ活動などの保護者ボランティアの教育的
価値を伝えて協力をお願いする。

新しく出会う先生や友達と一緒に活動する楽しさを感じながら
進んで関わろうとする。

子どもの頑張っていることやできるようになったこと、課題になること
を具体的に伝える。

子どもの思いを汲み取りながら、一人一人が安心感をもち落ち
着いて生活、学習できるように一緒に環境を工夫していく。

具体的な体験を通して、伝え合う、交流する、試行錯誤や繰り返す活動
を保障し、お互いのよさやそれぞれの気付きを共鳴させるようにする。

運動会などの取組を通して、頑張っている姿や友達と協力している姿を
価値付けし、意欲を高める。
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月月

自分や友達の成長に気付き、おお互互いいにに認認めめ合合いい、、相相手手のの
気気持持ちちをを尊尊重重ししななががらら、、自自信信ををももっってて活動や学習に取り
組む。

学学習習のの見見通通ししををももっってて、、積積極極的的にに友友達達のの話話をを聞聞きき、、質質問問やや感感想想をを述述べべ
てて学学習習ををつつなないいででいいくく。。

できるようになったことや、学級や家庭での役割が増えたことなど、自
分の成長に気付く。

ここれれままででのの学学習習やや経経験験をを生生かかしし、、事事柄柄のの順順序序にに沿沿っってて話話ししたたりり書書いいたた
りりすするる。。

小学校の生活や学習に見見通通ししををももっってて取取りり組組みみ、、目目的的やや
学学ぶぶ楽楽ししささをを友友達達とと共共有有し、意意欲欲的的にに活動や学習に取り
組む。

小小学学校校１１年年　　第第33期期

たくさんの友達との関わりの中で、相相手手のの思思いいやや願願いいをを
感感じじななががらら自自分分のの思思いいをを表表現現しし、、主主体体的的にに活動や学習に
取り組む。

88 99 1100 1111 1122 11 22

相相手手のの気気持持ちちをを考考ええたたりり自自分分のの行行動動をを振振りり返返っったたりりししてて、、気気持持
ちちをを調調整整ししななががらら楽楽ししくく生生活活ししよよううととすするる。。

話話しし手手がが知知ららせせたたいいここととやや自自分分がが聞聞ききたたいいここととをを、、落落ととささなないいよよううにに
注注意意ししてて聞聞くく。。

ししたたここととやや見見付付けけたたここととななどどをを、、姿姿勢勢やや口口形形、、発発声声やや発発音音にに気気
をを付付けけててははききははききとと話話すす。。

入学した喜びを共有し、意欲的に取り組もうとする姿を認め励
ましたり、子どもの話を共感しながら聞いたりして、温かな安
心できる学級づくりを工夫する。

生活リズムや持ち物など、子どもと一緒に話し合ったり確認したりしな
がら、進級に向けての準備をしてもらうようにする。

２学期始まりの準備物や生活リズムの回復について、協力をお願いす
る。

生活科「じぶんでできるよ」のねらいや内容を丁寧に伝え、継続してお
手伝いに取り組めるよう協力をお願いする。

子どもの成長について、家庭でも褒めたり認めたりしてもらうようお願
いする。

自信をもって進級できるように、子どもが自分では気付かない内面の成
長についても気付かせてもらうようにする。

自自分分ののよよささやや友友達達ののよよささにに気気付付きき、、互互いいにに認認めめ合合っってて、、得得意意ななここととをを
生生かかししななががらら役役割割をを果果たたししてていいここううととすするる。。

「6年生を送る会」や卒業式、修了式の準備や練習を通して異学年の児
童や家庭、地域への感謝の気持ちをもつ。

友友達達のの話話をを聞聞いいてて、、質質問問やや感感想想をを伝伝ええたたりり、、相相手手のの発発言言をを受受けけてて話話しし
ををつつなないいだだりりすするる。。

身近なことを話す語句の量を増やし、話や文章の中で使うとともに、語
彙を豊かにする。

縦割り班や異学年の子ども、幼児、高齢者など、関わりを段階的に広げ
多くの人と交流することで、相手意識をもって行動できるようにする。

友達と話し合って考えをまとめたり、試行錯誤したり、振り返ったりす
る時間を十分に確保し、満足感や達成感をもてるようにする。

体験入学では新１年生が入学を楽しみにするような活動を工夫できるよ
うにする。

「ありがとうカード」や「なの花カード」を交換し、お互いのよさを実
感できるようにする。

各教科を通して、１年間の成長を認め、２年生の学習や生活への意欲を
高める。

１年間の成長に気付き、自分や友達のよさを実感できるように、子ども
の作品やカード、写真などを掲示する。

学級集会や城西ふれあいフェスティバルなど、共通の目的に向かって活
動することで、思いを伝え合い協力して創り上げる体験をもてるように
する。

新しい1年生に学校のことをわかりやすく伝えるために、方法を工夫す
る。

伝伝ええたたいいここととのの順順序序にに気気をを付付けけてて分分かかりりややすすくく伝伝ええたたりり、、理理由由をを付付けけ
てて説説明明ししたたりりすするる。。

既習を活用したり、ペアやグループで相談したりして、よりよい考えを
見付ける。

友友達達ののよよいいととこころろをを見見付付けけてて、、おお互互いいののよよささをを認認めめ合合いい、、温温かかいい学学級級
ををつつくくろろううととすするる。。

友達や家族、地域の方に感謝し、みんなの役に立つ喜びを感じながら自
分の役割を果たそうとする。

１年間の予定や１週間毎の具体的な予定を丁寧に伝え、保護者
が見通しをもてるようにする。

連絡帳や通信などで子どもの様子を伝え、保護者が安心できる
ようにするとともに、家庭でも話題にし、褒めたり認めたりし
てもらえるようにする。

幼児期とのつながりを考慮し、幼児期に親しんだ活動を取り入
れ、自信をもって活動できるようにする。

生活科を中心とした関連的な指導を行ったり弾力的に時間割を
工夫したりする。

学校の方針、１年生の目指す姿やスタートカリキュラム、重点
施策等について伝え、理解を得る。

学学びび合合いいのの約約束束をを生生かかししてて自自分分のの思思いいをを表表現現ししたたりり友友達達とと伝伝ええ
合合っったたりりすするる。。

楽しく生活するために大切なこと（元気のよい返事や気持ちを
込めた挨拶等）のよさを実感し、進んで実践する。

小学校の生活や新しい学習に興味をもって取り組
み、学学級級のの友友達達やや上上級級生生、、先先生生とと進進んんでで触触れれ合合
いい、楽しく、安心して生活する。

学校生活のリズムが身に付き、活動に見通しをもって準備したり約束や
ルールを守って行動したりする。

自自分分のの伝伝ええたたいい相相手手にに応応じじてて言言葉葉やや方方法法をを選選んんだだりり、、事事柄柄のの順順序序をを考考
ええたたりりししてて話話すす。。

経験したことや身に付けたことを活用したり友達の見方や考え方を取り
入れたりしながら課題を解決する。

友友達達とと一一緒緒にに活活動動すするる中中でで、、おお互互いいをを理理解解しし、、連連帯帯感感やや所所属属感感をを深深めめ
るる。。

学校を支えている方々や地域の方などいろいろな人と関わることを楽し
み、地域への親しみを深める。

学学級級のの友友達達とと一一緒緒にに活活動動すするる楽楽ししささやや様様々々なな考考ええにに触触れれるる喜喜びび
をを味味わわうう。。
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55 66 77

小小学学校校１１年年　　第第２２期期

入学式 1年生を迎える会 学校探検

縦割り清掃班スタート集会
交通安全教室・下校指導(オレンジ隊)

PTA授業参観・懇談会

運動会 地域訪問

夏休み

終業式

幼保小連携推進会議 幼保小担任研修会
保育体験

夏季研修会

ことばとまなび

の小テスト

給食開始

就学前施設職員授業参観・懇談会参加

○○新新ししいい友友達達とと思思いいをを伝伝ええ合合っったたりり、、進進んんでで関関わわっっ

たたりりすするる。。

・自分の好きな物や得意なことなど、伝えたいことを

考えて自己紹介カードを作り、友達と交流する。

（（国国語語「「どどううぞぞよよろろししくく」」「「ななんんてていいおおううかかなな」」））

・歌ったり踊ったりしながら友達と交流し合う。

（（音音楽楽「「ううたたででおおどどっっててななかかよよくくししよようう」」））

・楽しく生活するためのルールやマナーを話し合い、

守って友達となかよく遊ぶ。

（（生生活活「「みみんんななととななかかよよくくななりりたたいいなな」」））

・学校生活で楽しみなことを発表し合う。

（（道道徳徳「「ががっっここううだだいいすすきき」」））

・友達と仲よくすることのよさや助け合うことの大切

さを考えすすんで関わる。（（道道徳徳「「ななかかよよくくねね」」））

○○友友達達とと遊遊びび方方ややルルーールルをを考考ええてて伝伝ええ合合いい、、工工

夫夫ししたたりり協協力力しし合合っったたりりししてて遊遊ぶぶ。

・遊具や自然を使った遊びを考え、ルールやマナー

を守って仲良く遊ぶ。

（（生生活活「「ここううええんんででああそそぼぼうう」」））

・水を使った遊びを考え、友達と比べたり試したり

繰り返したりして工夫して遊びながら、水の性質

の不思議さに気付く。

（（生生活活「「みみずずででああそそぼぼうう」」））

★年長児との交流活動

・友達の話に応答したり、感想を伝えたりする。

（（国国語語「「よよくくききいいててははななそそうう」」））

・自分や友達のよさを見付けて認め合う。

（（道道徳徳「「みみんんななじじょょううずず」」））

○○学学校校のの施施設設やや友友達達、、先先生生にに関関心心ををももっってて交交流流しし

たたりり調調べべたたりりししてて、、見見付付けけたたいいここととをを伝伝ええ合合うう。。

（（生生活活「「ががっっここううののここととががししりりたたいいなな」」

「「学学校校たたんんけけんんををししよようう」」））

・場に応じた挨拶や言葉遣いを考え、伝え合う。

（（国国語語「「ななんんてていいおおううかかなな」」））

・探検して見付けたことを友達と絵や言葉で伝え

合う。

（（生生活活「「学学校校ででみみつつけけたたここととををつつたたええよようう」」

国国語語「「ここんんななももののみみつつけけたたよよ」」））

・学校にいる人たちと繰り返し関わり、自分たち

を支えてくれている人がいることに気付く。

（（生生活活「「学学校校ににいいるる人人たたちちととななかかよよくくななろろうう」」））

どどううぞぞよよろろししくく

みみんんななとと伝伝ええ合合おおうう

学学校校 大大すすきき みみんんななななかかまま

自自分分のの役役割割ををややりり遂遂げげよようう

授業参観

情報交換会

PTA授業参観・個人面談

みみんんななででハハッッピピーーににななろろうう

〇〇城城西西ふふれれああいいフフェェスステティィババルルにに向向けけてて内内容容やや役役割割

ななどどをを話話しし合合いい、、協協力力しし合合っってて創創るる。。

（（学学校校行行事事「「城城西西ふふれれああいいフフェェスステティィババルル」」））

・フェスティバルの目標や発表の内容、役割等を話し

合って決める。

（（学学活活「「フフェェスステティィババルルにに向向かかっっててががんんばばろろうう」」））

・劇の登場人物のセリフや動きを話し合い練習する。

（（国国語語「「おおははななししををたたののししももうう」」））

・背景や大道具、小道具など、必要な物を話し合い、

資料などから情報を集めたり友達と分担したりして

協力して作る。

（（図図工工「「ははっってて かかささねねてて……」」））

・活動を振り返り、認め合う。

フフェェスステティィババルルににむむかかっってて

〇〇身身近近なな秋秋のの自自然然とと関関わわりり、、そそれれをを生生かかししてて遊遊びびなながが

らら夏夏ととのの違違いいにに気気付付きき友友達達とと伝伝ええ合合っったたりり、、年年長長児児

ととのの遊遊びび方方をを工工夫夫ししてて進進んんでで関関わわっったたりりすするる。。

生生活活「「たたののししいいああききいいっっぱぱいい」」～～いいっっししょょににああそそぼぼうう～～

・校庭や公園で秋の素材を集めたり、遊んだりする。

・木の実や葉などでおもちゃを作って遊ぶ。

・年長児が楽しめるおもちゃを工夫して作る。

・遊び方やルールを工夫し、楽しく遊べるように考える。

・年長児への説明の仕方を工夫し、分かりやすく伝える。

・年長児に楽しんでもらえるような話し方や接し方を考

えて進んで関わる。

・活動を振り返り、お互いのがんばりやよさを認め合い

自分自身の成長に気付く。

ああききののおおももちちゃゃフフェェスステティィババルルををつつくくろろうう

〇〇１１年年間間のの学学習習やや生生活活をを振振りり返返りり、、自自分分やや友友達達ののでで

ききるるよよううににななっったたここととななどどにに気気付付きき、、２２年年生生へへのの

期期待待やや意意欲欲ををももつつ。。

・新しい１年生を招待し、学校のことを教えたり一緒

に遊んだりする。

・新しい１年生のために教室をきれいにしたり、絵日

記や飾りを作ったりする。

（（生生活活「「ももううすすぐぐ２２年年生生」」））

・楽しかった思い出を絵日記に書き伝え合う。

（（国国語語「「いいいいこことといいっっぱぱいい１１年年生生」」））

・お世話になった方や家族などに手紙を書く。

（（道道徳徳「「みみんんなな みみんんなな あありりががととうう」」））

・１年生のお楽しみ会を計画して実践し、次の学年へ

の意欲を高める。

（（学学活活「「おお楽楽ししみみ会会ををししよようう」」））

・春休みを安全に楽しく過ごすにはどのようにしたら

よいか考え、実践する。

（（学学活活「「春春休休みみをを楽楽ししくく過過ごごそそうう」」））

始業式 城城西西ふふれれああいい

フフェェスステティィババルル

就学時健診

小学校市教研総合研への参加幼幼保保小小中中連連携携メメデディィアアココンントトロローールル週週間間

☆年長児との交流
終業式

冬休み

秋の校外学習
始業式

スキー授業

教職員研究

実践発表会
情報交換会 要要録録・・個個別別のの教教育育・・

保保育育支支援援計計画画のの活活用用

☆体験入学 ６年生を送る会

卒業式 修了式
下校指導(オレンジ隊)～２月

＜＜朝朝のの会会・・帰帰りりのの会会＞＞ ＜＜かかががややききタタイイムム＞＞ 〈〈ななかかよよししタタイイムム・・本本気気ッッズズタタイイムム〉〉

・元気に挨拶したり、みんなと仲よく歌ったりしながらクラスの一体感を味わう。 ・学習を振り返り、学んだことや友達のよさ、もっと考えて ・自分の考えを言葉や図に表し、友達と考えを伝え合う。

・自分の頑張りや楽しかったこと、友達のよさを発表する。 みたいことなどを伝え合う。 ・自分とは異なる友達の考えも認め、よりより考え方を

○○自自分分にに出出来来るるここととをを考考ええてて友友達達とと協協力力しし合合いいななががらら進進んんでで活活動動しし、、みみんんななののたためめにに役役にに立立つつ喜喜びびをを感感じじるる。。〈〈ハハッッピピーータタイイムム〉〉

・学級の係活動 ・給食当番活動（学活） ・ハートアップタイム ・縦割り班活動 ・清掃活動（児童会活動） ・スペシャル休み時間(地域交流） ・夢授業（年３回 生活科） ・6年生を送る会（児童会活動）

架架けけ橋橋期期にに期期待待すするる子子どどもものの姿姿

大 館 市 周囲の人々や環環境境とと主主体体的的にに関関わわりり、、学学ぶぶ喜喜びびやや楽楽ししささをを実実感感ししななががらら仲仲間間とと共共にに育育ちち合合うう子子どどもも

城城西西小小学学校校区区 豊豊かかなな体体験験をを通通ししてて、、学学ぶぶ喜喜びびやや楽楽ししささをを実実感感しし、、仲仲間間とと幸幸せせをを分分かかちち合合うう子子どどもも

小
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力

＜共通の視点＞

言葉で伝え合う力

共感・協働する力

城西小学校区
城西小学校

大館ホテヤこども園

大館ホテヤ第二こども園

宮の杜神明こども園

○○おお世世話話ににななっったた６６年年生生へへのの感感謝謝のの気気持持ちちをを伝伝ええるるたためめにに、、どどんんなな

ここととをを発発表表すするるかか話話しし合合いい、、協協力力しし合合っってて準準備備やや練練習習ををすするる。。

（（学学活活「「６６年年生生をを送送るる会会のの準準備備ををししよようう」」））

☆年長児との交流

・ ・ ・ ・

♥ ♥ ♥ ♥

・ ・ ・ ・

♥ ♥ ♥ ♥

♥ ・ ・ ・

♥ ♥ ♥ ♥

・ ・ ・ ・
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☆

☆ ☆ ☆

☆

○ ○

○ ○

○

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

令和６年度　城西小学校区　架け橋期のカリキュラム全体計画（1年生4月〜3月）

　　　　　　本本気気ッッズズくくんん

登下校や縦割り班活動、運動会、ふるさとキャリアの活動などへの取組
を通して、地域の方々や他学年との関係づくりをするとともに、様々な
人に支えられていることに気付けるようにする。

職職員員のの交交流流
他他
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等等

行行事事・・FFCC
☆☆ここどどもものの交交

流流

子どもたちの活動の様子や頑張っている姿を伝え、家庭でも褒めたり認
めたりしてもらえるようにする。

規則正しい生活習慣づくりやメディアコントロール、読み聞かせや音
読、家庭学習など、継続する大切さを啓発していく。

学校行事や学年の活動、ＰＴＡ活動などの保護者ボランティアの教育的
価値を伝えて協力をお願いする。

新しく出会う先生や友達と一緒に活動する楽しさを感じながら
進んで関わろうとする。

子どもの頑張っていることやできるようになったこと、課題になること
を具体的に伝える。

子どもの思いを汲み取りながら、一人一人が安心感をもち落ち
着いて生活、学習できるように一緒に環境を工夫していく。

具体的な体験を通して、伝え合う、交流する、試行錯誤や繰り返す活動
を保障し、お互いのよさやそれぞれの気付きを共鳴させるようにする。

運動会などの取組を通して、頑張っている姿や友達と協力している姿を
価値付けし、意欲を高める。
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月月

自分や友達の成長に気付き、おお互互いいにに認認めめ合合いい、、相相手手のの
気気持持ちちをを尊尊重重ししななががらら、、自自信信ををももっってて活動や学習に取り
組む。

学学習習のの見見通通ししををももっってて、、積積極極的的にに友友達達のの話話をを聞聞きき、、質質問問やや感感想想をを述述べべ
てて学学習習ををつつなないいででいいくく。。

できるようになったことや、学級や家庭での役割が増えたことなど、自
分の成長に気付く。

ここれれままででのの学学習習やや経経験験をを生生かかしし、、事事柄柄のの順順序序にに沿沿っってて話話ししたたりり書書いいたた
りりすするる。。

小学校の生活や学習に見見通通ししををももっってて取取りり組組みみ、、目目的的やや
学学ぶぶ楽楽ししささをを友友達達とと共共有有し、意意欲欲的的にに活動や学習に取り
組む。

小小学学校校１１年年　　第第33期期

たくさんの友達との関わりの中で、相相手手のの思思いいやや願願いいをを
感感じじななががらら自自分分のの思思いいをを表表現現しし、、主主体体的的にに活動や学習に
取り組む。

88 99 1100 1111 1122 11 22

相相手手のの気気持持ちちをを考考ええたたりり自自分分のの行行動動をを振振りり返返っったたりりししてて、、気気持持
ちちをを調調整整ししななががらら楽楽ししくく生生活活ししよよううととすするる。。

話話しし手手がが知知ららせせたたいいここととやや自自分分がが聞聞ききたたいいここととをを、、落落ととささなないいよよううにに
注注意意ししてて聞聞くく。。

ししたたここととやや見見付付けけたたここととななどどをを、、姿姿勢勢やや口口形形、、発発声声やや発発音音にに気気
をを付付けけててははききははききとと話話すす。。

入学した喜びを共有し、意欲的に取り組もうとする姿を認め励
ましたり、子どもの話を共感しながら聞いたりして、温かな安
心できる学級づくりを工夫する。

生活リズムや持ち物など、子どもと一緒に話し合ったり確認したりしな
がら、進級に向けての準備をしてもらうようにする。

２学期始まりの準備物や生活リズムの回復について、協力をお願いす
る。

生活科「じぶんでできるよ」のねらいや内容を丁寧に伝え、継続してお
手伝いに取り組めるよう協力をお願いする。

子どもの成長について、家庭でも褒めたり認めたりしてもらうようお願
いする。

自信をもって進級できるように、子どもが自分では気付かない内面の成
長についても気付かせてもらうようにする。

自自分分ののよよささやや友友達達ののよよささにに気気付付きき、、互互いいにに認認めめ合合っってて、、得得意意ななここととをを
生生かかししななががらら役役割割をを果果たたししてていいここううととすするる。。

「6年生を送る会」や卒業式、修了式の準備や練習を通して異学年の児
童や家庭、地域への感謝の気持ちをもつ。

友友達達のの話話をを聞聞いいてて、、質質問問やや感感想想をを伝伝ええたたりり、、相相手手のの発発言言をを受受けけてて話話しし
ををつつなないいだだりりすするる。。

身近なことを話す語句の量を増やし、話や文章の中で使うとともに、語
彙を豊かにする。

縦割り班や異学年の子ども、幼児、高齢者など、関わりを段階的に広げ
多くの人と交流することで、相手意識をもって行動できるようにする。

友達と話し合って考えをまとめたり、試行錯誤したり、振り返ったりす
る時間を十分に確保し、満足感や達成感をもてるようにする。

体験入学では新１年生が入学を楽しみにするような活動を工夫できるよ
うにする。

「ありがとうカード」や「なの花カード」を交換し、お互いのよさを実
感できるようにする。

各教科を通して、１年間の成長を認め、２年生の学習や生活への意欲を
高める。

１年間の成長に気付き、自分や友達のよさを実感できるように、子ども
の作品やカード、写真などを掲示する。

学級集会や城西ふれあいフェスティバルなど、共通の目的に向かって活
動することで、思いを伝え合い協力して創り上げる体験をもてるように
する。

新しい1年生に学校のことをわかりやすく伝えるために、方法を工夫す
る。

伝伝ええたたいいここととのの順順序序にに気気をを付付けけてて分分かかりりややすすくく伝伝ええたたりり、、理理由由をを付付けけ
てて説説明明ししたたりりすするる。。

既習を活用したり、ペアやグループで相談したりして、よりよい考えを
見付ける。

友友達達ののよよいいととこころろをを見見付付けけてて、、おお互互いいののよよささをを認認めめ合合いい、、温温かかいい学学級級
ををつつくくろろううととすするる。。

友達や家族、地域の方に感謝し、みんなの役に立つ喜びを感じながら自
分の役割を果たそうとする。

１年間の予定や１週間毎の具体的な予定を丁寧に伝え、保護者
が見通しをもてるようにする。

連絡帳や通信などで子どもの様子を伝え、保護者が安心できる
ようにするとともに、家庭でも話題にし、褒めたり認めたりし
てもらえるようにする。

幼児期とのつながりを考慮し、幼児期に親しんだ活動を取り入
れ、自信をもって活動できるようにする。

生活科を中心とした関連的な指導を行ったり弾力的に時間割を
工夫したりする。

学校の方針、１年生の目指す姿やスタートカリキュラム、重点
施策等について伝え、理解を得る。

学学びび合合いいのの約約束束をを生生かかししてて自自分分のの思思いいをを表表現現ししたたりり友友達達とと伝伝ええ
合合っったたりりすするる。。

楽しく生活するために大切なこと（元気のよい返事や気持ちを
込めた挨拶等）のよさを実感し、進んで実践する。

小学校の生活や新しい学習に興味をもって取り組
み、学学級級のの友友達達やや上上級級生生、、先先生生とと進進んんでで触触れれ合合
いい、楽しく、安心して生活する。

学校生活のリズムが身に付き、活動に見通しをもって準備したり約束や
ルールを守って行動したりする。

自自分分のの伝伝ええたたいい相相手手にに応応じじてて言言葉葉やや方方法法をを選選んんだだりり、、事事柄柄のの順順序序をを考考
ええたたりりししてて話話すす。。

経験したことや身に付けたことを活用したり友達の見方や考え方を取り
入れたりしながら課題を解決する。

友友達達とと一一緒緒にに活活動動すするる中中でで、、おお互互いいをを理理解解しし、、連連帯帯感感やや所所属属感感をを深深めめ
るる。。

学校を支えている方々や地域の方などいろいろな人と関わることを楽し
み、地域への親しみを深める。

学学級級のの友友達達とと一一緒緒にに活活動動すするる楽楽ししささやや様様々々なな考考ええにに触触れれるる喜喜びび
をを味味わわうう。。
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55 66 77

小小学学校校１１年年　　第第２２期期

入学式 1年生を迎える会 学校探検

縦割り清掃班スタート集会
交通安全教室・下校指導(オレンジ隊)

PTA授業参観・懇談会

運動会 地域訪問

夏休み

終業式

幼保小連携推進会議 幼保小担任研修会
保育体験

夏季研修会

ことばとまなび

の小テスト

給食開始

就学前施設職員授業参観・懇談会参加

○○新新ししいい友友達達とと思思いいをを伝伝ええ合合っったたりり、、進進んんでで関関わわっっ

たたりりすするる。。

・自分の好きな物や得意なことなど、伝えたいことを

考えて自己紹介カードを作り、友達と交流する。

（（国国語語「「どどううぞぞよよろろししくく」」「「ななんんてていいおおううかかなな」」））

・歌ったり踊ったりしながら友達と交流し合う。

（（音音楽楽「「ううたたででおおどどっっててななかかよよくくししよようう」」））

・楽しく生活するためのルールやマナーを話し合い、

守って友達となかよく遊ぶ。

（（生生活活「「みみんんななととななかかよよくくななりりたたいいなな」」））

・学校生活で楽しみなことを発表し合う。

（（道道徳徳「「ががっっここううだだいいすすきき」」））

・友達と仲よくすることのよさや助け合うことの大切

さを考えすすんで関わる。（（道道徳徳「「ななかかよよくくねね」」））

○○友友達達とと遊遊びび方方ややルルーールルをを考考ええてて伝伝ええ合合いい、、工工

夫夫ししたたりり協協力力しし合合っったたりりししてて遊遊ぶぶ。

・遊具や自然を使った遊びを考え、ルールやマナー

を守って仲良く遊ぶ。

（（生生活活「「ここううええんんででああそそぼぼうう」」））

・水を使った遊びを考え、友達と比べたり試したり

繰り返したりして工夫して遊びながら、水の性質

の不思議さに気付く。

（（生生活活「「みみずずででああそそぼぼうう」」））

★年長児との交流活動

・友達の話に応答したり、感想を伝えたりする。

（（国国語語「「よよくくききいいててははななそそうう」」））

・自分や友達のよさを見付けて認め合う。

（（道道徳徳「「みみんんななじじょょううずず」」））

○○学学校校のの施施設設やや友友達達、、先先生生にに関関心心ををももっってて交交流流しし

たたりり調調べべたたりりししてて、、見見付付けけたたいいここととをを伝伝ええ合合うう。。

（（生生活活「「ががっっここううののここととががししりりたたいいなな」」

「「学学校校たたんんけけんんををししよようう」」））

・場に応じた挨拶や言葉遣いを考え、伝え合う。

（（国国語語「「ななんんてていいおおううかかなな」」））

・探検して見付けたことを友達と絵や言葉で伝え

合う。

（（生生活活「「学学校校ででみみつつけけたたここととををつつたたええよようう」」

国国語語「「ここんんななももののみみつつけけたたよよ」」））

・学校にいる人たちと繰り返し関わり、自分たち

を支えてくれている人がいることに気付く。

（（生生活活「「学学校校ににいいるる人人たたちちととななかかよよくくななろろうう」」））

どどううぞぞよよろろししくく

みみんんななとと伝伝ええ合合おおうう

学学校校 大大すすきき みみんんななななかかまま

自自分分のの役役割割ををややりり遂遂げげよようう

授業参観

情報交換会

PTA授業参観・個人面談

みみんんななででハハッッピピーーににななろろうう

〇〇城城西西ふふれれああいいフフェェスステティィババルルにに向向けけてて内内容容やや役役割割

ななどどをを話話しし合合いい、、協協力力しし合合っってて創創るる。。

（（学学校校行行事事「「城城西西ふふれれああいいフフェェスステティィババルル」」））

・フェスティバルの目標や発表の内容、役割等を話し

合って決める。

（（学学活活「「フフェェスステティィババルルにに向向かかっっててががんんばばろろうう」」））

・劇の登場人物のセリフや動きを話し合い練習する。

（（国国語語「「おおははななししををたたののししももうう」」））

・背景や大道具、小道具など、必要な物を話し合い、

資料などから情報を集めたり友達と分担したりして

協力して作る。

（（図図工工「「ははっってて かかささねねてて……」」））

・活動を振り返り、認め合う。

フフェェスステティィババルルににむむかかっってて

〇〇身身近近なな秋秋のの自自然然とと関関わわりり、、そそれれをを生生かかししてて遊遊びびなながが

らら夏夏ととのの違違いいにに気気付付きき友友達達とと伝伝ええ合合っったたりり、、年年長長児児

ととのの遊遊びび方方をを工工夫夫ししてて進進んんでで関関わわっったたりりすするる。。

生生活活「「たたののししいいああききいいっっぱぱいい」」～～いいっっししょょににああそそぼぼうう～～

・校庭や公園で秋の素材を集めたり、遊んだりする。

・木の実や葉などでおもちゃを作って遊ぶ。

・年長児が楽しめるおもちゃを工夫して作る。

・遊び方やルールを工夫し、楽しく遊べるように考える。

・年長児への説明の仕方を工夫し、分かりやすく伝える。

・年長児に楽しんでもらえるような話し方や接し方を考

えて進んで関わる。

・活動を振り返り、お互いのがんばりやよさを認め合い

自分自身の成長に気付く。

ああききののおおももちちゃゃフフェェスステティィババルルををつつくくろろうう

〇〇１１年年間間のの学学習習やや生生活活をを振振りり返返りり、、自自分分やや友友達達ののでで

ききるるよよううににななっったたここととななどどにに気気付付きき、、２２年年生生へへのの

期期待待やや意意欲欲ををももつつ。。

・新しい１年生を招待し、学校のことを教えたり一緒

に遊んだりする。

・新しい１年生のために教室をきれいにしたり、絵日

記や飾りを作ったりする。

（（生生活活「「ももううすすぐぐ２２年年生生」」））

・楽しかった思い出を絵日記に書き伝え合う。

（（国国語語「「いいいいこことといいっっぱぱいい１１年年生生」」））

・お世話になった方や家族などに手紙を書く。

（（道道徳徳「「みみんんなな みみんんなな あありりががととうう」」））

・１年生のお楽しみ会を計画して実践し、次の学年へ

の意欲を高める。

（（学学活活「「おお楽楽ししみみ会会ををししよようう」」））

・春休みを安全に楽しく過ごすにはどのようにしたら

よいか考え、実践する。

（（学学活活「「春春休休みみをを楽楽ししくく過過ごごそそうう」」））

始業式 城城西西ふふれれああいい

フフェェスステティィババルル

就学時健診

小学校市教研総合研への参加幼幼保保小小中中連連携携メメデディィアアココンントトロローールル週週間間

☆年長児との交流
終業式

冬休み

秋の校外学習
始業式

スキー授業

教職員研究

実践発表会
情報交換会 要要録録・・個個別別のの教教育育・・

保保育育支支援援計計画画のの活活用用

☆体験入学 ６年生を送る会

卒業式 修了式
下校指導(オレンジ隊)～２月

＜＜朝朝のの会会・・帰帰りりのの会会＞＞ ＜＜かかががややききタタイイムム＞＞ 〈〈ななかかよよししタタイイムム・・本本気気ッッズズタタイイムム〉〉

・元気に挨拶したり、みんなと仲よく歌ったりしながらクラスの一体感を味わう。 ・学習を振り返り、学んだことや友達のよさ、もっと考えて ・自分の考えを言葉や図に表し、友達と考えを伝え合う。

・自分の頑張りや楽しかったこと、友達のよさを発表する。 みたいことなどを伝え合う。 ・自分とは異なる友達の考えも認め、よりより考え方を

○○自自分分にに出出来来るるここととをを考考ええてて友友達達とと協協力力しし合合いいななががらら進進んんでで活活動動しし、、みみんんななののたためめにに役役にに立立つつ喜喜びびをを感感じじるる。。〈〈ハハッッピピーータタイイムム〉〉

・学級の係活動 ・給食当番活動（学活） ・ハートアップタイム ・縦割り班活動 ・清掃活動（児童会活動） ・スペシャル休み時間(地域交流） ・夢授業（年３回 生活科） ・6年生を送る会（児童会活動）

架架けけ橋橋期期にに期期待待すするる子子どどもものの姿姿

大 館 市 周囲の人々や環環境境とと主主体体的的にに関関わわりり、、学学ぶぶ喜喜びびやや楽楽ししささをを実実感感ししななががらら仲仲間間とと共共にに育育ちち合合うう子子どどもも

城城西西小小学学校校区区 豊豊かかなな体体験験をを通通ししてて、、学学ぶぶ喜喜びびやや楽楽ししささをを実実感感しし、、仲仲間間とと幸幸せせをを分分かかちち合合うう子子どどもも
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＜共通の視点＞

言葉で伝え合う力

共感・協働する力

城西小学校区
城西小学校

大館ホテヤこども園

大館ホテヤ第二こども園

宮の杜神明こども園

○○おお世世話話ににななっったた６６年年生生へへのの感感謝謝のの気気持持ちちをを伝伝ええるるたためめにに、、どどんんなな

ここととをを発発表表すするるかか話話しし合合いい、、協協力力しし合合っってて準準備備やや練練習習ををすするる。。

（（学学活活「「６６年年生生をを送送るる会会のの準準備備ををししよようう」」））

☆年長児との交流

15 16

架け橋期に期待する子どもの姿
　大　館　市　　周囲の人々や環境と主体的に関わり、学ぶ喜びや楽しさを実感しながら仲間と共に育ち合う子ども
　城西小学校区　豊かな体験を通して、学ぶ喜びや楽しさを実感し、仲間と幸せを分かち合う子ども

令和６年度 城西小学校区 架け橋期のカリキュラム全体計画 （1年生 4月〜3月）
モデル地区版  架け橋期のカリキュラム全体計画 ５歳児～１年生
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99

今までの経験を生かして、心と体を十分に働かせて自分たちで遊びを進
める姿を認め、満足感をもてるようにする。

遊びや生活の中で、嬉しかったことや悲しかったこと、できるように
なったことなどを友達と伝え合って共有したり、共感し合ったりする喜
びを味わう。

卒園に向けて、卒園式の歌やお別れの言葉等を友達と話し合い、役割を
分担したり協力し合ったりしながら創り上げることを楽しむ。

年間の行事予定やそれをリードする年長児としての役割を伝え、
理解と協力を得る。

早寝・早起き・朝ご飯や絵本の読み聞かせの大切さを伝え、理
解と協力を得る。

遊びの楽しさや工夫を交流したり、お互いのよさを認め合った
りするために、遊びの振り返りの時間を保障する。

卒園式、入学式までの予定を示し、見通しをもって準備できるよう、ま
た、不安がないように支援する。
子どものがんばりやよさについて伝え、成長の喜びを共有し、自信と期
待をもって入学できるような励ましや言葉掛けをお願いする。

・
　
・
　
　
　
・幼保小中連携メディアコントロール週間や就学時健康診断を機会に、入学までに身に付けたい力や、起床、就寝、食事、メディアの時間な

どの生活習慣を見直し、規則正しい生活を送ることができるように協力をお願いする。

1111

遊びの中で友達の思いに気付いたり、自分の思いを伝えたりし
ながら共通の目的に向かって協力し合う楽しさを味わう。

ゆうぎ会・おたのしみ会に向けて、友達とアイディアを出し
合ったり励まし合って取り組んだりしながら、一つのことに向
かう充実感を味わう。

1100

・
　
　
・

3311 22

令和６年度　釈迦内小学校区　架け橋期のカリキュラム全体計画（5歳児4月〜3月）

冬の自然に触れ、季節の変化や不思議さに気付いたり、気付いたことを
遊びに取り入れたりする。

遊びや生活の中で、必要な材料や道具を選んだり文字や数字等を取り入
れたりしながら、思いやイメージを友達と伝え合うことを楽しむ。

子どもと一緒に園生活を振り返りながら、５歳児としての役割をやり遂
げた達成感や自他の成長への喜びを共有し、自信をもって行動できるよ
うにしていく。

卒園に向けて、自他の成長に気付いたり、お世話になった方々への感謝
の気持ちをもったりできるような環境を工夫する。

こども園や保育園の年長児や１年生との交流を通して、体験し
たことや自分の思いを保育者や友達とやり取りしながら遊びを
広げる楽しさを味わう。

絵本や物語に親しみ、気付いたことや想像したことを友達と伝
え合ったり情景や心情のイメージを広げて遊びに取り入れたり
する。

月月 44 55 66 77 88

・
　
　
・

生活や遊びに見通しをもち、使う物を進んで準備したり整えたり、片付
けたりする。

園生活や年長組での生活を振り返って、自分や友達の成長に気付き、自
信をもって小学校に進もうとする。

当番活動などで、自分たちにできることを見付け、生活や遊び
を自分たちで進めていく楽しさや充実感を味わう。

縄跳びや運動遊び等で、自分の目標を立て、できるまで挑戦す
ることの楽しさや達成感を味わう。

・
　
　
　
・

・
　
　
・

５５歳歳児児　　第第４４期期
1122

自分や友達のよさが分かり、認認めめ合合っったたりり受受けけ入入れれ合合っったたりりししてて協協力力しし
てて、遊びを進める楽しさやややりり遂遂げげるる満満足足感感を味わう。

期期 55歳歳児児　　第第１１期期 ５５歳歳児児　　第第２２期期 ５５歳歳児児　　第第３３期期

ねね
らら
いい

年長としての意意欲欲とと自自信信ををももっってて、、自自分分のの力力をを十十分分にに発発揮揮しな
がら安心して生活する。

友達と思思いいをを伝伝ええ合合いいななががららイイメメーージジをを共共有有しし、、力力をを合合わわせせてて
遊びや生活を進めていく中で仲間意識を高める。

友達と一緒に考えたり、話し合ったり、折折りり合合いいをを付付けけたたりりしし
ななががらら共共通通のの目目的的にに向向かかっってて遊びや生活を進める楽しさを味わ
う。

小
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校
区
で
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す
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進進

んん

でで

学学

ぶぶ

子子

どど

もも

（（

思思

考考

力力
））

協協

力力

しし

合合

うう

子子

どど

もも

（（

協協

同同

性性
））

・
　
　
・

友達と互いの思いや考えを共有し、行事や遊びの中で目的が達
成できるように話し合ったり協力し合ったりする。

トラブルを通して、思い通りにいかない葛藤を味わったり気持
ちを調整したりすることを繰り返し、相手の思いに気付きなが
ら仲間としてのつながりを深める。

ああ

きき

らら

めめ

ずず

挑挑

戦戦

すす

るる

子子

どど

もも

（（

自自

立立

心心
））

鬼ごっこやリレー遊びなどのゲームを楽しくするために、作戦や
ルールを話し合って工夫する。

絵本や図鑑に親しみ、気付いたことや感想、思ったことを友達と
伝え合うことを楽しみ、遊びに取り入れる。

収穫した野菜やひまわりの種の数を数えたり、大きさや重さを
比べたりしながら、大きい・小さい、多い・少ない、重い・軽
いなどの言葉の意味を実感する。

遊びの目的に沿って時間をうまく使ったり、場所や遊具を選ん
だりして、友達と思いを伝え合いながら遊びを進める。

運動会に向けて遊んだり活動したりする中で、友達と協力し合っ
たり、応援し合ったりして行事を楽しむ。

他の友達が遊んでいることに興味や関心をもち、協力し合うこと
でそれぞれの遊びをクラス全体で楽しむ。

・
　
　
・

・
　
　
・

年長になったという自覚を持ち、園生活の流れに見通しをもって
自分らしさを発揮する。

様々な行事に向かったり運動遊びに取り組んだりする中で、自分
なりの目標を立ててあきらめないで挑戦しようとする。

・
　
　
・

身の回りのことや当番活動に進んで取り組み、自分たちで生活
を進めようとする。

プール遊びや水遊びなど、体を動かす遊びに繰り返し挑戦し、
できるようになった達成感を味わい、様々な運動遊びに挑戦し
ようとする。
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ひひ

まま

わわ

りり

活活

動動

職職員員のの交交流流
他他

目標をもって意欲的に取り組む姿を認め、自信をもって自分らし
さを発揮できるように励ます。

年長として意欲と自信をもって生活している姿を伝え、ともに成
長を喜び合えるようにする。

四季の変化や自然の美しさ、不思議さを感じられる体験、知的
好奇心を満たす遊びや環境を工夫する。

子どもの発育上のことや家庭での様子を聞いたり、園での様子を
伝えたりしながら、保護者の思いを受け止めるとともに、信頼関
係を築いていく。

友達と協力したり競い合ったりして活動する中で、繰り返し挑
戦したり試したりしようとしている姿を丁寧に読み取り、認め
たり紹介したりする。

遊びの様子や行事などの参観や面談などを通して、どのような
育ちを願い、どんなを経験をさせたいか、子どもの変容を伝え
ながら成長を共有していく。

遊びや生活の中でのトラブルが成長につながることを伝え、様
子を伝えながら理解を得るようにする。

一人一人の興味・関心に応じた絵本との出会いを大切にし、絵
本に親しむ環境を工夫する。

共通の目的に向かって試行錯誤しながら実現に向かう場面を大
切にし、それぞれの持ち味を発揮し、お互いによさを認め合う
ことができるような言葉掛けをする。

ゆうぎ会やおたのしみ会に向けて、みんなで一つの劇や合奏な
どを創り上げる喜びを味わうことができるようにする。

運動会に向けて、園のリーダーとして役割を果たしたり友達と協
力して練習したりして初めての行事を楽しみ、達成感を味わえる
ようにする。

お互いの思いやイメージを出し合いながらよりよい方法で遊び
を展開できるように、考えを受け止めて言葉にしたり視覚化し
たりしながら、考えを引き出す援助をする。

ゆうぎ会やおたのしみ会へ向けての取り組み、本番での頑張り
を認めてもらい、自信や意欲に繋げていく。
就学に向けての心配や不安を受け止めて、安心して就学できる
ように子どもへの関わりを一緒に考えるとともに、必要な情報
を提供し相談できる機会や場につなぐ。場合によっては小学校
と情報を共有する。

・
　
・
　
　
　
・

１日の生活の流れを時計とともに表示し、活動の見通しがもてる
ようにする。

子どもが遊びを継続し、満足感や達成感を得られるように、場所
や時間、素材や道具などを十分に用意し、遊びを保障する。

架架けけ橋橋期期にに期期待待すするる子子どどもものの姿姿 大大館館市市 周周囲囲のの人人々々やや環環境境とと主主体体的的にに関関わわりり、、学学ぶぶ喜喜びびやや楽楽ししささをを実実感感ししななががらら仲仲間間とと共共にに育育ちち合合うう子子どどもも

夢夢やや目目標標ををももちち進進んんでで学学ぶぶ子子どどもも（（ドドリリーームムググリリーーンン））

釈釈迦迦内内小小学学校校区区 自自分分もも友友達達もも大大切切ににしし協協力力しし合合うう子子どどもも（（ビビュューーテティィフフルルブブルルーー））

ああききららめめずずにに挑挑戦戦しし、、ややりりととげげるる子子どどもも（（チチャャレレンンジジレレッッドド））（（チチアアイイエエロローー））

ひまわり感謝集会

前前向向ききなな心心

美美ししいい心心

挑挑戦戦のの心心

・年長としての役割を意識して喜んで活動に取り組む。

・クラスの友達と教え合いながら当番活動を行う。

・なかよし集会や園内探検など縦割りでの活動や関わりを通して、年下

の友達に優しく教えたり一緒に遊んだりする。

・縄跳び、跳び箱、鉄棒などあきらめずに繰り返し挑

戦する。

・自分の興味のあることや少し難しいことにも挑戦し、

できた喜びを味わう。

・ゆうぎ会、おたのしみ会

に向けて内容や役割を話

し合い、劇のシナリオや

衣装などのアイディアを

出し合ったり表現を工夫

したりして協力し合って

進める。

・本番では楽しんで発表し、

みんなの力でやり遂げた

達成感を味わう。

・クリスマス会や終業式を通して、１年

が終わることに気付き、遊具や保育室

などへの感謝の気持ちを込めて、みん

なで役割を分担して協力し合って片付

けたり大掃除をしたりする。

・小学校の図書室に行って本を借りたり１年生や図書係と

交流したりすることで、小学校の生活に期待をもつ。

・園の本や小学校の本を読んだり読んでもらったりして、

お話に興味をもち、感想を伝え合う。

・ドッジボール

や鬼ごっこ等、

何度も繰り返

してゲームを

楽しむ中で、

ルールを理解

する。

・友達とチーム

を作ったり作

戦を工夫した

り試したりし

て楽しむ。

・友達や先生に伝

えたいことを文

字や絵で表現し

やりとりを楽し

む。

・ゆうびん屋さん

に興味をもち、

ポストを作った

り係を決めて手

紙や葉書などを

配達したりする

ことを楽しむ。

・かるた、すごろく、コ

マ回し、トランプ等の

ルールを友達と教え合

い理解しながら、友達

と伝承遊びを楽しむ。

・卒園式やお別れ

会の歌や言葉を

みんなで考え、

在園児や保護者、

先生方に感謝の

思いを伝える。

・小学校に行った

ら何を頑張りた

いかなどを友達

と伝え合い、小

学校への期待を

もつ。

（（アア～～ココ））はは「「１１００のの姿姿」」

★★はは子子どどもものの交交流流

就学時健診

秋の遠足・自然観察

稲刈り

焼きいも交流会(こ保)

幼幼保保小小中中連連携携メメデディィアアココンントトロローールル週週間間

ゆうぎ会(こ) おたのしみ会(保)

１１年年生生生生活活科科授授業業交交流流

～～ああききままつつりり～～

クリスマス会

２学期終業式(こ)

３学期始業式(こ)

雪雪遊遊びび交交流流会会

小小学学校校のの図図書書室室にに行行ここうう

節分豆まき会

内科健診

新入園児

説明会

入入学学前前交交流流会会

ひなまつり会

おわかれ会

卒園式

小学校市教研総合研への参加 要要録録・・個個別別のの教教育育・・保保育育

支支援援計計画画送送付付
新新１１年年生生のの情情報報交交換換

生生活活科科授授業業

打打ちち合合わわせせ

ひまわりの種袋詰め ひまわりの種植え 除草 ひまわりサマーウィーク ひまわり収穫 ひまわり種取り

入園式

１学期始業式(こ)

なかよし集会(保) 保育参観

祖父母交流会(保)

内科健診 運動会

歯科検診 個人面談(こ)

七夕集会 夕涼み会(保)

１学期終業式(こ) サマーキャンプ(お泊まり保育)(こ)

親子遠足(保) 眼科検診

向陽太鼓指導(こ)

２学期始業式(こ)

ひひままわわりりのの種種袋袋詰詰めめ ひひままわわりりのの種種植植ええ ひひままわわりり収収穫穫 ひひままわわりり種種取取りり

運動会予行練習見学 マラソン練習(こ) ププーールル授授業業・・水水遊遊びび交交流流 学習発表会予行練習見学

１１年年生生授授業業参参観観・・協協議議

幼保小連携推進会議 幼保小担任研修会

ミニ公開保育(保) 保育体験

カカリリキキュュララムム会会議議

市教委夏季研修会への参加

認定こども園訪問

・運動会に向けてのリレー遊びや鬼ごっこ等の中で、ルールや作戦を話

し合い、いろいろ試したり応援し合ったりしながら楽しむ。

・園のリーダーとしての役割に気付き、目標に向かって友達と協力し合

い、楽しみながら行事に参加する。

・虫探しや、春の自然物（つくし・フキ

ノトウ・さくら・タンポポなど）を遊

びに取り入れ、料理ごっこやジュース

屋さんごっこを楽しむ。

・感じたことや気付いたことを伝え合っ

たり、図鑑や絵本を参考にしたり、友

達の考えを取り入れたりして遊ぶ。

・ひまわり活動に興味をもち、

ひまわりの種を植えたり畑

の草取りを小学生や地域の

方と一緒に行うことを楽し

んだりする。

・自分の役割を最後までがん

ばろうとする。

・身近な植物などを活用

して色水遊びを楽しむ。

・できた色水からごっこ

遊びなどに広げていく。

・予想したり試したりし

て工夫して遊ぶ。

・園のプールで友達と遊

び方を工夫する。

・小学校のプールで１年

生と交流し、１年生と

一緒にいろいろな遊び

に挑戦する。

・夕涼み会やおまつ

りごっこを楽しく

するために友達と

考えを出し合って

進めていく。

・困ったことやもっ

と工夫したいこと

を振り返り、協力

して準備する。

・年下の子どもたち

を喜ばせるような

出店や関わり方を

考え、工夫する。

ひまわりスタート集会

ひひままわわりりススタターートト集集会会 ひひままわわりり感感謝謝集集会会

・ひまわりの収穫や

種取りを小学生や

地域の方と一緒に

行い、自分たちも

地域の中でできる

ことがあることに

気付く。

・ひまわりの種を数

えたり、大きさや

重さを比べたりし

て数量の言葉の意

味を知る。

・秋の自然物（どんぐり、松ぼっくり、栗、とちの

実、柿の実、小枝など）を遊びに取り入れながら、

季節の変化に関心をもつ。

・作りたいもののイメージを友達とやり取りしたり

考えたりして作り、ごっこ遊びなどに発展させる。

・生活科「あきまつり」に向けて、１年生と一緒に

材料を集めたりおもちゃを作ったりしてやり取り

しながら活動するこ

とを楽しむ。

・「あきまつり」で

の遊びを園でも取

り入れて、友達と

いろいろな表現を

工夫しながら遊ぶ。

保育参観

除除草草

きりたんぽまつり・産業祭

ひまわり商品販売

教職員研究実践発表会

カカリリキキュュララムム会会議議

・山登り、ソリ遊び、雪合戦、かまくら

作り等、気温の変化による雪質の変化

や自然の不思議さに気付きながら、友

達と思いきり体を動かして遊ぶ。

＜共通の視点＞

思考力

協同性

自立心

釈迦内小学校区
釈迦内小学校

向陽こども園

釈迦内保育園
目目指指すす子子どどもも像像

・ ・ ・ ・

・ ・ ・
　
　
　
・

・
　
　
　
・・ ・ ・

　
　
　
・

・

　 　

☆ ☆ ☆
　
 
☆
　
○
　
○

☆

☆ ☆ ☆
　
 
☆
　
○
　
○

☆

○ ○ ○ ○

○ ○

・ ・

・ ・

・ ・

99

今までの経験を生かして、心と体を十分に働かせて自分たちで遊びを進
める姿を認め、満足感をもてるようにする。

遊びや生活の中で、嬉しかったことや悲しかったこと、できるように
なったことなどを友達と伝え合って共有したり、共感し合ったりする喜
びを味わう。

卒園に向けて、卒園式の歌やお別れの言葉等を友達と話し合い、役割を
分担したり協力し合ったりしながら創り上げることを楽しむ。

年間の行事予定やそれをリードする年長児としての役割を伝え、
理解と協力を得る。

早寝・早起き・朝ご飯や絵本の読み聞かせの大切さを伝え、理
解と協力を得る。

遊びの楽しさや工夫を交流したり、お互いのよさを認め合った
りするために、遊びの振り返りの時間を保障する。

卒園式、入学式までの予定を示し、見通しをもって準備できるよう、ま
た、不安がないように支援する。
子どものがんばりやよさについて伝え、成長の喜びを共有し、自信と期
待をもって入学できるような励ましや言葉掛けをお願いする。

・
　
・
　
　
　
・幼保小中連携メディアコントロール週間や就学時健康診断を機会に、入学までに身に付けたい力や、起床、就寝、食事、メディアの時間な

どの生活習慣を見直し、規則正しい生活を送ることができるように協力をお願いする。

1111

遊びの中で友達の思いに気付いたり、自分の思いを伝えたりし
ながら共通の目的に向かって協力し合う楽しさを味わう。

ゆうぎ会・おたのしみ会に向けて、友達とアイディアを出し
合ったり励まし合って取り組んだりしながら、一つのことに向
かう充実感を味わう。

1100

・
　
　
・

3311 22

令和６年度　釈迦内小学校区　架け橋期のカリキュラム全体計画（5歳児4月〜3月）

冬の自然に触れ、季節の変化や不思議さに気付いたり、気付いたことを
遊びに取り入れたりする。

遊びや生活の中で、必要な材料や道具を選んだり文字や数字等を取り入
れたりしながら、思いやイメージを友達と伝え合うことを楽しむ。

子どもと一緒に園生活を振り返りながら、５歳児としての役割をやり遂
げた達成感や自他の成長への喜びを共有し、自信をもって行動できるよ
うにしていく。

卒園に向けて、自他の成長に気付いたり、お世話になった方々への感謝
の気持ちをもったりできるような環境を工夫する。

こども園や保育園の年長児や１年生との交流を通して、体験し
たことや自分の思いを保育者や友達とやり取りしながら遊びを
広げる楽しさを味わう。

絵本や物語に親しみ、気付いたことや想像したことを友達と伝
え合ったり情景や心情のイメージを広げて遊びに取り入れたり
する。

月月 44 55 66 77 88

・
　
　
・

生活や遊びに見通しをもち、使う物を進んで準備したり整えたり、片付
けたりする。

園生活や年長組での生活を振り返って、自分や友達の成長に気付き、自
信をもって小学校に進もうとする。

当番活動などで、自分たちにできることを見付け、生活や遊び
を自分たちで進めていく楽しさや充実感を味わう。

縄跳びや運動遊び等で、自分の目標を立て、できるまで挑戦す
ることの楽しさや達成感を味わう。

・
　
　
　
・

・
　
　
・

５５歳歳児児　　第第４４期期
1122

自分や友達のよさが分かり、認認めめ合合っったたりり受受けけ入入れれ合合っったたりりししてて協協力力しし
てて、遊びを進める楽しさやややりり遂遂げげるる満満足足感感を味わう。

期期 55歳歳児児　　第第１１期期 ５５歳歳児児　　第第２２期期 ５５歳歳児児　　第第３３期期

ねね
らら
いい

年長としての意意欲欲とと自自信信ををももっってて、、自自分分のの力力をを十十分分にに発発揮揮しな
がら安心して生活する。

友達と思思いいをを伝伝ええ合合いいななががららイイメメーージジをを共共有有しし、、力力をを合合わわせせてて
遊びや生活を進めていく中で仲間意識を高める。

友達と一緒に考えたり、話し合ったり、折折りり合合いいをを付付けけたたりりしし
ななががらら共共通通のの目目的的にに向向かかっってて遊びや生活を進める楽しさを味わ
う。

小
学
校
区
で
目
指
す
子
ど
も
の
姿

進進

んん

でで

学学

ぶぶ

子子

どど

もも

（（

思思

考考

力力
））

協協

力力

しし

合合

うう

子子

どど

もも

（（

協協

同同

性性
））

・
　
　
・

友達と互いの思いや考えを共有し、行事や遊びの中で目的が達
成できるように話し合ったり協力し合ったりする。

トラブルを通して、思い通りにいかない葛藤を味わったり気持
ちを調整したりすることを繰り返し、相手の思いに気付きなが
ら仲間としてのつながりを深める。

ああ

きき

らら

めめ

ずず

挑挑

戦戦

すす

るる

子子

どど

もも

（（

自自

立立

心心
））

鬼ごっこやリレー遊びなどのゲームを楽しくするために、作戦や
ルールを話し合って工夫する。

絵本や図鑑に親しみ、気付いたことや感想、思ったことを友達と
伝え合うことを楽しみ、遊びに取り入れる。

収穫した野菜やひまわりの種の数を数えたり、大きさや重さを
比べたりしながら、大きい・小さい、多い・少ない、重い・軽
いなどの言葉の意味を実感する。

遊びの目的に沿って時間をうまく使ったり、場所や遊具を選ん
だりして、友達と思いを伝え合いながら遊びを進める。

運動会に向けて遊んだり活動したりする中で、友達と協力し合っ
たり、応援し合ったりして行事を楽しむ。

他の友達が遊んでいることに興味や関心をもち、協力し合うこと
でそれぞれの遊びをクラス全体で楽しむ。

・
　
　
・

・
　
　
・

年長になったという自覚を持ち、園生活の流れに見通しをもって
自分らしさを発揮する。

様々な行事に向かったり運動遊びに取り組んだりする中で、自分
なりの目標を立ててあきらめないで挑戦しようとする。

・
　
　
・

身の回りのことや当番活動に進んで取り組み、自分たちで生活
を進めようとする。

プール遊びや水遊びなど、体を動かす遊びに繰り返し挑戦し、
できるようになった達成感を味わい、様々な運動遊びに挑戦し
ようとする。

家
庭
と
の
連
携

　
　
☆
援
助
の
ポ
イ
ン
ト

　
　
◯
環
境
の
構
成

行行事事・・FFCC

子子どどもものの
交交流流

共
通
し
て
充
実
を
目
指
す
活
動
・
体
験

進進

んん

でで

学学

ぶぶ

子子

どど

もも

（（

思思

考考

力力
））

ああ

きき

らら

めめ

ずず

挑挑

戦戦

すす

るる

子子

どど

もも

（（

自自

立立

心心
））

協協

力力

しし

合合

うう

子子

どど

もも

（（

協協

同同

性性
））

ひひ

まま

わわ

りり

活活

動動

職職員員のの交交流流
他他

目標をもって意欲的に取り組む姿を認め、自信をもって自分らし
さを発揮できるように励ます。

年長として意欲と自信をもって生活している姿を伝え、ともに成
長を喜び合えるようにする。

四季の変化や自然の美しさ、不思議さを感じられる体験、知的
好奇心を満たす遊びや環境を工夫する。

子どもの発育上のことや家庭での様子を聞いたり、園での様子を
伝えたりしながら、保護者の思いを受け止めるとともに、信頼関
係を築いていく。

友達と協力したり競い合ったりして活動する中で、繰り返し挑
戦したり試したりしようとしている姿を丁寧に読み取り、認め
たり紹介したりする。

遊びの様子や行事などの参観や面談などを通して、どのような
育ちを願い、どんなを経験をさせたいか、子どもの変容を伝え
ながら成長を共有していく。

遊びや生活の中でのトラブルが成長につながることを伝え、様
子を伝えながら理解を得るようにする。

一人一人の興味・関心に応じた絵本との出会いを大切にし、絵
本に親しむ環境を工夫する。

共通の目的に向かって試行錯誤しながら実現に向かう場面を大
切にし、それぞれの持ち味を発揮し、お互いによさを認め合う
ことができるような言葉掛けをする。

ゆうぎ会やおたのしみ会に向けて、みんなで一つの劇や合奏な
どを創り上げる喜びを味わうことができるようにする。

運動会に向けて、園のリーダーとして役割を果たしたり友達と協
力して練習したりして初めての行事を楽しみ、達成感を味わえる
ようにする。

お互いの思いやイメージを出し合いながらよりよい方法で遊び
を展開できるように、考えを受け止めて言葉にしたり視覚化し
たりしながら、考えを引き出す援助をする。

ゆうぎ会やおたのしみ会へ向けての取り組み、本番での頑張り
を認めてもらい、自信や意欲に繋げていく。
就学に向けての心配や不安を受け止めて、安心して就学できる
ように子どもへの関わりを一緒に考えるとともに、必要な情報
を提供し相談できる機会や場につなぐ。場合によっては小学校
と情報を共有する。

・
　
・
　
　
　
・

１日の生活の流れを時計とともに表示し、活動の見通しがもてる
ようにする。

子どもが遊びを継続し、満足感や達成感を得られるように、場所
や時間、素材や道具などを十分に用意し、遊びを保障する。

架架けけ橋橋期期にに期期待待すするる子子どどもものの姿姿 大大館館市市 周周囲囲のの人人々々やや環環境境とと主主体体的的にに関関わわりり、、学学ぶぶ喜喜びびやや楽楽ししささをを実実感感ししななががらら仲仲間間とと共共にに育育ちち合合うう子子どどもも

夢夢やや目目標標ををももちち進進んんでで学学ぶぶ子子どどもも（（ドドリリーームムググリリーーンン））

釈釈迦迦内内小小学学校校区区 自自分分もも友友達達もも大大切切ににしし協協力力しし合合うう子子どどもも（（ビビュューーテティィフフルルブブルルーー））

ああききららめめずずにに挑挑戦戦しし、、ややりりととげげるる子子どどもも（（チチャャレレンンジジレレッッドド））（（チチアアイイエエロローー））

ひまわり感謝集会

前前向向ききなな心心

美美ししいい心心

挑挑戦戦のの心心

・年長としての役割を意識して喜んで活動に取り組む。

・クラスの友達と教え合いながら当番活動を行う。

・なかよし集会や園内探検など縦割りでの活動や関わりを通して、年下

の友達に優しく教えたり一緒に遊んだりする。

・縄跳び、跳び箱、鉄棒などあきらめずに繰り返し挑

戦する。

・自分の興味のあることや少し難しいことにも挑戦し、

できた喜びを味わう。

・ゆうぎ会、おたのしみ会

に向けて内容や役割を話

し合い、劇のシナリオや

衣装などのアイディアを

出し合ったり表現を工夫

したりして協力し合って

進める。

・本番では楽しんで発表し、

みんなの力でやり遂げた

達成感を味わう。

・クリスマス会や終業式を通して、１年

が終わることに気付き、遊具や保育室

などへの感謝の気持ちを込めて、みん

なで役割を分担して協力し合って片付

けたり大掃除をしたりする。

・小学校の図書室に行って本を借りたり１年生や図書係と

交流したりすることで、小学校の生活に期待をもつ。

・園の本や小学校の本を読んだり読んでもらったりして、

お話に興味をもち、感想を伝え合う。

・ドッジボール

や鬼ごっこ等、

何度も繰り返

してゲームを

楽しむ中で、

ルールを理解

する。

・友達とチーム

を作ったり作

戦を工夫した

り試したりし

て楽しむ。

・友達や先生に伝

えたいことを文

字や絵で表現し

やりとりを楽し

む。

・ゆうびん屋さん

に興味をもち、

ポストを作った

り係を決めて手

紙や葉書などを

配達したりする

ことを楽しむ。

・かるた、すごろく、コ

マ回し、トランプ等の

ルールを友達と教え合

い理解しながら、友達

と伝承遊びを楽しむ。

・卒園式やお別れ

会の歌や言葉を

みんなで考え、

在園児や保護者、

先生方に感謝の

思いを伝える。

・小学校に行った

ら何を頑張りた

いかなどを友達

と伝え合い、小

学校への期待を

もつ。

（（アア～～ココ））はは「「１１００のの姿姿」」

★★はは子子どどもものの交交流流

就学時健診

秋の遠足・自然観察

稲刈り

焼きいも交流会(こ保)

幼幼保保小小中中連連携携メメデディィアアココンントトロローールル週週間間

ゆうぎ会(こ) おたのしみ会(保)

１１年年生生生生活活科科授授業業交交流流

～～ああききままつつりり～～

クリスマス会

２学期終業式(こ)

３学期始業式(こ)

雪雪遊遊びび交交流流会会

小小学学校校のの図図書書室室にに行行ここうう

節分豆まき会

内科健診

新入園児

説明会

入入学学前前交交流流会会

ひなまつり会

おわかれ会

卒園式

小学校市教研総合研への参加 要要録録・・個個別別のの教教育育・・保保育育

支支援援計計画画送送付付
新新１１年年生生のの情情報報交交換換

生生活活科科授授業業

打打ちち合合わわせせ

ひまわりの種袋詰め ひまわりの種植え 除草 ひまわりサマーウィーク ひまわり収穫 ひまわり種取り

入園式

１学期始業式(こ)

なかよし集会(保) 保育参観

祖父母交流会(保)

内科健診 運動会

歯科検診 個人面談(こ)

七夕集会 夕涼み会(保)

１学期終業式(こ) サマーキャンプ(お泊まり保育)(こ)

親子遠足(保) 眼科検診

向陽太鼓指導(こ)

２学期始業式(こ)

ひひままわわりりのの種種袋袋詰詰めめ ひひままわわりりのの種種植植ええ ひひままわわりり収収穫穫 ひひままわわりり種種取取りり

運動会予行練習見学 マラソン練習(こ) ププーールル授授業業・・水水遊遊びび交交流流 学習発表会予行練習見学

１１年年生生授授業業参参観観・・協協議議

幼保小連携推進会議 幼保小担任研修会

ミニ公開保育(保) 保育体験

カカリリキキュュララムム会会議議

市教委夏季研修会への参加

認定こども園訪問

・運動会に向けてのリレー遊びや鬼ごっこ等の中で、ルールや作戦を話

し合い、いろいろ試したり応援し合ったりしながら楽しむ。

・園のリーダーとしての役割に気付き、目標に向かって友達と協力し合

い、楽しみながら行事に参加する。

・虫探しや、春の自然物（つくし・フキ

ノトウ・さくら・タンポポなど）を遊

びに取り入れ、料理ごっこやジュース

屋さんごっこを楽しむ。

・感じたことや気付いたことを伝え合っ

たり、図鑑や絵本を参考にしたり、友

達の考えを取り入れたりして遊ぶ。

・ひまわり活動に興味をもち、

ひまわりの種を植えたり畑

の草取りを小学生や地域の

方と一緒に行うことを楽し

んだりする。

・自分の役割を最後までがん

ばろうとする。

・身近な植物などを活用

して色水遊びを楽しむ。

・できた色水からごっこ

遊びなどに広げていく。

・予想したり試したりし

て工夫して遊ぶ。

・園のプールで友達と遊

び方を工夫する。

・小学校のプールで１年

生と交流し、１年生と

一緒にいろいろな遊び

に挑戦する。

・夕涼み会やおまつ

りごっこを楽しく

するために友達と

考えを出し合って

進めていく。

・困ったことやもっ

と工夫したいこと

を振り返り、協力

して準備する。

・年下の子どもたち

を喜ばせるような

出店や関わり方を

考え、工夫する。

ひまわりスタート集会

ひひままわわりりススタターートト集集会会 ひひままわわりり感感謝謝集集会会

・ひまわりの収穫や

種取りを小学生や

地域の方と一緒に

行い、自分たちも

地域の中でできる

ことがあることに

気付く。

・ひまわりの種を数

えたり、大きさや

重さを比べたりし

て数量の言葉の意

味を知る。

・秋の自然物（どんぐり、松ぼっくり、栗、とちの

実、柿の実、小枝など）を遊びに取り入れながら、

季節の変化に関心をもつ。

・作りたいもののイメージを友達とやり取りしたり

考えたりして作り、ごっこ遊びなどに発展させる。

・生活科「あきまつり」に向けて、１年生と一緒に

材料を集めたりおもちゃを作ったりしてやり取り

しながら活動するこ

とを楽しむ。

・「あきまつり」で

の遊びを園でも取

り入れて、友達と

いろいろな表現を

工夫しながら遊ぶ。

保育参観

除除草草

きりたんぽまつり・産業祭

ひまわり商品販売

教職員研究実践発表会

カカリリキキュュララムム会会議議

・山登り、ソリ遊び、雪合戦、かまくら

作り等、気温の変化による雪質の変化

や自然の不思議さに気付きながら、友

達と思いきり体を動かして遊ぶ。

＜共通の視点＞

思考力

協同性

自立心

釈迦内小学校区
釈迦内小学校

向陽こども園

釈迦内保育園
目目指指すす子子どどもも像像

・ ・ ・ ・

・ ・ ・
　
　
　
・

・
　
　
　
・・ ・ ・

　
　
　
・

・

　 　

☆ ☆ ☆
　
 
☆
　
○
　
○

☆

☆ ☆ ☆
　
 
☆
　
○
　
○

☆

○ ○ ○ ○

○ ○

・ ・

・ ・

・ ・

99

今までの経験を生かして、心と体を十分に働かせて自分たちで遊びを進
める姿を認め、満足感をもてるようにする。

遊びや生活の中で、嬉しかったことや悲しかったこと、できるように
なったことなどを友達と伝え合って共有したり、共感し合ったりする喜
びを味わう。

卒園に向けて、卒園式の歌やお別れの言葉等を友達と話し合い、役割を
分担したり協力し合ったりしながら創り上げることを楽しむ。

年間の行事予定やそれをリードする年長児としての役割を伝え、
理解と協力を得る。

早寝・早起き・朝ご飯や絵本の読み聞かせの大切さを伝え、理
解と協力を得る。

遊びの楽しさや工夫を交流したり、お互いのよさを認め合った
りするために、遊びの振り返りの時間を保障する。

卒園式、入学式までの予定を示し、見通しをもって準備できるよう、ま
た、不安がないように支援する。
子どものがんばりやよさについて伝え、成長の喜びを共有し、自信と期
待をもって入学できるような励ましや言葉掛けをお願いする。

・
　
・
　
　
　
・幼保小中連携メディアコントロール週間や就学時健康診断を機会に、入学までに身に付けたい力や、起床、就寝、食事、メディアの時間な

どの生活習慣を見直し、規則正しい生活を送ることができるように協力をお願いする。

1111

遊びの中で友達の思いに気付いたり、自分の思いを伝えたりし
ながら共通の目的に向かって協力し合う楽しさを味わう。

ゆうぎ会・おたのしみ会に向けて、友達とアイディアを出し
合ったり励まし合って取り組んだりしながら、一つのことに向
かう充実感を味わう。

1100

・
　
　
・

3311 22

令和６年度　釈迦内小学校区　架け橋期のカリキュラム全体計画（5歳児4月〜3月）

冬の自然に触れ、季節の変化や不思議さに気付いたり、気付いたことを
遊びに取り入れたりする。

遊びや生活の中で、必要な材料や道具を選んだり文字や数字等を取り入
れたりしながら、思いやイメージを友達と伝え合うことを楽しむ。

子どもと一緒に園生活を振り返りながら、５歳児としての役割をやり遂
げた達成感や自他の成長への喜びを共有し、自信をもって行動できるよ
うにしていく。

卒園に向けて、自他の成長に気付いたり、お世話になった方々への感謝
の気持ちをもったりできるような環境を工夫する。

こども園や保育園の年長児や１年生との交流を通して、体験し
たことや自分の思いを保育者や友達とやり取りしながら遊びを
広げる楽しさを味わう。

絵本や物語に親しみ、気付いたことや想像したことを友達と伝
え合ったり情景や心情のイメージを広げて遊びに取り入れたり
する。

月月 44 55 66 77 88

・
　
　
・

生活や遊びに見通しをもち、使う物を進んで準備したり整えたり、片付
けたりする。

園生活や年長組での生活を振り返って、自分や友達の成長に気付き、自
信をもって小学校に進もうとする。

当番活動などで、自分たちにできることを見付け、生活や遊び
を自分たちで進めていく楽しさや充実感を味わう。

縄跳びや運動遊び等で、自分の目標を立て、できるまで挑戦す
ることの楽しさや達成感を味わう。

・
　
　
　
・

・
　
　
・

５５歳歳児児　　第第４４期期
1122

自分や友達のよさが分かり、認認めめ合合っったたりり受受けけ入入れれ合合っったたりりししてて協協力力しし
てて、遊びを進める楽しさやややりり遂遂げげるる満満足足感感を味わう。

期期 55歳歳児児　　第第１１期期 ５５歳歳児児　　第第２２期期 ５５歳歳児児　　第第３３期期

ねね
らら
いい

年長としての意意欲欲とと自自信信ををももっってて、、自自分分のの力力をを十十分分にに発発揮揮しな
がら安心して生活する。

友達と思思いいをを伝伝ええ合合いいななががららイイメメーージジをを共共有有しし、、力力をを合合わわせせてて
遊びや生活を進めていく中で仲間意識を高める。

友達と一緒に考えたり、話し合ったり、折折りり合合いいをを付付けけたたりりしし
ななががらら共共通通のの目目的的にに向向かかっってて遊びや生活を進める楽しさを味わ
う。

小
学
校
区
で
目
指
す
子
ど
も
の
姿

進進

んん

でで

学学

ぶぶ

子子

どど

もも

（（

思思

考考

力力
））

協協

力力

しし

合合

うう

子子

どど

もも

（（

協協

同同

性性
））

・
　
　
・

友達と互いの思いや考えを共有し、行事や遊びの中で目的が達
成できるように話し合ったり協力し合ったりする。

トラブルを通して、思い通りにいかない葛藤を味わったり気持
ちを調整したりすることを繰り返し、相手の思いに気付きなが
ら仲間としてのつながりを深める。

ああ

きき

らら

めめ

ずず

挑挑

戦戦

すす

るる

子子

どど

もも

（（

自自

立立

心心
））

鬼ごっこやリレー遊びなどのゲームを楽しくするために、作戦や
ルールを話し合って工夫する。

絵本や図鑑に親しみ、気付いたことや感想、思ったことを友達と
伝え合うことを楽しみ、遊びに取り入れる。

収穫した野菜やひまわりの種の数を数えたり、大きさや重さを
比べたりしながら、大きい・小さい、多い・少ない、重い・軽
いなどの言葉の意味を実感する。

遊びの目的に沿って時間をうまく使ったり、場所や遊具を選ん
だりして、友達と思いを伝え合いながら遊びを進める。

運動会に向けて遊んだり活動したりする中で、友達と協力し合っ
たり、応援し合ったりして行事を楽しむ。

他の友達が遊んでいることに興味や関心をもち、協力し合うこと
でそれぞれの遊びをクラス全体で楽しむ。

・
　
　
・

・
　
　
・

年長になったという自覚を持ち、園生活の流れに見通しをもって
自分らしさを発揮する。

様々な行事に向かったり運動遊びに取り組んだりする中で、自分
なりの目標を立ててあきらめないで挑戦しようとする。

・
　
　
・

身の回りのことや当番活動に進んで取り組み、自分たちで生活
を進めようとする。

プール遊びや水遊びなど、体を動かす遊びに繰り返し挑戦し、
できるようになった達成感を味わい、様々な運動遊びに挑戦し
ようとする。

家
庭
と
の
連
携

　
　
☆
援
助
の
ポ
イ
ン
ト

　
　
◯
環
境
の
構
成

行行事事・・FFCC

子子どどもものの
交交流流

共
通
し
て
充
実
を
目
指
す
活
動
・
体
験

進進

んん

でで

学学

ぶぶ

子子

どど

もも

（（

思思

考考

力力
））

ああ

きき

らら

めめ

ずず

挑挑

戦戦

すす

るる

子子

どど

もも

（（

自自

立立

心心
））

協協

力力

しし

合合

うう

子子

どど

もも

（（

協協

同同

性性
））

ひひ

まま

わわ

りり

活活

動動

職職員員のの交交流流
他他

目標をもって意欲的に取り組む姿を認め、自信をもって自分らし
さを発揮できるように励ます。

年長として意欲と自信をもって生活している姿を伝え、ともに成
長を喜び合えるようにする。

四季の変化や自然の美しさ、不思議さを感じられる体験、知的
好奇心を満たす遊びや環境を工夫する。

子どもの発育上のことや家庭での様子を聞いたり、園での様子を
伝えたりしながら、保護者の思いを受け止めるとともに、信頼関
係を築いていく。

友達と協力したり競い合ったりして活動する中で、繰り返し挑
戦したり試したりしようとしている姿を丁寧に読み取り、認め
たり紹介したりする。

遊びの様子や行事などの参観や面談などを通して、どのような
育ちを願い、どんなを経験をさせたいか、子どもの変容を伝え
ながら成長を共有していく。

遊びや生活の中でのトラブルが成長につながることを伝え、様
子を伝えながら理解を得るようにする。

一人一人の興味・関心に応じた絵本との出会いを大切にし、絵
本に親しむ環境を工夫する。

共通の目的に向かって試行錯誤しながら実現に向かう場面を大
切にし、それぞれの持ち味を発揮し、お互いによさを認め合う
ことができるような言葉掛けをする。

ゆうぎ会やおたのしみ会に向けて、みんなで一つの劇や合奏な
どを創り上げる喜びを味わうことができるようにする。

運動会に向けて、園のリーダーとして役割を果たしたり友達と協
力して練習したりして初めての行事を楽しみ、達成感を味わえる
ようにする。

お互いの思いやイメージを出し合いながらよりよい方法で遊び
を展開できるように、考えを受け止めて言葉にしたり視覚化し
たりしながら、考えを引き出す援助をする。

ゆうぎ会やおたのしみ会へ向けての取り組み、本番での頑張り
を認めてもらい、自信や意欲に繋げていく。
就学に向けての心配や不安を受け止めて、安心して就学できる
ように子どもへの関わりを一緒に考えるとともに、必要な情報
を提供し相談できる機会や場につなぐ。場合によっては小学校
と情報を共有する。

・
　
・
　
　
　
・

１日の生活の流れを時計とともに表示し、活動の見通しがもてる
ようにする。

子どもが遊びを継続し、満足感や達成感を得られるように、場所
や時間、素材や道具などを十分に用意し、遊びを保障する。

架架けけ橋橋期期にに期期待待すするる子子どどもものの姿姿 大大館館市市 周周囲囲のの人人々々やや環環境境とと主主体体的的にに関関わわりり、、学学ぶぶ喜喜びびやや楽楽ししささをを実実感感ししななががらら仲仲間間とと共共にに育育ちち合合うう子子どどもも

夢夢やや目目標標ををももちち進進んんでで学学ぶぶ子子どどもも（（ドドリリーームムググリリーーンン））

釈釈迦迦内内小小学学校校区区 自自分分もも友友達達もも大大切切ににしし協協力力しし合合うう子子どどもも（（ビビュューーテティィフフルルブブルルーー））

ああききららめめずずにに挑挑戦戦しし、、ややりりととげげるる子子どどもも（（チチャャレレンンジジレレッッドド））（（チチアアイイエエロローー））

ひまわり感謝集会

前前向向ききなな心心

美美ししいい心心

挑挑戦戦のの心心

・年長としての役割を意識して喜んで活動に取り組む。

・クラスの友達と教え合いながら当番活動を行う。

・なかよし集会や園内探検など縦割りでの活動や関わりを通して、年下

の友達に優しく教えたり一緒に遊んだりする。

・縄跳び、跳び箱、鉄棒などあきらめずに繰り返し挑

戦する。

・自分の興味のあることや少し難しいことにも挑戦し、

できた喜びを味わう。

・ゆうぎ会、おたのしみ会

に向けて内容や役割を話

し合い、劇のシナリオや

衣装などのアイディアを

出し合ったり表現を工夫

したりして協力し合って

進める。

・本番では楽しんで発表し、

みんなの力でやり遂げた

達成感を味わう。

・クリスマス会や終業式を通して、１年

が終わることに気付き、遊具や保育室

などへの感謝の気持ちを込めて、みん

なで役割を分担して協力し合って片付

けたり大掃除をしたりする。

・小学校の図書室に行って本を借りたり１年生や図書係と

交流したりすることで、小学校の生活に期待をもつ。

・園の本や小学校の本を読んだり読んでもらったりして、

お話に興味をもち、感想を伝え合う。

・ドッジボール

や鬼ごっこ等、

何度も繰り返

してゲームを

楽しむ中で、

ルールを理解

する。

・友達とチーム

を作ったり作

戦を工夫した

り試したりし

て楽しむ。

・友達や先生に伝

えたいことを文

字や絵で表現し

やりとりを楽し

む。

・ゆうびん屋さん

に興味をもち、

ポストを作った

り係を決めて手

紙や葉書などを

配達したりする

ことを楽しむ。

・かるた、すごろく、コ

マ回し、トランプ等の

ルールを友達と教え合

い理解しながら、友達

と伝承遊びを楽しむ。

・卒園式やお別れ

会の歌や言葉を

みんなで考え、

在園児や保護者、

先生方に感謝の

思いを伝える。

・小学校に行った

ら何を頑張りた

いかなどを友達

と伝え合い、小

学校への期待を

もつ。

（（アア～～ココ））はは「「１１００のの姿姿」」

★★はは子子どどもものの交交流流

就学時健診

秋の遠足・自然観察

稲刈り

焼きいも交流会(こ保)

幼幼保保小小中中連連携携メメデディィアアココンントトロローールル週週間間

ゆうぎ会(こ) おたのしみ会(保)

１１年年生生生生活活科科授授業業交交流流

～～ああききままつつりり～～

クリスマス会

２学期終業式(こ)

３学期始業式(こ)

雪雪遊遊びび交交流流会会

小小学学校校のの図図書書室室にに行行ここうう

節分豆まき会

内科健診

新入園児

説明会

入入学学前前交交流流会会

ひなまつり会

おわかれ会

卒園式

小学校市教研総合研への参加 要要録録・・個個別別のの教教育育・・保保育育

支支援援計計画画送送付付
新新１１年年生生のの情情報報交交換換

生生活活科科授授業業

打打ちち合合わわせせ

ひまわりの種袋詰め ひまわりの種植え 除草 ひまわりサマーウィーク ひまわり収穫 ひまわり種取り

入園式

１学期始業式(こ)

なかよし集会(保) 保育参観

祖父母交流会(保)

内科健診 運動会

歯科検診 個人面談(こ)

七夕集会 夕涼み会(保)

１学期終業式(こ) サマーキャンプ(お泊まり保育)(こ)

親子遠足(保) 眼科検診

向陽太鼓指導(こ)

２学期始業式(こ)

ひひままわわりりのの種種袋袋詰詰めめ ひひままわわりりのの種種植植ええ ひひままわわりり収収穫穫 ひひままわわりり種種取取りり

運動会予行練習見学 マラソン練習(こ) ププーールル授授業業・・水水遊遊びび交交流流 学習発表会予行練習見学

１１年年生生授授業業参参観観・・協協議議

幼保小連携推進会議 幼保小担任研修会

ミニ公開保育(保) 保育体験

カカリリキキュュララムム会会議議

市教委夏季研修会への参加

認定こども園訪問

・運動会に向けてのリレー遊びや鬼ごっこ等の中で、ルールや作戦を話

し合い、いろいろ試したり応援し合ったりしながら楽しむ。

・園のリーダーとしての役割に気付き、目標に向かって友達と協力し合

い、楽しみながら行事に参加する。

・虫探しや、春の自然物（つくし・フキ

ノトウ・さくら・タンポポなど）を遊

びに取り入れ、料理ごっこやジュース

屋さんごっこを楽しむ。

・感じたことや気付いたことを伝え合っ

たり、図鑑や絵本を参考にしたり、友

達の考えを取り入れたりして遊ぶ。

・ひまわり活動に興味をもち、

ひまわりの種を植えたり畑

の草取りを小学生や地域の

方と一緒に行うことを楽し

んだりする。

・自分の役割を最後までがん

ばろうとする。

・身近な植物などを活用

して色水遊びを楽しむ。

・できた色水からごっこ

遊びなどに広げていく。

・予想したり試したりし

て工夫して遊ぶ。

・園のプールで友達と遊

び方を工夫する。

・小学校のプールで１年

生と交流し、１年生と

一緒にいろいろな遊び

に挑戦する。

・夕涼み会やおまつ

りごっこを楽しく

するために友達と

考えを出し合って

進めていく。

・困ったことやもっ

と工夫したいこと

を振り返り、協力

して準備する。

・年下の子どもたち

を喜ばせるような

出店や関わり方を

考え、工夫する。

ひまわりスタート集会

ひひままわわりりススタターートト集集会会 ひひままわわりり感感謝謝集集会会

・ひまわりの収穫や

種取りを小学生や

地域の方と一緒に

行い、自分たちも

地域の中でできる

ことがあることに

気付く。

・ひまわりの種を数

えたり、大きさや

重さを比べたりし

て数量の言葉の意

味を知る。

・秋の自然物（どんぐり、松ぼっくり、栗、とちの

実、柿の実、小枝など）を遊びに取り入れながら、

季節の変化に関心をもつ。

・作りたいもののイメージを友達とやり取りしたり

考えたりして作り、ごっこ遊びなどに発展させる。

・生活科「あきまつり」に向けて、１年生と一緒に

材料を集めたりおもちゃを作ったりしてやり取り

しながら活動するこ

とを楽しむ。

・「あきまつり」で

の遊びを園でも取

り入れて、友達と

いろいろな表現を

工夫しながら遊ぶ。

保育参観

除除草草

きりたんぽまつり・産業祭

ひまわり商品販売

教職員研究実践発表会

カカリリキキュュララムム会会議議

・山登り、ソリ遊び、雪合戦、かまくら

作り等、気温の変化による雪質の変化

や自然の不思議さに気付きながら、友

達と思いきり体を動かして遊ぶ。

＜共通の視点＞

思考力

協同性

自立心

釈迦内小学校区
釈迦内小学校

向陽こども園

釈迦内保育園
目目指指すす子子どどもも像像

・ ・ ・ ・

・ ・ ・
　
　
　
・

・
　
　
　
・・ ・ ・

　
　
　
・

・

　 　

☆ ☆ ☆
　
 
☆
　
○
　
○

☆

☆ ☆ ☆
　
 
☆
　
○
　
○

☆

○ ○ ○ ○

○ ○

・ ・

・ ・

・ ・

99

今までの経験を生かして、心と体を十分に働かせて自分たちで遊びを進
める姿を認め、満足感をもてるようにする。

遊びや生活の中で、嬉しかったことや悲しかったこと、できるように
なったことなどを友達と伝え合って共有したり、共感し合ったりする喜
びを味わう。

卒園に向けて、卒園式の歌やお別れの言葉等を友達と話し合い、役割を
分担したり協力し合ったりしながら創り上げることを楽しむ。

年間の行事予定やそれをリードする年長児としての役割を伝え、
理解と協力を得る。

早寝・早起き・朝ご飯や絵本の読み聞かせの大切さを伝え、理
解と協力を得る。

遊びの楽しさや工夫を交流したり、お互いのよさを認め合った
りするために、遊びの振り返りの時間を保障する。

卒園式、入学式までの予定を示し、見通しをもって準備できるよう、ま
た、不安がないように支援する。
子どものがんばりやよさについて伝え、成長の喜びを共有し、自信と期
待をもって入学できるような励ましや言葉掛けをお願いする。

・
　
・
　
　
　
・幼保小中連携メディアコントロール週間や就学時健康診断を機会に、入学までに身に付けたい力や、起床、就寝、食事、メディアの時間な

どの生活習慣を見直し、規則正しい生活を送ることができるように協力をお願いする。

1111

遊びの中で友達の思いに気付いたり、自分の思いを伝えたりし
ながら共通の目的に向かって協力し合う楽しさを味わう。

ゆうぎ会・おたのしみ会に向けて、友達とアイディアを出し
合ったり励まし合って取り組んだりしながら、一つのことに向
かう充実感を味わう。

1100

・
　
　
・

3311 22

令和６年度　釈迦内小学校区　架け橋期のカリキュラム全体計画（5歳児4月〜3月）

冬の自然に触れ、季節の変化や不思議さに気付いたり、気付いたことを
遊びに取り入れたりする。

遊びや生活の中で、必要な材料や道具を選んだり文字や数字等を取り入
れたりしながら、思いやイメージを友達と伝え合うことを楽しむ。

子どもと一緒に園生活を振り返りながら、５歳児としての役割をやり遂
げた達成感や自他の成長への喜びを共有し、自信をもって行動できるよ
うにしていく。

卒園に向けて、自他の成長に気付いたり、お世話になった方々への感謝
の気持ちをもったりできるような環境を工夫する。

こども園や保育園の年長児や１年生との交流を通して、体験し
たことや自分の思いを保育者や友達とやり取りしながら遊びを
広げる楽しさを味わう。

絵本や物語に親しみ、気付いたことや想像したことを友達と伝
え合ったり情景や心情のイメージを広げて遊びに取り入れたり
する。

月月 44 55 66 77 88

・
　
　
・

生活や遊びに見通しをもち、使う物を進んで準備したり整えたり、片付
けたりする。

園生活や年長組での生活を振り返って、自分や友達の成長に気付き、自
信をもって小学校に進もうとする。

当番活動などで、自分たちにできることを見付け、生活や遊び
を自分たちで進めていく楽しさや充実感を味わう。

縄跳びや運動遊び等で、自分の目標を立て、できるまで挑戦す
ることの楽しさや達成感を味わう。

・
　
　
　
・

・
　
　
・

５５歳歳児児　　第第４４期期
1122

自分や友達のよさが分かり、認認めめ合合っったたりり受受けけ入入れれ合合っったたりりししてて協協力力しし
てて、遊びを進める楽しさやややりり遂遂げげるる満満足足感感を味わう。

期期 55歳歳児児　　第第１１期期 ５５歳歳児児　　第第２２期期 ５５歳歳児児　　第第３３期期

ねね
らら
いい

年長としての意意欲欲とと自自信信ををももっってて、、自自分分のの力力をを十十分分にに発発揮揮しな
がら安心して生活する。

友達と思思いいをを伝伝ええ合合いいななががららイイメメーージジをを共共有有しし、、力力をを合合わわせせてて
遊びや生活を進めていく中で仲間意識を高める。

友達と一緒に考えたり、話し合ったり、折折りり合合いいをを付付けけたたりりしし
ななががらら共共通通のの目目的的にに向向かかっってて遊びや生活を進める楽しさを味わ
う。

小
学
校
区
で
目
指
す
子
ど
も
の
姿

進進

んん

でで

学学

ぶぶ

子子

どど

もも

（（

思思

考考

力力
））

協協

力力

しし

合合

うう

子子

どど

もも

（（

協協

同同

性性
））

・
　
　
・

友達と互いの思いや考えを共有し、行事や遊びの中で目的が達
成できるように話し合ったり協力し合ったりする。

トラブルを通して、思い通りにいかない葛藤を味わったり気持
ちを調整したりすることを繰り返し、相手の思いに気付きなが
ら仲間としてのつながりを深める。

ああ

きき

らら

めめ

ずず

挑挑

戦戦

すす

るる

子子

どど

もも

（（

自自

立立

心心
））

鬼ごっこやリレー遊びなどのゲームを楽しくするために、作戦や
ルールを話し合って工夫する。

絵本や図鑑に親しみ、気付いたことや感想、思ったことを友達と
伝え合うことを楽しみ、遊びに取り入れる。

収穫した野菜やひまわりの種の数を数えたり、大きさや重さを
比べたりしながら、大きい・小さい、多い・少ない、重い・軽
いなどの言葉の意味を実感する。

遊びの目的に沿って時間をうまく使ったり、場所や遊具を選ん
だりして、友達と思いを伝え合いながら遊びを進める。

運動会に向けて遊んだり活動したりする中で、友達と協力し合っ
たり、応援し合ったりして行事を楽しむ。

他の友達が遊んでいることに興味や関心をもち、協力し合うこと
でそれぞれの遊びをクラス全体で楽しむ。

・
　
　
・

・
　
　
・

年長になったという自覚を持ち、園生活の流れに見通しをもって
自分らしさを発揮する。

様々な行事に向かったり運動遊びに取り組んだりする中で、自分
なりの目標を立ててあきらめないで挑戦しようとする。

・
　
　
・

身の回りのことや当番活動に進んで取り組み、自分たちで生活
を進めようとする。

プール遊びや水遊びなど、体を動かす遊びに繰り返し挑戦し、
できるようになった達成感を味わい、様々な運動遊びに挑戦し
ようとする。

家
庭
と
の
連
携

　
　
☆
援
助
の
ポ
イ
ン
ト

　
　
◯
環
境
の
構
成

行行事事・・FFCC

子子どどもものの
交交流流

共
通
し
て
充
実
を
目
指
す
活
動
・
体
験

進進

んん

でで

学学

ぶぶ

子子

どど

もも

（（

思思

考考

力力
））

ああ

きき

らら

めめ

ずず

挑挑

戦戦

すす

るる

子子

どど

もも

（（

自自

立立

心心
））

協協

力力

しし

合合

うう

子子

どど

もも

（（

協協

同同

性性
））

ひひ

まま

わわ

りり

活活

動動

職職員員のの交交流流
他他

目標をもって意欲的に取り組む姿を認め、自信をもって自分らし
さを発揮できるように励ます。

年長として意欲と自信をもって生活している姿を伝え、ともに成
長を喜び合えるようにする。

四季の変化や自然の美しさ、不思議さを感じられる体験、知的
好奇心を満たす遊びや環境を工夫する。

子どもの発育上のことや家庭での様子を聞いたり、園での様子を
伝えたりしながら、保護者の思いを受け止めるとともに、信頼関
係を築いていく。

友達と協力したり競い合ったりして活動する中で、繰り返し挑
戦したり試したりしようとしている姿を丁寧に読み取り、認め
たり紹介したりする。

遊びの様子や行事などの参観や面談などを通して、どのような
育ちを願い、どんなを経験をさせたいか、子どもの変容を伝え
ながら成長を共有していく。

遊びや生活の中でのトラブルが成長につながることを伝え、様
子を伝えながら理解を得るようにする。

一人一人の興味・関心に応じた絵本との出会いを大切にし、絵
本に親しむ環境を工夫する。

共通の目的に向かって試行錯誤しながら実現に向かう場面を大
切にし、それぞれの持ち味を発揮し、お互いによさを認め合う
ことができるような言葉掛けをする。

ゆうぎ会やおたのしみ会に向けて、みんなで一つの劇や合奏な
どを創り上げる喜びを味わうことができるようにする。

運動会に向けて、園のリーダーとして役割を果たしたり友達と協
力して練習したりして初めての行事を楽しみ、達成感を味わえる
ようにする。

お互いの思いやイメージを出し合いながらよりよい方法で遊び
を展開できるように、考えを受け止めて言葉にしたり視覚化し
たりしながら、考えを引き出す援助をする。

ゆうぎ会やおたのしみ会へ向けての取り組み、本番での頑張り
を認めてもらい、自信や意欲に繋げていく。
就学に向けての心配や不安を受け止めて、安心して就学できる
ように子どもへの関わりを一緒に考えるとともに、必要な情報
を提供し相談できる機会や場につなぐ。場合によっては小学校
と情報を共有する。

・
　
・
　
　
　
・

１日の生活の流れを時計とともに表示し、活動の見通しがもてる
ようにする。

子どもが遊びを継続し、満足感や達成感を得られるように、場所
や時間、素材や道具などを十分に用意し、遊びを保障する。

架架けけ橋橋期期にに期期待待すするる子子どどもものの姿姿 大大館館市市 周周囲囲のの人人々々やや環環境境とと主主体体的的にに関関わわりり、、学学ぶぶ喜喜びびやや楽楽ししささをを実実感感ししななががらら仲仲間間とと共共にに育育ちち合合うう子子どどもも

夢夢やや目目標標ををももちち進進んんでで学学ぶぶ子子どどもも（（ドドリリーームムググリリーーンン））

釈釈迦迦内内小小学学校校区区 自自分分もも友友達達もも大大切切ににしし協協力力しし合合うう子子どどもも（（ビビュューーテティィフフルルブブルルーー））

ああききららめめずずにに挑挑戦戦しし、、ややりりととげげるる子子どどもも（（チチャャレレンンジジレレッッドド））（（チチアアイイエエロローー））

ひまわり感謝集会

前前向向ききなな心心

美美ししいい心心

挑挑戦戦のの心心

・年長としての役割を意識して喜んで活動に取り組む。

・クラスの友達と教え合いながら当番活動を行う。

・なかよし集会や園内探検など縦割りでの活動や関わりを通して、年下

の友達に優しく教えたり一緒に遊んだりする。

・縄跳び、跳び箱、鉄棒などあきらめずに繰り返し挑

戦する。

・自分の興味のあることや少し難しいことにも挑戦し、

できた喜びを味わう。

・ゆうぎ会、おたのしみ会

に向けて内容や役割を話

し合い、劇のシナリオや

衣装などのアイディアを

出し合ったり表現を工夫

したりして協力し合って

進める。

・本番では楽しんで発表し、

みんなの力でやり遂げた

達成感を味わう。

・クリスマス会や終業式を通して、１年

が終わることに気付き、遊具や保育室

などへの感謝の気持ちを込めて、みん

なで役割を分担して協力し合って片付

けたり大掃除をしたりする。

・小学校の図書室に行って本を借りたり１年生や図書係と

交流したりすることで、小学校の生活に期待をもつ。

・園の本や小学校の本を読んだり読んでもらったりして、

お話に興味をもち、感想を伝え合う。

・ドッジボール

や鬼ごっこ等、

何度も繰り返

してゲームを

楽しむ中で、

ルールを理解

する。

・友達とチーム

を作ったり作

戦を工夫した

り試したりし

て楽しむ。

・友達や先生に伝

えたいことを文

字や絵で表現し

やりとりを楽し

む。

・ゆうびん屋さん

に興味をもち、

ポストを作った

り係を決めて手

紙や葉書などを

配達したりする

ことを楽しむ。

・かるた、すごろく、コ

マ回し、トランプ等の

ルールを友達と教え合

い理解しながら、友達

と伝承遊びを楽しむ。

・卒園式やお別れ

会の歌や言葉を

みんなで考え、

在園児や保護者、

先生方に感謝の

思いを伝える。

・小学校に行った

ら何を頑張りた

いかなどを友達

と伝え合い、小

学校への期待を

もつ。

（（アア～～ココ））はは「「１１００のの姿姿」」

★★はは子子どどもものの交交流流

就学時健診

秋の遠足・自然観察

稲刈り

焼きいも交流会(こ保)

幼幼保保小小中中連連携携メメデディィアアココンントトロローールル週週間間

ゆうぎ会(こ) おたのしみ会(保)

１１年年生生生生活活科科授授業業交交流流

～～ああききままつつりり～～

クリスマス会

２学期終業式(こ)

３学期始業式(こ)

雪雪遊遊びび交交流流会会

小小学学校校のの図図書書室室にに行行ここうう

節分豆まき会

内科健診

新入園児

説明会

入入学学前前交交流流会会

ひなまつり会

おわかれ会

卒園式

小学校市教研総合研への参加 要要録録・・個個別別のの教教育育・・保保育育

支支援援計計画画送送付付
新新１１年年生生のの情情報報交交換換

生生活活科科授授業業

打打ちち合合わわせせ

ひまわりの種袋詰め ひまわりの種植え 除草 ひまわりサマーウィーク ひまわり収穫 ひまわり種取り

入園式

１学期始業式(こ)

なかよし集会(保) 保育参観

祖父母交流会(保)

内科健診 運動会

歯科検診 個人面談(こ)

七夕集会 夕涼み会(保)

１学期終業式(こ) サマーキャンプ(お泊まり保育)(こ)

親子遠足(保) 眼科検診

向陽太鼓指導(こ)

２学期始業式(こ)

ひひままわわりりのの種種袋袋詰詰めめ ひひままわわりりのの種種植植ええ ひひままわわりり収収穫穫 ひひままわわりり種種取取りり

運動会予行練習見学 マラソン練習(こ) ププーールル授授業業・・水水遊遊びび交交流流 学習発表会予行練習見学

１１年年生生授授業業参参観観・・協協議議

幼保小連携推進会議 幼保小担任研修会

ミニ公開保育(保) 保育体験

カカリリキキュュララムム会会議議

市教委夏季研修会への参加

認定こども園訪問

・運動会に向けてのリレー遊びや鬼ごっこ等の中で、ルールや作戦を話

し合い、いろいろ試したり応援し合ったりしながら楽しむ。

・園のリーダーとしての役割に気付き、目標に向かって友達と協力し合

い、楽しみながら行事に参加する。

・虫探しや、春の自然物（つくし・フキ

ノトウ・さくら・タンポポなど）を遊

びに取り入れ、料理ごっこやジュース

屋さんごっこを楽しむ。

・感じたことや気付いたことを伝え合っ

たり、図鑑や絵本を参考にしたり、友

達の考えを取り入れたりして遊ぶ。

・ひまわり活動に興味をもち、

ひまわりの種を植えたり畑

の草取りを小学生や地域の

方と一緒に行うことを楽し

んだりする。

・自分の役割を最後までがん

ばろうとする。

・身近な植物などを活用

して色水遊びを楽しむ。

・できた色水からごっこ

遊びなどに広げていく。

・予想したり試したりし

て工夫して遊ぶ。

・園のプールで友達と遊

び方を工夫する。

・小学校のプールで１年

生と交流し、１年生と

一緒にいろいろな遊び

に挑戦する。

・夕涼み会やおまつ

りごっこを楽しく

するために友達と

考えを出し合って

進めていく。

・困ったことやもっ

と工夫したいこと

を振り返り、協力

して準備する。

・年下の子どもたち

を喜ばせるような

出店や関わり方を

考え、工夫する。

ひまわりスタート集会

ひひままわわりりススタターートト集集会会 ひひままわわりり感感謝謝集集会会

・ひまわりの収穫や

種取りを小学生や

地域の方と一緒に

行い、自分たちも

地域の中でできる

ことがあることに

気付く。

・ひまわりの種を数

えたり、大きさや

重さを比べたりし

て数量の言葉の意

味を知る。

・秋の自然物（どんぐり、松ぼっくり、栗、とちの

実、柿の実、小枝など）を遊びに取り入れながら、

季節の変化に関心をもつ。

・作りたいもののイメージを友達とやり取りしたり

考えたりして作り、ごっこ遊びなどに発展させる。

・生活科「あきまつり」に向けて、１年生と一緒に

材料を集めたりおもちゃを作ったりしてやり取り

しながら活動するこ

とを楽しむ。

・「あきまつり」で

の遊びを園でも取

り入れて、友達と

いろいろな表現を

工夫しながら遊ぶ。

保育参観

除除草草

きりたんぽまつり・産業祭

ひまわり商品販売

教職員研究実践発表会

カカリリキキュュララムム会会議議

・山登り、ソリ遊び、雪合戦、かまくら

作り等、気温の変化による雪質の変化

や自然の不思議さに気付きながら、友

達と思いきり体を動かして遊ぶ。

＜共通の視点＞

思考力

協同性

自立心

釈迦内小学校区
釈迦内小学校

向陽こども園

釈迦内保育園
目目指指すす子子どどもも像像

・ ・ ・ ・

・ ・ ・
　
　
　
・

・
　
　
　
・・ ・ ・

　
　
　
・

・

　 　

☆ ☆ ☆
　
 
☆
　
○
　
○

☆

☆ ☆ ☆
　
 
☆
　
○
　
○

☆

○ ○ ○ ○

○ ○

・ ・

・ ・

・ ・

99

今までの経験を生かして、心と体を十分に働かせて自分たちで遊びを進
める姿を認め、満足感をもてるようにする。

遊びや生活の中で、嬉しかったことや悲しかったこと、できるように
なったことなどを友達と伝え合って共有したり、共感し合ったりする喜
びを味わう。

卒園に向けて、卒園式の歌やお別れの言葉等を友達と話し合い、役割を
分担したり協力し合ったりしながら創り上げることを楽しむ。

年間の行事予定やそれをリードする年長児としての役割を伝え、
理解と協力を得る。

早寝・早起き・朝ご飯や絵本の読み聞かせの大切さを伝え、理
解と協力を得る。

遊びの楽しさや工夫を交流したり、お互いのよさを認め合った
りするために、遊びの振り返りの時間を保障する。

卒園式、入学式までの予定を示し、見通しをもって準備できるよう、ま
た、不安がないように支援する。
子どものがんばりやよさについて伝え、成長の喜びを共有し、自信と期
待をもって入学できるような励ましや言葉掛けをお願いする。

・
　
・
　
　
　
・幼保小中連携メディアコントロール週間や就学時健康診断を機会に、入学までに身に付けたい力や、起床、就寝、食事、メディアの時間な

どの生活習慣を見直し、規則正しい生活を送ることができるように協力をお願いする。

1111

遊びの中で友達の思いに気付いたり、自分の思いを伝えたりし
ながら共通の目的に向かって協力し合う楽しさを味わう。

ゆうぎ会・おたのしみ会に向けて、友達とアイディアを出し
合ったり励まし合って取り組んだりしながら、一つのことに向
かう充実感を味わう。

1100

・
　
　
・

3311 22

令和６年度　釈迦内小学校区　架け橋期のカリキュラム全体計画（5歳児4月〜3月）

冬の自然に触れ、季節の変化や不思議さに気付いたり、気付いたことを
遊びに取り入れたりする。

遊びや生活の中で、必要な材料や道具を選んだり文字や数字等を取り入
れたりしながら、思いやイメージを友達と伝え合うことを楽しむ。

子どもと一緒に園生活を振り返りながら、５歳児としての役割をやり遂
げた達成感や自他の成長への喜びを共有し、自信をもって行動できるよ
うにしていく。

卒園に向けて、自他の成長に気付いたり、お世話になった方々への感謝
の気持ちをもったりできるような環境を工夫する。

こども園や保育園の年長児や１年生との交流を通して、体験し
たことや自分の思いを保育者や友達とやり取りしながら遊びを
広げる楽しさを味わう。

絵本や物語に親しみ、気付いたことや想像したことを友達と伝
え合ったり情景や心情のイメージを広げて遊びに取り入れたり
する。

月月 44 55 66 77 88

・
　
　
・

生活や遊びに見通しをもち、使う物を進んで準備したり整えたり、片付
けたりする。

園生活や年長組での生活を振り返って、自分や友達の成長に気付き、自
信をもって小学校に進もうとする。

当番活動などで、自分たちにできることを見付け、生活や遊び
を自分たちで進めていく楽しさや充実感を味わう。

縄跳びや運動遊び等で、自分の目標を立て、できるまで挑戦す
ることの楽しさや達成感を味わう。

・
　
　
　
・

・
　
　
・

５５歳歳児児　　第第４４期期
1122

自分や友達のよさが分かり、認認めめ合合っったたりり受受けけ入入れれ合合っったたりりししてて協協力力しし
てて、遊びを進める楽しさやややりり遂遂げげるる満満足足感感を味わう。

期期 55歳歳児児　　第第１１期期 ５５歳歳児児　　第第２２期期 ５５歳歳児児　　第第３３期期

ねね
らら
いい

年長としての意意欲欲とと自自信信ををももっってて、、自自分分のの力力をを十十分分にに発発揮揮しな
がら安心して生活する。

友達と思思いいをを伝伝ええ合合いいななががららイイメメーージジをを共共有有しし、、力力をを合合わわせせてて
遊びや生活を進めていく中で仲間意識を高める。

友達と一緒に考えたり、話し合ったり、折折りり合合いいをを付付けけたたりりしし
ななががらら共共通通のの目目的的にに向向かかっってて遊びや生活を進める楽しさを味わ
う。

小
学
校
区
で
目
指
す
子
ど
も
の
姿

進進

んん

でで

学学

ぶぶ

子子

どど

もも

（（

思思

考考

力力
））

協協

力力

しし

合合

うう

子子

どど

もも

（（

協協

同同

性性
））

・
　
　
・

友達と互いの思いや考えを共有し、行事や遊びの中で目的が達
成できるように話し合ったり協力し合ったりする。

トラブルを通して、思い通りにいかない葛藤を味わったり気持
ちを調整したりすることを繰り返し、相手の思いに気付きなが
ら仲間としてのつながりを深める。

ああ

きき

らら

めめ

ずず

挑挑

戦戦

すす

るる

子子

どど

もも

（（

自自

立立

心心
））

鬼ごっこやリレー遊びなどのゲームを楽しくするために、作戦や
ルールを話し合って工夫する。

絵本や図鑑に親しみ、気付いたことや感想、思ったことを友達と
伝え合うことを楽しみ、遊びに取り入れる。

収穫した野菜やひまわりの種の数を数えたり、大きさや重さを
比べたりしながら、大きい・小さい、多い・少ない、重い・軽
いなどの言葉の意味を実感する。

遊びの目的に沿って時間をうまく使ったり、場所や遊具を選ん
だりして、友達と思いを伝え合いながら遊びを進める。

運動会に向けて遊んだり活動したりする中で、友達と協力し合っ
たり、応援し合ったりして行事を楽しむ。

他の友達が遊んでいることに興味や関心をもち、協力し合うこと
でそれぞれの遊びをクラス全体で楽しむ。

・
　
　
・

・
　
　
・

年長になったという自覚を持ち、園生活の流れに見通しをもって
自分らしさを発揮する。

様々な行事に向かったり運動遊びに取り組んだりする中で、自分
なりの目標を立ててあきらめないで挑戦しようとする。

・
　
　
・

身の回りのことや当番活動に進んで取り組み、自分たちで生活
を進めようとする。

プール遊びや水遊びなど、体を動かす遊びに繰り返し挑戦し、
できるようになった達成感を味わい、様々な運動遊びに挑戦し
ようとする。

家
庭
と
の
連
携

　
　
☆
援
助
の
ポ
イ
ン
ト

　
　
◯
環
境
の
構
成

行行事事・・FFCC

子子どどもものの
交交流流

共
通
し
て
充
実
を
目
指
す
活
動
・
体
験

進進

んん

でで

学学

ぶぶ

子子

どど

もも

（（

思思

考考

力力
））

ああ

きき

らら

めめ

ずず

挑挑

戦戦

すす

るる

子子

どど

もも

（（

自自

立立

心心
））

協協

力力

しし

合合

うう

子子

どど

もも

（（

協協

同同

性性
））

ひひ

まま

わわ

りり

活活

動動

職職員員のの交交流流
他他

目標をもって意欲的に取り組む姿を認め、自信をもって自分らし
さを発揮できるように励ます。

年長として意欲と自信をもって生活している姿を伝え、ともに成
長を喜び合えるようにする。

四季の変化や自然の美しさ、不思議さを感じられる体験、知的
好奇心を満たす遊びや環境を工夫する。

子どもの発育上のことや家庭での様子を聞いたり、園での様子を
伝えたりしながら、保護者の思いを受け止めるとともに、信頼関
係を築いていく。

友達と協力したり競い合ったりして活動する中で、繰り返し挑
戦したり試したりしようとしている姿を丁寧に読み取り、認め
たり紹介したりする。

遊びの様子や行事などの参観や面談などを通して、どのような
育ちを願い、どんなを経験をさせたいか、子どもの変容を伝え
ながら成長を共有していく。

遊びや生活の中でのトラブルが成長につながることを伝え、様
子を伝えながら理解を得るようにする。

一人一人の興味・関心に応じた絵本との出会いを大切にし、絵
本に親しむ環境を工夫する。

共通の目的に向かって試行錯誤しながら実現に向かう場面を大
切にし、それぞれの持ち味を発揮し、お互いによさを認め合う
ことができるような言葉掛けをする。

ゆうぎ会やおたのしみ会に向けて、みんなで一つの劇や合奏な
どを創り上げる喜びを味わうことができるようにする。

運動会に向けて、園のリーダーとして役割を果たしたり友達と協
力して練習したりして初めての行事を楽しみ、達成感を味わえる
ようにする。

お互いの思いやイメージを出し合いながらよりよい方法で遊び
を展開できるように、考えを受け止めて言葉にしたり視覚化し
たりしながら、考えを引き出す援助をする。

ゆうぎ会やおたのしみ会へ向けての取り組み、本番での頑張り
を認めてもらい、自信や意欲に繋げていく。
就学に向けての心配や不安を受け止めて、安心して就学できる
ように子どもへの関わりを一緒に考えるとともに、必要な情報
を提供し相談できる機会や場につなぐ。場合によっては小学校
と情報を共有する。

・
　
・
　
　
　
・

１日の生活の流れを時計とともに表示し、活動の見通しがもてる
ようにする。

子どもが遊びを継続し、満足感や達成感を得られるように、場所
や時間、素材や道具などを十分に用意し、遊びを保障する。

架架けけ橋橋期期にに期期待待すするる子子どどもものの姿姿 大大館館市市 周周囲囲のの人人々々やや環環境境とと主主体体的的にに関関わわりり、、学学ぶぶ喜喜びびやや楽楽ししささをを実実感感ししななががらら仲仲間間とと共共にに育育ちち合合うう子子どどもも

夢夢やや目目標標ををももちち進進んんでで学学ぶぶ子子どどもも（（ドドリリーームムググリリーーンン））

釈釈迦迦内内小小学学校校区区 自自分分もも友友達達もも大大切切ににしし協協力力しし合合うう子子どどもも（（ビビュューーテティィフフルルブブルルーー））

ああききららめめずずにに挑挑戦戦しし、、ややりりととげげるる子子どどもも（（チチャャレレンンジジレレッッドド））（（チチアアイイエエロローー））

ひまわり感謝集会

前前向向ききなな心心

美美ししいい心心

挑挑戦戦のの心心

・年長としての役割を意識して喜んで活動に取り組む。

・クラスの友達と教え合いながら当番活動を行う。

・なかよし集会や園内探検など縦割りでの活動や関わりを通して、年下

の友達に優しく教えたり一緒に遊んだりする。

・縄跳び、跳び箱、鉄棒などあきらめずに繰り返し挑

戦する。

・自分の興味のあることや少し難しいことにも挑戦し、

できた喜びを味わう。

・ゆうぎ会、おたのしみ会

に向けて内容や役割を話

し合い、劇のシナリオや

衣装などのアイディアを

出し合ったり表現を工夫

したりして協力し合って

進める。

・本番では楽しんで発表し、

みんなの力でやり遂げた

達成感を味わう。

・クリスマス会や終業式を通して、１年

が終わることに気付き、遊具や保育室

などへの感謝の気持ちを込めて、みん

なで役割を分担して協力し合って片付

けたり大掃除をしたりする。

・小学校の図書室に行って本を借りたり１年生や図書係と

交流したりすることで、小学校の生活に期待をもつ。

・園の本や小学校の本を読んだり読んでもらったりして、

お話に興味をもち、感想を伝え合う。

・ドッジボール

や鬼ごっこ等、

何度も繰り返

してゲームを

楽しむ中で、

ルールを理解

する。

・友達とチーム

を作ったり作

戦を工夫した

り試したりし

て楽しむ。

・友達や先生に伝

えたいことを文

字や絵で表現し

やりとりを楽し

む。

・ゆうびん屋さん

に興味をもち、

ポストを作った

り係を決めて手

紙や葉書などを

配達したりする

ことを楽しむ。

・かるた、すごろく、コ

マ回し、トランプ等の

ルールを友達と教え合

い理解しながら、友達

と伝承遊びを楽しむ。

・卒園式やお別れ

会の歌や言葉を

みんなで考え、

在園児や保護者、

先生方に感謝の

思いを伝える。

・小学校に行った

ら何を頑張りた

いかなどを友達

と伝え合い、小

学校への期待を

もつ。

（（アア～～ココ））はは「「１１００のの姿姿」」

★★はは子子どどもものの交交流流

就学時健診

秋の遠足・自然観察

稲刈り

焼きいも交流会(こ保)

幼幼保保小小中中連連携携メメデディィアアココンントトロローールル週週間間

ゆうぎ会(こ) おたのしみ会(保)

１１年年生生生生活活科科授授業業交交流流

～～ああききままつつりり～～

クリスマス会

２学期終業式(こ)

３学期始業式(こ)

雪雪遊遊びび交交流流会会

小小学学校校のの図図書書室室にに行行ここうう

節分豆まき会

内科健診

新入園児

説明会

入入学学前前交交流流会会

ひなまつり会

おわかれ会

卒園式

小学校市教研総合研への参加 要要録録・・個個別別のの教教育育・・保保育育

支支援援計計画画送送付付
新新１１年年生生のの情情報報交交換換

生生活活科科授授業業

打打ちち合合わわせせ

ひまわりの種袋詰め ひまわりの種植え 除草 ひまわりサマーウィーク ひまわり収穫 ひまわり種取り

入園式

１学期始業式(こ)

なかよし集会(保) 保育参観

祖父母交流会(保)

内科健診 運動会

歯科検診 個人面談(こ)

七夕集会 夕涼み会(保)

１学期終業式(こ) サマーキャンプ(お泊まり保育)(こ)

親子遠足(保) 眼科検診

向陽太鼓指導(こ)

２学期始業式(こ)

ひひままわわりりのの種種袋袋詰詰めめ ひひままわわりりのの種種植植ええ ひひままわわりり収収穫穫 ひひままわわりり種種取取りり

運動会予行練習見学 マラソン練習(こ) ププーールル授授業業・・水水遊遊びび交交流流 学習発表会予行練習見学

１１年年生生授授業業参参観観・・協協議議

幼保小連携推進会議 幼保小担任研修会

ミニ公開保育(保) 保育体験

カカリリキキュュララムム会会議議

市教委夏季研修会への参加

認定こども園訪問

・運動会に向けてのリレー遊びや鬼ごっこ等の中で、ルールや作戦を話

し合い、いろいろ試したり応援し合ったりしながら楽しむ。

・園のリーダーとしての役割に気付き、目標に向かって友達と協力し合

い、楽しみながら行事に参加する。

・虫探しや、春の自然物（つくし・フキ

ノトウ・さくら・タンポポなど）を遊

びに取り入れ、料理ごっこやジュース

屋さんごっこを楽しむ。

・感じたことや気付いたことを伝え合っ

たり、図鑑や絵本を参考にしたり、友

達の考えを取り入れたりして遊ぶ。

・ひまわり活動に興味をもち、

ひまわりの種を植えたり畑

の草取りを小学生や地域の

方と一緒に行うことを楽し

んだりする。

・自分の役割を最後までがん

ばろうとする。

・身近な植物などを活用

して色水遊びを楽しむ。

・できた色水からごっこ

遊びなどに広げていく。

・予想したり試したりし

て工夫して遊ぶ。

・園のプールで友達と遊

び方を工夫する。

・小学校のプールで１年

生と交流し、１年生と

一緒にいろいろな遊び

に挑戦する。

・夕涼み会やおまつ

りごっこを楽しく

するために友達と

考えを出し合って

進めていく。

・困ったことやもっ

と工夫したいこと

を振り返り、協力

して準備する。

・年下の子どもたち

を喜ばせるような

出店や関わり方を

考え、工夫する。

ひまわりスタート集会

ひひままわわりりススタターートト集集会会 ひひままわわりり感感謝謝集集会会

・ひまわりの収穫や

種取りを小学生や

地域の方と一緒に

行い、自分たちも

地域の中でできる

ことがあることに

気付く。

・ひまわりの種を数

えたり、大きさや

重さを比べたりし

て数量の言葉の意

味を知る。

・秋の自然物（どんぐり、松ぼっくり、栗、とちの

実、柿の実、小枝など）を遊びに取り入れながら、

季節の変化に関心をもつ。

・作りたいもののイメージを友達とやり取りしたり

考えたりして作り、ごっこ遊びなどに発展させる。

・生活科「あきまつり」に向けて、１年生と一緒に

材料を集めたりおもちゃを作ったりしてやり取り

しながら活動するこ

とを楽しむ。

・「あきまつり」で

の遊びを園でも取

り入れて、友達と

いろいろな表現を

工夫しながら遊ぶ。

保育参観

除除草草

きりたんぽまつり・産業祭

ひまわり商品販売

教職員研究実践発表会

カカリリキキュュララムム会会議議

・山登り、ソリ遊び、雪合戦、かまくら

作り等、気温の変化による雪質の変化

や自然の不思議さに気付きながら、友

達と思いきり体を動かして遊ぶ。

＜共通の視点＞

思考力

協同性

自立心

釈迦内小学校区
釈迦内小学校

向陽こども園

釈迦内保育園

17 18

令和６年度 釈迦内小学校区 架け橋期のカリキュラム全体計画 （5歳児 4月〜3月）
架け橋期に期待する子どもの姿 大館市 周囲の人々や環境と主体的に関わり、学ぶ喜びや楽しさを実感しながら仲間と共に育ち合う子ども
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   夢や目標をもち進んで学ぶ子ども（ドリームグリーン）　　　　　　　　　　　　　
　　　　　釈迦内小学校区　　　　　　　　　　　　自分も友達も大切にし協力し合う子ども（ビューティフルブルー）　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あきらめずに挑戦し、やりとげる子ども（チャレンジレッド）（チアイエロー）　　　　　　　　　　　　　　

前向きな心
美しい心
挑戦の心

モデル地区版  架け橋期のカリキュラム全体計画 ５歳児～１年生

| | | | 

| くさくらタイム＞ （イウカケコ） 遊びや活動を振り返り、明日の遊びにつなげる。

くみんなで力を合わせよう＞ （アイウカ） ＊くなつをたのしもう＞ ＜みんなで進めよう＞ ＊＜ひまわり活動＞
（アイウエカクケ） （ウカクケ） （アイウオキクケ）

くー繕に遊ぽう＞（アウエキケ）
＊＜ひまわり活動＞

（アウオキ）

¢?」<JUOC"ったよ＞ （イウオ） ., 
くみんなで挑戦しよう＞ （アイウ）

• r.,,.; 

| | 
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＊くだのしいあきいっばい＞ （オカキケ）

くみんなの力で
やり遂げよう＞
（アイウカ）

口
l 「ニニロ
| | 

＊＜ふゆを
たのしもう＞
（ウオカケ）

くお正月を楽しもう＞
（ウオカクケ）

＜今年もありがとう＞ウイウエオ）

| | | | 
| | | || || 1 ロニ
こ | 1ロニニ］ロニ］

ロ | | 

＊＜小学校の國畔に行こう＞（カクコ）

くゆうびんで一す＞ くゆめに
（オクケコ） 向かって＞

（ウオカケコ）

□口 □ニ
| | 
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期期 小小学学校校11年年　　第第１１期期 小小学学校校11年年　　第第２２期期

協協

力力

しし

合合

うう

子子

どど

もも

（（

協協

同同

性性
））

ああ

きき

らら

めめ

ずず

挑挑

戦戦

すす

るる

子子

どど

もも

（（

自自

立立

心心
））

ひひ

まま

わわ

りり

活活

動動

協協

力力

しし

合合

うう

子子

どど

もも

（（

協協

同同

性性
））

行行事事・・FFCC

上級生や学校を支えている方々、地域の方などいろいろな人と関
わることを楽しみ、地域への親しみを深める。

聞き手を見て話したり、話し手に共感して相づちなどの反応をし
ながら最後まで話を聞いたりする。

ねね
らら
いい

小学校の生活や新しい学習に興味をもって取り組み、学学級級のの友友達達やや
上上級級生生、、先先生生とと進進んんでで触触れれ合合いい、楽しく、安心して生活する。

小学校の生活や学習に見見通通ししををももっってて取取りり組組みみ、、共共にに活活動動すするる楽楽
ししささをを友友達達とと共共有有し、意欲的に活動や学習に取り組む。

たくさんの友達との関わりの中で、相相手手のの思思いいやや願願いいをを感感じじなながが
らら自自分分のの思思いいをを表表現現しし、、主主体体的的にに活動や学習に取り組む。

自分や友達の成長に気付き、おお互互いいにに認認めめ合合いい、、相相手手のの気気持持ちちをを尊尊重重しし
ななががらら、、自自信信ををももっってて活動や学習に取り組む。

自分のよいところや夢、できるようになりたいこと等、絵や言葉で
表したり、友達と伝え合ったりする。

新しく出会う友達や教師と進んで関わり、一緒に活動する楽しさや
喜びを感じる。

楽しく学習や生活をするために大切なこと（返事や挨拶、約束やマ
ナー、言葉遣いなど）に気付き、進んで実践しようとする。

・
　
　
　
・
・小

学
校
区
で
目
指
す
子
ど
も
の
姿

進進

んん

でで

学学

ぶぶ

子子

どど

もも

（（

思思

考考

力力
））

学校探検や春探しなどから、伝えたいことを選んだり、伝え方を工
夫したりする。

ああ

きき

らら

めめ

ずず

挑挑

戦戦

すす

るる

子子

どど

もも

（（

自自

立立

心心
））

学校生活に見通しをもって、自分でできることは自分でしようとし
たり、学習の準備を意欲的に行ったりする。

あさがおやひまわりの成長に見通しをもち、成長の様子や開花へ
の期待を、言葉や絵、動作等の方法を選んで伝え合う。

ひまわりの種を袋に詰める活動で、種の数え方を工夫したり、地
域の人に喜んでもらえるような絵を考えてかいたりする。

運動遊びに進んで取り組み、順番やきまりを守りながら誰とでも仲
よく運動をする。

・
　
　
　
・

2277 3388 99

楽しい学級にするために、自分にできる仕事を考えたり話し合っ
たりして決め、進んで役割を果たそうとする。

学習や生活、行事等の中で、目標に向かって自分の力を発揮し、
粘り強く取り組む。

これまでの学級活動（係や当番）を振り返り、よりよい学級にする
ためにどうするか考え、やり遂げようとする。

学習や生活、行事等の中で、自分の目標を達成するよう諦めずに取
り組む。

新しい１年生に楽しんでもらうために、自分でできる仕事を考えたり、
話し合ったりして、自分の役割を果たそうとする。

２年生へ向けて、自分の目標を決めて今できることに粘り強く取り組
む。

・

・

・

ひまわり活動などでこれまでお世話になった地域の方々へ、感謝の
思いを伝える方法を話し合い、感謝集会で実践することで、みんな
で協力することのよさを感じる。

話し手の意図を考えながら聞いたり、自分の思いが相手に伝わるよ
うに分かりやすく話そうとしたりする。

新１年生との交流会に向けて、内容や表現方法を話し合い、みんなで協
力して実践することで、進級への期待を高める。

新１年生の手本となるような聞き方や話し方、授業中の姿勢などを意識
して生活しようとする。

小小学学校校１１年年　　第第３３期期 小小学学校校１１年年　　第第４４期期

令和６年度　釈迦内小学校区　架け橋期のカリキュラム全体計画（1年生4月〜3月）

月月 55 6644 1100 1111 1122 11

運動会などの取組を通して、頑張っている姿や友達と協力してい
る姿を価値付けし、意欲を高める。

生活科を中心とした関連的な指導を行ったり弾力的に時間割を工夫
したりする。

子子どどもものの
交交流流

職職員員のの交交流流
他他

家
庭
と
の
連
携

登下校や縦割り班活動、運動会、ふるさとキャリアの活動などへ
の取組を通して、地域の方々や他学年との関係づくりをするとと
もに、様々な人に支えられていることに気付けるようにする。

幼児期とのつながりを考慮し、幼児期に親しんだ活動を取り入れ、
自信をもって活動できるようにする。

子どもの思いを汲み取りながら、一人一人が安心感をもち落ち着い
て生活、学習できるように一緒に環境を工夫していく。

子どもの頑張っていることやできるようになったこと、課題にな
ることを具体的に伝える。

規則正しい生活習慣づくりやメディアコントロール、読み聞かせ
や音読、家庭学習など、継続する大切さを啓発していく。

学校行事や学年の活動、ＰＴＡ活動などの保護者ボランティアの
教育的価値を伝えて協力をお願いする。

学校の方針、１年生の目指す姿やスタートカリキュラム、重点施策
等について伝え、理解を得る。

１年間の予定や１週間毎の具体的な予定を丁寧に伝え、保護者が見
通しをもてるようにする。

連絡帳や通信などで子どもの様子を伝え、保護者が安心できるよう
にするとともに、家庭でも話題にしたり褒めたりしてもらえるよう
にする。

☆
援
助
の
ポ
イ
ン
ト

◯
環
境
の
構
成

入学した喜びを共有し、意欲的に取り組もうとする姿を認め励まし
たり、児童の話を共感しながら聞いたりして、温かな安心できる学
級づくりを工夫する。

具体的な体験を通して、伝え合う、交流する、試行錯誤や繰り返
す活動を保障し、お互いのよさやそれぞれの気付きを共鳴させる
ようにする。

２学期始まりの準備物や生活リズムの回復について、協力をお願い
する。

生活科「かぞくにこにこ大作戦」のねらいや内容を丁寧に伝え、継
続してお手伝いに取り組めるよう協力をお願いする。

子どもたちの活動の様子や頑張っている姿を伝え、家庭でも褒めた
り認めたりしてもらえるようにする。

１年間の成長に気付き、自分や友達のよさを実感できるように、子ども
の作品やカード、写真などを掲示する。

各教科を通して、１年間の成長を認め、２年生の学習や生活への意欲を
高める。

子どもの成長について、家庭でも褒めたり認めたりしてもらうようお願
いする。

自信をもって進級できるように、子どもが自分では気付かない内面の成
長についても気付かせてもらうようにする。

生活リズムや持ち物など、子どもと一緒に話し合ったり確認したりしな
がら、進級に向けての準備をしてもらうようにする。

秋のおもちゃづくりを通して、作りたいものに合った材料を選んだ
り、考えた遊び方を分かりやすく伝え合う。

ひまわりの収穫や種取りなどの活動を通して、生命をもっているこ
とや成長していること、生命をつないでいることに気付いている。

１年間を通してできるようになったことを、絵や動作など様々な表現で
伝え合う。

新しい１年生に学校のことを分かりやすく伝えるために、内容や方法を
工夫する。

友達と話し合って考えをまとめたり、試行錯誤したり、振り返った
りする時間を十分に確保し、満足感や達成感をもてるようにする。

「ありがとうカード」や「いいねカード」を交換し、お互いのよさを実
感できるようにする。

縦割り班や異学年の子ども、幼児、高齢者など、関わりを段階的に
広げ多くの人と交流することで、相手意識をもって行動できるよう
にする。

学級集会や学習発表会など、共通の目的に向かって活動すること
で、思いを伝え合い協力して創り上げる体験をもてるようにする。

体験入学では新１年生が入学を楽しみにするような活動を工夫できるよ
うにする。

・

・雪や氷などを利用した、冬な

らではの遊びの楽しさに気付

き、友達と仲よく遊ぶ。

体体育育「「ススキキーー遊遊びび」」

・寒さに負けず、進んでスキー

遊びに取り組む。

国国語語「「ききききたたいいなな、、

ととももだだちちのの ははななしし」」

・冬休みや冬の遊びで体験した

ことを友達に詳しく話したり、

聞いたりする。

★★生生活活「「ゆゆききああそそびび交交流流会会」」

・雪や氷を使った遊びを友達と

一緒に考えたり、遊びを発展

させたりする。

・年長児と一緒にルールや作戦

などを話し合いながら工夫し

て雪遊びを楽しむ。

・遊びを振り返り、次の交流会

に生かす。

架架けけ橋橋期期にに期期待待すするる子子どどもものの姿姿 大大館館市市 周周囲囲のの人人々々やや環環境境とと主主体体的的にに関関わわりり、、学学ぶぶ喜喜びびやや楽楽ししささをを実実感感ししななががらら仲仲間間とと共共にに育育ちち合合うう子子どどもも

夢夢やや目目標標ををももちち進進んんでで学学ぶぶ子子どどもも（（ドドリリーームムググリリーーンン））

釈釈迦迦内内小小学学校校区区 自自分分もも友友達達もも大大切切ににしし協協力力しし合合うう子子どどもも（（ビビュューーテティィフフルルブブルルーー））

ああききららめめずずにに挑挑戦戦しし、、ややりりととげげるる子子どどもも（（チチャャレレンンジジレレッッドド））（（チチアアイイエエロローー））

ひまわりの種袋詰め ひまわりの種植えひまわりスタート集会

一戸一ひまわり運動 除草

除草 かかし教室

前前向向ききなな心心

美美ししいい心心

挑挑戦戦のの心心

○○友友達達やや先先生生とと自自己己紹紹介介しし合合っったたりり、、学学校校探探

検検ををししてて見見付付けけたたももののをを友友達達とと伝伝ええ合合うう。。

国国語語「「どどううぞぞよよろろししくく」」

・自己紹介カードに名前を書く。

「「ななんんてていいおおううかかなな」」

・場面に応じた言葉や動作を考える。

「「ここんんななもものの みみつつけけたたよよ」」

・学校探検で見付けたものを友達と伝え

合う。

図図工工「「すすききななもものの いいっっぱぱいい」」

・すきなものや見付けたものを絵に表す。

道道徳徳「「どどううししててここううななるるののかかなな」」

・楽しく生活するためのルールやマナー

を考える。

体体育育「「体体ほほぐぐししのの運運動動遊遊びび・・固固定定施施設設遊遊びび」」

・友達と一緒に校庭遊具で遊んだり、か

けっこをしたりする。

音音楽楽「「ううたたででななかかよよしし」」「「ななままええああそそびび」」

・園で歌っていた歌や春の歌を歌う。

・名前でリズム遊びをする。

○○ああささががおおととひひままわわりりのの種種をを植植ええ、、

そそのの変変化化やや成成長長のの様様子子にに関関心心ををもも

ちちななががらら世世話話ををすするる。。

国国語語「「ななんんてていいおおううかかなな」」

・地域の方や上級生に種の植え

方を聞く。

「「ととししょょかかんんへへいいここうう」」

・図鑑で育て方を調べる。

道道徳徳「「ああささががおお」」

・どんな気持ちで植物の世話を

すればよいか考える。

算算数数「「ななかかままづづくくりりととかかずず」」

・種の数を数えたり、数のまと

まりを作ったりする。

常常時時活活動動・・係係活活動動

・朝の時間や中休みの時間に、

水やりをしたり、成長の様子

を観察したりする。

生生活活「「ひひままわわりりのの草草取取りりををししよようう」」

★★年年長長児児とと一一緒緒にに草草取取りりををすするる。。

○○ややっっててみみたたいい仕仕事事にに挑挑戦戦ししたた

りり、、ああっったたららいいいいななとと思思うう仕仕事事

をを考考ええてて試試ししててみみたたりりすするる。。

・あったらいいなと思う仕事を見

付けて発表する。

・自分でやりたい仕事を決める。

・役割を決め、係の仕事に取り組む。

・活動を振り返って、学級の係活

動にしたらよいものを選ぶ。

○○自自分分のの好好ききななここととやや得得意意ななこことと、、でで

ききるるよよううににななりりたたいいこことと、、夢夢ななどどをを

考考ええ、、キキャャリリアアノノーートトにに書書いいてて友友達達

とと伝伝ええ合合うう。。

道道徳徳「「みみんんななじじょょううずず」」

・自分のよいところを見付ける。

○○友友達達とと考考ええをを出出しし合合いい、、

協協働働的的にに学学びび合合うう。。

・見通しもち、まずは自分の力

でやってみる。

・自分の考えを発表する。

・友達の話を反応しながら聞く。

・よりよい方法を考える。

・振り返りをする。

入学式 新任式・始業式

給食開始

下校指導

1年生を迎える会

縦割り清掃班スタート集会

交通安全教室

町内児童会・集団下校

PTA授業参観・懇談会

発育測定・内科検診 マラソン運動

地域訪問

運動会 田植え(5年)

新体力テスト

PTA授業参観・懇談会

ひひままわわりりのの種種植植ええ・・除除草草((22年年))

読書強調月間

終業式 避難訓練

地域防災活動(小・中)

ななつつのの遊遊びび・・

ププーールル授授業業交交流流

幼保小連携推進会議 幼保小担任研修会 保保育育体体験験夏季研修会

１１年年生生授授業業参参観観・・協協議議 生生活活科科授授業業参参加加

ひまわり収穫

ひまわりサマーウィーク ひまわり種取り

きりたんぽまつり・産業祭・ひまわり商品販売

ひまわり感謝集会

２学期始業式

学習発表会予行練習見学

就学時健診

１１年年生生活活科科授授業業

～～ああききままつつりり～～

稲刈り(5年)

カカリリキキュュララムム会会議議

２学期終業式 ３学期始業式

カリキュラム会議

生生活活科科授授業業打打ちち合合わわせせ 教職員研究実践発表会 新１年生の情報交換 要録・個別の支援計画の送付

入入学学前前交交流流会会

スキー授業・スキー教室

PTA授業参観・研修会

児童総会

来年度のひまわり活動についての提案

図図書書室室へへ行行っっててみみよようう

雪雪遊遊びび交交流流会会

修了式

卒業式

６年生を送る会

PTA授業参観

児童総会

学習発表会

○○年年長長児児ととのの関関わわりりをを深深めめ、、成成長長のの喜喜びびやや感感謝謝のの

気気持持ちち、、進進級級へへのの期期待待・・意意欲欲ををももつつ。。

★★生生活活「「新新ししいい１１年年生生ををししょょううたたいいししよようう」」

・新１年生のために、どんなことができるか考え

て話し合い、計画、実践する。

★★国国語語「「新新１１年年生生にに本本のの借借りり方方をを教教ええよようう」」

生生活活「「あありりががととううわわたたししたたちちのの教教室室」」

・１年間使用した教室に感謝の気持ちをもち、掃

除をしたり、新一年生のために作品を飾ったりする。

道道徳徳「「みみんんななみみんんなな、、あありりががととうう」」

・自分で成長したと思うことを考えて伝え合い、

支えてくれた人たちへの感謝の気持ちを表す。

・自分の育てたひまわりの成長を

感じながら、友達や年長児と

協力して収穫・種取りをする。

・これまでの活動を振り返り、ど

うすれば感謝の気持ちが伝わる

か自分なりに考え、お世話にな

った人たちと進んで交流したり

感謝の気持ちを伝えたりする。

＜共通の視点＞

思考力

協同性

自立心

釈迦内小学校区
釈迦内小学校

向陽こども園

釈迦内保育園

保保育育参参観観・・研研究究協協議議（（保保））

保保育育参参観観・・研研究究協協議議（（ここ））

・かけっこや玉入れ競争、ダンスなど

の運動遊びに取り組む。

・順番やきまりを守り、誰とでも仲良

く遊んだり、場の安全に気を付けた

りする。

特活・縦割り班の人と一緒に掃除に取

り組む。

学活「運動会でがんばりたいこと」

・目標を決めて取り組む。

○学習発表会を成功させるために、

目標に向かって、友達と励まし

合いながら一緒に取り組む。

行行事事「「学学習習発発表表会会」」劇劇

・自分なりの表現の仕方を考え、

相手に伝えようとする。

道道徳徳「「ややれればばででききるるんんだだ」」

・最後までやり通すために、何が

大切か考え、諦めずに努力しよ

うとする。

・秋のものを使ったおもちゃを考え、

友達と協力しておもちゃづくりを行

い、年長児を招待してあきまつりを

する。

★★生生活活「「ああききののおおももちちゃゃををつつくくろろうう」」

・おもちゃを作るために必要な材料を

集めたり、作り方や遊び方などを考

えたりしてまとめる。

★★生生活活「「ああききままつつりりををししよようう」」

・遊び方やルールなどの説明を考え、

相手が分かりやすいように伝える。

・相手が楽しめるようにするにはどう

すればよいか考えて、試してみる。

道道徳徳「「くくりりのの みみ」」

・困っている人のために、どんなこと

ができるか考え、相手に思いやりを

もって接しようとする。

○○一一年年間間をを振振りり返返っってて、、頑頑張張っったたここととやや出出来来るるよよ

ううににななっったたここととななどどををキキャャリリアアノノーートトにに書書いいてて

伝伝ええ合合いい、、自自他他のの成成長長にに気気付付くく。。

生生活活「「一一年年間間ををふふりりかかええろろうう」」

国国語語「「いいいいこことといいっっぱぱいい、、一一年年生生」」

・楽しかったことや嬉しかったこと、がんばった

こと、できるようになったことなどを絵や文章

で表し、友達と伝え合う。

幼幼保保小小中中連連携携メメデディィアアココンントトロローールル週週間間

ひひままわわりり収収穫穫・・種種取取りり ひひままわわりり感感謝謝集集会会

目目指指すす子子どどもも像像
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期期 小小学学校校11年年　　第第１１期期 小小学学校校11年年　　第第２２期期
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行行事事・・FFCC

上級生や学校を支えている方々、地域の方などいろいろな人と関
わることを楽しみ、地域への親しみを深める。

聞き手を見て話したり、話し手に共感して相づちなどの反応をし
ながら最後まで話を聞いたりする。

ねね
らら
いい

小学校の生活や新しい学習に興味をもって取り組み、学学級級のの友友達達やや
上上級級生生、、先先生生とと進進んんでで触触れれ合合いい、楽しく、安心して生活する。

小学校の生活や学習に見見通通ししををももっってて取取りり組組みみ、、共共にに活活動動すするる楽楽
ししささをを友友達達とと共共有有し、意欲的に活動や学習に取り組む。

たくさんの友達との関わりの中で、相相手手のの思思いいやや願願いいをを感感じじなながが
らら自自分分のの思思いいをを表表現現しし、、主主体体的的にに活動や学習に取り組む。

自分や友達の成長に気付き、おお互互いいにに認認めめ合合いい、、相相手手のの気気持持ちちをを尊尊重重しし
ななががらら、、自自信信ををももっってて活動や学習に取り組む。

自分のよいところや夢、できるようになりたいこと等、絵や言葉で
表したり、友達と伝え合ったりする。

新しく出会う友達や教師と進んで関わり、一緒に活動する楽しさや
喜びを感じる。

楽しく学習や生活をするために大切なこと（返事や挨拶、約束やマ
ナー、言葉遣いなど）に気付き、進んで実践しようとする。
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学校探検や春探しなどから、伝えたいことを選んだり、伝え方を工
夫したりする。

ああ

きき

らら

めめ

ずず

挑挑

戦戦

すす

るる

子子

どど

もも

（（

自自

立立

心心
））

学校生活に見通しをもって、自分でできることは自分でしようとし
たり、学習の準備を意欲的に行ったりする。

あさがおやひまわりの成長に見通しをもち、成長の様子や開花へ
の期待を、言葉や絵、動作等の方法を選んで伝え合う。

ひまわりの種を袋に詰める活動で、種の数え方を工夫したり、地
域の人に喜んでもらえるような絵を考えてかいたりする。

運動遊びに進んで取り組み、順番やきまりを守りながら誰とでも仲
よく運動をする。

・
　
　
　
・

2277 3388 99

楽しい学級にするために、自分にできる仕事を考えたり話し合っ
たりして決め、進んで役割を果たそうとする。

学習や生活、行事等の中で、目標に向かって自分の力を発揮し、
粘り強く取り組む。

これまでの学級活動（係や当番）を振り返り、よりよい学級にする
ためにどうするか考え、やり遂げようとする。

学習や生活、行事等の中で、自分の目標を達成するよう諦めずに取
り組む。

新しい１年生に楽しんでもらうために、自分でできる仕事を考えたり、
話し合ったりして、自分の役割を果たそうとする。

２年生へ向けて、自分の目標を決めて今できることに粘り強く取り組
む。

・

・

・

ひまわり活動などでこれまでお世話になった地域の方々へ、感謝の
思いを伝える方法を話し合い、感謝集会で実践することで、みんな
で協力することのよさを感じる。

話し手の意図を考えながら聞いたり、自分の思いが相手に伝わるよ
うに分かりやすく話そうとしたりする。

新１年生との交流会に向けて、内容や表現方法を話し合い、みんなで協
力して実践することで、進級への期待を高める。

新１年生の手本となるような聞き方や話し方、授業中の姿勢などを意識
して生活しようとする。

小小学学校校１１年年　　第第３３期期 小小学学校校１１年年　　第第４４期期

令和６年度　釈迦内小学校区　架け橋期のカリキュラム全体計画（1年生4月〜3月）

月月 55 6644 1100 1111 1122 11

運動会などの取組を通して、頑張っている姿や友達と協力してい
る姿を価値付けし、意欲を高める。

生活科を中心とした関連的な指導を行ったり弾力的に時間割を工夫
したりする。

子子どどもものの
交交流流

職職員員のの交交流流
他他

家
庭
と
の
連
携

登下校や縦割り班活動、運動会、ふるさとキャリアの活動などへ
の取組を通して、地域の方々や他学年との関係づくりをするとと
もに、様々な人に支えられていることに気付けるようにする。

幼児期とのつながりを考慮し、幼児期に親しんだ活動を取り入れ、
自信をもって活動できるようにする。

子どもの思いを汲み取りながら、一人一人が安心感をもち落ち着い
て生活、学習できるように一緒に環境を工夫していく。

子どもの頑張っていることやできるようになったこと、課題にな
ることを具体的に伝える。

規則正しい生活習慣づくりやメディアコントロール、読み聞かせ
や音読、家庭学習など、継続する大切さを啓発していく。

学校行事や学年の活動、ＰＴＡ活動などの保護者ボランティアの
教育的価値を伝えて協力をお願いする。

学校の方針、１年生の目指す姿やスタートカリキュラム、重点施策
等について伝え、理解を得る。

１年間の予定や１週間毎の具体的な予定を丁寧に伝え、保護者が見
通しをもてるようにする。

連絡帳や通信などで子どもの様子を伝え、保護者が安心できるよう
にするとともに、家庭でも話題にしたり褒めたりしてもらえるよう
にする。

☆
援
助
の
ポ
イ
ン
ト

◯
環
境
の
構
成

入学した喜びを共有し、意欲的に取り組もうとする姿を認め励まし
たり、児童の話を共感しながら聞いたりして、温かな安心できる学
級づくりを工夫する。

具体的な体験を通して、伝え合う、交流する、試行錯誤や繰り返
す活動を保障し、お互いのよさやそれぞれの気付きを共鳴させる
ようにする。

２学期始まりの準備物や生活リズムの回復について、協力をお願い
する。

生活科「かぞくにこにこ大作戦」のねらいや内容を丁寧に伝え、継
続してお手伝いに取り組めるよう協力をお願いする。

子どもたちの活動の様子や頑張っている姿を伝え、家庭でも褒めた
り認めたりしてもらえるようにする。

１年間の成長に気付き、自分や友達のよさを実感できるように、子ども
の作品やカード、写真などを掲示する。

各教科を通して、１年間の成長を認め、２年生の学習や生活への意欲を
高める。

子どもの成長について、家庭でも褒めたり認めたりしてもらうようお願
いする。

自信をもって進級できるように、子どもが自分では気付かない内面の成
長についても気付かせてもらうようにする。

生活リズムや持ち物など、子どもと一緒に話し合ったり確認したりしな
がら、進級に向けての準備をしてもらうようにする。

秋のおもちゃづくりを通して、作りたいものに合った材料を選んだ
り、考えた遊び方を分かりやすく伝え合う。

ひまわりの収穫や種取りなどの活動を通して、生命をもっているこ
とや成長していること、生命をつないでいることに気付いている。

１年間を通してできるようになったことを、絵や動作など様々な表現で
伝え合う。

新しい１年生に学校のことを分かりやすく伝えるために、内容や方法を
工夫する。

友達と話し合って考えをまとめたり、試行錯誤したり、振り返った
りする時間を十分に確保し、満足感や達成感をもてるようにする。

「ありがとうカード」や「いいねカード」を交換し、お互いのよさを実
感できるようにする。

縦割り班や異学年の子ども、幼児、高齢者など、関わりを段階的に
広げ多くの人と交流することで、相手意識をもって行動できるよう
にする。

学級集会や学習発表会など、共通の目的に向かって活動すること
で、思いを伝え合い協力して創り上げる体験をもてるようにする。

体験入学では新１年生が入学を楽しみにするような活動を工夫できるよ
うにする。

・

・雪や氷などを利用した、冬な

らではの遊びの楽しさに気付

き、友達と仲よく遊ぶ。

体体育育「「ススキキーー遊遊びび」」

・寒さに負けず、進んでスキー

遊びに取り組む。

国国語語「「ききききたたいいなな、、

ととももだだちちのの ははななしし」」

・冬休みや冬の遊びで体験した

ことを友達に詳しく話したり、

聞いたりする。

★★生生活活「「ゆゆききああそそびび交交流流会会」」

・雪や氷を使った遊びを友達と

一緒に考えたり、遊びを発展

させたりする。

・年長児と一緒にルールや作戦

などを話し合いながら工夫し

て雪遊びを楽しむ。

・遊びを振り返り、次の交流会

に生かす。

架架けけ橋橋期期にに期期待待すするる子子どどもものの姿姿 大大館館市市 周周囲囲のの人人々々やや環環境境とと主主体体的的にに関関わわりり、、学学ぶぶ喜喜びびやや楽楽ししささをを実実感感ししななががらら仲仲間間とと共共にに育育ちち合合うう子子どどもも

夢夢やや目目標標ををももちち進進んんでで学学ぶぶ子子どどもも（（ドドリリーームムググリリーーンン））

釈釈迦迦内内小小学学校校区区 自自分分もも友友達達もも大大切切ににしし協協力力しし合合うう子子どどもも（（ビビュューーテティィフフルルブブルルーー））

ああききららめめずずにに挑挑戦戦しし、、ややりりととげげるる子子どどもも（（チチャャレレンンジジレレッッドド））（（チチアアイイエエロローー））

ひまわりの種袋詰め ひまわりの種植えひまわりスタート集会

一戸一ひまわり運動 除草

除草 かかし教室

前前向向ききなな心心

美美ししいい心心

挑挑戦戦のの心心

○○友友達達やや先先生生とと自自己己紹紹介介しし合合っったたりり、、学学校校探探

検検ををししてて見見付付けけたたももののをを友友達達とと伝伝ええ合合うう。。

国国語語「「どどううぞぞよよろろししくく」」

・自己紹介カードに名前を書く。

「「ななんんてていいおおううかかなな」」

・場面に応じた言葉や動作を考える。

「「ここんんななもものの みみつつけけたたよよ」」

・学校探検で見付けたものを友達と伝え

合う。

図図工工「「すすききななもものの いいっっぱぱいい」」

・すきなものや見付けたものを絵に表す。

道道徳徳「「どどううししててここううななるるののかかなな」」

・楽しく生活するためのルールやマナー

を考える。

体体育育「「体体ほほぐぐししのの運運動動遊遊びび・・固固定定施施設設遊遊びび」」

・友達と一緒に校庭遊具で遊んだり、か

けっこをしたりする。

音音楽楽「「ううたたででななかかよよしし」」「「ななままええああそそびび」」

・園で歌っていた歌や春の歌を歌う。

・名前でリズム遊びをする。

○○ああささががおおととひひままわわりりのの種種をを植植ええ、、

そそのの変変化化やや成成長長のの様様子子にに関関心心ををもも

ちちななががらら世世話話ををすするる。。

国国語語「「ななんんてていいおおううかかなな」」

・地域の方や上級生に種の植え

方を聞く。

「「ととししょょかかんんへへいいここうう」」

・図鑑で育て方を調べる。

道道徳徳「「ああささががおお」」

・どんな気持ちで植物の世話を

すればよいか考える。

算算数数「「ななかかままづづくくりりととかかずず」」

・種の数を数えたり、数のまと

まりを作ったりする。

常常時時活活動動・・係係活活動動

・朝の時間や中休みの時間に、

水やりをしたり、成長の様子

を観察したりする。

生生活活「「ひひままわわりりのの草草取取りりををししよようう」」

★★年年長長児児とと一一緒緒にに草草取取りりををすするる。。

○○ややっっててみみたたいい仕仕事事にに挑挑戦戦ししたた

りり、、ああっったたららいいいいななとと思思うう仕仕事事

をを考考ええてて試試ししててみみたたりりすするる。。

・あったらいいなと思う仕事を見

付けて発表する。

・自分でやりたい仕事を決める。

・役割を決め、係の仕事に取り組む。

・活動を振り返って、学級の係活

動にしたらよいものを選ぶ。

○○自自分分のの好好ききななここととやや得得意意ななこことと、、でで

ききるるよよううににななりりたたいいこことと、、夢夢ななどどをを

考考ええ、、キキャャリリアアノノーートトにに書書いいてて友友達達

とと伝伝ええ合合うう。。

道道徳徳「「みみんんななじじょょううずず」」

・自分のよいところを見付ける。

○○友友達達とと考考ええをを出出しし合合いい、、

協協働働的的にに学学びび合合うう。。

・見通しもち、まずは自分の力

でやってみる。

・自分の考えを発表する。

・友達の話を反応しながら聞く。

・よりよい方法を考える。

・振り返りをする。

入学式 新任式・始業式

給食開始

下校指導

1年生を迎える会

縦割り清掃班スタート集会

交通安全教室

町内児童会・集団下校

PTA授業参観・懇談会

発育測定・内科検診 マラソン運動

地域訪問

運動会 田植え(5年)

新体力テスト

PTA授業参観・懇談会

ひひままわわりりのの種種植植ええ・・除除草草((22年年))

読書強調月間

終業式 避難訓練

地域防災活動(小・中)

ななつつのの遊遊びび・・

ププーールル授授業業交交流流

幼保小連携推進会議 幼保小担任研修会 保保育育体体験験夏季研修会

１１年年生生授授業業参参観観・・協協議議 生生活活科科授授業業参参加加

ひまわり収穫

ひまわりサマーウィーク ひまわり種取り

きりたんぽまつり・産業祭・ひまわり商品販売

ひまわり感謝集会

２学期始業式

学習発表会予行練習見学

就学時健診

１１年年生生活活科科授授業業

～～ああききままつつりり～～

稲刈り(5年)

カカリリキキュュララムム会会議議

２学期終業式 ３学期始業式

カリキュラム会議

生生活活科科授授業業打打ちち合合わわせせ 教職員研究実践発表会 新１年生の情報交換 要録・個別の支援計画の送付

入入学学前前交交流流会会

スキー授業・スキー教室

PTA授業参観・研修会

児童総会

来年度のひまわり活動についての提案

図図書書室室へへ行行っっててみみよようう

雪雪遊遊びび交交流流会会

修了式

卒業式

６年生を送る会

PTA授業参観

児童総会

学習発表会

○○年年長長児児ととのの関関わわりりをを深深めめ、、成成長長のの喜喜びびやや感感謝謝のの

気気持持ちち、、進進級級へへのの期期待待・・意意欲欲ををももつつ。。

★★生生活活「「新新ししいい１１年年生生ををししょょううたたいいししよようう」」

・新１年生のために、どんなことができるか考え

て話し合い、計画、実践する。

★★国国語語「「新新１１年年生生にに本本のの借借りり方方をを教教ええよようう」」

生生活活「「あありりががととううわわたたししたたちちのの教教室室」」

・１年間使用した教室に感謝の気持ちをもち、掃

除をしたり、新一年生のために作品を飾ったりする。

道道徳徳「「みみんんななみみんんなな、、あありりががととうう」」

・自分で成長したと思うことを考えて伝え合い、

支えてくれた人たちへの感謝の気持ちを表す。

・自分の育てたひまわりの成長を

感じながら、友達や年長児と

協力して収穫・種取りをする。

・これまでの活動を振り返り、ど

うすれば感謝の気持ちが伝わる

か自分なりに考え、お世話にな

った人たちと進んで交流したり

感謝の気持ちを伝えたりする。

＜共通の視点＞

思考力

協同性

自立心

釈迦内小学校区
釈迦内小学校

向陽こども園

釈迦内保育園

保保育育参参観観・・研研究究協協議議（（保保））

保保育育参参観観・・研研究究協協議議（（ここ））

・かけっこや玉入れ競争、ダンスなど

の運動遊びに取り組む。

・順番やきまりを守り、誰とでも仲良

く遊んだり、場の安全に気を付けた

りする。

特活・縦割り班の人と一緒に掃除に取

り組む。

学活「運動会でがんばりたいこと」

・目標を決めて取り組む。

○学習発表会を成功させるために、

目標に向かって、友達と励まし

合いながら一緒に取り組む。

行行事事「「学学習習発発表表会会」」劇劇

・自分なりの表現の仕方を考え、

相手に伝えようとする。

道道徳徳「「ややれればばででききるるんんだだ」」

・最後までやり通すために、何が

大切か考え、諦めずに努力しよ

うとする。

・秋のものを使ったおもちゃを考え、

友達と協力しておもちゃづくりを行

い、年長児を招待してあきまつりを

する。

★★生生活活「「ああききののおおももちちゃゃををつつくくろろうう」」

・おもちゃを作るために必要な材料を

集めたり、作り方や遊び方などを考

えたりしてまとめる。

★★生生活活「「ああききままつつりりををししよようう」」

・遊び方やルールなどの説明を考え、

相手が分かりやすいように伝える。

・相手が楽しめるようにするにはどう

すればよいか考えて、試してみる。

道道徳徳「「くくりりのの みみ」」

・困っている人のために、どんなこと

ができるか考え、相手に思いやりを

もって接しようとする。

○○一一年年間間をを振振りり返返っってて、、頑頑張張っったたここととやや出出来来るるよよ

ううににななっったたここととななどどををキキャャリリアアノノーートトにに書書いいてて

伝伝ええ合合いい、、自自他他のの成成長長にに気気付付くく。。

生生活活「「一一年年間間ををふふりりかかええろろうう」」

国国語語「「いいいいこことといいっっぱぱいい、、一一年年生生」」

・楽しかったことや嬉しかったこと、がんばった

こと、できるようになったことなどを絵や文章

で表し、友達と伝え合う。

幼幼保保小小中中連連携携メメデディィアアココンントトロローールル週週間間

ひひままわわりり収収穫穫・・種種取取りり ひひままわわりり感感謝謝集集会会

目目指指すす子子どどもも像像
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行行事事・・FFCC

上級生や学校を支えている方々、地域の方などいろいろな人と関
わることを楽しみ、地域への親しみを深める。

聞き手を見て話したり、話し手に共感して相づちなどの反応をし
ながら最後まで話を聞いたりする。

ねね
らら
いい

小学校の生活や新しい学習に興味をもって取り組み、学学級級のの友友達達やや
上上級級生生、、先先生生とと進進んんでで触触れれ合合いい、楽しく、安心して生活する。

小学校の生活や学習に見見通通ししををももっってて取取りり組組みみ、、共共にに活活動動すするる楽楽
ししささをを友友達達とと共共有有し、意欲的に活動や学習に取り組む。

たくさんの友達との関わりの中で、相相手手のの思思いいやや願願いいをを感感じじなながが
らら自自分分のの思思いいをを表表現現しし、、主主体体的的にに活動や学習に取り組む。

自分や友達の成長に気付き、おお互互いいにに認認めめ合合いい、、相相手手のの気気持持ちちをを尊尊重重しし
ななががらら、、自自信信ををももっってて活動や学習に取り組む。

自分のよいところや夢、できるようになりたいこと等、絵や言葉で
表したり、友達と伝え合ったりする。

新しく出会う友達や教師と進んで関わり、一緒に活動する楽しさや
喜びを感じる。

楽しく学習や生活をするために大切なこと（返事や挨拶、約束やマ
ナー、言葉遣いなど）に気付き、進んで実践しようとする。

・
　
　
　
・
・小

学
校
区
で
目
指
す
子
ど
も
の
姿

進進

んん

でで

学学

ぶぶ

子子

どど

もも

（（

思思

考考

力力
））

学校探検や春探しなどから、伝えたいことを選んだり、伝え方を工
夫したりする。

ああ

きき

らら

めめ

ずず

挑挑

戦戦

すす

るる

子子

どど

もも

（（

自自

立立

心心
））

学校生活に見通しをもって、自分でできることは自分でしようとし
たり、学習の準備を意欲的に行ったりする。

あさがおやひまわりの成長に見通しをもち、成長の様子や開花へ
の期待を、言葉や絵、動作等の方法を選んで伝え合う。

ひまわりの種を袋に詰める活動で、種の数え方を工夫したり、地
域の人に喜んでもらえるような絵を考えてかいたりする。

運動遊びに進んで取り組み、順番やきまりを守りながら誰とでも仲
よく運動をする。

・
　
　
　
・

2277 3388 99

楽しい学級にするために、自分にできる仕事を考えたり話し合っ
たりして決め、進んで役割を果たそうとする。

学習や生活、行事等の中で、目標に向かって自分の力を発揮し、
粘り強く取り組む。

これまでの学級活動（係や当番）を振り返り、よりよい学級にする
ためにどうするか考え、やり遂げようとする。

学習や生活、行事等の中で、自分の目標を達成するよう諦めずに取
り組む。

新しい１年生に楽しんでもらうために、自分でできる仕事を考えたり、
話し合ったりして、自分の役割を果たそうとする。

２年生へ向けて、自分の目標を決めて今できることに粘り強く取り組
む。

・

・

・

ひまわり活動などでこれまでお世話になった地域の方々へ、感謝の
思いを伝える方法を話し合い、感謝集会で実践することで、みんな
で協力することのよさを感じる。

話し手の意図を考えながら聞いたり、自分の思いが相手に伝わるよ
うに分かりやすく話そうとしたりする。

新１年生との交流会に向けて、内容や表現方法を話し合い、みんなで協
力して実践することで、進級への期待を高める。

新１年生の手本となるような聞き方や話し方、授業中の姿勢などを意識
して生活しようとする。

小小学学校校１１年年　　第第３３期期 小小学学校校１１年年　　第第４４期期

令和６年度　釈迦内小学校区　架け橋期のカリキュラム全体計画（1年生4月〜3月）

月月 55 6644 1100 1111 1122 11

運動会などの取組を通して、頑張っている姿や友達と協力してい
る姿を価値付けし、意欲を高める。

生活科を中心とした関連的な指導を行ったり弾力的に時間割を工夫
したりする。

子子どどもものの
交交流流

職職員員のの交交流流
他他

家
庭
と
の
連
携

登下校や縦割り班活動、運動会、ふるさとキャリアの活動などへ
の取組を通して、地域の方々や他学年との関係づくりをするとと
もに、様々な人に支えられていることに気付けるようにする。

幼児期とのつながりを考慮し、幼児期に親しんだ活動を取り入れ、
自信をもって活動できるようにする。

子どもの思いを汲み取りながら、一人一人が安心感をもち落ち着い
て生活、学習できるように一緒に環境を工夫していく。

子どもの頑張っていることやできるようになったこと、課題にな
ることを具体的に伝える。

規則正しい生活習慣づくりやメディアコントロール、読み聞かせ
や音読、家庭学習など、継続する大切さを啓発していく。

学校行事や学年の活動、ＰＴＡ活動などの保護者ボランティアの
教育的価値を伝えて協力をお願いする。

学校の方針、１年生の目指す姿やスタートカリキュラム、重点施策
等について伝え、理解を得る。

１年間の予定や１週間毎の具体的な予定を丁寧に伝え、保護者が見
通しをもてるようにする。

連絡帳や通信などで子どもの様子を伝え、保護者が安心できるよう
にするとともに、家庭でも話題にしたり褒めたりしてもらえるよう
にする。

☆
援
助
の
ポ
イ
ン
ト

◯
環
境
の
構
成

入学した喜びを共有し、意欲的に取り組もうとする姿を認め励まし
たり、児童の話を共感しながら聞いたりして、温かな安心できる学
級づくりを工夫する。

具体的な体験を通して、伝え合う、交流する、試行錯誤や繰り返
す活動を保障し、お互いのよさやそれぞれの気付きを共鳴させる
ようにする。

２学期始まりの準備物や生活リズムの回復について、協力をお願い
する。

生活科「かぞくにこにこ大作戦」のねらいや内容を丁寧に伝え、継
続してお手伝いに取り組めるよう協力をお願いする。

子どもたちの活動の様子や頑張っている姿を伝え、家庭でも褒めた
り認めたりしてもらえるようにする。

１年間の成長に気付き、自分や友達のよさを実感できるように、子ども
の作品やカード、写真などを掲示する。

各教科を通して、１年間の成長を認め、２年生の学習や生活への意欲を
高める。

子どもの成長について、家庭でも褒めたり認めたりしてもらうようお願
いする。

自信をもって進級できるように、子どもが自分では気付かない内面の成
長についても気付かせてもらうようにする。

生活リズムや持ち物など、子どもと一緒に話し合ったり確認したりしな
がら、進級に向けての準備をしてもらうようにする。

秋のおもちゃづくりを通して、作りたいものに合った材料を選んだ
り、考えた遊び方を分かりやすく伝え合う。

ひまわりの収穫や種取りなどの活動を通して、生命をもっているこ
とや成長していること、生命をつないでいることに気付いている。

１年間を通してできるようになったことを、絵や動作など様々な表現で
伝え合う。

新しい１年生に学校のことを分かりやすく伝えるために、内容や方法を
工夫する。

友達と話し合って考えをまとめたり、試行錯誤したり、振り返った
りする時間を十分に確保し、満足感や達成感をもてるようにする。

「ありがとうカード」や「いいねカード」を交換し、お互いのよさを実
感できるようにする。

縦割り班や異学年の子ども、幼児、高齢者など、関わりを段階的に
広げ多くの人と交流することで、相手意識をもって行動できるよう
にする。

学級集会や学習発表会など、共通の目的に向かって活動すること
で、思いを伝え合い協力して創り上げる体験をもてるようにする。

体験入学では新１年生が入学を楽しみにするような活動を工夫できるよ
うにする。

・

・雪や氷などを利用した、冬な

らではの遊びの楽しさに気付

き、友達と仲よく遊ぶ。

体体育育「「ススキキーー遊遊びび」」

・寒さに負けず、進んでスキー

遊びに取り組む。

国国語語「「ききききたたいいなな、、

ととももだだちちのの ははななしし」」

・冬休みや冬の遊びで体験した

ことを友達に詳しく話したり、

聞いたりする。

★★生生活活「「ゆゆききああそそびび交交流流会会」」

・雪や氷を使った遊びを友達と

一緒に考えたり、遊びを発展

させたりする。

・年長児と一緒にルールや作戦

などを話し合いながら工夫し

て雪遊びを楽しむ。

・遊びを振り返り、次の交流会

に生かす。

架架けけ橋橋期期にに期期待待すするる子子どどもものの姿姿 大大館館市市 周周囲囲のの人人々々やや環環境境とと主主体体的的にに関関わわりり、、学学ぶぶ喜喜びびやや楽楽ししささをを実実感感ししななががらら仲仲間間とと共共にに育育ちち合合うう子子どどもも

夢夢やや目目標標ををももちち進進んんでで学学ぶぶ子子どどもも（（ドドリリーームムググリリーーンン））

釈釈迦迦内内小小学学校校区区 自自分分もも友友達達もも大大切切ににしし協協力力しし合合うう子子どどもも（（ビビュューーテティィフフルルブブルルーー））

ああききららめめずずにに挑挑戦戦しし、、ややりりととげげるる子子どどもも（（チチャャレレンンジジレレッッドド））（（チチアアイイエエロローー））

ひまわりの種袋詰め ひまわりの種植えひまわりスタート集会

一戸一ひまわり運動 除草

除草 かかし教室

前前向向ききなな心心

美美ししいい心心

挑挑戦戦のの心心

○○友友達達やや先先生生とと自自己己紹紹介介しし合合っったたりり、、学学校校探探

検検ををししてて見見付付けけたたももののをを友友達達とと伝伝ええ合合うう。。

国国語語「「どどううぞぞよよろろししくく」」

・自己紹介カードに名前を書く。

「「ななんんてていいおおううかかなな」」

・場面に応じた言葉や動作を考える。

「「ここんんななもものの みみつつけけたたよよ」」

・学校探検で見付けたものを友達と伝え

合う。

図図工工「「すすききななもものの いいっっぱぱいい」」

・すきなものや見付けたものを絵に表す。

道道徳徳「「どどううししててここううななるるののかかなな」」

・楽しく生活するためのルールやマナー

を考える。

体体育育「「体体ほほぐぐししのの運運動動遊遊びび・・固固定定施施設設遊遊びび」」

・友達と一緒に校庭遊具で遊んだり、か

けっこをしたりする。

音音楽楽「「ううたたででななかかよよしし」」「「ななままええああそそびび」」

・園で歌っていた歌や春の歌を歌う。

・名前でリズム遊びをする。

○○ああささががおおととひひままわわりりのの種種をを植植ええ、、

そそのの変変化化やや成成長長のの様様子子にに関関心心ををもも

ちちななががらら世世話話ををすするる。。

国国語語「「ななんんてていいおおううかかなな」」

・地域の方や上級生に種の植え

方を聞く。

「「ととししょょかかんんへへいいここうう」」

・図鑑で育て方を調べる。

道道徳徳「「ああささががおお」」

・どんな気持ちで植物の世話を

すればよいか考える。

算算数数「「ななかかままづづくくりりととかかずず」」

・種の数を数えたり、数のまと

まりを作ったりする。

常常時時活活動動・・係係活活動動

・朝の時間や中休みの時間に、

水やりをしたり、成長の様子

を観察したりする。

生生活活「「ひひままわわりりのの草草取取りりををししよようう」」

★★年年長長児児とと一一緒緒にに草草取取りりををすするる。。

○○ややっっててみみたたいい仕仕事事にに挑挑戦戦ししたた

りり、、ああっったたららいいいいななとと思思うう仕仕事事

をを考考ええてて試試ししててみみたたりりすするる。。

・あったらいいなと思う仕事を見

付けて発表する。

・自分でやりたい仕事を決める。

・役割を決め、係の仕事に取り組む。

・活動を振り返って、学級の係活

動にしたらよいものを選ぶ。

○○自自分分のの好好ききななここととやや得得意意ななこことと、、でで

ききるるよよううににななりりたたいいこことと、、夢夢ななどどをを

考考ええ、、キキャャリリアアノノーートトにに書書いいてて友友達達

とと伝伝ええ合合うう。。

道道徳徳「「みみんんななじじょょううずず」」

・自分のよいところを見付ける。

○○友友達達とと考考ええをを出出しし合合いい、、

協協働働的的にに学学びび合合うう。。

・見通しもち、まずは自分の力

でやってみる。

・自分の考えを発表する。

・友達の話を反応しながら聞く。

・よりよい方法を考える。

・振り返りをする。

入学式 新任式・始業式

給食開始

下校指導

1年生を迎える会

縦割り清掃班スタート集会

交通安全教室

町内児童会・集団下校

PTA授業参観・懇談会

発育測定・内科検診 マラソン運動

地域訪問

運動会 田植え(5年)

新体力テスト

PTA授業参観・懇談会

ひひままわわりりのの種種植植ええ・・除除草草((22年年))

読書強調月間

終業式 避難訓練

地域防災活動(小・中)

ななつつのの遊遊びび・・

ププーールル授授業業交交流流

幼保小連携推進会議 幼保小担任研修会 保保育育体体験験夏季研修会

１１年年生生授授業業参参観観・・協協議議 生生活活科科授授業業参参加加

ひまわり収穫

ひまわりサマーウィーク ひまわり種取り

きりたんぽまつり・産業祭・ひまわり商品販売

ひまわり感謝集会

２学期始業式

学習発表会予行練習見学

就学時健診

１１年年生生活活科科授授業業

～～ああききままつつりり～～

稲刈り(5年)

カカリリキキュュララムム会会議議

２学期終業式 ３学期始業式

カリキュラム会議

生生活活科科授授業業打打ちち合合わわせせ 教職員研究実践発表会 新１年生の情報交換 要録・個別の支援計画の送付

入入学学前前交交流流会会

スキー授業・スキー教室

PTA授業参観・研修会

児童総会

来年度のひまわり活動についての提案

図図書書室室へへ行行っっててみみよようう

雪雪遊遊びび交交流流会会

修了式

卒業式

６年生を送る会

PTA授業参観

児童総会

学習発表会

○○年年長長児児ととのの関関わわりりをを深深めめ、、成成長長のの喜喜びびやや感感謝謝のの

気気持持ちち、、進進級級へへのの期期待待・・意意欲欲ををももつつ。。

★★生生活活「「新新ししいい１１年年生生ををししょょううたたいいししよようう」」

・新１年生のために、どんなことができるか考え

て話し合い、計画、実践する。

★★国国語語「「新新１１年年生生にに本本のの借借りり方方をを教教ええよようう」」

生生活活「「あありりががととううわわたたししたたちちのの教教室室」」

・１年間使用した教室に感謝の気持ちをもち、掃

除をしたり、新一年生のために作品を飾ったりする。

道道徳徳「「みみんんななみみんんなな、、あありりががととうう」」

・自分で成長したと思うことを考えて伝え合い、

支えてくれた人たちへの感謝の気持ちを表す。

・自分の育てたひまわりの成長を

感じながら、友達や年長児と

協力して収穫・種取りをする。

・これまでの活動を振り返り、ど

うすれば感謝の気持ちが伝わる

か自分なりに考え、お世話にな

った人たちと進んで交流したり

感謝の気持ちを伝えたりする。

＜共通の視点＞

思考力

協同性

自立心

釈迦内小学校区
釈迦内小学校

向陽こども園

釈迦内保育園

保保育育参参観観・・研研究究協協議議（（保保））

保保育育参参観観・・研研究究協協議議（（ここ））

・かけっこや玉入れ競争、ダンスなど

の運動遊びに取り組む。

・順番やきまりを守り、誰とでも仲良

く遊んだり、場の安全に気を付けた

りする。

特活・縦割り班の人と一緒に掃除に取

り組む。

学活「運動会でがんばりたいこと」

・目標を決めて取り組む。

○学習発表会を成功させるために、

目標に向かって、友達と励まし

合いながら一緒に取り組む。

行行事事「「学学習習発発表表会会」」劇劇

・自分なりの表現の仕方を考え、

相手に伝えようとする。

道道徳徳「「ややれればばででききるるんんだだ」」

・最後までやり通すために、何が

大切か考え、諦めずに努力しよ

うとする。

・秋のものを使ったおもちゃを考え、

友達と協力しておもちゃづくりを行

い、年長児を招待してあきまつりを

する。

★★生生活活「「ああききののおおももちちゃゃををつつくくろろうう」」

・おもちゃを作るために必要な材料を

集めたり、作り方や遊び方などを考

えたりしてまとめる。

★★生生活活「「ああききままつつりりををししよようう」」

・遊び方やルールなどの説明を考え、

相手が分かりやすいように伝える。

・相手が楽しめるようにするにはどう

すればよいか考えて、試してみる。

道道徳徳「「くくりりのの みみ」」

・困っている人のために、どんなこと

ができるか考え、相手に思いやりを

もって接しようとする。

○○一一年年間間をを振振りり返返っってて、、頑頑張張っったたここととやや出出来来るるよよ

ううににななっったたここととななどどををキキャャリリアアノノーートトにに書書いいてて

伝伝ええ合合いい、、自自他他のの成成長長にに気気付付くく。。

生生活活「「一一年年間間ををふふりりかかええろろうう」」

国国語語「「いいいいこことといいっっぱぱいい、、一一年年生生」」

・楽しかったことや嬉しかったこと、がんばった

こと、できるようになったことなどを絵や文章

で表し、友達と伝え合う。

幼幼保保小小中中連連携携メメデディィアアココンントトロローールル週週間間

ひひままわわりり収収穫穫・・種種取取りり ひひままわわりり感感謝謝集集会会

目目指指すす子子どどもも像像

・ ・ ・ ・

・

・

・ ・
　
　
　
・

・

・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

　 　

☆ ☆ ☆ ☆

☆ ☆ ☆ ☆

○ ○ ☆

○ ○ ○

・ ・ ・ ・

・ ・
　
　
・

・ ・

・ ・ ・ ・
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通
し
て
充
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目
指
す
活
動
・
体
験

進進

んん

でで

学学

ぶぶ

子子

どど

もも

（（

思思

考考

力力
））

期期 小小学学校校11年年　　第第１１期期 小小学学校校11年年　　第第２２期期

協協

力力

しし

合合

うう

子子

どど

もも

（（

協協

同同

性性
））

ああ

きき

らら

めめ

ずず

挑挑

戦戦

すす

るる

子子

どど

もも

（（

自自

立立

心心
））

ひひ

まま

わわ

りり

活活

動動

協協

力力

しし

合合

うう

子子

どど

もも

（（

協協

同同

性性
））

行行事事・・FFCC

上級生や学校を支えている方々、地域の方などいろいろな人と関
わることを楽しみ、地域への親しみを深める。

聞き手を見て話したり、話し手に共感して相づちなどの反応をし
ながら最後まで話を聞いたりする。

ねね
らら
いい

小学校の生活や新しい学習に興味をもって取り組み、学学級級のの友友達達やや
上上級級生生、、先先生生とと進進んんでで触触れれ合合いい、楽しく、安心して生活する。

小学校の生活や学習に見見通通ししををももっってて取取りり組組みみ、、共共にに活活動動すするる楽楽
ししささをを友友達達とと共共有有し、意欲的に活動や学習に取り組む。

たくさんの友達との関わりの中で、相相手手のの思思いいやや願願いいをを感感じじなながが
らら自自分分のの思思いいをを表表現現しし、、主主体体的的にに活動や学習に取り組む。

自分や友達の成長に気付き、おお互互いいにに認認めめ合合いい、、相相手手のの気気持持ちちをを尊尊重重しし
ななががらら、、自自信信ををももっってて活動や学習に取り組む。

自分のよいところや夢、できるようになりたいこと等、絵や言葉で
表したり、友達と伝え合ったりする。

新しく出会う友達や教師と進んで関わり、一緒に活動する楽しさや
喜びを感じる。

楽しく学習や生活をするために大切なこと（返事や挨拶、約束やマ
ナー、言葉遣いなど）に気付き、進んで実践しようとする。

・
　
　
　
・
・小

学
校
区
で
目
指
す
子
ど
も
の
姿

進進

んん

でで

学学

ぶぶ

子子

どど

もも

（（

思思

考考

力力
））

学校探検や春探しなどから、伝えたいことを選んだり、伝え方を工
夫したりする。

ああ

きき

らら

めめ

ずず

挑挑

戦戦

すす

るる

子子

どど

もも

（（

自自

立立

心心
））

学校生活に見通しをもって、自分でできることは自分でしようとし
たり、学習の準備を意欲的に行ったりする。

あさがおやひまわりの成長に見通しをもち、成長の様子や開花へ
の期待を、言葉や絵、動作等の方法を選んで伝え合う。

ひまわりの種を袋に詰める活動で、種の数え方を工夫したり、地
域の人に喜んでもらえるような絵を考えてかいたりする。

運動遊びに進んで取り組み、順番やきまりを守りながら誰とでも仲
よく運動をする。

・
　
　
　
・

2277 3388 99

楽しい学級にするために、自分にできる仕事を考えたり話し合っ
たりして決め、進んで役割を果たそうとする。

学習や生活、行事等の中で、目標に向かって自分の力を発揮し、
粘り強く取り組む。

これまでの学級活動（係や当番）を振り返り、よりよい学級にする
ためにどうするか考え、やり遂げようとする。

学習や生活、行事等の中で、自分の目標を達成するよう諦めずに取
り組む。

新しい１年生に楽しんでもらうために、自分でできる仕事を考えたり、
話し合ったりして、自分の役割を果たそうとする。

２年生へ向けて、自分の目標を決めて今できることに粘り強く取り組
む。

・

・

・

ひまわり活動などでこれまでお世話になった地域の方々へ、感謝の
思いを伝える方法を話し合い、感謝集会で実践することで、みんな
で協力することのよさを感じる。

話し手の意図を考えながら聞いたり、自分の思いが相手に伝わるよ
うに分かりやすく話そうとしたりする。

新１年生との交流会に向けて、内容や表現方法を話し合い、みんなで協
力して実践することで、進級への期待を高める。

新１年生の手本となるような聞き方や話し方、授業中の姿勢などを意識
して生活しようとする。

小小学学校校１１年年　　第第３３期期 小小学学校校１１年年　　第第４４期期

令和６年度　釈迦内小学校区　架け橋期のカリキュラム全体計画（1年生4月〜3月）

月月 55 6644 1100 1111 1122 11

運動会などの取組を通して、頑張っている姿や友達と協力してい
る姿を価値付けし、意欲を高める。

生活科を中心とした関連的な指導を行ったり弾力的に時間割を工夫
したりする。

子子どどもものの
交交流流

職職員員のの交交流流
他他

家
庭
と
の
連
携

登下校や縦割り班活動、運動会、ふるさとキャリアの活動などへ
の取組を通して、地域の方々や他学年との関係づくりをするとと
もに、様々な人に支えられていることに気付けるようにする。

幼児期とのつながりを考慮し、幼児期に親しんだ活動を取り入れ、
自信をもって活動できるようにする。

子どもの思いを汲み取りながら、一人一人が安心感をもち落ち着い
て生活、学習できるように一緒に環境を工夫していく。

子どもの頑張っていることやできるようになったこと、課題にな
ることを具体的に伝える。

規則正しい生活習慣づくりやメディアコントロール、読み聞かせ
や音読、家庭学習など、継続する大切さを啓発していく。

学校行事や学年の活動、ＰＴＡ活動などの保護者ボランティアの
教育的価値を伝えて協力をお願いする。

学校の方針、１年生の目指す姿やスタートカリキュラム、重点施策
等について伝え、理解を得る。

１年間の予定や１週間毎の具体的な予定を丁寧に伝え、保護者が見
通しをもてるようにする。

連絡帳や通信などで子どもの様子を伝え、保護者が安心できるよう
にするとともに、家庭でも話題にしたり褒めたりしてもらえるよう
にする。

☆
援
助
の
ポ
イ
ン
ト

◯
環
境
の
構
成

入学した喜びを共有し、意欲的に取り組もうとする姿を認め励まし
たり、児童の話を共感しながら聞いたりして、温かな安心できる学
級づくりを工夫する。

具体的な体験を通して、伝え合う、交流する、試行錯誤や繰り返
す活動を保障し、お互いのよさやそれぞれの気付きを共鳴させる
ようにする。

２学期始まりの準備物や生活リズムの回復について、協力をお願い
する。

生活科「かぞくにこにこ大作戦」のねらいや内容を丁寧に伝え、継
続してお手伝いに取り組めるよう協力をお願いする。

子どもたちの活動の様子や頑張っている姿を伝え、家庭でも褒めた
り認めたりしてもらえるようにする。

１年間の成長に気付き、自分や友達のよさを実感できるように、子ども
の作品やカード、写真などを掲示する。

各教科を通して、１年間の成長を認め、２年生の学習や生活への意欲を
高める。

子どもの成長について、家庭でも褒めたり認めたりしてもらうようお願
いする。

自信をもって進級できるように、子どもが自分では気付かない内面の成
長についても気付かせてもらうようにする。

生活リズムや持ち物など、子どもと一緒に話し合ったり確認したりしな
がら、進級に向けての準備をしてもらうようにする。

秋のおもちゃづくりを通して、作りたいものに合った材料を選んだ
り、考えた遊び方を分かりやすく伝え合う。

ひまわりの収穫や種取りなどの活動を通して、生命をもっているこ
とや成長していること、生命をつないでいることに気付いている。

１年間を通してできるようになったことを、絵や動作など様々な表現で
伝え合う。

新しい１年生に学校のことを分かりやすく伝えるために、内容や方法を
工夫する。

友達と話し合って考えをまとめたり、試行錯誤したり、振り返った
りする時間を十分に確保し、満足感や達成感をもてるようにする。

「ありがとうカード」や「いいねカード」を交換し、お互いのよさを実
感できるようにする。

縦割り班や異学年の子ども、幼児、高齢者など、関わりを段階的に
広げ多くの人と交流することで、相手意識をもって行動できるよう
にする。

学級集会や学習発表会など、共通の目的に向かって活動すること
で、思いを伝え合い協力して創り上げる体験をもてるようにする。

体験入学では新１年生が入学を楽しみにするような活動を工夫できるよ
うにする。

・

・雪や氷などを利用した、冬な

らではの遊びの楽しさに気付

き、友達と仲よく遊ぶ。

体体育育「「ススキキーー遊遊びび」」

・寒さに負けず、進んでスキー

遊びに取り組む。

国国語語「「ききききたたいいなな、、

ととももだだちちのの ははななしし」」

・冬休みや冬の遊びで体験した

ことを友達に詳しく話したり、

聞いたりする。

★★生生活活「「ゆゆききああそそびび交交流流会会」」

・雪や氷を使った遊びを友達と

一緒に考えたり、遊びを発展

させたりする。

・年長児と一緒にルールや作戦

などを話し合いながら工夫し

て雪遊びを楽しむ。

・遊びを振り返り、次の交流会

に生かす。

架架けけ橋橋期期にに期期待待すするる子子どどもものの姿姿 大大館館市市 周周囲囲のの人人々々やや環環境境とと主主体体的的にに関関わわりり、、学学ぶぶ喜喜びびやや楽楽ししささをを実実感感ししななががらら仲仲間間とと共共にに育育ちち合合うう子子どどもも

夢夢やや目目標標ををももちち進進んんでで学学ぶぶ子子どどもも（（ドドリリーームムググリリーーンン））

釈釈迦迦内内小小学学校校区区 自自分分もも友友達達もも大大切切ににしし協協力力しし合合うう子子どどもも（（ビビュューーテティィフフルルブブルルーー））

ああききららめめずずにに挑挑戦戦しし、、ややりりととげげるる子子どどもも（（チチャャレレンンジジレレッッドド））（（チチアアイイエエロローー））

ひまわりの種袋詰め ひまわりの種植えひまわりスタート集会

一戸一ひまわり運動 除草

除草 かかし教室

前前向向ききなな心心

美美ししいい心心

挑挑戦戦のの心心

○○友友達達やや先先生生とと自自己己紹紹介介しし合合っったたりり、、学学校校探探

検検ををししてて見見付付けけたたももののをを友友達達とと伝伝ええ合合うう。。

国国語語「「どどううぞぞよよろろししくく」」

・自己紹介カードに名前を書く。

「「ななんんてていいおおううかかなな」」

・場面に応じた言葉や動作を考える。

「「ここんんななもものの みみつつけけたたよよ」」

・学校探検で見付けたものを友達と伝え

合う。

図図工工「「すすききななもものの いいっっぱぱいい」」

・すきなものや見付けたものを絵に表す。

道道徳徳「「どどううししててここううななるるののかかなな」」

・楽しく生活するためのルールやマナー

を考える。

体体育育「「体体ほほぐぐししのの運運動動遊遊びび・・固固定定施施設設遊遊びび」」

・友達と一緒に校庭遊具で遊んだり、か

けっこをしたりする。

音音楽楽「「ううたたででななかかよよしし」」「「ななままええああそそびび」」

・園で歌っていた歌や春の歌を歌う。

・名前でリズム遊びをする。

○○ああささががおおととひひままわわりりのの種種をを植植ええ、、

そそのの変変化化やや成成長長のの様様子子にに関関心心ををもも

ちちななががらら世世話話ををすするる。。

国国語語「「ななんんてていいおおううかかなな」」

・地域の方や上級生に種の植え

方を聞く。

「「ととししょょかかんんへへいいここうう」」

・図鑑で育て方を調べる。

道道徳徳「「ああささががおお」」

・どんな気持ちで植物の世話を

すればよいか考える。

算算数数「「ななかかままづづくくりりととかかずず」」

・種の数を数えたり、数のまと

まりを作ったりする。

常常時時活活動動・・係係活活動動

・朝の時間や中休みの時間に、

水やりをしたり、成長の様子

を観察したりする。

生生活活「「ひひままわわりりのの草草取取りりををししよようう」」

★★年年長長児児とと一一緒緒にに草草取取りりををすするる。。

○○ややっっててみみたたいい仕仕事事にに挑挑戦戦ししたた

りり、、ああっったたららいいいいななとと思思うう仕仕事事

をを考考ええてて試試ししててみみたたりりすするる。。

・あったらいいなと思う仕事を見

付けて発表する。

・自分でやりたい仕事を決める。

・役割を決め、係の仕事に取り組む。

・活動を振り返って、学級の係活

動にしたらよいものを選ぶ。

○○自自分分のの好好ききななここととやや得得意意ななこことと、、でで

ききるるよよううににななりりたたいいこことと、、夢夢ななどどをを

考考ええ、、キキャャリリアアノノーートトにに書書いいてて友友達達

とと伝伝ええ合合うう。。

道道徳徳「「みみんんななじじょょううずず」」

・自分のよいところを見付ける。

○○友友達達とと考考ええをを出出しし合合いい、、

協協働働的的にに学学びび合合うう。。

・見通しもち、まずは自分の力

でやってみる。

・自分の考えを発表する。

・友達の話を反応しながら聞く。

・よりよい方法を考える。

・振り返りをする。

入学式 新任式・始業式

給食開始

下校指導

1年生を迎える会

縦割り清掃班スタート集会

交通安全教室

町内児童会・集団下校

PTA授業参観・懇談会

発育測定・内科検診 マラソン運動

地域訪問

運動会 田植え(5年)

新体力テスト

PTA授業参観・懇談会

ひひままわわりりのの種種植植ええ・・除除草草((22年年))

読書強調月間

終業式 避難訓練

地域防災活動(小・中)

ななつつのの遊遊びび・・

ププーールル授授業業交交流流

幼保小連携推進会議 幼保小担任研修会 保保育育体体験験夏季研修会

１１年年生生授授業業参参観観・・協協議議 生生活活科科授授業業参参加加

ひまわり収穫

ひまわりサマーウィーク ひまわり種取り

きりたんぽまつり・産業祭・ひまわり商品販売

ひまわり感謝集会

２学期始業式

学習発表会予行練習見学

就学時健診

１１年年生生活活科科授授業業

～～ああききままつつりり～～

稲刈り(5年)

カカリリキキュュララムム会会議議

２学期終業式 ３学期始業式

カリキュラム会議

生生活活科科授授業業打打ちち合合わわせせ 教職員研究実践発表会 新１年生の情報交換 要録・個別の支援計画の送付

入入学学前前交交流流会会

スキー授業・スキー教室

PTA授業参観・研修会

児童総会

来年度のひまわり活動についての提案

図図書書室室へへ行行っっててみみよようう

雪雪遊遊びび交交流流会会

修了式

卒業式

６年生を送る会

PTA授業参観

児童総会

学習発表会

○○年年長長児児ととのの関関わわりりをを深深めめ、、成成長長のの喜喜びびやや感感謝謝のの

気気持持ちち、、進進級級へへのの期期待待・・意意欲欲ををももつつ。。

★★生生活活「「新新ししいい１１年年生生ををししょょううたたいいししよようう」」

・新１年生のために、どんなことができるか考え

て話し合い、計画、実践する。

★★国国語語「「新新１１年年生生にに本本のの借借りり方方をを教教ええよようう」」

生生活活「「あありりががととううわわたたししたたちちのの教教室室」」

・１年間使用した教室に感謝の気持ちをもち、掃

除をしたり、新一年生のために作品を飾ったりする。

道道徳徳「「みみんんななみみんんなな、、あありりががととうう」」

・自分で成長したと思うことを考えて伝え合い、

支えてくれた人たちへの感謝の気持ちを表す。

・自分の育てたひまわりの成長を

感じながら、友達や年長児と

協力して収穫・種取りをする。

・これまでの活動を振り返り、ど

うすれば感謝の気持ちが伝わる

か自分なりに考え、お世話にな

った人たちと進んで交流したり

感謝の気持ちを伝えたりする。

＜共通の視点＞

思考力

協同性

自立心

釈迦内小学校区
釈迦内小学校

向陽こども園

釈迦内保育園

保保育育参参観観・・研研究究協協議議（（保保））

保保育育参参観観・・研研究究協協議議（（ここ））

・かけっこや玉入れ競争、ダンスなど

の運動遊びに取り組む。

・順番やきまりを守り、誰とでも仲良

く遊んだり、場の安全に気を付けた

りする。

特活・縦割り班の人と一緒に掃除に取

り組む。

学活「運動会でがんばりたいこと」

・目標を決めて取り組む。

○学習発表会を成功させるために、

目標に向かって、友達と励まし

合いながら一緒に取り組む。

行行事事「「学学習習発発表表会会」」劇劇

・自分なりの表現の仕方を考え、

相手に伝えようとする。

道道徳徳「「ややれればばででききるるんんだだ」」

・最後までやり通すために、何が

大切か考え、諦めずに努力しよ

うとする。

・秋のものを使ったおもちゃを考え、

友達と協力しておもちゃづくりを行

い、年長児を招待してあきまつりを

する。

★★生生活活「「ああききののおおももちちゃゃををつつくくろろうう」」

・おもちゃを作るために必要な材料を

集めたり、作り方や遊び方などを考

えたりしてまとめる。

★★生生活活「「ああききままつつりりををししよようう」」

・遊び方やルールなどの説明を考え、

相手が分かりやすいように伝える。

・相手が楽しめるようにするにはどう

すればよいか考えて、試してみる。

道道徳徳「「くくりりのの みみ」」

・困っている人のために、どんなこと

ができるか考え、相手に思いやりを

もって接しようとする。

○○一一年年間間をを振振りり返返っってて、、頑頑張張っったたここととやや出出来来るるよよ

ううににななっったたここととななどどををキキャャリリアアノノーートトにに書書いいてて

伝伝ええ合合いい、、自自他他のの成成長長にに気気付付くく。。

生生活活「「一一年年間間ををふふりりかかええろろうう」」

国国語語「「いいいいこことといいっっぱぱいい、、一一年年生生」」

・楽しかったことや嬉しかったこと、がんばった

こと、できるようになったことなどを絵や文章

で表し、友達と伝え合う。

幼幼保保小小中中連連携携メメデディィアアココンントトロローールル週週間間

ひひままわわりり収収穫穫・・種種取取りり ひひままわわりり感感謝謝集集会会

目目指指すす子子どどもも像像

・ ・ ・ ・

・
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・ ・
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期期 小小学学校校11年年　　第第１１期期 小小学学校校11年年　　第第２２期期

協協

力力

しし

合合

うう

子子

どど

もも

（（

協協

同同

性性
））

ああ

きき

らら

めめ

ずず

挑挑

戦戦

すす

るる

子子

どど

もも

（（

自自

立立

心心
））

ひひ

まま

わわ

りり

活活

動動

協協

力力

しし

合合

うう

子子
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協協

同同

性性
））

行行事事・・FFCC

上級生や学校を支えている方々、地域の方などいろいろな人と関
わることを楽しみ、地域への親しみを深める。

聞き手を見て話したり、話し手に共感して相づちなどの反応をし
ながら最後まで話を聞いたりする。

ねね
らら
いい

小学校の生活や新しい学習に興味をもって取り組み、学学級級のの友友達達やや
上上級級生生、、先先生生とと進進んんでで触触れれ合合いい、楽しく、安心して生活する。

小学校の生活や学習に見見通通ししををももっってて取取りり組組みみ、、共共にに活活動動すするる楽楽
ししささをを友友達達とと共共有有し、意欲的に活動や学習に取り組む。

たくさんの友達との関わりの中で、相相手手のの思思いいやや願願いいをを感感じじなながが
らら自自分分のの思思いいをを表表現現しし、、主主体体的的にに活動や学習に取り組む。

自分や友達の成長に気付き、おお互互いいにに認認めめ合合いい、、相相手手のの気気持持ちちをを尊尊重重しし
ななががらら、、自自信信ををももっってて活動や学習に取り組む。

自分のよいところや夢、できるようになりたいこと等、絵や言葉で
表したり、友達と伝え合ったりする。

新しく出会う友達や教師と進んで関わり、一緒に活動する楽しさや
喜びを感じる。

楽しく学習や生活をするために大切なこと（返事や挨拶、約束やマ
ナー、言葉遣いなど）に気付き、進んで実践しようとする。

・
　
　
　
・
・小

学
校
区
で
目
指
す
子
ど
も
の
姿

進進

んん

でで

学学

ぶぶ

子子

どど

もも

（（

思思

考考

力力
））

学校探検や春探しなどから、伝えたいことを選んだり、伝え方を工
夫したりする。

ああ

きき

らら

めめ

ずず

挑挑

戦戦

すす

るる

子子

どど

もも

（（

自自

立立

心心
））

学校生活に見通しをもって、自分でできることは自分でしようとし
たり、学習の準備を意欲的に行ったりする。

あさがおやひまわりの成長に見通しをもち、成長の様子や開花へ
の期待を、言葉や絵、動作等の方法を選んで伝え合う。

ひまわりの種を袋に詰める活動で、種の数え方を工夫したり、地
域の人に喜んでもらえるような絵を考えてかいたりする。

運動遊びに進んで取り組み、順番やきまりを守りながら誰とでも仲
よく運動をする。

・
　
　
　
・

2277 3388 99

楽しい学級にするために、自分にできる仕事を考えたり話し合っ
たりして決め、進んで役割を果たそうとする。

学習や生活、行事等の中で、目標に向かって自分の力を発揮し、
粘り強く取り組む。

これまでの学級活動（係や当番）を振り返り、よりよい学級にする
ためにどうするか考え、やり遂げようとする。

学習や生活、行事等の中で、自分の目標を達成するよう諦めずに取
り組む。

新しい１年生に楽しんでもらうために、自分でできる仕事を考えたり、
話し合ったりして、自分の役割を果たそうとする。

２年生へ向けて、自分の目標を決めて今できることに粘り強く取り組
む。

・

・

・

ひまわり活動などでこれまでお世話になった地域の方々へ、感謝の
思いを伝える方法を話し合い、感謝集会で実践することで、みんな
で協力することのよさを感じる。

話し手の意図を考えながら聞いたり、自分の思いが相手に伝わるよ
うに分かりやすく話そうとしたりする。

新１年生との交流会に向けて、内容や表現方法を話し合い、みんなで協
力して実践することで、進級への期待を高める。

新１年生の手本となるような聞き方や話し方、授業中の姿勢などを意識
して生活しようとする。

小小学学校校１１年年　　第第３３期期 小小学学校校１１年年　　第第４４期期

令和６年度　釈迦内小学校区　架け橋期のカリキュラム全体計画（1年生4月〜3月）

月月 55 6644 1100 1111 1122 11

運動会などの取組を通して、頑張っている姿や友達と協力してい
る姿を価値付けし、意欲を高める。

生活科を中心とした関連的な指導を行ったり弾力的に時間割を工夫
したりする。

子子どどもものの
交交流流

職職員員のの交交流流
他他

家
庭
と
の
連
携

登下校や縦割り班活動、運動会、ふるさとキャリアの活動などへ
の取組を通して、地域の方々や他学年との関係づくりをするとと
もに、様々な人に支えられていることに気付けるようにする。

幼児期とのつながりを考慮し、幼児期に親しんだ活動を取り入れ、
自信をもって活動できるようにする。

子どもの思いを汲み取りながら、一人一人が安心感をもち落ち着い
て生活、学習できるように一緒に環境を工夫していく。

子どもの頑張っていることやできるようになったこと、課題にな
ることを具体的に伝える。

規則正しい生活習慣づくりやメディアコントロール、読み聞かせ
や音読、家庭学習など、継続する大切さを啓発していく。

学校行事や学年の活動、ＰＴＡ活動などの保護者ボランティアの
教育的価値を伝えて協力をお願いする。

学校の方針、１年生の目指す姿やスタートカリキュラム、重点施策
等について伝え、理解を得る。

１年間の予定や１週間毎の具体的な予定を丁寧に伝え、保護者が見
通しをもてるようにする。

連絡帳や通信などで子どもの様子を伝え、保護者が安心できるよう
にするとともに、家庭でも話題にしたり褒めたりしてもらえるよう
にする。

☆
援
助
の
ポ
イ
ン
ト

◯
環
境
の
構
成

入学した喜びを共有し、意欲的に取り組もうとする姿を認め励まし
たり、児童の話を共感しながら聞いたりして、温かな安心できる学
級づくりを工夫する。

具体的な体験を通して、伝え合う、交流する、試行錯誤や繰り返
す活動を保障し、お互いのよさやそれぞれの気付きを共鳴させる
ようにする。

２学期始まりの準備物や生活リズムの回復について、協力をお願い
する。

生活科「かぞくにこにこ大作戦」のねらいや内容を丁寧に伝え、継
続してお手伝いに取り組めるよう協力をお願いする。

子どもたちの活動の様子や頑張っている姿を伝え、家庭でも褒めた
り認めたりしてもらえるようにする。

１年間の成長に気付き、自分や友達のよさを実感できるように、子ども
の作品やカード、写真などを掲示する。

各教科を通して、１年間の成長を認め、２年生の学習や生活への意欲を
高める。

子どもの成長について、家庭でも褒めたり認めたりしてもらうようお願
いする。

自信をもって進級できるように、子どもが自分では気付かない内面の成
長についても気付かせてもらうようにする。

生活リズムや持ち物など、子どもと一緒に話し合ったり確認したりしな
がら、進級に向けての準備をしてもらうようにする。

秋のおもちゃづくりを通して、作りたいものに合った材料を選んだ
り、考えた遊び方を分かりやすく伝え合う。

ひまわりの収穫や種取りなどの活動を通して、生命をもっているこ
とや成長していること、生命をつないでいることに気付いている。

１年間を通してできるようになったことを、絵や動作など様々な表現で
伝え合う。

新しい１年生に学校のことを分かりやすく伝えるために、内容や方法を
工夫する。

友達と話し合って考えをまとめたり、試行錯誤したり、振り返った
りする時間を十分に確保し、満足感や達成感をもてるようにする。

「ありがとうカード」や「いいねカード」を交換し、お互いのよさを実
感できるようにする。

縦割り班や異学年の子ども、幼児、高齢者など、関わりを段階的に
広げ多くの人と交流することで、相手意識をもって行動できるよう
にする。

学級集会や学習発表会など、共通の目的に向かって活動すること
で、思いを伝え合い協力して創り上げる体験をもてるようにする。

体験入学では新１年生が入学を楽しみにするような活動を工夫できるよ
うにする。

・

・雪や氷などを利用した、冬な

らではの遊びの楽しさに気付

き、友達と仲よく遊ぶ。

体体育育「「ススキキーー遊遊びび」」

・寒さに負けず、進んでスキー

遊びに取り組む。

国国語語「「ききききたたいいなな、、

ととももだだちちのの ははななしし」」

・冬休みや冬の遊びで体験した

ことを友達に詳しく話したり、

聞いたりする。

★★生生活活「「ゆゆききああそそびび交交流流会会」」

・雪や氷を使った遊びを友達と

一緒に考えたり、遊びを発展

させたりする。

・年長児と一緒にルールや作戦

などを話し合いながら工夫し

て雪遊びを楽しむ。

・遊びを振り返り、次の交流会

に生かす。

架架けけ橋橋期期にに期期待待すするる子子どどもものの姿姿 大大館館市市 周周囲囲のの人人々々やや環環境境とと主主体体的的にに関関わわりり、、学学ぶぶ喜喜びびやや楽楽ししささをを実実感感ししななががらら仲仲間間とと共共にに育育ちち合合うう子子どどもも

夢夢やや目目標標ををももちち進進んんでで学学ぶぶ子子どどもも（（ドドリリーームムググリリーーンン））

釈釈迦迦内内小小学学校校区区 自自分分もも友友達達もも大大切切ににしし協協力力しし合合うう子子どどもも（（ビビュューーテティィフフルルブブルルーー））

ああききららめめずずにに挑挑戦戦しし、、ややりりととげげるる子子どどもも（（チチャャレレンンジジレレッッドド））（（チチアアイイエエロローー））

ひまわりの種袋詰め ひまわりの種植えひまわりスタート集会

一戸一ひまわり運動 除草

除草 かかし教室

前前向向ききなな心心

美美ししいい心心

挑挑戦戦のの心心

○○友友達達やや先先生生とと自自己己紹紹介介しし合合っったたりり、、学学校校探探

検検ををししてて見見付付けけたたももののをを友友達達とと伝伝ええ合合うう。。

国国語語「「どどううぞぞよよろろししくく」」

・自己紹介カードに名前を書く。

「「ななんんてていいおおううかかなな」」

・場面に応じた言葉や動作を考える。

「「ここんんななもものの みみつつけけたたよよ」」

・学校探検で見付けたものを友達と伝え

合う。

図図工工「「すすききななもものの いいっっぱぱいい」」

・すきなものや見付けたものを絵に表す。

道道徳徳「「どどううししててここううななるるののかかなな」」

・楽しく生活するためのルールやマナー

を考える。

体体育育「「体体ほほぐぐししのの運運動動遊遊びび・・固固定定施施設設遊遊びび」」

・友達と一緒に校庭遊具で遊んだり、か

けっこをしたりする。

音音楽楽「「ううたたででななかかよよしし」」「「ななままええああそそびび」」

・園で歌っていた歌や春の歌を歌う。

・名前でリズム遊びをする。

○○ああささががおおととひひままわわりりのの種種をを植植ええ、、

そそのの変変化化やや成成長長のの様様子子にに関関心心ををもも

ちちななががらら世世話話ををすするる。。

国国語語「「ななんんてていいおおううかかなな」」

・地域の方や上級生に種の植え

方を聞く。

「「ととししょょかかんんへへいいここうう」」

・図鑑で育て方を調べる。

道道徳徳「「ああささががおお」」

・どんな気持ちで植物の世話を

すればよいか考える。

算算数数「「ななかかままづづくくりりととかかずず」」

・種の数を数えたり、数のまと

まりを作ったりする。

常常時時活活動動・・係係活活動動

・朝の時間や中休みの時間に、

水やりをしたり、成長の様子

を観察したりする。

生生活活「「ひひままわわりりのの草草取取りりををししよようう」」

★★年年長長児児とと一一緒緒にに草草取取りりををすするる。。

○○ややっっててみみたたいい仕仕事事にに挑挑戦戦ししたた

りり、、ああっったたららいいいいななとと思思うう仕仕事事

をを考考ええてて試試ししててみみたたりりすするる。。

・あったらいいなと思う仕事を見

付けて発表する。

・自分でやりたい仕事を決める。

・役割を決め、係の仕事に取り組む。

・活動を振り返って、学級の係活

動にしたらよいものを選ぶ。

○○自自分分のの好好ききななここととやや得得意意ななこことと、、でで

ききるるよよううににななりりたたいいこことと、、夢夢ななどどをを

考考ええ、、キキャャリリアアノノーートトにに書書いいてて友友達達

とと伝伝ええ合合うう。。

道道徳徳「「みみんんななじじょょううずず」」

・自分のよいところを見付ける。

○○友友達達とと考考ええをを出出しし合合いい、、

協協働働的的にに学学びび合合うう。。

・見通しもち、まずは自分の力

でやってみる。

・自分の考えを発表する。

・友達の話を反応しながら聞く。

・よりよい方法を考える。

・振り返りをする。

入学式 新任式・始業式

給食開始

下校指導

1年生を迎える会

縦割り清掃班スタート集会

交通安全教室

町内児童会・集団下校

PTA授業参観・懇談会

発育測定・内科検診 マラソン運動

地域訪問

運動会 田植え(5年)

新体力テスト

PTA授業参観・懇談会

ひひままわわりりのの種種植植ええ・・除除草草((22年年))

読書強調月間

終業式 避難訓練

地域防災活動(小・中)

ななつつのの遊遊びび・・

ププーールル授授業業交交流流

幼保小連携推進会議 幼保小担任研修会 保保育育体体験験夏季研修会

１１年年生生授授業業参参観観・・協協議議 生生活活科科授授業業参参加加

ひまわり収穫

ひまわりサマーウィーク ひまわり種取り

きりたんぽまつり・産業祭・ひまわり商品販売

ひまわり感謝集会

２学期始業式

学習発表会予行練習見学

就学時健診

１１年年生生活活科科授授業業

～～ああききままつつりり～～

稲刈り(5年)

カカリリキキュュララムム会会議議

２学期終業式 ３学期始業式

カリキュラム会議

生生活活科科授授業業打打ちち合合わわせせ 教職員研究実践発表会 新１年生の情報交換 要録・個別の支援計画の送付

入入学学前前交交流流会会

スキー授業・スキー教室

PTA授業参観・研修会

児童総会

来年度のひまわり活動についての提案

図図書書室室へへ行行っっててみみよようう

雪雪遊遊びび交交流流会会

修了式

卒業式

６年生を送る会

PTA授業参観

児童総会

学習発表会

○○年年長長児児ととのの関関わわりりをを深深めめ、、成成長長のの喜喜びびやや感感謝謝のの

気気持持ちち、、進進級級へへのの期期待待・・意意欲欲ををももつつ。。

★★生生活活「「新新ししいい１１年年生生ををししょょううたたいいししよようう」」

・新１年生のために、どんなことができるか考え

て話し合い、計画、実践する。

★★国国語語「「新新１１年年生生にに本本のの借借りり方方をを教教ええよようう」」

生生活活「「あありりががととううわわたたししたたちちのの教教室室」」

・１年間使用した教室に感謝の気持ちをもち、掃

除をしたり、新一年生のために作品を飾ったりする。

道道徳徳「「みみんんななみみんんなな、、あありりががととうう」」

・自分で成長したと思うことを考えて伝え合い、

支えてくれた人たちへの感謝の気持ちを表す。

・自分の育てたひまわりの成長を

感じながら、友達や年長児と

協力して収穫・種取りをする。

・これまでの活動を振り返り、ど

うすれば感謝の気持ちが伝わる

か自分なりに考え、お世話にな

った人たちと進んで交流したり

感謝の気持ちを伝えたりする。

＜共通の視点＞

思考力

協同性

自立心

釈迦内小学校区
釈迦内小学校

向陽こども園

釈迦内保育園

保保育育参参観観・・研研究究協協議議（（保保））

保保育育参参観観・・研研究究協協議議（（ここ））

・かけっこや玉入れ競争、ダンスなど

の運動遊びに取り組む。

・順番やきまりを守り、誰とでも仲良

く遊んだり、場の安全に気を付けた

りする。

特活・縦割り班の人と一緒に掃除に取

り組む。

学活「運動会でがんばりたいこと」

・目標を決めて取り組む。

○学習発表会を成功させるために、

目標に向かって、友達と励まし

合いながら一緒に取り組む。

行行事事「「学学習習発発表表会会」」劇劇

・自分なりの表現の仕方を考え、

相手に伝えようとする。

道道徳徳「「ややれればばででききるるんんだだ」」

・最後までやり通すために、何が

大切か考え、諦めずに努力しよ

うとする。

・秋のものを使ったおもちゃを考え、

友達と協力しておもちゃづくりを行

い、年長児を招待してあきまつりを

する。

★★生生活活「「ああききののおおももちちゃゃををつつくくろろうう」」

・おもちゃを作るために必要な材料を

集めたり、作り方や遊び方などを考

えたりしてまとめる。

★★生生活活「「ああききままつつりりををししよようう」」

・遊び方やルールなどの説明を考え、

相手が分かりやすいように伝える。

・相手が楽しめるようにするにはどう

すればよいか考えて、試してみる。

道道徳徳「「くくりりのの みみ」」

・困っている人のために、どんなこと

ができるか考え、相手に思いやりを

もって接しようとする。

○○一一年年間間をを振振りり返返っってて、、頑頑張張っったたここととやや出出来来るるよよ

ううににななっったたここととななどどををキキャャリリアアノノーートトにに書書いいてて

伝伝ええ合合いい、、自自他他のの成成長長にに気気付付くく。。

生生活活「「一一年年間間ををふふりりかかええろろうう」」

国国語語「「いいいいこことといいっっぱぱいい、、一一年年生生」」

・楽しかったことや嬉しかったこと、がんばった

こと、できるようになったことなどを絵や文章

で表し、友達と伝え合う。

幼幼保保小小中中連連携携メメデディィアアココンントトロローールル週週間間

ひひままわわりり収収穫穫・・種種取取りり ひひままわわりり感感謝謝集集会会

目目指指すす子子どどもも像像
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期期 小小学学校校11年年　　第第１１期期 小小学学校校11年年　　第第２２期期
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行行事事・・FFCC

上級生や学校を支えている方々、地域の方などいろいろな人と関
わることを楽しみ、地域への親しみを深める。

聞き手を見て話したり、話し手に共感して相づちなどの反応をし
ながら最後まで話を聞いたりする。

ねね
らら
いい

小学校の生活や新しい学習に興味をもって取り組み、学学級級のの友友達達やや
上上級級生生、、先先生生とと進進んんでで触触れれ合合いい、楽しく、安心して生活する。

小学校の生活や学習に見見通通ししををももっってて取取りり組組みみ、、共共にに活活動動すするる楽楽
ししささをを友友達達とと共共有有し、意欲的に活動や学習に取り組む。

たくさんの友達との関わりの中で、相相手手のの思思いいやや願願いいをを感感じじなながが
らら自自分分のの思思いいをを表表現現しし、、主主体体的的にに活動や学習に取り組む。

自分や友達の成長に気付き、おお互互いいにに認認めめ合合いい、、相相手手のの気気持持ちちをを尊尊重重しし
ななががらら、、自自信信ををももっってて活動や学習に取り組む。

自分のよいところや夢、できるようになりたいこと等、絵や言葉で
表したり、友達と伝え合ったりする。

新しく出会う友達や教師と進んで関わり、一緒に活動する楽しさや
喜びを感じる。

楽しく学習や生活をするために大切なこと（返事や挨拶、約束やマ
ナー、言葉遣いなど）に気付き、進んで実践しようとする。

・
　
　
　
・
・小

学
校
区
で
目
指
す
子
ど
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姿

進進

んん

でで

学学

ぶぶ

子子
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（（

思思

考考

力力
））

学校探検や春探しなどから、伝えたいことを選んだり、伝え方を工
夫したりする。

ああ

きき

らら

めめ

ずず

挑挑

戦戦

すす

るる

子子

どど

もも

（（

自自

立立

心心
））

学校生活に見通しをもって、自分でできることは自分でしようとし
たり、学習の準備を意欲的に行ったりする。

あさがおやひまわりの成長に見通しをもち、成長の様子や開花へ
の期待を、言葉や絵、動作等の方法を選んで伝え合う。

ひまわりの種を袋に詰める活動で、種の数え方を工夫したり、地
域の人に喜んでもらえるような絵を考えてかいたりする。

運動遊びに進んで取り組み、順番やきまりを守りながら誰とでも仲
よく運動をする。

・
　
　
　
・

2277 3388 99

楽しい学級にするために、自分にできる仕事を考えたり話し合っ
たりして決め、進んで役割を果たそうとする。

学習や生活、行事等の中で、目標に向かって自分の力を発揮し、
粘り強く取り組む。

これまでの学級活動（係や当番）を振り返り、よりよい学級にする
ためにどうするか考え、やり遂げようとする。

学習や生活、行事等の中で、自分の目標を達成するよう諦めずに取
り組む。

新しい１年生に楽しんでもらうために、自分でできる仕事を考えたり、
話し合ったりして、自分の役割を果たそうとする。

２年生へ向けて、自分の目標を決めて今できることに粘り強く取り組
む。

・

・

・

ひまわり活動などでこれまでお世話になった地域の方々へ、感謝の
思いを伝える方法を話し合い、感謝集会で実践することで、みんな
で協力することのよさを感じる。

話し手の意図を考えながら聞いたり、自分の思いが相手に伝わるよ
うに分かりやすく話そうとしたりする。

新１年生との交流会に向けて、内容や表現方法を話し合い、みんなで協
力して実践することで、進級への期待を高める。

新１年生の手本となるような聞き方や話し方、授業中の姿勢などを意識
して生活しようとする。

小小学学校校１１年年　　第第３３期期 小小学学校校１１年年　　第第４４期期

令和６年度　釈迦内小学校区　架け橋期のカリキュラム全体計画（1年生4月〜3月）

月月 55 6644 1100 1111 1122 11

運動会などの取組を通して、頑張っている姿や友達と協力してい
る姿を価値付けし、意欲を高める。

生活科を中心とした関連的な指導を行ったり弾力的に時間割を工夫
したりする。

子子どどもものの
交交流流

職職員員のの交交流流
他他

家
庭
と
の
連
携

登下校や縦割り班活動、運動会、ふるさとキャリアの活動などへ
の取組を通して、地域の方々や他学年との関係づくりをするとと
もに、様々な人に支えられていることに気付けるようにする。

幼児期とのつながりを考慮し、幼児期に親しんだ活動を取り入れ、
自信をもって活動できるようにする。

子どもの思いを汲み取りながら、一人一人が安心感をもち落ち着い
て生活、学習できるように一緒に環境を工夫していく。

子どもの頑張っていることやできるようになったこと、課題にな
ることを具体的に伝える。

規則正しい生活習慣づくりやメディアコントロール、読み聞かせ
や音読、家庭学習など、継続する大切さを啓発していく。

学校行事や学年の活動、ＰＴＡ活動などの保護者ボランティアの
教育的価値を伝えて協力をお願いする。

学校の方針、１年生の目指す姿やスタートカリキュラム、重点施策
等について伝え、理解を得る。

１年間の予定や１週間毎の具体的な予定を丁寧に伝え、保護者が見
通しをもてるようにする。

連絡帳や通信などで子どもの様子を伝え、保護者が安心できるよう
にするとともに、家庭でも話題にしたり褒めたりしてもらえるよう
にする。

☆
援
助
の
ポ
イ
ン
ト

◯
環
境
の
構
成

入学した喜びを共有し、意欲的に取り組もうとする姿を認め励まし
たり、児童の話を共感しながら聞いたりして、温かな安心できる学
級づくりを工夫する。

具体的な体験を通して、伝え合う、交流する、試行錯誤や繰り返
す活動を保障し、お互いのよさやそれぞれの気付きを共鳴させる
ようにする。

２学期始まりの準備物や生活リズムの回復について、協力をお願い
する。

生活科「かぞくにこにこ大作戦」のねらいや内容を丁寧に伝え、継
続してお手伝いに取り組めるよう協力をお願いする。

子どもたちの活動の様子や頑張っている姿を伝え、家庭でも褒めた
り認めたりしてもらえるようにする。

１年間の成長に気付き、自分や友達のよさを実感できるように、子ども
の作品やカード、写真などを掲示する。

各教科を通して、１年間の成長を認め、２年生の学習や生活への意欲を
高める。

子どもの成長について、家庭でも褒めたり認めたりしてもらうようお願
いする。

自信をもって進級できるように、子どもが自分では気付かない内面の成
長についても気付かせてもらうようにする。

生活リズムや持ち物など、子どもと一緒に話し合ったり確認したりしな
がら、進級に向けての準備をしてもらうようにする。

秋のおもちゃづくりを通して、作りたいものに合った材料を選んだ
り、考えた遊び方を分かりやすく伝え合う。

ひまわりの収穫や種取りなどの活動を通して、生命をもっているこ
とや成長していること、生命をつないでいることに気付いている。

１年間を通してできるようになったことを、絵や動作など様々な表現で
伝え合う。

新しい１年生に学校のことを分かりやすく伝えるために、内容や方法を
工夫する。

友達と話し合って考えをまとめたり、試行錯誤したり、振り返った
りする時間を十分に確保し、満足感や達成感をもてるようにする。

「ありがとうカード」や「いいねカード」を交換し、お互いのよさを実
感できるようにする。

縦割り班や異学年の子ども、幼児、高齢者など、関わりを段階的に
広げ多くの人と交流することで、相手意識をもって行動できるよう
にする。

学級集会や学習発表会など、共通の目的に向かって活動すること
で、思いを伝え合い協力して創り上げる体験をもてるようにする。

体験入学では新１年生が入学を楽しみにするような活動を工夫できるよ
うにする。

・

・雪や氷などを利用した、冬な

らではの遊びの楽しさに気付

き、友達と仲よく遊ぶ。

体体育育「「ススキキーー遊遊びび」」

・寒さに負けず、進んでスキー

遊びに取り組む。

国国語語「「ききききたたいいなな、、

ととももだだちちのの ははななしし」」

・冬休みや冬の遊びで体験した

ことを友達に詳しく話したり、

聞いたりする。

★★生生活活「「ゆゆききああそそびび交交流流会会」」

・雪や氷を使った遊びを友達と

一緒に考えたり、遊びを発展

させたりする。

・年長児と一緒にルールや作戦

などを話し合いながら工夫し

て雪遊びを楽しむ。

・遊びを振り返り、次の交流会

に生かす。

架架けけ橋橋期期にに期期待待すするる子子どどもものの姿姿 大大館館市市 周周囲囲のの人人々々やや環環境境とと主主体体的的にに関関わわりり、、学学ぶぶ喜喜びびやや楽楽ししささをを実実感感ししななががらら仲仲間間とと共共にに育育ちち合合うう子子どどもも

夢夢やや目目標標ををももちち進進んんでで学学ぶぶ子子どどもも（（ドドリリーームムググリリーーンン））

釈釈迦迦内内小小学学校校区区 自自分分もも友友達達もも大大切切ににしし協協力力しし合合うう子子どどもも（（ビビュューーテティィフフルルブブルルーー））

ああききららめめずずにに挑挑戦戦しし、、ややりりととげげるる子子どどもも（（チチャャレレンンジジレレッッドド））（（チチアアイイエエロローー））

ひまわりの種袋詰め ひまわりの種植えひまわりスタート集会

一戸一ひまわり運動 除草

除草 かかし教室

前前向向ききなな心心

美美ししいい心心

挑挑戦戦のの心心

○○友友達達やや先先生生とと自自己己紹紹介介しし合合っったたりり、、学学校校探探

検検ををししてて見見付付けけたたももののをを友友達達とと伝伝ええ合合うう。。

国国語語「「どどううぞぞよよろろししくく」」

・自己紹介カードに名前を書く。

「「ななんんてていいおおううかかなな」」

・場面に応じた言葉や動作を考える。

「「ここんんななもものの みみつつけけたたよよ」」

・学校探検で見付けたものを友達と伝え

合う。

図図工工「「すすききななもものの いいっっぱぱいい」」

・すきなものや見付けたものを絵に表す。

道道徳徳「「どどううししててここううななるるののかかなな」」

・楽しく生活するためのルールやマナー

を考える。

体体育育「「体体ほほぐぐししのの運運動動遊遊びび・・固固定定施施設設遊遊びび」」

・友達と一緒に校庭遊具で遊んだり、か

けっこをしたりする。

音音楽楽「「ううたたででななかかよよしし」」「「ななままええああそそびび」」

・園で歌っていた歌や春の歌を歌う。

・名前でリズム遊びをする。

○○ああささががおおととひひままわわりりのの種種をを植植ええ、、

そそのの変変化化やや成成長長のの様様子子にに関関心心ををもも

ちちななががらら世世話話ををすするる。。

国国語語「「ななんんてていいおおううかかなな」」

・地域の方や上級生に種の植え

方を聞く。

「「ととししょょかかんんへへいいここうう」」

・図鑑で育て方を調べる。

道道徳徳「「ああささががおお」」

・どんな気持ちで植物の世話を

すればよいか考える。

算算数数「「ななかかままづづくくりりととかかずず」」

・種の数を数えたり、数のまと

まりを作ったりする。

常常時時活活動動・・係係活活動動

・朝の時間や中休みの時間に、

水やりをしたり、成長の様子

を観察したりする。

生生活活「「ひひままわわりりのの草草取取りりををししよようう」」

★★年年長長児児とと一一緒緒にに草草取取りりををすするる。。

○○ややっっててみみたたいい仕仕事事にに挑挑戦戦ししたた

りり、、ああっったたららいいいいななとと思思うう仕仕事事

をを考考ええてて試試ししててみみたたりりすするる。。

・あったらいいなと思う仕事を見

付けて発表する。

・自分でやりたい仕事を決める。

・役割を決め、係の仕事に取り組む。

・活動を振り返って、学級の係活

動にしたらよいものを選ぶ。

○○自自分分のの好好ききななここととやや得得意意ななこことと、、でで

ききるるよよううににななりりたたいいこことと、、夢夢ななどどをを

考考ええ、、キキャャリリアアノノーートトにに書書いいてて友友達達

とと伝伝ええ合合うう。。

道道徳徳「「みみんんななじじょょううずず」」

・自分のよいところを見付ける。

○○友友達達とと考考ええをを出出しし合合いい、、

協協働働的的にに学学びび合合うう。。

・見通しもち、まずは自分の力

でやってみる。

・自分の考えを発表する。

・友達の話を反応しながら聞く。

・よりよい方法を考える。

・振り返りをする。

入学式 新任式・始業式

給食開始

下校指導

1年生を迎える会

縦割り清掃班スタート集会

交通安全教室

町内児童会・集団下校

PTA授業参観・懇談会

発育測定・内科検診 マラソン運動

地域訪問

運動会 田植え(5年)

新体力テスト

PTA授業参観・懇談会

ひひままわわりりのの種種植植ええ・・除除草草((22年年))

読書強調月間

終業式 避難訓練

地域防災活動(小・中)

ななつつのの遊遊びび・・

ププーールル授授業業交交流流

幼保小連携推進会議 幼保小担任研修会 保保育育体体験験夏季研修会

１１年年生生授授業業参参観観・・協協議議 生生活活科科授授業業参参加加

ひまわり収穫

ひまわりサマーウィーク ひまわり種取り

きりたんぽまつり・産業祭・ひまわり商品販売

ひまわり感謝集会

２学期始業式

学習発表会予行練習見学

就学時健診

１１年年生生活活科科授授業業

～～ああききままつつりり～～

稲刈り(5年)

カカリリキキュュララムム会会議議

２学期終業式 ３学期始業式

カリキュラム会議

生生活活科科授授業業打打ちち合合わわせせ 教職員研究実践発表会 新１年生の情報交換 要録・個別の支援計画の送付

入入学学前前交交流流会会

スキー授業・スキー教室

PTA授業参観・研修会

児童総会

来年度のひまわり活動についての提案

図図書書室室へへ行行っっててみみよようう

雪雪遊遊びび交交流流会会

修了式

卒業式

６年生を送る会

PTA授業参観

児童総会

学習発表会

○○年年長長児児ととのの関関わわりりをを深深めめ、、成成長長のの喜喜びびやや感感謝謝のの

気気持持ちち、、進進級級へへのの期期待待・・意意欲欲ををももつつ。。

★★生生活活「「新新ししいい１１年年生生ををししょょううたたいいししよようう」」

・新１年生のために、どんなことができるか考え

て話し合い、計画、実践する。

★★国国語語「「新新１１年年生生にに本本のの借借りり方方をを教教ええよようう」」

生生活活「「あありりががととううわわたたししたたちちのの教教室室」」

・１年間使用した教室に感謝の気持ちをもち、掃

除をしたり、新一年生のために作品を飾ったりする。

道道徳徳「「みみんんななみみんんなな、、あありりががととうう」」

・自分で成長したと思うことを考えて伝え合い、

支えてくれた人たちへの感謝の気持ちを表す。

・自分の育てたひまわりの成長を

感じながら、友達や年長児と

協力して収穫・種取りをする。

・これまでの活動を振り返り、ど

うすれば感謝の気持ちが伝わる

か自分なりに考え、お世話にな

った人たちと進んで交流したり

感謝の気持ちを伝えたりする。

＜共通の視点＞

思考力

協同性

自立心

釈迦内小学校区
釈迦内小学校

向陽こども園

釈迦内保育園

保保育育参参観観・・研研究究協協議議（（保保））

保保育育参参観観・・研研究究協協議議（（ここ））

・かけっこや玉入れ競争、ダンスなど

の運動遊びに取り組む。

・順番やきまりを守り、誰とでも仲良

く遊んだり、場の安全に気を付けた

りする。

特活・縦割り班の人と一緒に掃除に取

り組む。

学活「運動会でがんばりたいこと」

・目標を決めて取り組む。

○学習発表会を成功させるために、

目標に向かって、友達と励まし

合いながら一緒に取り組む。

行行事事「「学学習習発発表表会会」」劇劇

・自分なりの表現の仕方を考え、

相手に伝えようとする。

道道徳徳「「ややれればばででききるるんんだだ」」

・最後までやり通すために、何が

大切か考え、諦めずに努力しよ

うとする。

・秋のものを使ったおもちゃを考え、

友達と協力しておもちゃづくりを行

い、年長児を招待してあきまつりを

する。

★★生生活活「「ああききののおおももちちゃゃををつつくくろろうう」」

・おもちゃを作るために必要な材料を

集めたり、作り方や遊び方などを考

えたりしてまとめる。

★★生生活活「「ああききままつつりりををししよようう」」

・遊び方やルールなどの説明を考え、

相手が分かりやすいように伝える。

・相手が楽しめるようにするにはどう

すればよいか考えて、試してみる。

道道徳徳「「くくりりのの みみ」」

・困っている人のために、どんなこと

ができるか考え、相手に思いやりを

もって接しようとする。

○○一一年年間間をを振振りり返返っってて、、頑頑張張っったたここととやや出出来来るるよよ

ううににななっったたここととななどどををキキャャリリアアノノーートトにに書書いいてて

伝伝ええ合合いい、、自自他他のの成成長長にに気気付付くく。。

生生活活「「一一年年間間ををふふりりかかええろろうう」」

国国語語「「いいいいこことといいっっぱぱいい、、一一年年生生」」

・楽しかったことや嬉しかったこと、がんばった

こと、できるようになったことなどを絵や文章

で表し、友達と伝え合う。

幼幼保保小小中中連連携携メメデディィアアココンントトロローールル週週間間

ひひままわわりり収収穫穫・・種種取取りり ひひままわわりり感感謝謝集集会会

目目指指すす子子どどもも像像
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期期 小小学学校校11年年　　第第１１期期 小小学学校校11年年　　第第２２期期
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行行事事・・FFCC

上級生や学校を支えている方々、地域の方などいろいろな人と関
わることを楽しみ、地域への親しみを深める。

聞き手を見て話したり、話し手に共感して相づちなどの反応をし
ながら最後まで話を聞いたりする。

ねね
らら
いい

小学校の生活や新しい学習に興味をもって取り組み、学学級級のの友友達達やや
上上級級生生、、先先生生とと進進んんでで触触れれ合合いい、楽しく、安心して生活する。

小学校の生活や学習に見見通通ししををももっってて取取りり組組みみ、、共共にに活活動動すするる楽楽
ししささをを友友達達とと共共有有し、意欲的に活動や学習に取り組む。

たくさんの友達との関わりの中で、相相手手のの思思いいやや願願いいをを感感じじなながが
らら自自分分のの思思いいをを表表現現しし、、主主体体的的にに活動や学習に取り組む。

自分や友達の成長に気付き、おお互互いいにに認認めめ合合いい、、相相手手のの気気持持ちちをを尊尊重重しし
ななががらら、、自自信信ををももっってて活動や学習に取り組む。

自分のよいところや夢、できるようになりたいこと等、絵や言葉で
表したり、友達と伝え合ったりする。

新しく出会う友達や教師と進んで関わり、一緒に活動する楽しさや
喜びを感じる。

楽しく学習や生活をするために大切なこと（返事や挨拶、約束やマ
ナー、言葉遣いなど）に気付き、進んで実践しようとする。

・
　
　
　
・
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学校探検や春探しなどから、伝えたいことを選んだり、伝え方を工
夫したりする。

ああ

きき

らら

めめ

ずず

挑挑

戦戦

すす

るる

子子

どど

もも

（（

自自

立立

心心
））

学校生活に見通しをもって、自分でできることは自分でしようとし
たり、学習の準備を意欲的に行ったりする。

あさがおやひまわりの成長に見通しをもち、成長の様子や開花へ
の期待を、言葉や絵、動作等の方法を選んで伝え合う。

ひまわりの種を袋に詰める活動で、種の数え方を工夫したり、地
域の人に喜んでもらえるような絵を考えてかいたりする。

運動遊びに進んで取り組み、順番やきまりを守りながら誰とでも仲
よく運動をする。

・
　
　
　
・

2277 3388 99

楽しい学級にするために、自分にできる仕事を考えたり話し合っ
たりして決め、進んで役割を果たそうとする。

学習や生活、行事等の中で、目標に向かって自分の力を発揮し、
粘り強く取り組む。

これまでの学級活動（係や当番）を振り返り、よりよい学級にする
ためにどうするか考え、やり遂げようとする。

学習や生活、行事等の中で、自分の目標を達成するよう諦めずに取
り組む。

新しい１年生に楽しんでもらうために、自分でできる仕事を考えたり、
話し合ったりして、自分の役割を果たそうとする。

２年生へ向けて、自分の目標を決めて今できることに粘り強く取り組
む。

・

・

・

ひまわり活動などでこれまでお世話になった地域の方々へ、感謝の
思いを伝える方法を話し合い、感謝集会で実践することで、みんな
で協力することのよさを感じる。

話し手の意図を考えながら聞いたり、自分の思いが相手に伝わるよ
うに分かりやすく話そうとしたりする。

新１年生との交流会に向けて、内容や表現方法を話し合い、みんなで協
力して実践することで、進級への期待を高める。

新１年生の手本となるような聞き方や話し方、授業中の姿勢などを意識
して生活しようとする。

小小学学校校１１年年　　第第３３期期 小小学学校校１１年年　　第第４４期期

令和６年度　釈迦内小学校区　架け橋期のカリキュラム全体計画（1年生4月〜3月）

月月 55 6644 1100 1111 1122 11

運動会などの取組を通して、頑張っている姿や友達と協力してい
る姿を価値付けし、意欲を高める。

生活科を中心とした関連的な指導を行ったり弾力的に時間割を工夫
したりする。

子子どどもものの
交交流流

職職員員のの交交流流
他他

家
庭
と
の
連
携

登下校や縦割り班活動、運動会、ふるさとキャリアの活動などへ
の取組を通して、地域の方々や他学年との関係づくりをするとと
もに、様々な人に支えられていることに気付けるようにする。

幼児期とのつながりを考慮し、幼児期に親しんだ活動を取り入れ、
自信をもって活動できるようにする。

子どもの思いを汲み取りながら、一人一人が安心感をもち落ち着い
て生活、学習できるように一緒に環境を工夫していく。

子どもの頑張っていることやできるようになったこと、課題にな
ることを具体的に伝える。

規則正しい生活習慣づくりやメディアコントロール、読み聞かせ
や音読、家庭学習など、継続する大切さを啓発していく。

学校行事や学年の活動、ＰＴＡ活動などの保護者ボランティアの
教育的価値を伝えて協力をお願いする。

学校の方針、１年生の目指す姿やスタートカリキュラム、重点施策
等について伝え、理解を得る。

１年間の予定や１週間毎の具体的な予定を丁寧に伝え、保護者が見
通しをもてるようにする。

連絡帳や通信などで子どもの様子を伝え、保護者が安心できるよう
にするとともに、家庭でも話題にしたり褒めたりしてもらえるよう
にする。

☆
援
助
の
ポ
イ
ン
ト

◯
環
境
の
構
成

入学した喜びを共有し、意欲的に取り組もうとする姿を認め励まし
たり、児童の話を共感しながら聞いたりして、温かな安心できる学
級づくりを工夫する。

具体的な体験を通して、伝え合う、交流する、試行錯誤や繰り返
す活動を保障し、お互いのよさやそれぞれの気付きを共鳴させる
ようにする。

２学期始まりの準備物や生活リズムの回復について、協力をお願い
する。

生活科「かぞくにこにこ大作戦」のねらいや内容を丁寧に伝え、継
続してお手伝いに取り組めるよう協力をお願いする。

子どもたちの活動の様子や頑張っている姿を伝え、家庭でも褒めた
り認めたりしてもらえるようにする。

１年間の成長に気付き、自分や友達のよさを実感できるように、子ども
の作品やカード、写真などを掲示する。

各教科を通して、１年間の成長を認め、２年生の学習や生活への意欲を
高める。

子どもの成長について、家庭でも褒めたり認めたりしてもらうようお願
いする。

自信をもって進級できるように、子どもが自分では気付かない内面の成
長についても気付かせてもらうようにする。

生活リズムや持ち物など、子どもと一緒に話し合ったり確認したりしな
がら、進級に向けての準備をしてもらうようにする。

秋のおもちゃづくりを通して、作りたいものに合った材料を選んだ
り、考えた遊び方を分かりやすく伝え合う。

ひまわりの収穫や種取りなどの活動を通して、生命をもっているこ
とや成長していること、生命をつないでいることに気付いている。

１年間を通してできるようになったことを、絵や動作など様々な表現で
伝え合う。

新しい１年生に学校のことを分かりやすく伝えるために、内容や方法を
工夫する。

友達と話し合って考えをまとめたり、試行錯誤したり、振り返った
りする時間を十分に確保し、満足感や達成感をもてるようにする。

「ありがとうカード」や「いいねカード」を交換し、お互いのよさを実
感できるようにする。

縦割り班や異学年の子ども、幼児、高齢者など、関わりを段階的に
広げ多くの人と交流することで、相手意識をもって行動できるよう
にする。

学級集会や学習発表会など、共通の目的に向かって活動すること
で、思いを伝え合い協力して創り上げる体験をもてるようにする。

体験入学では新１年生が入学を楽しみにするような活動を工夫できるよ
うにする。

・

・雪や氷などを利用した、冬な

らではの遊びの楽しさに気付

き、友達と仲よく遊ぶ。

体体育育「「ススキキーー遊遊びび」」

・寒さに負けず、進んでスキー

遊びに取り組む。

国国語語「「ききききたたいいなな、、

ととももだだちちのの ははななしし」」

・冬休みや冬の遊びで体験した

ことを友達に詳しく話したり、

聞いたりする。

★★生生活活「「ゆゆききああそそびび交交流流会会」」

・雪や氷を使った遊びを友達と

一緒に考えたり、遊びを発展

させたりする。

・年長児と一緒にルールや作戦

などを話し合いながら工夫し

て雪遊びを楽しむ。

・遊びを振り返り、次の交流会

に生かす。

架架けけ橋橋期期にに期期待待すするる子子どどもものの姿姿 大大館館市市 周周囲囲のの人人々々やや環環境境とと主主体体的的にに関関わわりり、、学学ぶぶ喜喜びびやや楽楽ししささをを実実感感ししななががらら仲仲間間とと共共にに育育ちち合合うう子子どどもも

夢夢やや目目標標ををももちち進進んんでで学学ぶぶ子子どどもも（（ドドリリーームムググリリーーンン））

釈釈迦迦内内小小学学校校区区 自自分分もも友友達達もも大大切切ににしし協協力力しし合合うう子子どどもも（（ビビュューーテティィフフルルブブルルーー））

ああききららめめずずにに挑挑戦戦しし、、ややりりととげげるる子子どどもも（（チチャャレレンンジジレレッッドド））（（チチアアイイエエロローー））

ひまわりの種袋詰め ひまわりの種植えひまわりスタート集会

一戸一ひまわり運動 除草

除草 かかし教室

前前向向ききなな心心

美美ししいい心心

挑挑戦戦のの心心

○○友友達達やや先先生生とと自自己己紹紹介介しし合合っったたりり、、学学校校探探

検検ををししてて見見付付けけたたももののをを友友達達とと伝伝ええ合合うう。。

国国語語「「どどううぞぞよよろろししくく」」

・自己紹介カードに名前を書く。

「「ななんんてていいおおううかかなな」」

・場面に応じた言葉や動作を考える。

「「ここんんななもものの みみつつけけたたよよ」」

・学校探検で見付けたものを友達と伝え

合う。

図図工工「「すすききななもものの いいっっぱぱいい」」

・すきなものや見付けたものを絵に表す。

道道徳徳「「どどううししててここううななるるののかかなな」」

・楽しく生活するためのルールやマナー

を考える。

体体育育「「体体ほほぐぐししのの運運動動遊遊びび・・固固定定施施設設遊遊びび」」

・友達と一緒に校庭遊具で遊んだり、か

けっこをしたりする。

音音楽楽「「ううたたででななかかよよしし」」「「ななままええああそそびび」」

・園で歌っていた歌や春の歌を歌う。

・名前でリズム遊びをする。

○○ああささががおおととひひままわわりりのの種種をを植植ええ、、

そそのの変変化化やや成成長長のの様様子子にに関関心心ををもも

ちちななががらら世世話話ををすするる。。

国国語語「「ななんんてていいおおううかかなな」」

・地域の方や上級生に種の植え

方を聞く。

「「ととししょょかかんんへへいいここうう」」

・図鑑で育て方を調べる。

道道徳徳「「ああささががおお」」

・どんな気持ちで植物の世話を

すればよいか考える。

算算数数「「ななかかままづづくくりりととかかずず」」

・種の数を数えたり、数のまと

まりを作ったりする。

常常時時活活動動・・係係活活動動

・朝の時間や中休みの時間に、

水やりをしたり、成長の様子

を観察したりする。

生生活活「「ひひままわわりりのの草草取取りりををししよようう」」

★★年年長長児児とと一一緒緒にに草草取取りりををすするる。。

○○ややっっててみみたたいい仕仕事事にに挑挑戦戦ししたた

りり、、ああっったたららいいいいななとと思思うう仕仕事事

をを考考ええてて試試ししててみみたたりりすするる。。

・あったらいいなと思う仕事を見

付けて発表する。

・自分でやりたい仕事を決める。

・役割を決め、係の仕事に取り組む。

・活動を振り返って、学級の係活

動にしたらよいものを選ぶ。

○○自自分分のの好好ききななここととやや得得意意ななこことと、、でで

ききるるよよううににななりりたたいいこことと、、夢夢ななどどをを

考考ええ、、キキャャリリアアノノーートトにに書書いいてて友友達達

とと伝伝ええ合合うう。。

道道徳徳「「みみんんななじじょょううずず」」

・自分のよいところを見付ける。

○○友友達達とと考考ええをを出出しし合合いい、、

協協働働的的にに学学びび合合うう。。

・見通しもち、まずは自分の力

でやってみる。

・自分の考えを発表する。

・友達の話を反応しながら聞く。

・よりよい方法を考える。

・振り返りをする。

入学式 新任式・始業式

給食開始

下校指導

1年生を迎える会

縦割り清掃班スタート集会

交通安全教室

町内児童会・集団下校

PTA授業参観・懇談会

発育測定・内科検診 マラソン運動

地域訪問

運動会 田植え(5年)

新体力テスト

PTA授業参観・懇談会

ひひままわわりりのの種種植植ええ・・除除草草((22年年))

読書強調月間

終業式 避難訓練

地域防災活動(小・中)

ななつつのの遊遊びび・・

ププーールル授授業業交交流流

幼保小連携推進会議 幼保小担任研修会 保保育育体体験験夏季研修会

１１年年生生授授業業参参観観・・協協議議 生生活活科科授授業業参参加加

ひまわり収穫

ひまわりサマーウィーク ひまわり種取り

きりたんぽまつり・産業祭・ひまわり商品販売

ひまわり感謝集会

２学期始業式

学習発表会予行練習見学

就学時健診

１１年年生生活活科科授授業業

～～ああききままつつりり～～

稲刈り(5年)

カカリリキキュュララムム会会議議

２学期終業式 ３学期始業式

カリキュラム会議

生生活活科科授授業業打打ちち合合わわせせ 教職員研究実践発表会 新１年生の情報交換 要録・個別の支援計画の送付

入入学学前前交交流流会会

スキー授業・スキー教室

PTA授業参観・研修会

児童総会

来年度のひまわり活動についての提案

図図書書室室へへ行行っっててみみよようう

雪雪遊遊びび交交流流会会

修了式

卒業式

６年生を送る会

PTA授業参観

児童総会

学習発表会

○○年年長長児児ととのの関関わわりりをを深深めめ、、成成長長のの喜喜びびやや感感謝謝のの

気気持持ちち、、進進級級へへのの期期待待・・意意欲欲ををももつつ。。

★★生生活活「「新新ししいい１１年年生生ををししょょううたたいいししよようう」」

・新１年生のために、どんなことができるか考え

て話し合い、計画、実践する。

★★国国語語「「新新１１年年生生にに本本のの借借りり方方をを教教ええよようう」」

生生活活「「あありりががととううわわたたししたたちちのの教教室室」」

・１年間使用した教室に感謝の気持ちをもち、掃

除をしたり、新一年生のために作品を飾ったりする。

道道徳徳「「みみんんななみみんんなな、、あありりががととうう」」

・自分で成長したと思うことを考えて伝え合い、

支えてくれた人たちへの感謝の気持ちを表す。

・自分の育てたひまわりの成長を

感じながら、友達や年長児と

協力して収穫・種取りをする。

・これまでの活動を振り返り、ど

うすれば感謝の気持ちが伝わる

か自分なりに考え、お世話にな

った人たちと進んで交流したり

感謝の気持ちを伝えたりする。

＜共通の視点＞

思考力

協同性

自立心

釈迦内小学校区
釈迦内小学校

向陽こども園

釈迦内保育園

保保育育参参観観・・研研究究協協議議（（保保））

保保育育参参観観・・研研究究協協議議（（ここ））

・かけっこや玉入れ競争、ダンスなど

の運動遊びに取り組む。

・順番やきまりを守り、誰とでも仲良

く遊んだり、場の安全に気を付けた

りする。

特活・縦割り班の人と一緒に掃除に取

り組む。

学活「運動会でがんばりたいこと」

・目標を決めて取り組む。

○学習発表会を成功させるために、

目標に向かって、友達と励まし

合いながら一緒に取り組む。

行行事事「「学学習習発発表表会会」」劇劇

・自分なりの表現の仕方を考え、

相手に伝えようとする。

道道徳徳「「ややれればばででききるるんんだだ」」

・最後までやり通すために、何が

大切か考え、諦めずに努力しよ

うとする。

・秋のものを使ったおもちゃを考え、

友達と協力しておもちゃづくりを行

い、年長児を招待してあきまつりを

する。

★★生生活活「「ああききののおおももちちゃゃををつつくくろろうう」」

・おもちゃを作るために必要な材料を

集めたり、作り方や遊び方などを考

えたりしてまとめる。

★★生生活活「「ああききままつつりりををししよようう」」

・遊び方やルールなどの説明を考え、

相手が分かりやすいように伝える。

・相手が楽しめるようにするにはどう

すればよいか考えて、試してみる。

道道徳徳「「くくりりのの みみ」」

・困っている人のために、どんなこと

ができるか考え、相手に思いやりを

もって接しようとする。

○○一一年年間間をを振振りり返返っってて、、頑頑張張っったたここととやや出出来来るるよよ

ううににななっったたここととななどどををキキャャリリアアノノーートトにに書書いいてて

伝伝ええ合合いい、、自自他他のの成成長長にに気気付付くく。。

生生活活「「一一年年間間ををふふりりかかええろろうう」」

国国語語「「いいいいこことといいっっぱぱいい、、一一年年生生」」

・楽しかったことや嬉しかったこと、がんばった

こと、できるようになったことなどを絵や文章

で表し、友達と伝え合う。

幼幼保保小小中中連連携携メメデディィアアココンントトロローールル週週間間

ひひままわわりり収収穫穫・・種種取取りり ひひままわわりり感感謝謝集集会会

目目指指すす子子どどもも像像
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期期 小小学学校校11年年　　第第１１期期 小小学学校校11年年　　第第２２期期
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行行事事・・FFCC

上級生や学校を支えている方々、地域の方などいろいろな人と関
わることを楽しみ、地域への親しみを深める。

聞き手を見て話したり、話し手に共感して相づちなどの反応をし
ながら最後まで話を聞いたりする。

ねね
らら
いい

小学校の生活や新しい学習に興味をもって取り組み、学学級級のの友友達達やや
上上級級生生、、先先生生とと進進んんでで触触れれ合合いい、楽しく、安心して生活する。

小学校の生活や学習に見見通通ししををももっってて取取りり組組みみ、、共共にに活活動動すするる楽楽
ししささをを友友達達とと共共有有し、意欲的に活動や学習に取り組む。

たくさんの友達との関わりの中で、相相手手のの思思いいやや願願いいをを感感じじなながが
らら自自分分のの思思いいをを表表現現しし、、主主体体的的にに活動や学習に取り組む。

自分や友達の成長に気付き、おお互互いいにに認認めめ合合いい、、相相手手のの気気持持ちちをを尊尊重重しし
ななががらら、、自自信信ををももっってて活動や学習に取り組む。

自分のよいところや夢、できるようになりたいこと等、絵や言葉で
表したり、友達と伝え合ったりする。

新しく出会う友達や教師と進んで関わり、一緒に活動する楽しさや
喜びを感じる。

楽しく学習や生活をするために大切なこと（返事や挨拶、約束やマ
ナー、言葉遣いなど）に気付き、進んで実践しようとする。

・
　
　
　
・
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力力
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学校探検や春探しなどから、伝えたいことを選んだり、伝え方を工
夫したりする。

ああ

きき

らら

めめ

ずず

挑挑

戦戦

すす

るる

子子

どど

もも

（（

自自

立立

心心
））

学校生活に見通しをもって、自分でできることは自分でしようとし
たり、学習の準備を意欲的に行ったりする。

あさがおやひまわりの成長に見通しをもち、成長の様子や開花へ
の期待を、言葉や絵、動作等の方法を選んで伝え合う。

ひまわりの種を袋に詰める活動で、種の数え方を工夫したり、地
域の人に喜んでもらえるような絵を考えてかいたりする。

運動遊びに進んで取り組み、順番やきまりを守りながら誰とでも仲
よく運動をする。

・
　
　
　
・

2277 3388 99

楽しい学級にするために、自分にできる仕事を考えたり話し合っ
たりして決め、進んで役割を果たそうとする。

学習や生活、行事等の中で、目標に向かって自分の力を発揮し、
粘り強く取り組む。

これまでの学級活動（係や当番）を振り返り、よりよい学級にする
ためにどうするか考え、やり遂げようとする。

学習や生活、行事等の中で、自分の目標を達成するよう諦めずに取
り組む。

新しい１年生に楽しんでもらうために、自分でできる仕事を考えたり、
話し合ったりして、自分の役割を果たそうとする。

２年生へ向けて、自分の目標を決めて今できることに粘り強く取り組
む。

・

・

・

ひまわり活動などでこれまでお世話になった地域の方々へ、感謝の
思いを伝える方法を話し合い、感謝集会で実践することで、みんな
で協力することのよさを感じる。

話し手の意図を考えながら聞いたり、自分の思いが相手に伝わるよ
うに分かりやすく話そうとしたりする。

新１年生との交流会に向けて、内容や表現方法を話し合い、みんなで協
力して実践することで、進級への期待を高める。

新１年生の手本となるような聞き方や話し方、授業中の姿勢などを意識
して生活しようとする。

小小学学校校１１年年　　第第３３期期 小小学学校校１１年年　　第第４４期期

令和６年度　釈迦内小学校区　架け橋期のカリキュラム全体計画（1年生4月〜3月）

月月 55 6644 1100 1111 1122 11

運動会などの取組を通して、頑張っている姿や友達と協力してい
る姿を価値付けし、意欲を高める。

生活科を中心とした関連的な指導を行ったり弾力的に時間割を工夫
したりする。

子子どどもものの
交交流流

職職員員のの交交流流
他他

家
庭
と
の
連
携

登下校や縦割り班活動、運動会、ふるさとキャリアの活動などへ
の取組を通して、地域の方々や他学年との関係づくりをするとと
もに、様々な人に支えられていることに気付けるようにする。

幼児期とのつながりを考慮し、幼児期に親しんだ活動を取り入れ、
自信をもって活動できるようにする。

子どもの思いを汲み取りながら、一人一人が安心感をもち落ち着い
て生活、学習できるように一緒に環境を工夫していく。

子どもの頑張っていることやできるようになったこと、課題にな
ることを具体的に伝える。

規則正しい生活習慣づくりやメディアコントロール、読み聞かせ
や音読、家庭学習など、継続する大切さを啓発していく。

学校行事や学年の活動、ＰＴＡ活動などの保護者ボランティアの
教育的価値を伝えて協力をお願いする。

学校の方針、１年生の目指す姿やスタートカリキュラム、重点施策
等について伝え、理解を得る。

１年間の予定や１週間毎の具体的な予定を丁寧に伝え、保護者が見
通しをもてるようにする。

連絡帳や通信などで子どもの様子を伝え、保護者が安心できるよう
にするとともに、家庭でも話題にしたり褒めたりしてもらえるよう
にする。

☆
援
助
の
ポ
イ
ン
ト

◯
環
境
の
構
成

入学した喜びを共有し、意欲的に取り組もうとする姿を認め励まし
たり、児童の話を共感しながら聞いたりして、温かな安心できる学
級づくりを工夫する。

具体的な体験を通して、伝え合う、交流する、試行錯誤や繰り返
す活動を保障し、お互いのよさやそれぞれの気付きを共鳴させる
ようにする。

２学期始まりの準備物や生活リズムの回復について、協力をお願い
する。

生活科「かぞくにこにこ大作戦」のねらいや内容を丁寧に伝え、継
続してお手伝いに取り組めるよう協力をお願いする。

子どもたちの活動の様子や頑張っている姿を伝え、家庭でも褒めた
り認めたりしてもらえるようにする。

１年間の成長に気付き、自分や友達のよさを実感できるように、子ども
の作品やカード、写真などを掲示する。

各教科を通して、１年間の成長を認め、２年生の学習や生活への意欲を
高める。

子どもの成長について、家庭でも褒めたり認めたりしてもらうようお願
いする。

自信をもって進級できるように、子どもが自分では気付かない内面の成
長についても気付かせてもらうようにする。

生活リズムや持ち物など、子どもと一緒に話し合ったり確認したりしな
がら、進級に向けての準備をしてもらうようにする。

秋のおもちゃづくりを通して、作りたいものに合った材料を選んだ
り、考えた遊び方を分かりやすく伝え合う。

ひまわりの収穫や種取りなどの活動を通して、生命をもっているこ
とや成長していること、生命をつないでいることに気付いている。

１年間を通してできるようになったことを、絵や動作など様々な表現で
伝え合う。

新しい１年生に学校のことを分かりやすく伝えるために、内容や方法を
工夫する。

友達と話し合って考えをまとめたり、試行錯誤したり、振り返った
りする時間を十分に確保し、満足感や達成感をもてるようにする。

「ありがとうカード」や「いいねカード」を交換し、お互いのよさを実
感できるようにする。

縦割り班や異学年の子ども、幼児、高齢者など、関わりを段階的に
広げ多くの人と交流することで、相手意識をもって行動できるよう
にする。

学級集会や学習発表会など、共通の目的に向かって活動すること
で、思いを伝え合い協力して創り上げる体験をもてるようにする。

体験入学では新１年生が入学を楽しみにするような活動を工夫できるよ
うにする。

・

・雪や氷などを利用した、冬な

らではの遊びの楽しさに気付

き、友達と仲よく遊ぶ。

体体育育「「ススキキーー遊遊びび」」

・寒さに負けず、進んでスキー

遊びに取り組む。

国国語語「「ききききたたいいなな、、

ととももだだちちのの ははななしし」」

・冬休みや冬の遊びで体験した

ことを友達に詳しく話したり、

聞いたりする。

★★生生活活「「ゆゆききああそそびび交交流流会会」」

・雪や氷を使った遊びを友達と

一緒に考えたり、遊びを発展

させたりする。

・年長児と一緒にルールや作戦

などを話し合いながら工夫し

て雪遊びを楽しむ。

・遊びを振り返り、次の交流会

に生かす。

架架けけ橋橋期期にに期期待待すするる子子どどもものの姿姿 大大館館市市 周周囲囲のの人人々々やや環環境境とと主主体体的的にに関関わわりり、、学学ぶぶ喜喜びびやや楽楽ししささをを実実感感ししななががらら仲仲間間とと共共にに育育ちち合合うう子子どどもも

夢夢やや目目標標ををももちち進進んんでで学学ぶぶ子子どどもも（（ドドリリーームムググリリーーンン））

釈釈迦迦内内小小学学校校区区 自自分分もも友友達達もも大大切切ににしし協協力力しし合合うう子子どどもも（（ビビュューーテティィフフルルブブルルーー））

ああききららめめずずにに挑挑戦戦しし、、ややりりととげげるる子子どどもも（（チチャャレレンンジジレレッッドド））（（チチアアイイエエロローー））

ひまわりの種袋詰め ひまわりの種植えひまわりスタート集会

一戸一ひまわり運動 除草

除草 かかし教室

前前向向ききなな心心

美美ししいい心心

挑挑戦戦のの心心

○○友友達達やや先先生生とと自自己己紹紹介介しし合合っったたりり、、学学校校探探

検検ををししてて見見付付けけたたももののをを友友達達とと伝伝ええ合合うう。。

国国語語「「どどううぞぞよよろろししくく」」

・自己紹介カードに名前を書く。

「「ななんんてていいおおううかかなな」」

・場面に応じた言葉や動作を考える。

「「ここんんななもものの みみつつけけたたよよ」」

・学校探検で見付けたものを友達と伝え

合う。

図図工工「「すすききななもものの いいっっぱぱいい」」

・すきなものや見付けたものを絵に表す。

道道徳徳「「どどううししててここううななるるののかかなな」」

・楽しく生活するためのルールやマナー

を考える。

体体育育「「体体ほほぐぐししのの運運動動遊遊びび・・固固定定施施設設遊遊びび」」

・友達と一緒に校庭遊具で遊んだり、か

けっこをしたりする。

音音楽楽「「ううたたででななかかよよしし」」「「ななままええああそそびび」」

・園で歌っていた歌や春の歌を歌う。

・名前でリズム遊びをする。

○○ああささががおおととひひままわわりりのの種種をを植植ええ、、

そそのの変変化化やや成成長長のの様様子子にに関関心心ををもも

ちちななががらら世世話話ををすするる。。

国国語語「「ななんんてていいおおううかかなな」」

・地域の方や上級生に種の植え

方を聞く。

「「ととししょょかかんんへへいいここうう」」

・図鑑で育て方を調べる。

道道徳徳「「ああささががおお」」

・どんな気持ちで植物の世話を

すればよいか考える。

算算数数「「ななかかままづづくくりりととかかずず」」

・種の数を数えたり、数のまと

まりを作ったりする。

常常時時活活動動・・係係活活動動

・朝の時間や中休みの時間に、

水やりをしたり、成長の様子

を観察したりする。

生生活活「「ひひままわわりりのの草草取取りりををししよようう」」

★★年年長長児児とと一一緒緒にに草草取取りりををすするる。。

○○ややっっててみみたたいい仕仕事事にに挑挑戦戦ししたた

りり、、ああっったたららいいいいななとと思思うう仕仕事事

をを考考ええてて試試ししててみみたたりりすするる。。

・あったらいいなと思う仕事を見

付けて発表する。

・自分でやりたい仕事を決める。

・役割を決め、係の仕事に取り組む。

・活動を振り返って、学級の係活

動にしたらよいものを選ぶ。

○○自自分分のの好好ききななここととやや得得意意ななこことと、、でで

ききるるよよううににななりりたたいいこことと、、夢夢ななどどをを

考考ええ、、キキャャリリアアノノーートトにに書書いいてて友友達達

とと伝伝ええ合合うう。。

道道徳徳「「みみんんななじじょょううずず」」

・自分のよいところを見付ける。

○○友友達達とと考考ええをを出出しし合合いい、、

協協働働的的にに学学びび合合うう。。

・見通しもち、まずは自分の力

でやってみる。

・自分の考えを発表する。

・友達の話を反応しながら聞く。

・よりよい方法を考える。

・振り返りをする。

入学式 新任式・始業式

給食開始

下校指導

1年生を迎える会

縦割り清掃班スタート集会

交通安全教室

町内児童会・集団下校

PTA授業参観・懇談会

発育測定・内科検診 マラソン運動

地域訪問

運動会 田植え(5年)

新体力テスト

PTA授業参観・懇談会

ひひままわわりりのの種種植植ええ・・除除草草((22年年))

読書強調月間

終業式 避難訓練

地域防災活動(小・中)

ななつつのの遊遊びび・・

ププーールル授授業業交交流流

幼保小連携推進会議 幼保小担任研修会 保保育育体体験験夏季研修会

１１年年生生授授業業参参観観・・協協議議 生生活活科科授授業業参参加加

ひまわり収穫

ひまわりサマーウィーク ひまわり種取り

きりたんぽまつり・産業祭・ひまわり商品販売

ひまわり感謝集会

２学期始業式

学習発表会予行練習見学

就学時健診

１１年年生生活活科科授授業業

～～ああききままつつりり～～

稲刈り(5年)

カカリリキキュュララムム会会議議

２学期終業式 ３学期始業式

カリキュラム会議

生生活活科科授授業業打打ちち合合わわせせ 教職員研究実践発表会 新１年生の情報交換 要録・個別の支援計画の送付

入入学学前前交交流流会会

スキー授業・スキー教室

PTA授業参観・研修会

児童総会

来年度のひまわり活動についての提案

図図書書室室へへ行行っっててみみよようう

雪雪遊遊びび交交流流会会

修了式

卒業式

６年生を送る会

PTA授業参観

児童総会

学習発表会

○○年年長長児児ととのの関関わわりりをを深深めめ、、成成長長のの喜喜びびやや感感謝謝のの

気気持持ちち、、進進級級へへのの期期待待・・意意欲欲ををももつつ。。

★★生生活活「「新新ししいい１１年年生生ををししょょううたたいいししよようう」」

・新１年生のために、どんなことができるか考え

て話し合い、計画、実践する。

★★国国語語「「新新１１年年生生にに本本のの借借りり方方をを教教ええよようう」」

生生活活「「あありりががととううわわたたししたたちちのの教教室室」」

・１年間使用した教室に感謝の気持ちをもち、掃

除をしたり、新一年生のために作品を飾ったりする。

道道徳徳「「みみんんななみみんんなな、、あありりががととうう」」

・自分で成長したと思うことを考えて伝え合い、

支えてくれた人たちへの感謝の気持ちを表す。

・自分の育てたひまわりの成長を

感じながら、友達や年長児と

協力して収穫・種取りをする。

・これまでの活動を振り返り、ど

うすれば感謝の気持ちが伝わる

か自分なりに考え、お世話にな

った人たちと進んで交流したり

感謝の気持ちを伝えたりする。

＜共通の視点＞

思考力

協同性

自立心

釈迦内小学校区
釈迦内小学校

向陽こども園

釈迦内保育園

保保育育参参観観・・研研究究協協議議（（保保））

保保育育参参観観・・研研究究協協議議（（ここ））

・かけっこや玉入れ競争、ダンスなど

の運動遊びに取り組む。

・順番やきまりを守り、誰とでも仲良

く遊んだり、場の安全に気を付けた

りする。

特活・縦割り班の人と一緒に掃除に取

り組む。

学活「運動会でがんばりたいこと」

・目標を決めて取り組む。

○学習発表会を成功させるために、

目標に向かって、友達と励まし

合いながら一緒に取り組む。

行行事事「「学学習習発発表表会会」」劇劇

・自分なりの表現の仕方を考え、

相手に伝えようとする。

道道徳徳「「ややれればばででききるるんんだだ」」

・最後までやり通すために、何が

大切か考え、諦めずに努力しよ

うとする。

・秋のものを使ったおもちゃを考え、

友達と協力しておもちゃづくりを行

い、年長児を招待してあきまつりを

する。

★★生生活活「「ああききののおおももちちゃゃををつつくくろろうう」」

・おもちゃを作るために必要な材料を

集めたり、作り方や遊び方などを考

えたりしてまとめる。

★★生生活活「「ああききままつつりりををししよようう」」

・遊び方やルールなどの説明を考え、

相手が分かりやすいように伝える。

・相手が楽しめるようにするにはどう

すればよいか考えて、試してみる。

道道徳徳「「くくりりのの みみ」」

・困っている人のために、どんなこと

ができるか考え、相手に思いやりを

もって接しようとする。

○○一一年年間間をを振振りり返返っってて、、頑頑張張っったたここととやや出出来来るるよよ

ううににななっったたここととななどどををキキャャリリアアノノーートトにに書書いいてて

伝伝ええ合合いい、、自自他他のの成成長長にに気気付付くく。。

生生活活「「一一年年間間ををふふりりかかええろろうう」」

国国語語「「いいいいこことといいっっぱぱいい、、一一年年生生」」

・楽しかったことや嬉しかったこと、がんばった

こと、できるようになったことなどを絵や文章

で表し、友達と伝え合う。

幼幼保保小小中中連連携携メメデディィアアココンントトロローールル週週間間

ひひままわわりり収収穫穫・・種種取取りり ひひままわわりり感感謝謝集集会会

目目指指すす子子どどもも像像
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期期 小小学学校校11年年　　第第１１期期 小小学学校校11年年　　第第２２期期
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行行事事・・FFCC

上級生や学校を支えている方々、地域の方などいろいろな人と関
わることを楽しみ、地域への親しみを深める。

聞き手を見て話したり、話し手に共感して相づちなどの反応をし
ながら最後まで話を聞いたりする。

ねね
らら
いい

小学校の生活や新しい学習に興味をもって取り組み、学学級級のの友友達達やや
上上級級生生、、先先生生とと進進んんでで触触れれ合合いい、楽しく、安心して生活する。

小学校の生活や学習に見見通通ししををももっってて取取りり組組みみ、、共共にに活活動動すするる楽楽
ししささをを友友達達とと共共有有し、意欲的に活動や学習に取り組む。

たくさんの友達との関わりの中で、相相手手のの思思いいやや願願いいをを感感じじなながが
らら自自分分のの思思いいをを表表現現しし、、主主体体的的にに活動や学習に取り組む。

自分や友達の成長に気付き、おお互互いいにに認認めめ合合いい、、相相手手のの気気持持ちちをを尊尊重重しし
ななががらら、、自自信信ををももっってて活動や学習に取り組む。

自分のよいところや夢、できるようになりたいこと等、絵や言葉で
表したり、友達と伝え合ったりする。

新しく出会う友達や教師と進んで関わり、一緒に活動する楽しさや
喜びを感じる。

楽しく学習や生活をするために大切なこと（返事や挨拶、約束やマ
ナー、言葉遣いなど）に気付き、進んで実践しようとする。

・
　
　
　
・
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学
校
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学校探検や春探しなどから、伝えたいことを選んだり、伝え方を工
夫したりする。

ああ

きき

らら

めめ

ずず

挑挑

戦戦

すす

るる

子子

どど

もも

（（

自自

立立

心心
））

学校生活に見通しをもって、自分でできることは自分でしようとし
たり、学習の準備を意欲的に行ったりする。

あさがおやひまわりの成長に見通しをもち、成長の様子や開花へ
の期待を、言葉や絵、動作等の方法を選んで伝え合う。

ひまわりの種を袋に詰める活動で、種の数え方を工夫したり、地
域の人に喜んでもらえるような絵を考えてかいたりする。

運動遊びに進んで取り組み、順番やきまりを守りながら誰とでも仲
よく運動をする。

・
　
　
　
・

2277 3388 99

楽しい学級にするために、自分にできる仕事を考えたり話し合っ
たりして決め、進んで役割を果たそうとする。

学習や生活、行事等の中で、目標に向かって自分の力を発揮し、
粘り強く取り組む。

これまでの学級活動（係や当番）を振り返り、よりよい学級にする
ためにどうするか考え、やり遂げようとする。

学習や生活、行事等の中で、自分の目標を達成するよう諦めずに取
り組む。

新しい１年生に楽しんでもらうために、自分でできる仕事を考えたり、
話し合ったりして、自分の役割を果たそうとする。

２年生へ向けて、自分の目標を決めて今できることに粘り強く取り組
む。

・

・

・

ひまわり活動などでこれまでお世話になった地域の方々へ、感謝の
思いを伝える方法を話し合い、感謝集会で実践することで、みんな
で協力することのよさを感じる。

話し手の意図を考えながら聞いたり、自分の思いが相手に伝わるよ
うに分かりやすく話そうとしたりする。

新１年生との交流会に向けて、内容や表現方法を話し合い、みんなで協
力して実践することで、進級への期待を高める。

新１年生の手本となるような聞き方や話し方、授業中の姿勢などを意識
して生活しようとする。

小小学学校校１１年年　　第第３３期期 小小学学校校１１年年　　第第４４期期

令和６年度　釈迦内小学校区　架け橋期のカリキュラム全体計画（1年生4月〜3月）

月月 55 6644 1100 1111 1122 11

運動会などの取組を通して、頑張っている姿や友達と協力してい
る姿を価値付けし、意欲を高める。

生活科を中心とした関連的な指導を行ったり弾力的に時間割を工夫
したりする。

子子どどもものの
交交流流

職職員員のの交交流流
他他

家
庭
と
の
連
携

登下校や縦割り班活動、運動会、ふるさとキャリアの活動などへ
の取組を通して、地域の方々や他学年との関係づくりをするとと
もに、様々な人に支えられていることに気付けるようにする。

幼児期とのつながりを考慮し、幼児期に親しんだ活動を取り入れ、
自信をもって活動できるようにする。

子どもの思いを汲み取りながら、一人一人が安心感をもち落ち着い
て生活、学習できるように一緒に環境を工夫していく。

子どもの頑張っていることやできるようになったこと、課題にな
ることを具体的に伝える。

規則正しい生活習慣づくりやメディアコントロール、読み聞かせ
や音読、家庭学習など、継続する大切さを啓発していく。

学校行事や学年の活動、ＰＴＡ活動などの保護者ボランティアの
教育的価値を伝えて協力をお願いする。

学校の方針、１年生の目指す姿やスタートカリキュラム、重点施策
等について伝え、理解を得る。

１年間の予定や１週間毎の具体的な予定を丁寧に伝え、保護者が見
通しをもてるようにする。

連絡帳や通信などで子どもの様子を伝え、保護者が安心できるよう
にするとともに、家庭でも話題にしたり褒めたりしてもらえるよう
にする。

☆
援
助
の
ポ
イ
ン
ト

◯
環
境
の
構
成

入学した喜びを共有し、意欲的に取り組もうとする姿を認め励まし
たり、児童の話を共感しながら聞いたりして、温かな安心できる学
級づくりを工夫する。

具体的な体験を通して、伝え合う、交流する、試行錯誤や繰り返
す活動を保障し、お互いのよさやそれぞれの気付きを共鳴させる
ようにする。

２学期始まりの準備物や生活リズムの回復について、協力をお願い
する。

生活科「かぞくにこにこ大作戦」のねらいや内容を丁寧に伝え、継
続してお手伝いに取り組めるよう協力をお願いする。

子どもたちの活動の様子や頑張っている姿を伝え、家庭でも褒めた
り認めたりしてもらえるようにする。

１年間の成長に気付き、自分や友達のよさを実感できるように、子ども
の作品やカード、写真などを掲示する。

各教科を通して、１年間の成長を認め、２年生の学習や生活への意欲を
高める。

子どもの成長について、家庭でも褒めたり認めたりしてもらうようお願
いする。

自信をもって進級できるように、子どもが自分では気付かない内面の成
長についても気付かせてもらうようにする。

生活リズムや持ち物など、子どもと一緒に話し合ったり確認したりしな
がら、進級に向けての準備をしてもらうようにする。

秋のおもちゃづくりを通して、作りたいものに合った材料を選んだ
り、考えた遊び方を分かりやすく伝え合う。

ひまわりの収穫や種取りなどの活動を通して、生命をもっているこ
とや成長していること、生命をつないでいることに気付いている。

１年間を通してできるようになったことを、絵や動作など様々な表現で
伝え合う。

新しい１年生に学校のことを分かりやすく伝えるために、内容や方法を
工夫する。

友達と話し合って考えをまとめたり、試行錯誤したり、振り返った
りする時間を十分に確保し、満足感や達成感をもてるようにする。

「ありがとうカード」や「いいねカード」を交換し、お互いのよさを実
感できるようにする。

縦割り班や異学年の子ども、幼児、高齢者など、関わりを段階的に
広げ多くの人と交流することで、相手意識をもって行動できるよう
にする。

学級集会や学習発表会など、共通の目的に向かって活動すること
で、思いを伝え合い協力して創り上げる体験をもてるようにする。

体験入学では新１年生が入学を楽しみにするような活動を工夫できるよ
うにする。

・

・雪や氷などを利用した、冬な

らではの遊びの楽しさに気付

き、友達と仲よく遊ぶ。

体体育育「「ススキキーー遊遊びび」」

・寒さに負けず、進んでスキー

遊びに取り組む。

国国語語「「ききききたたいいなな、、

ととももだだちちのの ははななしし」」

・冬休みや冬の遊びで体験した

ことを友達に詳しく話したり、

聞いたりする。

★★生生活活「「ゆゆききああそそびび交交流流会会」」

・雪や氷を使った遊びを友達と

一緒に考えたり、遊びを発展

させたりする。

・年長児と一緒にルールや作戦

などを話し合いながら工夫し

て雪遊びを楽しむ。

・遊びを振り返り、次の交流会

に生かす。

架架けけ橋橋期期にに期期待待すするる子子どどもものの姿姿 大大館館市市 周周囲囲のの人人々々やや環環境境とと主主体体的的にに関関わわりり、、学学ぶぶ喜喜びびやや楽楽ししささをを実実感感ししななががらら仲仲間間とと共共にに育育ちち合合うう子子どどもも

夢夢やや目目標標ををももちち進進んんでで学学ぶぶ子子どどもも（（ドドリリーームムググリリーーンン））

釈釈迦迦内内小小学学校校区区 自自分分もも友友達達もも大大切切ににしし協協力力しし合合うう子子どどもも（（ビビュューーテティィフフルルブブルルーー））

ああききららめめずずにに挑挑戦戦しし、、ややりりととげげるる子子どどもも（（チチャャレレンンジジレレッッドド））（（チチアアイイエエロローー））

ひまわりの種袋詰め ひまわりの種植えひまわりスタート集会

一戸一ひまわり運動 除草

除草 かかし教室

前前向向ききなな心心

美美ししいい心心

挑挑戦戦のの心心

○○友友達達やや先先生生とと自自己己紹紹介介しし合合っったたりり、、学学校校探探

検検ををししてて見見付付けけたたももののをを友友達達とと伝伝ええ合合うう。。

国国語語「「どどううぞぞよよろろししくく」」

・自己紹介カードに名前を書く。

「「ななんんてていいおおううかかなな」」

・場面に応じた言葉や動作を考える。

「「ここんんななもものの みみつつけけたたよよ」」

・学校探検で見付けたものを友達と伝え

合う。

図図工工「「すすききななもものの いいっっぱぱいい」」

・すきなものや見付けたものを絵に表す。

道道徳徳「「どどううししててここううななるるののかかなな」」

・楽しく生活するためのルールやマナー

を考える。

体体育育「「体体ほほぐぐししのの運運動動遊遊びび・・固固定定施施設設遊遊びび」」

・友達と一緒に校庭遊具で遊んだり、か

けっこをしたりする。

音音楽楽「「ううたたででななかかよよしし」」「「ななままええああそそびび」」

・園で歌っていた歌や春の歌を歌う。

・名前でリズム遊びをする。

○○ああささががおおととひひままわわりりのの種種をを植植ええ、、

そそのの変変化化やや成成長長のの様様子子にに関関心心ををもも

ちちななががらら世世話話ををすするる。。

国国語語「「ななんんてていいおおううかかなな」」

・地域の方や上級生に種の植え

方を聞く。

「「ととししょょかかんんへへいいここうう」」

・図鑑で育て方を調べる。

道道徳徳「「ああささががおお」」

・どんな気持ちで植物の世話を

すればよいか考える。

算算数数「「ななかかままづづくくりりととかかずず」」

・種の数を数えたり、数のまと

まりを作ったりする。

常常時時活活動動・・係係活活動動

・朝の時間や中休みの時間に、

水やりをしたり、成長の様子

を観察したりする。

生生活活「「ひひままわわりりのの草草取取りりををししよようう」」

★★年年長長児児とと一一緒緒にに草草取取りりををすするる。。

○○ややっっててみみたたいい仕仕事事にに挑挑戦戦ししたた

りり、、ああっったたららいいいいななとと思思うう仕仕事事

をを考考ええてて試試ししててみみたたりりすするる。。

・あったらいいなと思う仕事を見

付けて発表する。

・自分でやりたい仕事を決める。

・役割を決め、係の仕事に取り組む。

・活動を振り返って、学級の係活

動にしたらよいものを選ぶ。

○○自自分分のの好好ききななここととやや得得意意ななこことと、、でで

ききるるよよううににななりりたたいいこことと、、夢夢ななどどをを

考考ええ、、キキャャリリアアノノーートトにに書書いいてて友友達達

とと伝伝ええ合合うう。。

道道徳徳「「みみんんななじじょょううずず」」

・自分のよいところを見付ける。

○○友友達達とと考考ええをを出出しし合合いい、、

協協働働的的にに学学びび合合うう。。

・見通しもち、まずは自分の力

でやってみる。

・自分の考えを発表する。

・友達の話を反応しながら聞く。

・よりよい方法を考える。

・振り返りをする。

入学式 新任式・始業式

給食開始

下校指導

1年生を迎える会

縦割り清掃班スタート集会

交通安全教室

町内児童会・集団下校

PTA授業参観・懇談会

発育測定・内科検診 マラソン運動

地域訪問

運動会 田植え(5年)

新体力テスト

PTA授業参観・懇談会

ひひままわわりりのの種種植植ええ・・除除草草((22年年))

読書強調月間

終業式 避難訓練

地域防災活動(小・中)

ななつつのの遊遊びび・・

ププーールル授授業業交交流流

幼保小連携推進会議 幼保小担任研修会 保保育育体体験験夏季研修会

１１年年生生授授業業参参観観・・協協議議 生生活活科科授授業業参参加加

ひまわり収穫

ひまわりサマーウィーク ひまわり種取り

きりたんぽまつり・産業祭・ひまわり商品販売

ひまわり感謝集会

２学期始業式

学習発表会予行練習見学

就学時健診

１１年年生生活活科科授授業業

～～ああききままつつりり～～

稲刈り(5年)

カカリリキキュュララムム会会議議

２学期終業式 ３学期始業式

カリキュラム会議

生生活活科科授授業業打打ちち合合わわせせ 教職員研究実践発表会 新１年生の情報交換 要録・個別の支援計画の送付

入入学学前前交交流流会会

スキー授業・スキー教室

PTA授業参観・研修会

児童総会

来年度のひまわり活動についての提案

図図書書室室へへ行行っっててみみよようう

雪雪遊遊びび交交流流会会

修了式

卒業式

６年生を送る会

PTA授業参観

児童総会

学習発表会

○○年年長長児児ととのの関関わわりりをを深深めめ、、成成長長のの喜喜びびやや感感謝謝のの

気気持持ちち、、進進級級へへのの期期待待・・意意欲欲ををももつつ。。

★★生生活活「「新新ししいい１１年年生生ををししょょううたたいいししよようう」」

・新１年生のために、どんなことができるか考え

て話し合い、計画、実践する。

★★国国語語「「新新１１年年生生にに本本のの借借りり方方をを教教ええよようう」」

生生活活「「あありりががととううわわたたししたたちちのの教教室室」」

・１年間使用した教室に感謝の気持ちをもち、掃

除をしたり、新一年生のために作品を飾ったりする。

道道徳徳「「みみんんななみみんんなな、、あありりががととうう」」

・自分で成長したと思うことを考えて伝え合い、

支えてくれた人たちへの感謝の気持ちを表す。

・自分の育てたひまわりの成長を

感じながら、友達や年長児と

協力して収穫・種取りをする。

・これまでの活動を振り返り、ど

うすれば感謝の気持ちが伝わる

か自分なりに考え、お世話にな

った人たちと進んで交流したり

感謝の気持ちを伝えたりする。

＜共通の視点＞

思考力

協同性

自立心

釈迦内小学校区
釈迦内小学校

向陽こども園

釈迦内保育園

保保育育参参観観・・研研究究協協議議（（保保））

保保育育参参観観・・研研究究協協議議（（ここ））

・かけっこや玉入れ競争、ダンスなど

の運動遊びに取り組む。

・順番やきまりを守り、誰とでも仲良

く遊んだり、場の安全に気を付けた

りする。

特活・縦割り班の人と一緒に掃除に取

り組む。

学活「運動会でがんばりたいこと」

・目標を決めて取り組む。

○学習発表会を成功させるために、

目標に向かって、友達と励まし

合いながら一緒に取り組む。

行行事事「「学学習習発発表表会会」」劇劇

・自分なりの表現の仕方を考え、

相手に伝えようとする。

道道徳徳「「ややれればばででききるるんんだだ」」

・最後までやり通すために、何が

大切か考え、諦めずに努力しよ

うとする。

・秋のものを使ったおもちゃを考え、

友達と協力しておもちゃづくりを行

い、年長児を招待してあきまつりを

する。

★★生生活活「「ああききののおおももちちゃゃををつつくくろろうう」」

・おもちゃを作るために必要な材料を

集めたり、作り方や遊び方などを考

えたりしてまとめる。

★★生生活活「「ああききままつつりりををししよようう」」

・遊び方やルールなどの説明を考え、

相手が分かりやすいように伝える。

・相手が楽しめるようにするにはどう

すればよいか考えて、試してみる。

道道徳徳「「くくりりのの みみ」」

・困っている人のために、どんなこと

ができるか考え、相手に思いやりを

もって接しようとする。

○○一一年年間間をを振振りり返返っってて、、頑頑張張っったたここととやや出出来来るるよよ

ううににななっったたここととななどどををキキャャリリアアノノーートトにに書書いいてて

伝伝ええ合合いい、、自自他他のの成成長長にに気気付付くく。。

生生活活「「一一年年間間ををふふりりかかええろろうう」」

国国語語「「いいいいこことといいっっぱぱいい、、一一年年生生」」

・楽しかったことや嬉しかったこと、がんばった

こと、できるようになったことなどを絵や文章

で表し、友達と伝え合う。

幼幼保保小小中中連連携携メメデディィアアココンントトロローールル週週間間

ひひままわわりり収収穫穫・・種種取取りり ひひままわわりり感感謝謝集集会会

19 20

令和６年度 釈迦内小学校区 架け橋期のカリキュラム全体計画 （1年生 4月〜3月）
架け橋期に期待する子どもの姿　大館市 周囲の人々や環境と主体的に関わり、学ぶ喜びや楽しさを実感しながら仲間と共に育ち合う子ども
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　　　　　釈迦内小学校区　　　　　　　　　　　　自分も友達も大切にし協力し合う子ども（ビューティフルブルー）　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あきらめずに挑戦し、やりとげる子ども（チャレンジレッド）（チアイエロー）　　　　　　　　　　　　　　

前向きな心
美しい心
挑戦の心

モデル地区版  架け橋期のカリキュラム全体計画 ５歳児～１年生

0楽しかったことや気付いたことなどを友達と伝え合う。 〈朝・需りの会・ひまわりタイムなど〉

くがっこうだいすき＞ （生活） -・ くなりたい自分に向かって＞ （学活）
くきれいにさいてね＞ （生活）ゃ

（アイウエオカクケコ） I -..r 
（アイウオカケ）

（カキク

,_ 

くみんなで力を合わせてI〉
（アイウエオ）

体青「走の運動遊び」

,_ 

-.Jし ア～コは10の姿
，二 ＊は子ともの交講活動

| | | 三 | 

二［ | | 11 | | | | | 

ロロコ | I I | □ | I I 
仁 | 11 | こ二］1

| 

| | 

| | | | 

| | | 

くひまわりタイム＞ （・学）
（アイウエカケ）

くみんなのためにできること＞
（朝•帰りの会•学活）

（アイウオケ）

二 | | l 
| 

ニニ
I I | 

こ

| ID 
| | | ロニコ

＊＜ひまわり活動～収穫、糧取り•感朧集会～＞
（●学） （イウオカキケコ）

＊＜たのUAあきいっばい＞

• 

（生活） （ウオカキコ）

くみんなで力を合わせて［＞
（特活） （イウオカケコ）

二 | | 

＊＜呈をたのしもう＞ （生活）
（アウカキコ）

くなりだい自分口塚9って＞（学后） 〇イウオカ”

くもうすぐ2年生＞ぽ活） （イウエオカケコ）

| | | | | | | | □ ||  三| | | | 

| | | ロニ | | 
| | 

l | 
D 

| 
| | 

| | 



・ ・ ・ ・

・
・

・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

　 　

☆ ☆

☆
☆ ☆ ☆

○ 〇
○ 〇

○ ○ ○ 〇

・ ・ ・ ・

・ ・

・ ・

・

・ ・・ 子どもの成長を感じられるように、配布物や掲示板では、写真
などを使って子どもの生活や遊びの様子を伝えていく。

早寝・早起き・朝ご飯や絵本の読み聞かせの大切さを伝え、園
生活を元気に送れるようにする。

おすすめの絵本を配布物や掲示板などで紹介し、絵本の良さを
知らせる。

家
庭
と
の
連
携

子どもの家庭での様子を聞いたり、園での様子を話したりしな
がら、成長を伝え合い、保護者の思いを受け止めるとともに信
頼関係を築いていく。

遊びの様子や行事などの参観、懇談を通して、「どのような育
ちを願い、どんなを経験をさせたいか」、子どもの変容を伝え
ながら成長を共有していく。

就学に向けての保護者の不安を受け止めて、職員間で共有する
とともに安心して過ごせるよう声を掛けていく。

子どもたちのがんばりやよさについて伝え、１年の成長の喜びが園と家
庭で共有できる場をもつ。

小学校へ必要な情報を知らせながら、相談できる機会や場につ
なげられるようにし、安心して就学を迎えられるようにする。

就学へ向けての心配や不安を受け止め、一人一人に配慮して進めていく
ようにする。年長になって意欲的に生活する姿を知らせ、子どもの成長を見

守ったり共に考えたりして、支えていく。
遊びや生活の中でのトラブルが成長につながることを伝え、様
子を伝えながら理解を得るようにする。 規則正しい生活を送れるように一人一人の家庭環境に配慮し、できる範

囲での生活リズムが整えられるようにする。

子ども同士相談したりしながら存分に遊ぶ場を保障する。

子どもが遊びを継続し、満足感や達成感を得られるように、場
所や時間、素材や道具などを十分に用意し、遊びを保障する。

遊びの楽しさや工夫を交流したり、お互いのよさを認め合った
りするために、遊びの振り返りの時間を保障する。

四季の変化や自然の美しさ、不思議さを感じられる体験や、好
奇心や探究心をもって関わりを広げられる環境をつくれるよう
にする。

就学児健診や体験入学会を通して、1年生と交流する場をもち、自分た
ちが体験してみたいことを考えながら、期待がもてるようにする。

子どもの興味や関心を引き出していけるような環境をつくって
いく。

　　※ 特にねらうものについては、★◆♥♥で表記　※   ☆「チャレンジ」→課題解決・自立心・協同性など

職職員員のの交交流流
他他

☆
援
助
の
ポ
イ
ン
ト

◯
環
境
の
構
成

☆目標をもって意欲的に取り組む姿を認め励まし、自信をもって
自分らしさを発揮できるようにする。

☆

１日の生活の流れを時計とともに表示し、活動の見通しがもて
るようにする。

共通の目的に向かって試行錯誤しながら実現に向かう場面を大
切にし、それぞれの持ち味を発揮し、お互いによさを認め合う
ことができるような言葉掛けをする。

友達と様々な体験を重ねる中で、相手の気持ちに共感したり、自分の気
持ちを調整したりできるよう必要に応じて援助する。

子どもと一緒に園生活を振り返りながら、５歳児としての役割をやり遂
げた達成感や自他の成長への喜びを共有し、自信をもって行動できるよ
うにしていく。

年長になった喜びを受け止め、落ち着いて生活できるよう、一
人一人に丁寧に関わり、信頼関係を築いていく。

お互いの思いやイメージを出し合いながらよりよい方法で遊び
を展開できるように、考えを受け止めて言葉にしたり視覚化し
たりしながら、考えを引き出す援助をする。

おゆうぎ会に向けて考えを出し合ったり、工夫したりしながら
やり遂げる達成感を味わうことができるようにする。

友達と協力したり競い合ったりして活動する中で、繰り返し挑
戦したり試したりしようとしている姿を丁寧に読み取り、認め
たり紹介したりする。

一人一人の興味・関心に応じた絵本との出会いを大切にし、絵
本に親しむ環境を工夫する。

主主なな行行事事

学学

びび

にに

向向

かか

うう

力力

・・

人人

間間

性性

等等

年長児になった喜びを感じ、自分でできることをしようとした
り、自分たちで進めようとする。

体を動かす遊びに繰り返し挑戦し、できるようになった達成感
を味わい、様々な運動に挑戦しようとする。

友達と共通の目的に向かって、自分たちで役割を分担したり
ルールを決めたりしながら、協力してやり遂げようとする。

◇◇
知知
的的
好好
奇奇
心心
のの
醸醸
成成
　　
☆☆
チチ
ャャ

レレ
ンン
ジジ
　　
  
♡♡
自自
己己
肯肯
定定
感感
のの
育育
成成

自分の言いたいことを分かるように話すとともに、友達の話す
ことにも興味をもち、よく聞く。

絵本や物語などに親しみ、興味や関心をもち、想像する楽しさ
を味わう。

絵本や物語、紙芝居、言葉の楽しさや美しさに気付き、言葉を
豊かにする。

遊びや生活の中で必要なことや伝えたいことを絵や記号、言葉
や文字などを使って表すよさに気付く。

自分の気持ちを相手に分かるように言葉で伝える。
保育士等や友達の話を注意して聞き、内容を理解しようとす
る。

困ったことを友達や保育士等に自分から話したり、お願いしたいことを
伝えたりして、自分たちで解決しようとする。

友達や年下の子どもに思いやりの気持ちをもって優しく関わ
り、親しみをもつ。

年下の子どもや小学生、地域の人とふれあいを通して親しみを
もち、関わる楽しさを感じるようにする。

自分の生活に関係の深い情報や地域の人に関心をもち、遊びや
生活に取り入れて楽しむ。

カルタ大会やお茶会、ひな人形鑑賞など、地域の伝統的な行事にふれ、
地域の人々や文化に親しみをもつ。

思思

考考

力力

・・

判判

断断

力力

・・

表表

現現

力力

のの

基基

礎礎

身近な草花や野菜、虫などの自然物に興味や関心を広げ、名前
や世話の仕方を考えたり調べたりする。

収穫物や動植物の数を数えたり、大きさや重さを比べたりしな
がら、言葉の意味を実感する。

自然物など様々な環境を使って遊びを楽しみ、素材の感触や物
の特性に気付いたり、調べたりして探究する。

身近な事象や自然の変化に興味や関心をもち、発見したことや不思議に
思ったことなどを友達と一緒に試したり、工夫したりすることを楽し
む。

遊びや生活の中で、気付いたことや感想、想像したことを友達
と伝え合うことを楽しむ。

友達との関わりの中で、異なる考えや相手の気持ちに気付き、
言葉で伝えたり、考えたりする。

ごっこ遊びや劇遊びなどで友達とイメージを伝え合い、共有し
ながら表現する喜びを味わう。

園生活で経験したことを振り返り、身近な人々と心を通わせて、成長し
た喜びを味わったり感謝の気持ちをもって、言葉で伝え合う。

知知
識識
及及
びび
技技
能能

のの
基基
礎礎

絵本や物語の展開に興味をもち、友達と一緒に楽しんで聞く。 絵本や物語などで見たり、聞いたりしたことを自分の経験と結び付けな
がら、言葉を広げることを楽しむ。

遊びや生活で必要な文字に興味をもち、読んだり書いたりする。

自分や友達のよさが分かり、認認めめ合合っったたりり受受けけ入入れれ合合っっ
たたりりししななががらら、、協協力力ししてて遊びを進める楽しさやややりり遂遂げげ
るる満満足足感感を味わう。

ねね
らら
いい

年長としての意意欲欲とと自自信信ををももっってて、、自自分分のの力力をを十十
分分にに発発揮揮しながら安心して生活する。

友達と思思いいをを伝伝ええ合合いいななががらら一一緒緒にに遊びや生活を
進めていく中で仲間意識を高める。

友達と一緒に考えたり、話し合ったり、折折りり合合いい
をを付付けけたたりりししななががらら共共通通のの目目的的にに向向かかっってて遊びや
生活を進める楽しさを味わう。
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期期 55歳歳児児　　第第１１期期 ５５歳歳児児　　第第２２期期 ５５歳歳児児　　第第３３期期 ５５歳歳児児　　第第４４期期

88 99 1100 1111 1122 11 22

令和６年度　花岡小学校区　架け橋期のカリキュラム全体計画（5歳児4月〜3月）

月月 44 55 66 77

おおははななししををききききたたいいななああ（（◆◆♡♡））
・・保保育育所所ででのの読読みみ聞聞かかせせをを聞聞くく・・おおははななししののももりり（（月月１１））

・・花花矢矢図図書書館館でで本本をを借借りりるる

ははるるととななかかよよしし（（◆◆★★♡♡））
散散歩歩（（おお花花見見・・ここごごみみ・・わわららびび・・アアカカシシアア・・ミミズズ））

畑畑作作りり（（耕耕すす・・ううねね作作りり・・野野菜菜のの種種・・苗苗植植ええ））

小
学
校
区
で
目
指
す
子
ど
も
の
姿

共
通
し
て
充
実
を
目
指
す
活
動
・
体
験

架架けけ橋橋期期にに期期待待すするる子子どどもものの姿姿

大大 館館 市市 周周囲囲のの人人々々やや環環境境とと主主体体的的にに関関わわりり、、学学ぶぶ喜喜びびやや楽楽ししささをを実実感感ししななががらら仲仲間間とと共共にに育育ちち合合うう子子どどもも

花花岡岡小小学学校校区区 ゆゆっっくくりり たたっっぷぷりり じじっっくくりり 関関わわりりとと学学びびをを広広げげるる子子どどもも

〈〈 わわくくわわくく どどききどどきき ややっっててみみよようう 〉〉
ああききととななかかよよしし（（◆◆★★♡♡））

収収穫穫（（ささつつままいいもも、、大大根根葉葉））・・焼焼いいももパパーーテティィーー

散散歩歩（（くくるるみみ、、松松ぼぼっっくくりり、、どどんんぐぐりり、、ととちちののみみ、、

ぎぎんんななんん、、くくりりななどど））

雨雨、、風風、、息息のの白白ささ、、気気温温、、感感触触、、食食感感

・季節の収穫物を知る。

・自然の魅力や不思議に気付き言葉で伝える。

・食べることを楽しむ。

・感謝の気持ちをもつ。

ふふゆゆととななかかよよしし（（◆◆☆☆♡♡））
・・雪雪遊遊びび ・・氷氷遊遊びび・・タタオオルル凍凍ららせせ体体験験

・・探探検検 ・・春春探探しし

・発見をみんなで伝え合い共有する。

・不思議な現象を繰り返し試す。

・気付きから予想して確かめるなど探究や

試行錯誤につなげる。

むむかかししああそそびびををたたののししももうう（（◆◆♡♡））
・・花花岡岡ふふるるささととカカルルタタ

・郷土の歴史に触れ、関心をもつ。

・五七五のリズムを楽しむ。

・カルタの読み手、取り手の役割を楽しむ。

・1年生とカルタ大会を楽しむ。

季季節節のの変変化化をを五五感感でで感感じじるる

就学時健診 おゆうぎ会

焼き芋交流会

秋の遠足

花岡地区文化祭

豆まき 卒園式

お別れ会☆体験入学
☆カルタ大会

小学校市教研総合研への参加 教職員実践研究会 情報交流会

幼幼保保小小中中連連携携メメデディィアアココンントトロローールル週週間間

祖父母交流会
保育参観日

おたのしみ会食

ひなまつりお茶会

ととももだだちちとといいっっししょょににややっっててみみよようう（（◇◇★★♥♥）） ととももだだちちとといいっっししょょににややっっててみみよようう（（◇◇★★♥♥））

【【気気のの合合うう友友達達とと一一緒緒にに】】☆☆♥♥

・自分がやりたいことを見付ける。

・気の合う友達を誘って遊ぶ。

・思いがぶつかり合いながらも

自分たちで解決しようとする。

・身近な自然に興味や関心をもち調べたり名前を

覚えたりして言葉を広げる。

・感動や気付きを伝え合う。

・どんな野菜や花を植えるか相談して決める。

・水やりや世話をする。

なつとなかよし（（◆◆★★♡♡））
・・水水・・砂砂・・土土・・泥泥遊遊びび ・・泡泡遊遊びび

・・草草花花・・色色水水遊遊びび ・・虫虫捕捕りり

・・探探検検ごごっっここ ・・秋秋探探しし

【【年年長長ににななっったた喜喜びび】】☆☆♥♥

・年長としての役割を分担し

て入園式のお祝いの言葉を

みんなで考え発表する。

・年下の子の世話をする。

【【全全身身をを使使っったた遊遊びび】】★★◇◇

・水・砂・土の感触を味わい、気付いたこと

や感じたことを伝え合う。

・友達の遊びに刺激を受け、真似し合ったり

挑戦したりする。

・自分のめあてを立て繰り返し楽しむ。

（かけっこ・プール遊びなど）

【【地地域域のの人人とといいっっししょょにに】】♥♥

・進んで挨拶をする。

・人と関わる楽しさを味わう。

・地域のゴミ拾いをする。

・笹飾りを届ける。

・高齢者施設を訪問する。

おおははななししととななかかよよしし（（◆◆♡♡））
・・保保育育所所ででのの読読みみ聞聞かかせせをを聞聞くく・・おおははななししののももりり（（月月１１））

・・花花矢矢図図書書館館でで本本をを借借りりるる。。

・絵本や物語などに親しみ興味をもって、聞いたり想像したりする。

・好きな場面や想像したことを遊びに取り入れる。

全全身身でで自自然然をを感感じじ取取るる体体験験

入園・進級式

読み聞かせスペシャル

保育参観 親子遠足

☆花岡小学校運動会

地域交流ゴミ拾い

石田ローズガーデン見学

☆七夕交流

☆花岡小学校チャレンジ活動

りんご狩り

☆運動会

☆夏祭り

川遊び交流会

花岡小学校職員夏季保育参観花岡小学校授業参観

クリスマス会

いいききももののととななかかよよしし（（◆◆☆☆♥♥））
カカナナヘヘビビ、、トトカカゲゲ、、ザザリリガガニニ、、メメダダカカ

カカエエルル、、ササンンシショョウウウウオオ、、カカタタツツムムリリ、、

トトンンボボ、、カカブブトトムムシシ、、ククワワガガタタムムシシ

・生き物探しをする。

・どうしたら過ごしやすいか何を食べるか

調べて世話をする。

・命の大切さに気付く。

・季節の変化に気付く。

・発見した物に興味をもち調べたり試したり

言葉で表現したりする。

・遊びに必要な物を考えて準備する。

・遊びに必要な物を作る。

いいききももののととななかかよよしし（（◆◆☆☆♡♡））
カカナナヘヘビビ、、トトカカゲゲ、、ザザリリガガニニ、、メメダダカカ

カカタタツツムムリリ、、

・命あるものを大切にする。

（エサ探し・とった場所を再現してみる）

・冬眠の仕方を図鑑で調べたり考えたりする。

【【運運動動会会ごごっっここ・・ルルーールルののああるる遊遊びび】】★★♥♥

・子どもたちなりのルールをつくり試して

みる。

・競い合う楽しさを味わい、協力したり応

援し合う。

・目標を決めて記録に繰り返し挑戦する。

【【年年下下のの子子とといいっっししょょにに】】♥♥

・一緒に遊べるように工夫する。

・自分の成長に気付き年下の子

に教えてあげようとする。

・どんな言葉で伝えたらよいか

考えて接する。

【【おお別別れれ会会・・卒卒園園式式】】◇◇★★💛💛💛💛
・お別れ会や卒園式に向けて協力し

ながら進める。

・お世話になった人に感謝やお礼の

気持ちを言葉や歌で伝える。

・卒園記念のプレゼントを製作する。

・自分の成長を感じ小学校に入学す

る喜びや期待をもつ。

・読み聞かせごっこ、劇ごっこをする。

・お気に入りのお話の様子を絵に表す。（花岡地区文化祭絵出品）

ハロウィン

ももじじややかかずずととななかかよよしし（（◆◆♡♡））
・・自自分分でで好好ききなな絵絵本本をを見見るる・・地地域域のの人人にに招招待待状状やや手手紙紙をを書書くく

・・七七夕夕のの短短冊冊をを書書くく・・虫虫やや木木のの実実ななどど身身近近なな物物をを数数ええるる

・絵本を一人でじっくり見たり、友達と一緒に見たり読んであげたりする。

・文字や数に関心をもち、進んで遊びに使おうとする。

・遊びの中で数えたり、重さを比べたりする。・数え歌や言葉遊びを楽しむ。

【【劇劇ごごっっここ】】◇◇★★♥♥

・お話のイメージを伝え合い、発表

の内容を話し合う。

・セリフを考え試す。

・必要な小道具を考え作る。

・素材や道具の使い方を試行錯誤し、

友達に教えたり協力したりして表現

することを楽しむ。

花岡小学校区
花岡小学校

花岡保育所

＜共通の視点＞

◇知的好奇心

☆チャレンジ

♡自己肯定感

・ ・ ・ ・

・
・

・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

　 　

☆ ☆

☆
☆ ☆ ☆

○ 〇
○ 〇

○ ○ ○ 〇

・ ・ ・ ・

・ ・

・ ・

・

・ ・・ 子どもの成長を感じられるように、配布物や掲示板では、写真
などを使って子どもの生活や遊びの様子を伝えていく。

早寝・早起き・朝ご飯や絵本の読み聞かせの大切さを伝え、園
生活を元気に送れるようにする。

おすすめの絵本を配布物や掲示板などで紹介し、絵本の良さを
知らせる。

家
庭
と
の
連
携

子どもの家庭での様子を聞いたり、園での様子を話したりしな
がら、成長を伝え合い、保護者の思いを受け止めるとともに信
頼関係を築いていく。

遊びの様子や行事などの参観、懇談を通して、「どのような育
ちを願い、どんなを経験をさせたいか」、子どもの変容を伝え
ながら成長を共有していく。

就学に向けての保護者の不安を受け止めて、職員間で共有する
とともに安心して過ごせるよう声を掛けていく。

子どもたちのがんばりやよさについて伝え、１年の成長の喜びが園と家
庭で共有できる場をもつ。

小学校へ必要な情報を知らせながら、相談できる機会や場につ
なげられるようにし、安心して就学を迎えられるようにする。

就学へ向けての心配や不安を受け止め、一人一人に配慮して進めていく
ようにする。年長になって意欲的に生活する姿を知らせ、子どもの成長を見

守ったり共に考えたりして、支えていく。
遊びや生活の中でのトラブルが成長につながることを伝え、様
子を伝えながら理解を得るようにする。 規則正しい生活を送れるように一人一人の家庭環境に配慮し、できる範

囲での生活リズムが整えられるようにする。

子ども同士相談したりしながら存分に遊ぶ場を保障する。

子どもが遊びを継続し、満足感や達成感を得られるように、場
所や時間、素材や道具などを十分に用意し、遊びを保障する。

遊びの楽しさや工夫を交流したり、お互いのよさを認め合った
りするために、遊びの振り返りの時間を保障する。

四季の変化や自然の美しさ、不思議さを感じられる体験や、好
奇心や探究心をもって関わりを広げられる環境をつくれるよう
にする。

就学児健診や体験入学会を通して、1年生と交流する場をもち、自分た
ちが体験してみたいことを考えながら、期待がもてるようにする。

子どもの興味や関心を引き出していけるような環境をつくって
いく。

　　※ 特にねらうものについては、★◆♥♥で表記　※   ☆「チャレンジ」→課題解決・自立心・協同性など

職職員員のの交交流流
他他

☆
援
助
の
ポ
イ
ン
ト

◯
環
境
の
構
成

☆目標をもって意欲的に取り組む姿を認め励まし、自信をもって
自分らしさを発揮できるようにする。

☆

１日の生活の流れを時計とともに表示し、活動の見通しがもて
るようにする。

共通の目的に向かって試行錯誤しながら実現に向かう場面を大
切にし、それぞれの持ち味を発揮し、お互いによさを認め合う
ことができるような言葉掛けをする。

友達と様々な体験を重ねる中で、相手の気持ちに共感したり、自分の気
持ちを調整したりできるよう必要に応じて援助する。

子どもと一緒に園生活を振り返りながら、５歳児としての役割をやり遂
げた達成感や自他の成長への喜びを共有し、自信をもって行動できるよ
うにしていく。

年長になった喜びを受け止め、落ち着いて生活できるよう、一
人一人に丁寧に関わり、信頼関係を築いていく。

お互いの思いやイメージを出し合いながらよりよい方法で遊び
を展開できるように、考えを受け止めて言葉にしたり視覚化し
たりしながら、考えを引き出す援助をする。

おゆうぎ会に向けて考えを出し合ったり、工夫したりしながら
やり遂げる達成感を味わうことができるようにする。

友達と協力したり競い合ったりして活動する中で、繰り返し挑
戦したり試したりしようとしている姿を丁寧に読み取り、認め
たり紹介したりする。

一人一人の興味・関心に応じた絵本との出会いを大切にし、絵
本に親しむ環境を工夫する。

主主なな行行事事

学学

びび

にに

向向

かか

うう

力力

・・

人人

間間

性性

等等

年長児になった喜びを感じ、自分でできることをしようとした
り、自分たちで進めようとする。

体を動かす遊びに繰り返し挑戦し、できるようになった達成感
を味わい、様々な運動に挑戦しようとする。

友達と共通の目的に向かって、自分たちで役割を分担したり
ルールを決めたりしながら、協力してやり遂げようとする。

◇◇
知知
的的
好好
奇奇
心心
のの
醸醸
成成
　　
☆☆
チチ
ャャ

レレ
ンン
ジジ
　　
  
♡♡
自自
己己
肯肯
定定
感感
のの
育育
成成

自分の言いたいことを分かるように話すとともに、友達の話す
ことにも興味をもち、よく聞く。

絵本や物語などに親しみ、興味や関心をもち、想像する楽しさ
を味わう。

絵本や物語、紙芝居、言葉の楽しさや美しさに気付き、言葉を
豊かにする。

遊びや生活の中で必要なことや伝えたいことを絵や記号、言葉
や文字などを使って表すよさに気付く。

自分の気持ちを相手に分かるように言葉で伝える。
保育士等や友達の話を注意して聞き、内容を理解しようとす
る。

困ったことを友達や保育士等に自分から話したり、お願いしたいことを
伝えたりして、自分たちで解決しようとする。

友達や年下の子どもに思いやりの気持ちをもって優しく関わ
り、親しみをもつ。

年下の子どもや小学生、地域の人とふれあいを通して親しみを
もち、関わる楽しさを感じるようにする。

自分の生活に関係の深い情報や地域の人に関心をもち、遊びや
生活に取り入れて楽しむ。

カルタ大会やお茶会、ひな人形鑑賞など、地域の伝統的な行事にふれ、
地域の人々や文化に親しみをもつ。

思思

考考

力力

・・

判判

断断

力力

・・

表表

現現

力力

のの

基基

礎礎

身近な草花や野菜、虫などの自然物に興味や関心を広げ、名前
や世話の仕方を考えたり調べたりする。

収穫物や動植物の数を数えたり、大きさや重さを比べたりしな
がら、言葉の意味を実感する。

自然物など様々な環境を使って遊びを楽しみ、素材の感触や物
の特性に気付いたり、調べたりして探究する。

身近な事象や自然の変化に興味や関心をもち、発見したことや不思議に
思ったことなどを友達と一緒に試したり、工夫したりすることを楽し
む。

遊びや生活の中で、気付いたことや感想、想像したことを友達
と伝え合うことを楽しむ。

友達との関わりの中で、異なる考えや相手の気持ちに気付き、
言葉で伝えたり、考えたりする。

ごっこ遊びや劇遊びなどで友達とイメージを伝え合い、共有し
ながら表現する喜びを味わう。

園生活で経験したことを振り返り、身近な人々と心を通わせて、成長し
た喜びを味わったり感謝の気持ちをもって、言葉で伝え合う。

知知
識識
及及
びび
技技
能能

のの
基基
礎礎

絵本や物語の展開に興味をもち、友達と一緒に楽しんで聞く。 絵本や物語などで見たり、聞いたりしたことを自分の経験と結び付けな
がら、言葉を広げることを楽しむ。

遊びや生活で必要な文字に興味をもち、読んだり書いたりする。

自分や友達のよさが分かり、認認めめ合合っったたりり受受けけ入入れれ合合っっ
たたりりししななががらら、、協協力力ししてて遊びを進める楽しさやややりり遂遂げげ
るる満満足足感感を味わう。

ねね
らら
いい

年長としての意意欲欲とと自自信信ををももっってて、、自自分分のの力力をを十十
分分にに発発揮揮しながら安心して生活する。

友達と思思いいをを伝伝ええ合合いいななががらら一一緒緒にに遊びや生活を
進めていく中で仲間意識を高める。

友達と一緒に考えたり、話し合ったり、折折りり合合いい
をを付付けけたたりりししななががらら共共通通のの目目的的にに向向かかっってて遊びや
生活を進める楽しさを味わう。
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期期 55歳歳児児　　第第１１期期 ５５歳歳児児　　第第２２期期 ５５歳歳児児　　第第３３期期 ５５歳歳児児　　第第４４期期

88 99 1100 1111 1122 11 22

令和６年度　花岡小学校区　架け橋期のカリキュラム全体計画（5歳児4月〜3月）

月月 44 55 66 77

おおははななししををききききたたいいななああ（（◆◆♡♡））
・・保保育育所所ででのの読読みみ聞聞かかせせをを聞聞くく・・おおははななししののももりり（（月月１１））

・・花花矢矢図図書書館館でで本本をを借借りりるる

ははるるととななかかよよしし（（◆◆★★♡♡））
散散歩歩（（おお花花見見・・ここごごみみ・・わわららびび・・アアカカシシアア・・ミミズズ））

畑畑作作りり（（耕耕すす・・ううねね作作りり・・野野菜菜のの種種・・苗苗植植ええ））

小
学
校
区
で
目
指
す
子
ど
も
の
姿

共
通
し
て
充
実
を
目
指
す
活
動
・
体
験

架架けけ橋橋期期にに期期待待すするる子子どどもものの姿姿

大大 館館 市市 周周囲囲のの人人々々やや環環境境とと主主体体的的にに関関わわりり、、学学ぶぶ喜喜びびやや楽楽ししささをを実実感感ししななががらら仲仲間間とと共共にに育育ちち合合うう子子どどもも

花花岡岡小小学学校校区区 ゆゆっっくくりり たたっっぷぷりり じじっっくくりり 関関わわりりとと学学びびをを広広げげるる子子どどもも

〈〈 わわくくわわくく どどききどどきき ややっっててみみよようう 〉〉
ああききととななかかよよしし（（◆◆★★♡♡））

収収穫穫（（ささつつままいいもも、、大大根根葉葉））・・焼焼いいももパパーーテティィーー

散散歩歩（（くくるるみみ、、松松ぼぼっっくくりり、、どどんんぐぐりり、、ととちちののみみ、、

ぎぎんんななんん、、くくりりななどど））

雨雨、、風風、、息息のの白白ささ、、気気温温、、感感触触、、食食感感

・季節の収穫物を知る。

・自然の魅力や不思議に気付き言葉で伝える。

・食べることを楽しむ。

・感謝の気持ちをもつ。

ふふゆゆととななかかよよしし（（◆◆☆☆♡♡））
・・雪雪遊遊びび ・・氷氷遊遊びび・・タタオオルル凍凍ららせせ体体験験

・・探探検検 ・・春春探探しし

・発見をみんなで伝え合い共有する。

・不思議な現象を繰り返し試す。

・気付きから予想して確かめるなど探究や

試行錯誤につなげる。

むむかかししああそそびびををたたののししももうう（（◆◆♡♡））
・・花花岡岡ふふるるささととカカルルタタ

・郷土の歴史に触れ、関心をもつ。

・五七五のリズムを楽しむ。

・カルタの読み手、取り手の役割を楽しむ。

・1年生とカルタ大会を楽しむ。

季季節節のの変変化化をを五五感感でで感感じじるる

就学時健診 おゆうぎ会

焼き芋交流会

秋の遠足

花岡地区文化祭

豆まき 卒園式

お別れ会☆体験入学
☆カルタ大会

小学校市教研総合研への参加 教職員実践研究会 情報交流会

幼幼保保小小中中連連携携メメデディィアアココンントトロローールル週週間間

祖父母交流会
保育参観日

おたのしみ会食

ひなまつりお茶会

ととももだだちちとといいっっししょょににややっっててみみよようう（（◇◇★★♥♥）） ととももだだちちとといいっっししょょににややっっててみみよようう（（◇◇★★♥♥））

【【気気のの合合うう友友達達とと一一緒緒にに】】☆☆♥♥

・自分がやりたいことを見付ける。

・気の合う友達を誘って遊ぶ。

・思いがぶつかり合いながらも

自分たちで解決しようとする。

・身近な自然に興味や関心をもち調べたり名前を

覚えたりして言葉を広げる。

・感動や気付きを伝え合う。

・どんな野菜や花を植えるか相談して決める。

・水やりや世話をする。

なつとなかよし（（◆◆★★♡♡））
・・水水・・砂砂・・土土・・泥泥遊遊びび ・・泡泡遊遊びび

・・草草花花・・色色水水遊遊びび ・・虫虫捕捕りり

・・探探検検ごごっっここ ・・秋秋探探しし

【【年年長長ににななっったた喜喜びび】】☆☆♥♥

・年長としての役割を分担し

て入園式のお祝いの言葉を

みんなで考え発表する。

・年下の子の世話をする。

【【全全身身をを使使っったた遊遊びび】】★★◇◇

・水・砂・土の感触を味わい、気付いたこと

や感じたことを伝え合う。

・友達の遊びに刺激を受け、真似し合ったり

挑戦したりする。

・自分のめあてを立て繰り返し楽しむ。

（かけっこ・プール遊びなど）

【【地地域域のの人人とといいっっししょょにに】】♥♥

・進んで挨拶をする。

・人と関わる楽しさを味わう。

・地域のゴミ拾いをする。

・笹飾りを届ける。

・高齢者施設を訪問する。

おおははななししととななかかよよしし（（◆◆♡♡））
・・保保育育所所ででのの読読みみ聞聞かかせせをを聞聞くく・・おおははななししののももりり（（月月１１））

・・花花矢矢図図書書館館でで本本をを借借りりるる。。

・絵本や物語などに親しみ興味をもって、聞いたり想像したりする。

・好きな場面や想像したことを遊びに取り入れる。

全全身身でで自自然然をを感感じじ取取るる体体験験

入園・進級式

読み聞かせスペシャル

保育参観 親子遠足

☆花岡小学校運動会

地域交流ゴミ拾い

石田ローズガーデン見学

☆七夕交流

☆花岡小学校チャレンジ活動

りんご狩り

☆運動会

☆夏祭り

川遊び交流会

花岡小学校職員夏季保育参観花岡小学校授業参観

クリスマス会

いいききももののととななかかよよしし（（◆◆☆☆♥♥））
カカナナヘヘビビ、、トトカカゲゲ、、ザザリリガガニニ、、メメダダカカ

カカエエルル、、ササンンシショョウウウウオオ、、カカタタツツムムリリ、、

トトンンボボ、、カカブブトトムムシシ、、ククワワガガタタムムシシ

・生き物探しをする。

・どうしたら過ごしやすいか何を食べるか

調べて世話をする。

・命の大切さに気付く。

・季節の変化に気付く。

・発見した物に興味をもち調べたり試したり

言葉で表現したりする。

・遊びに必要な物を考えて準備する。

・遊びに必要な物を作る。

いいききももののととななかかよよしし（（◆◆☆☆♡♡））
カカナナヘヘビビ、、トトカカゲゲ、、ザザリリガガニニ、、メメダダカカ

カカタタツツムムリリ、、

・命あるものを大切にする。

（エサ探し・とった場所を再現してみる）

・冬眠の仕方を図鑑で調べたり考えたりする。

【【運運動動会会ごごっっここ・・ルルーールルののああるる遊遊びび】】★★♥♥

・子どもたちなりのルールをつくり試して

みる。

・競い合う楽しさを味わい、協力したり応

援し合う。

・目標を決めて記録に繰り返し挑戦する。

【【年年下下のの子子とといいっっししょょにに】】♥♥

・一緒に遊べるように工夫する。

・自分の成長に気付き年下の子

に教えてあげようとする。

・どんな言葉で伝えたらよいか

考えて接する。

【【おお別別れれ会会・・卒卒園園式式】】◇◇★★💛💛💛💛
・お別れ会や卒園式に向けて協力し

ながら進める。

・お世話になった人に感謝やお礼の

気持ちを言葉や歌で伝える。

・卒園記念のプレゼントを製作する。

・自分の成長を感じ小学校に入学す

る喜びや期待をもつ。

・読み聞かせごっこ、劇ごっこをする。

・お気に入りのお話の様子を絵に表す。（花岡地区文化祭絵出品）

ハロウィン

ももじじややかかずずととななかかよよしし（（◆◆♡♡））
・・自自分分でで好好ききなな絵絵本本をを見見るる・・地地域域のの人人にに招招待待状状やや手手紙紙をを書書くく

・・七七夕夕のの短短冊冊をを書書くく・・虫虫やや木木のの実実ななどど身身近近なな物物をを数数ええるる

・絵本を一人でじっくり見たり、友達と一緒に見たり読んであげたりする。

・文字や数に関心をもち、進んで遊びに使おうとする。

・遊びの中で数えたり、重さを比べたりする。・数え歌や言葉遊びを楽しむ。

【【劇劇ごごっっここ】】◇◇★★♥♥

・お話のイメージを伝え合い、発表

の内容を話し合う。

・セリフを考え試す。

・必要な小道具を考え作る。

・素材や道具の使い方を試行錯誤し、

友達に教えたり協力したりして表現

することを楽しむ。

花岡小学校区
花岡小学校

花岡保育所

＜共通の視点＞

◇知的好奇心

☆チャレンジ

♡自己肯定感

・ ・ ・ ・

・
・

・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

　 　

☆ ☆

☆
☆ ☆ ☆

○ 〇
○ 〇

○ ○ ○ 〇

・ ・ ・ ・

・ ・

・ ・

・

・ ・・ 子どもの成長を感じられるように、配布物や掲示板では、写真
などを使って子どもの生活や遊びの様子を伝えていく。

早寝・早起き・朝ご飯や絵本の読み聞かせの大切さを伝え、園
生活を元気に送れるようにする。

おすすめの絵本を配布物や掲示板などで紹介し、絵本の良さを
知らせる。

家
庭
と
の
連
携

子どもの家庭での様子を聞いたり、園での様子を話したりしな
がら、成長を伝え合い、保護者の思いを受け止めるとともに信
頼関係を築いていく。

遊びの様子や行事などの参観、懇談を通して、「どのような育
ちを願い、どんなを経験をさせたいか」、子どもの変容を伝え
ながら成長を共有していく。

就学に向けての保護者の不安を受け止めて、職員間で共有する
とともに安心して過ごせるよう声を掛けていく。

子どもたちのがんばりやよさについて伝え、１年の成長の喜びが園と家
庭で共有できる場をもつ。

小学校へ必要な情報を知らせながら、相談できる機会や場につ
なげられるようにし、安心して就学を迎えられるようにする。

就学へ向けての心配や不安を受け止め、一人一人に配慮して進めていく
ようにする。年長になって意欲的に生活する姿を知らせ、子どもの成長を見

守ったり共に考えたりして、支えていく。
遊びや生活の中でのトラブルが成長につながることを伝え、様
子を伝えながら理解を得るようにする。 規則正しい生活を送れるように一人一人の家庭環境に配慮し、できる範

囲での生活リズムが整えられるようにする。

子ども同士相談したりしながら存分に遊ぶ場を保障する。

子どもが遊びを継続し、満足感や達成感を得られるように、場
所や時間、素材や道具などを十分に用意し、遊びを保障する。

遊びの楽しさや工夫を交流したり、お互いのよさを認め合った
りするために、遊びの振り返りの時間を保障する。

四季の変化や自然の美しさ、不思議さを感じられる体験や、好
奇心や探究心をもって関わりを広げられる環境をつくれるよう
にする。

就学児健診や体験入学会を通して、1年生と交流する場をもち、自分た
ちが体験してみたいことを考えながら、期待がもてるようにする。

子どもの興味や関心を引き出していけるような環境をつくって
いく。

　　※ 特にねらうものについては、★◆♥♥で表記　※   ☆「チャレンジ」→課題解決・自立心・協同性など

職職員員のの交交流流
他他

☆
援
助
の
ポ
イ
ン
ト

◯
環
境
の
構
成

☆目標をもって意欲的に取り組む姿を認め励まし、自信をもって
自分らしさを発揮できるようにする。

☆

１日の生活の流れを時計とともに表示し、活動の見通しがもて
るようにする。

共通の目的に向かって試行錯誤しながら実現に向かう場面を大
切にし、それぞれの持ち味を発揮し、お互いによさを認め合う
ことができるような言葉掛けをする。

友達と様々な体験を重ねる中で、相手の気持ちに共感したり、自分の気
持ちを調整したりできるよう必要に応じて援助する。

子どもと一緒に園生活を振り返りながら、５歳児としての役割をやり遂
げた達成感や自他の成長への喜びを共有し、自信をもって行動できるよ
うにしていく。

年長になった喜びを受け止め、落ち着いて生活できるよう、一
人一人に丁寧に関わり、信頼関係を築いていく。

お互いの思いやイメージを出し合いながらよりよい方法で遊び
を展開できるように、考えを受け止めて言葉にしたり視覚化し
たりしながら、考えを引き出す援助をする。

おゆうぎ会に向けて考えを出し合ったり、工夫したりしながら
やり遂げる達成感を味わうことができるようにする。

友達と協力したり競い合ったりして活動する中で、繰り返し挑
戦したり試したりしようとしている姿を丁寧に読み取り、認め
たり紹介したりする。

一人一人の興味・関心に応じた絵本との出会いを大切にし、絵
本に親しむ環境を工夫する。

主主なな行行事事

学学

びび

にに

向向

かか

うう

力力

・・

人人

間間

性性

等等

年長児になった喜びを感じ、自分でできることをしようとした
り、自分たちで進めようとする。

体を動かす遊びに繰り返し挑戦し、できるようになった達成感
を味わい、様々な運動に挑戦しようとする。

友達と共通の目的に向かって、自分たちで役割を分担したり
ルールを決めたりしながら、協力してやり遂げようとする。

◇◇
知知
的的
好好
奇奇
心心
のの
醸醸
成成
　　
☆☆
チチ
ャャ

レレ
ンン
ジジ
　　
  
♡♡
自自
己己
肯肯
定定
感感
のの
育育
成成

自分の言いたいことを分かるように話すとともに、友達の話す
ことにも興味をもち、よく聞く。

絵本や物語などに親しみ、興味や関心をもち、想像する楽しさ
を味わう。

絵本や物語、紙芝居、言葉の楽しさや美しさに気付き、言葉を
豊かにする。

遊びや生活の中で必要なことや伝えたいことを絵や記号、言葉
や文字などを使って表すよさに気付く。

自分の気持ちを相手に分かるように言葉で伝える。
保育士等や友達の話を注意して聞き、内容を理解しようとす
る。

困ったことを友達や保育士等に自分から話したり、お願いしたいことを
伝えたりして、自分たちで解決しようとする。

友達や年下の子どもに思いやりの気持ちをもって優しく関わ
り、親しみをもつ。

年下の子どもや小学生、地域の人とふれあいを通して親しみを
もち、関わる楽しさを感じるようにする。

自分の生活に関係の深い情報や地域の人に関心をもち、遊びや
生活に取り入れて楽しむ。

カルタ大会やお茶会、ひな人形鑑賞など、地域の伝統的な行事にふれ、
地域の人々や文化に親しみをもつ。

思思

考考

力力

・・

判判

断断

力力

・・

表表

現現

力力

のの

基基

礎礎

身近な草花や野菜、虫などの自然物に興味や関心を広げ、名前
や世話の仕方を考えたり調べたりする。

収穫物や動植物の数を数えたり、大きさや重さを比べたりしな
がら、言葉の意味を実感する。

自然物など様々な環境を使って遊びを楽しみ、素材の感触や物
の特性に気付いたり、調べたりして探究する。

身近な事象や自然の変化に興味や関心をもち、発見したことや不思議に
思ったことなどを友達と一緒に試したり、工夫したりすることを楽し
む。

遊びや生活の中で、気付いたことや感想、想像したことを友達
と伝え合うことを楽しむ。

友達との関わりの中で、異なる考えや相手の気持ちに気付き、
言葉で伝えたり、考えたりする。

ごっこ遊びや劇遊びなどで友達とイメージを伝え合い、共有し
ながら表現する喜びを味わう。

園生活で経験したことを振り返り、身近な人々と心を通わせて、成長し
た喜びを味わったり感謝の気持ちをもって、言葉で伝え合う。

知知
識識
及及
びび
技技
能能

のの
基基
礎礎

絵本や物語の展開に興味をもち、友達と一緒に楽しんで聞く。 絵本や物語などで見たり、聞いたりしたことを自分の経験と結び付けな
がら、言葉を広げることを楽しむ。

遊びや生活で必要な文字に興味をもち、読んだり書いたりする。

自分や友達のよさが分かり、認認めめ合合っったたりり受受けけ入入れれ合合っっ
たたりりししななががらら、、協協力力ししてて遊びを進める楽しさやややりり遂遂げげ
るる満満足足感感を味わう。

ねね
らら
いい

年長としての意意欲欲とと自自信信ををももっってて、、自自分分のの力力をを十十
分分にに発発揮揮しながら安心して生活する。

友達と思思いいをを伝伝ええ合合いいななががらら一一緒緒にに遊びや生活を
進めていく中で仲間意識を高める。

友達と一緒に考えたり、話し合ったり、折折りり合合いい
をを付付けけたたりりししななががらら共共通通のの目目的的にに向向かかっってて遊びや
生活を進める楽しさを味わう。

33

期期 55歳歳児児　　第第１１期期 ５５歳歳児児　　第第２２期期 ５５歳歳児児　　第第３３期期 ５５歳歳児児　　第第４４期期

88 99 1100 1111 1122 11 22

令和６年度　花岡小学校区　架け橋期のカリキュラム全体計画（5歳児4月〜3月）

月月 44 55 66 77

おおははななししををききききたたいいななああ（（◆◆♡♡））
・・保保育育所所ででのの読読みみ聞聞かかせせをを聞聞くく・・おおははななししののももりり（（月月１１））

・・花花矢矢図図書書館館でで本本をを借借りりるる

ははるるととななかかよよしし（（◆◆★★♡♡））
散散歩歩（（おお花花見見・・ここごごみみ・・わわららびび・・アアカカシシアア・・ミミズズ））

畑畑作作りり（（耕耕すす・・ううねね作作りり・・野野菜菜のの種種・・苗苗植植ええ））

小
学
校
区
で
目
指
す
子
ど
も
の
姿

共
通
し
て
充
実
を
目
指
す
活
動
・
体
験

架架けけ橋橋期期にに期期待待すするる子子どどもものの姿姿

大大 館館 市市 周周囲囲のの人人々々やや環環境境とと主主体体的的にに関関わわりり、、学学ぶぶ喜喜びびやや楽楽ししささをを実実感感ししななががらら仲仲間間とと共共にに育育ちち合合うう子子どどもも

花花岡岡小小学学校校区区 ゆゆっっくくりり たたっっぷぷりり じじっっくくりり 関関わわりりとと学学びびをを広広げげるる子子どどもも

〈〈 わわくくわわくく どどききどどきき ややっっててみみよようう 〉〉
ああききととななかかよよしし（（◆◆★★♡♡））

収収穫穫（（ささつつままいいもも、、大大根根葉葉））・・焼焼いいももパパーーテティィーー

散散歩歩（（くくるるみみ、、松松ぼぼっっくくりり、、どどんんぐぐりり、、ととちちののみみ、、

ぎぎんんななんん、、くくりりななどど））

雨雨、、風風、、息息のの白白ささ、、気気温温、、感感触触、、食食感感

・季節の収穫物を知る。

・自然の魅力や不思議に気付き言葉で伝える。

・食べることを楽しむ。

・感謝の気持ちをもつ。

ふふゆゆととななかかよよしし（（◆◆☆☆♡♡））
・・雪雪遊遊びび ・・氷氷遊遊びび・・タタオオルル凍凍ららせせ体体験験

・・探探検検 ・・春春探探しし

・発見をみんなで伝え合い共有する。

・不思議な現象を繰り返し試す。

・気付きから予想して確かめるなど探究や

試行錯誤につなげる。

むむかかししああそそびびををたたののししももうう（（◆◆♡♡））
・・花花岡岡ふふるるささととカカルルタタ

・郷土の歴史に触れ、関心をもつ。

・五七五のリズムを楽しむ。

・カルタの読み手、取り手の役割を楽しむ。

・1年生とカルタ大会を楽しむ。

季季節節のの変変化化をを五五感感でで感感じじるる

就学時健診 おゆうぎ会

焼き芋交流会

秋の遠足

花岡地区文化祭

豆まき 卒園式

お別れ会☆体験入学
☆カルタ大会

小学校市教研総合研への参加 教職員実践研究会 情報交流会

幼幼保保小小中中連連携携メメデディィアアココンントトロローールル週週間間

祖父母交流会
保育参観日

おたのしみ会食

ひなまつりお茶会

ととももだだちちとといいっっししょょににややっっててみみよようう（（◇◇★★♥♥）） ととももだだちちとといいっっししょょににややっっててみみよようう（（◇◇★★♥♥））

【【気気のの合合うう友友達達とと一一緒緒にに】】☆☆♥♥

・自分がやりたいことを見付ける。

・気の合う友達を誘って遊ぶ。

・思いがぶつかり合いながらも

自分たちで解決しようとする。

・身近な自然に興味や関心をもち調べたり名前を

覚えたりして言葉を広げる。

・感動や気付きを伝え合う。

・どんな野菜や花を植えるか相談して決める。

・水やりや世話をする。

なつとなかよし（（◆◆★★♡♡））
・・水水・・砂砂・・土土・・泥泥遊遊びび ・・泡泡遊遊びび

・・草草花花・・色色水水遊遊びび ・・虫虫捕捕りり

・・探探検検ごごっっここ ・・秋秋探探しし

【【年年長長ににななっったた喜喜びび】】☆☆♥♥

・年長としての役割を分担し

て入園式のお祝いの言葉を

みんなで考え発表する。

・年下の子の世話をする。

【【全全身身をを使使っったた遊遊びび】】★★◇◇

・水・砂・土の感触を味わい、気付いたこと

や感じたことを伝え合う。

・友達の遊びに刺激を受け、真似し合ったり

挑戦したりする。

・自分のめあてを立て繰り返し楽しむ。

（かけっこ・プール遊びなど）

【【地地域域のの人人とといいっっししょょにに】】♥♥

・進んで挨拶をする。

・人と関わる楽しさを味わう。

・地域のゴミ拾いをする。

・笹飾りを届ける。

・高齢者施設を訪問する。

おおははななししととななかかよよしし（（◆◆♡♡））
・・保保育育所所ででのの読読みみ聞聞かかせせをを聞聞くく・・おおははななししののももりり（（月月１１））

・・花花矢矢図図書書館館でで本本をを借借りりるる。。

・絵本や物語などに親しみ興味をもって、聞いたり想像したりする。

・好きな場面や想像したことを遊びに取り入れる。

全全身身でで自自然然をを感感じじ取取るる体体験験

入園・進級式

読み聞かせスペシャル

保育参観 親子遠足

☆花岡小学校運動会

地域交流ゴミ拾い

石田ローズガーデン見学

☆七夕交流

☆花岡小学校チャレンジ活動

りんご狩り

☆運動会

☆夏祭り

川遊び交流会

花岡小学校職員夏季保育参観花岡小学校授業参観

クリスマス会

いいききももののととななかかよよしし（（◆◆☆☆♥♥））
カカナナヘヘビビ、、トトカカゲゲ、、ザザリリガガニニ、、メメダダカカ

カカエエルル、、ササンンシショョウウウウオオ、、カカタタツツムムリリ、、

トトンンボボ、、カカブブトトムムシシ、、ククワワガガタタムムシシ

・生き物探しをする。

・どうしたら過ごしやすいか何を食べるか

調べて世話をする。

・命の大切さに気付く。

・季節の変化に気付く。

・発見した物に興味をもち調べたり試したり

言葉で表現したりする。

・遊びに必要な物を考えて準備する。

・遊びに必要な物を作る。

いいききももののととななかかよよしし（（◆◆☆☆♡♡））
カカナナヘヘビビ、、トトカカゲゲ、、ザザリリガガニニ、、メメダダカカ

カカタタツツムムリリ、、

・命あるものを大切にする。

（エサ探し・とった場所を再現してみる）

・冬眠の仕方を図鑑で調べたり考えたりする。

【【運運動動会会ごごっっここ・・ルルーールルののああるる遊遊びび】】★★♥♥

・子どもたちなりのルールをつくり試して

みる。

・競い合う楽しさを味わい、協力したり応

援し合う。

・目標を決めて記録に繰り返し挑戦する。

【【年年下下のの子子とといいっっししょょにに】】♥♥

・一緒に遊べるように工夫する。

・自分の成長に気付き年下の子

に教えてあげようとする。

・どんな言葉で伝えたらよいか

考えて接する。

【【おお別別れれ会会・・卒卒園園式式】】◇◇★★💛💛💛💛
・お別れ会や卒園式に向けて協力し

ながら進める。

・お世話になった人に感謝やお礼の

気持ちを言葉や歌で伝える。

・卒園記念のプレゼントを製作する。

・自分の成長を感じ小学校に入学す

る喜びや期待をもつ。

・読み聞かせごっこ、劇ごっこをする。

・お気に入りのお話の様子を絵に表す。（花岡地区文化祭絵出品）

ハロウィン

ももじじややかかずずととななかかよよしし（（◆◆♡♡））
・・自自分分でで好好ききなな絵絵本本をを見見るる・・地地域域のの人人にに招招待待状状やや手手紙紙をを書書くく

・・七七夕夕のの短短冊冊をを書書くく・・虫虫やや木木のの実実ななどど身身近近なな物物をを数数ええるる

・絵本を一人でじっくり見たり、友達と一緒に見たり読んであげたりする。

・文字や数に関心をもち、進んで遊びに使おうとする。

・遊びの中で数えたり、重さを比べたりする。・数え歌や言葉遊びを楽しむ。

【【劇劇ごごっっここ】】◇◇★★♥♥

・お話のイメージを伝え合い、発表

の内容を話し合う。

・セリフを考え試す。

・必要な小道具を考え作る。

・素材や道具の使い方を試行錯誤し、

友達に教えたり協力したりして表現

することを楽しむ。

花岡小学校区
花岡小学校

花岡保育所

＜共通の視点＞

◇知的好奇心

☆チャレンジ

♡自己肯定感

・ ・ ・ ・

・
・

・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

　 　

☆ ☆

☆
☆ ☆ ☆

○ 〇
○ 〇

○ ○ ○ 〇

・ ・ ・ ・

・ ・

・ ・

・

・ ・・ 子どもの成長を感じられるように、配布物や掲示板では、写真
などを使って子どもの生活や遊びの様子を伝えていく。

早寝・早起き・朝ご飯や絵本の読み聞かせの大切さを伝え、園
生活を元気に送れるようにする。

おすすめの絵本を配布物や掲示板などで紹介し、絵本の良さを
知らせる。

家
庭
と
の
連
携

子どもの家庭での様子を聞いたり、園での様子を話したりしな
がら、成長を伝え合い、保護者の思いを受け止めるとともに信
頼関係を築いていく。

遊びの様子や行事などの参観、懇談を通して、「どのような育
ちを願い、どんなを経験をさせたいか」、子どもの変容を伝え
ながら成長を共有していく。

就学に向けての保護者の不安を受け止めて、職員間で共有する
とともに安心して過ごせるよう声を掛けていく。

子どもたちのがんばりやよさについて伝え、１年の成長の喜びが園と家
庭で共有できる場をもつ。

小学校へ必要な情報を知らせながら、相談できる機会や場につ
なげられるようにし、安心して就学を迎えられるようにする。

就学へ向けての心配や不安を受け止め、一人一人に配慮して進めていく
ようにする。年長になって意欲的に生活する姿を知らせ、子どもの成長を見

守ったり共に考えたりして、支えていく。
遊びや生活の中でのトラブルが成長につながることを伝え、様
子を伝えながら理解を得るようにする。 規則正しい生活を送れるように一人一人の家庭環境に配慮し、できる範

囲での生活リズムが整えられるようにする。

子ども同士相談したりしながら存分に遊ぶ場を保障する。

子どもが遊びを継続し、満足感や達成感を得られるように、場
所や時間、素材や道具などを十分に用意し、遊びを保障する。

遊びの楽しさや工夫を交流したり、お互いのよさを認め合った
りするために、遊びの振り返りの時間を保障する。

四季の変化や自然の美しさ、不思議さを感じられる体験や、好
奇心や探究心をもって関わりを広げられる環境をつくれるよう
にする。

就学児健診や体験入学会を通して、1年生と交流する場をもち、自分た
ちが体験してみたいことを考えながら、期待がもてるようにする。

子どもの興味や関心を引き出していけるような環境をつくって
いく。

　　※ 特にねらうものについては、★◆♥♥で表記　※   ☆「チャレンジ」→課題解決・自立心・協同性など

職職員員のの交交流流
他他

☆
援
助
の
ポ
イ
ン
ト

◯
環
境
の
構
成

☆目標をもって意欲的に取り組む姿を認め励まし、自信をもって
自分らしさを発揮できるようにする。

☆

１日の生活の流れを時計とともに表示し、活動の見通しがもて
るようにする。

共通の目的に向かって試行錯誤しながら実現に向かう場面を大
切にし、それぞれの持ち味を発揮し、お互いによさを認め合う
ことができるような言葉掛けをする。

友達と様々な体験を重ねる中で、相手の気持ちに共感したり、自分の気
持ちを調整したりできるよう必要に応じて援助する。

子どもと一緒に園生活を振り返りながら、５歳児としての役割をやり遂
げた達成感や自他の成長への喜びを共有し、自信をもって行動できるよ
うにしていく。

年長になった喜びを受け止め、落ち着いて生活できるよう、一
人一人に丁寧に関わり、信頼関係を築いていく。

お互いの思いやイメージを出し合いながらよりよい方法で遊び
を展開できるように、考えを受け止めて言葉にしたり視覚化し
たりしながら、考えを引き出す援助をする。

おゆうぎ会に向けて考えを出し合ったり、工夫したりしながら
やり遂げる達成感を味わうことができるようにする。

友達と協力したり競い合ったりして活動する中で、繰り返し挑
戦したり試したりしようとしている姿を丁寧に読み取り、認め
たり紹介したりする。

一人一人の興味・関心に応じた絵本との出会いを大切にし、絵
本に親しむ環境を工夫する。

主主なな行行事事

学学

びび

にに

向向

かか

うう

力力

・・

人人

間間

性性

等等

年長児になった喜びを感じ、自分でできることをしようとした
り、自分たちで進めようとする。

体を動かす遊びに繰り返し挑戦し、できるようになった達成感
を味わい、様々な運動に挑戦しようとする。

友達と共通の目的に向かって、自分たちで役割を分担したり
ルールを決めたりしながら、協力してやり遂げようとする。

◇◇
知知
的的
好好
奇奇
心心
のの
醸醸
成成
　　
☆☆
チチ
ャャ

レレ
ンン
ジジ
　　
  
♡♡
自自
己己
肯肯
定定
感感
のの
育育
成成

自分の言いたいことを分かるように話すとともに、友達の話す
ことにも興味をもち、よく聞く。

絵本や物語などに親しみ、興味や関心をもち、想像する楽しさ
を味わう。

絵本や物語、紙芝居、言葉の楽しさや美しさに気付き、言葉を
豊かにする。

遊びや生活の中で必要なことや伝えたいことを絵や記号、言葉
や文字などを使って表すよさに気付く。

自分の気持ちを相手に分かるように言葉で伝える。
保育士等や友達の話を注意して聞き、内容を理解しようとす
る。

困ったことを友達や保育士等に自分から話したり、お願いしたいことを
伝えたりして、自分たちで解決しようとする。

友達や年下の子どもに思いやりの気持ちをもって優しく関わ
り、親しみをもつ。

年下の子どもや小学生、地域の人とふれあいを通して親しみを
もち、関わる楽しさを感じるようにする。

自分の生活に関係の深い情報や地域の人に関心をもち、遊びや
生活に取り入れて楽しむ。

カルタ大会やお茶会、ひな人形鑑賞など、地域の伝統的な行事にふれ、
地域の人々や文化に親しみをもつ。

思思

考考

力力

・・

判判

断断

力力

・・

表表

現現

力力

のの

基基

礎礎

身近な草花や野菜、虫などの自然物に興味や関心を広げ、名前
や世話の仕方を考えたり調べたりする。

収穫物や動植物の数を数えたり、大きさや重さを比べたりしな
がら、言葉の意味を実感する。

自然物など様々な環境を使って遊びを楽しみ、素材の感触や物
の特性に気付いたり、調べたりして探究する。

身近な事象や自然の変化に興味や関心をもち、発見したことや不思議に
思ったことなどを友達と一緒に試したり、工夫したりすることを楽し
む。

遊びや生活の中で、気付いたことや感想、想像したことを友達
と伝え合うことを楽しむ。

友達との関わりの中で、異なる考えや相手の気持ちに気付き、
言葉で伝えたり、考えたりする。

ごっこ遊びや劇遊びなどで友達とイメージを伝え合い、共有し
ながら表現する喜びを味わう。

園生活で経験したことを振り返り、身近な人々と心を通わせて、成長し
た喜びを味わったり感謝の気持ちをもって、言葉で伝え合う。

知知
識識
及及
びび
技技
能能

のの
基基
礎礎

絵本や物語の展開に興味をもち、友達と一緒に楽しんで聞く。 絵本や物語などで見たり、聞いたりしたことを自分の経験と結び付けな
がら、言葉を広げることを楽しむ。

遊びや生活で必要な文字に興味をもち、読んだり書いたりする。

自分や友達のよさが分かり、認認めめ合合っったたりり受受けけ入入れれ合合っっ
たたりりししななががらら、、協協力力ししてて遊びを進める楽しさやややりり遂遂げげ
るる満満足足感感を味わう。

ねね
らら
いい

年長としての意意欲欲とと自自信信ををももっってて、、自自分分のの力力をを十十
分分にに発発揮揮しながら安心して生活する。

友達と思思いいをを伝伝ええ合合いいななががらら一一緒緒にに遊びや生活を
進めていく中で仲間意識を高める。

友達と一緒に考えたり、話し合ったり、折折りり合合いい
をを付付けけたたりりししななががらら共共通通のの目目的的にに向向かかっってて遊びや
生活を進める楽しさを味わう。
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期期 55歳歳児児　　第第１１期期 ５５歳歳児児　　第第２２期期 ５５歳歳児児　　第第３３期期 ５５歳歳児児　　第第４４期期

88 99 1100 1111 1122 11 22

令和６年度　花岡小学校区　架け橋期のカリキュラム全体計画（5歳児4月〜3月）

月月 44 55 66 77

おおははななししををききききたたいいななああ（（◆◆♡♡））
・・保保育育所所ででのの読読みみ聞聞かかせせをを聞聞くく・・おおははななししののももりり（（月月１１））

・・花花矢矢図図書書館館でで本本をを借借りりるる

ははるるととななかかよよしし（（◆◆★★♡♡））
散散歩歩（（おお花花見見・・ここごごみみ・・わわららびび・・アアカカシシアア・・ミミズズ））

畑畑作作りり（（耕耕すす・・ううねね作作りり・・野野菜菜のの種種・・苗苗植植ええ））

小
学
校
区
で
目
指
す
子
ど
も
の
姿

共
通
し
て
充
実
を
目
指
す
活
動
・
体
験

架架けけ橋橋期期にに期期待待すするる子子どどもものの姿姿

大大 館館 市市 周周囲囲のの人人々々やや環環境境とと主主体体的的にに関関わわりり、、学学ぶぶ喜喜びびやや楽楽ししささをを実実感感ししななががらら仲仲間間とと共共にに育育ちち合合うう子子どどもも

花花岡岡小小学学校校区区 ゆゆっっくくりり たたっっぷぷりり じじっっくくりり 関関わわりりとと学学びびをを広広げげるる子子どどもも

〈〈 わわくくわわくく どどききどどきき ややっっててみみよようう 〉〉
ああききととななかかよよしし（（◆◆★★♡♡））

収収穫穫（（ささつつままいいもも、、大大根根葉葉））・・焼焼いいももパパーーテティィーー

散散歩歩（（くくるるみみ、、松松ぼぼっっくくりり、、どどんんぐぐりり、、ととちちののみみ、、

ぎぎんんななんん、、くくりりななどど））

雨雨、、風風、、息息のの白白ささ、、気気温温、、感感触触、、食食感感

・季節の収穫物を知る。

・自然の魅力や不思議に気付き言葉で伝える。

・食べることを楽しむ。

・感謝の気持ちをもつ。

ふふゆゆととななかかよよしし（（◆◆☆☆♡♡））
・・雪雪遊遊びび ・・氷氷遊遊びび・・タタオオルル凍凍ららせせ体体験験

・・探探検検 ・・春春探探しし

・発見をみんなで伝え合い共有する。

・不思議な現象を繰り返し試す。

・気付きから予想して確かめるなど探究や

試行錯誤につなげる。

むむかかししああそそびびををたたののししももうう（（◆◆♡♡））
・・花花岡岡ふふるるささととカカルルタタ

・郷土の歴史に触れ、関心をもつ。

・五七五のリズムを楽しむ。

・カルタの読み手、取り手の役割を楽しむ。

・1年生とカルタ大会を楽しむ。

季季節節のの変変化化をを五五感感でで感感じじるる

就学時健診 おゆうぎ会

焼き芋交流会

秋の遠足

花岡地区文化祭

豆まき 卒園式

お別れ会☆体験入学
☆カルタ大会

小学校市教研総合研への参加 教職員実践研究会 情報交流会

幼幼保保小小中中連連携携メメデディィアアココンントトロローールル週週間間

祖父母交流会
保育参観日

おたのしみ会食

ひなまつりお茶会

ととももだだちちとといいっっししょょににややっっててみみよようう（（◇◇★★♥♥）） ととももだだちちとといいっっししょょににややっっててみみよようう（（◇◇★★♥♥））

【【気気のの合合うう友友達達とと一一緒緒にに】】☆☆♥♥

・自分がやりたいことを見付ける。

・気の合う友達を誘って遊ぶ。

・思いがぶつかり合いながらも

自分たちで解決しようとする。

・身近な自然に興味や関心をもち調べたり名前を

覚えたりして言葉を広げる。

・感動や気付きを伝え合う。

・どんな野菜や花を植えるか相談して決める。

・水やりや世話をする。

なつとなかよし（（◆◆★★♡♡））
・・水水・・砂砂・・土土・・泥泥遊遊びび ・・泡泡遊遊びび

・・草草花花・・色色水水遊遊びび ・・虫虫捕捕りり

・・探探検検ごごっっここ ・・秋秋探探しし

【【年年長長ににななっったた喜喜びび】】☆☆♥♥

・年長としての役割を分担し

て入園式のお祝いの言葉を

みんなで考え発表する。

・年下の子の世話をする。

【【全全身身をを使使っったた遊遊びび】】★★◇◇

・水・砂・土の感触を味わい、気付いたこと

や感じたことを伝え合う。

・友達の遊びに刺激を受け、真似し合ったり

挑戦したりする。

・自分のめあてを立て繰り返し楽しむ。

（かけっこ・プール遊びなど）

【【地地域域のの人人とといいっっししょょにに】】♥♥

・進んで挨拶をする。

・人と関わる楽しさを味わう。

・地域のゴミ拾いをする。

・笹飾りを届ける。

・高齢者施設を訪問する。

おおははななししととななかかよよしし（（◆◆♡♡））
・・保保育育所所ででのの読読みみ聞聞かかせせをを聞聞くく・・おおははななししののももりり（（月月１１））

・・花花矢矢図図書書館館でで本本をを借借りりるる。。

・絵本や物語などに親しみ興味をもって、聞いたり想像したりする。

・好きな場面や想像したことを遊びに取り入れる。

全全身身でで自自然然をを感感じじ取取るる体体験験

入園・進級式

読み聞かせスペシャル

保育参観 親子遠足

☆花岡小学校運動会

地域交流ゴミ拾い

石田ローズガーデン見学

☆七夕交流

☆花岡小学校チャレンジ活動

りんご狩り

☆運動会

☆夏祭り

川遊び交流会

花岡小学校職員夏季保育参観花岡小学校授業参観

クリスマス会

いいききももののととななかかよよしし（（◆◆☆☆♥♥））
カカナナヘヘビビ、、トトカカゲゲ、、ザザリリガガニニ、、メメダダカカ

カカエエルル、、ササンンシショョウウウウオオ、、カカタタツツムムリリ、、

トトンンボボ、、カカブブトトムムシシ、、ククワワガガタタムムシシ

・生き物探しをする。

・どうしたら過ごしやすいか何を食べるか

調べて世話をする。

・命の大切さに気付く。

・季節の変化に気付く。

・発見した物に興味をもち調べたり試したり

言葉で表現したりする。

・遊びに必要な物を考えて準備する。

・遊びに必要な物を作る。

いいききももののととななかかよよしし（（◆◆☆☆♡♡））
カカナナヘヘビビ、、トトカカゲゲ、、ザザリリガガニニ、、メメダダカカ

カカタタツツムムリリ、、

・命あるものを大切にする。

（エサ探し・とった場所を再現してみる）

・冬眠の仕方を図鑑で調べたり考えたりする。

【【運運動動会会ごごっっここ・・ルルーールルののああるる遊遊びび】】★★♥♥

・子どもたちなりのルールをつくり試して

みる。

・競い合う楽しさを味わい、協力したり応

援し合う。

・目標を決めて記録に繰り返し挑戦する。

【【年年下下のの子子とといいっっししょょにに】】♥♥

・一緒に遊べるように工夫する。

・自分の成長に気付き年下の子

に教えてあげようとする。

・どんな言葉で伝えたらよいか

考えて接する。

【【おお別別れれ会会・・卒卒園園式式】】◇◇★★💛💛💛💛
・お別れ会や卒園式に向けて協力し

ながら進める。

・お世話になった人に感謝やお礼の

気持ちを言葉や歌で伝える。

・卒園記念のプレゼントを製作する。

・自分の成長を感じ小学校に入学す

る喜びや期待をもつ。

・読み聞かせごっこ、劇ごっこをする。

・お気に入りのお話の様子を絵に表す。（花岡地区文化祭絵出品）

ハロウィン

ももじじややかかずずととななかかよよしし（（◆◆♡♡））
・・自自分分でで好好ききなな絵絵本本をを見見るる・・地地域域のの人人にに招招待待状状やや手手紙紙をを書書くく

・・七七夕夕のの短短冊冊をを書書くく・・虫虫やや木木のの実実ななどど身身近近なな物物をを数数ええるる

・絵本を一人でじっくり見たり、友達と一緒に見たり読んであげたりする。

・文字や数に関心をもち、進んで遊びに使おうとする。

・遊びの中で数えたり、重さを比べたりする。・数え歌や言葉遊びを楽しむ。

【【劇劇ごごっっここ】】◇◇★★♥♥

・お話のイメージを伝え合い、発表

の内容を話し合う。

・セリフを考え試す。

・必要な小道具を考え作る。

・素材や道具の使い方を試行錯誤し、

友達に教えたり協力したりして表現

することを楽しむ。

花岡小学校区
花岡小学校

花岡保育所

＜共通の視点＞

◇知的好奇心

☆チャレンジ

♡自己肯定感

・ ・ ・ ・

・
・

・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

　 　

☆ ☆

☆
☆ ☆ ☆

○ 〇
○ 〇

○ ○ ○ 〇

・ ・ ・ ・

・ ・

・ ・

・

・ ・・ 子どもの成長を感じられるように、配布物や掲示板では、写真
などを使って子どもの生活や遊びの様子を伝えていく。

早寝・早起き・朝ご飯や絵本の読み聞かせの大切さを伝え、園
生活を元気に送れるようにする。

おすすめの絵本を配布物や掲示板などで紹介し、絵本の良さを
知らせる。

家
庭
と
の
連
携

子どもの家庭での様子を聞いたり、園での様子を話したりしな
がら、成長を伝え合い、保護者の思いを受け止めるとともに信
頼関係を築いていく。

遊びの様子や行事などの参観、懇談を通して、「どのような育
ちを願い、どんなを経験をさせたいか」、子どもの変容を伝え
ながら成長を共有していく。

就学に向けての保護者の不安を受け止めて、職員間で共有する
とともに安心して過ごせるよう声を掛けていく。

子どもたちのがんばりやよさについて伝え、１年の成長の喜びが園と家
庭で共有できる場をもつ。

小学校へ必要な情報を知らせながら、相談できる機会や場につ
なげられるようにし、安心して就学を迎えられるようにする。

就学へ向けての心配や不安を受け止め、一人一人に配慮して進めていく
ようにする。年長になって意欲的に生活する姿を知らせ、子どもの成長を見

守ったり共に考えたりして、支えていく。
遊びや生活の中でのトラブルが成長につながることを伝え、様
子を伝えながら理解を得るようにする。 規則正しい生活を送れるように一人一人の家庭環境に配慮し、できる範

囲での生活リズムが整えられるようにする。

子ども同士相談したりしながら存分に遊ぶ場を保障する。

子どもが遊びを継続し、満足感や達成感を得られるように、場
所や時間、素材や道具などを十分に用意し、遊びを保障する。

遊びの楽しさや工夫を交流したり、お互いのよさを認め合った
りするために、遊びの振り返りの時間を保障する。

四季の変化や自然の美しさ、不思議さを感じられる体験や、好
奇心や探究心をもって関わりを広げられる環境をつくれるよう
にする。

就学児健診や体験入学会を通して、1年生と交流する場をもち、自分た
ちが体験してみたいことを考えながら、期待がもてるようにする。

子どもの興味や関心を引き出していけるような環境をつくって
いく。

　　※ 特にねらうものについては、★◆♥♥で表記　※   ☆「チャレンジ」→課題解決・自立心・協同性など

職職員員のの交交流流
他他

☆
援
助
の
ポ
イ
ン
ト

◯
環
境
の
構
成

☆目標をもって意欲的に取り組む姿を認め励まし、自信をもって
自分らしさを発揮できるようにする。

☆

１日の生活の流れを時計とともに表示し、活動の見通しがもて
るようにする。

共通の目的に向かって試行錯誤しながら実現に向かう場面を大
切にし、それぞれの持ち味を発揮し、お互いによさを認め合う
ことができるような言葉掛けをする。

友達と様々な体験を重ねる中で、相手の気持ちに共感したり、自分の気
持ちを調整したりできるよう必要に応じて援助する。

子どもと一緒に園生活を振り返りながら、５歳児としての役割をやり遂
げた達成感や自他の成長への喜びを共有し、自信をもって行動できるよ
うにしていく。

年長になった喜びを受け止め、落ち着いて生活できるよう、一
人一人に丁寧に関わり、信頼関係を築いていく。

お互いの思いやイメージを出し合いながらよりよい方法で遊び
を展開できるように、考えを受け止めて言葉にしたり視覚化し
たりしながら、考えを引き出す援助をする。

おゆうぎ会に向けて考えを出し合ったり、工夫したりしながら
やり遂げる達成感を味わうことができるようにする。

友達と協力したり競い合ったりして活動する中で、繰り返し挑
戦したり試したりしようとしている姿を丁寧に読み取り、認め
たり紹介したりする。

一人一人の興味・関心に応じた絵本との出会いを大切にし、絵
本に親しむ環境を工夫する。

主主なな行行事事

学学

びび

にに

向向

かか

うう

力力

・・

人人

間間

性性

等等

年長児になった喜びを感じ、自分でできることをしようとした
り、自分たちで進めようとする。

体を動かす遊びに繰り返し挑戦し、できるようになった達成感
を味わい、様々な運動に挑戦しようとする。

友達と共通の目的に向かって、自分たちで役割を分担したり
ルールを決めたりしながら、協力してやり遂げようとする。

◇◇
知知
的的
好好
奇奇
心心
のの
醸醸
成成
　　
☆☆
チチ
ャャ

レレ
ンン
ジジ
　　
  
♡♡
自自
己己
肯肯
定定
感感
のの
育育
成成

自分の言いたいことを分かるように話すとともに、友達の話す
ことにも興味をもち、よく聞く。

絵本や物語などに親しみ、興味や関心をもち、想像する楽しさ
を味わう。

絵本や物語、紙芝居、言葉の楽しさや美しさに気付き、言葉を
豊かにする。

遊びや生活の中で必要なことや伝えたいことを絵や記号、言葉
や文字などを使って表すよさに気付く。

自分の気持ちを相手に分かるように言葉で伝える。
保育士等や友達の話を注意して聞き、内容を理解しようとす
る。

困ったことを友達や保育士等に自分から話したり、お願いしたいことを
伝えたりして、自分たちで解決しようとする。

友達や年下の子どもに思いやりの気持ちをもって優しく関わ
り、親しみをもつ。

年下の子どもや小学生、地域の人とふれあいを通して親しみを
もち、関わる楽しさを感じるようにする。

自分の生活に関係の深い情報や地域の人に関心をもち、遊びや
生活に取り入れて楽しむ。

カルタ大会やお茶会、ひな人形鑑賞など、地域の伝統的な行事にふれ、
地域の人々や文化に親しみをもつ。

思思

考考

力力

・・

判判

断断

力力

・・

表表

現現

力力

のの

基基

礎礎

身近な草花や野菜、虫などの自然物に興味や関心を広げ、名前
や世話の仕方を考えたり調べたりする。

収穫物や動植物の数を数えたり、大きさや重さを比べたりしな
がら、言葉の意味を実感する。

自然物など様々な環境を使って遊びを楽しみ、素材の感触や物
の特性に気付いたり、調べたりして探究する。

身近な事象や自然の変化に興味や関心をもち、発見したことや不思議に
思ったことなどを友達と一緒に試したり、工夫したりすることを楽し
む。

遊びや生活の中で、気付いたことや感想、想像したことを友達
と伝え合うことを楽しむ。

友達との関わりの中で、異なる考えや相手の気持ちに気付き、
言葉で伝えたり、考えたりする。

ごっこ遊びや劇遊びなどで友達とイメージを伝え合い、共有し
ながら表現する喜びを味わう。

園生活で経験したことを振り返り、身近な人々と心を通わせて、成長し
た喜びを味わったり感謝の気持ちをもって、言葉で伝え合う。

知知
識識
及及
びび
技技
能能

のの
基基
礎礎

絵本や物語の展開に興味をもち、友達と一緒に楽しんで聞く。 絵本や物語などで見たり、聞いたりしたことを自分の経験と結び付けな
がら、言葉を広げることを楽しむ。

遊びや生活で必要な文字に興味をもち、読んだり書いたりする。

自分や友達のよさが分かり、認認めめ合合っったたりり受受けけ入入れれ合合っっ
たたりりししななががらら、、協協力力ししてて遊びを進める楽しさやややりり遂遂げげ
るる満満足足感感を味わう。

ねね
らら
いい

年長としての意意欲欲とと自自信信ををももっってて、、自自分分のの力力をを十十
分分にに発発揮揮しながら安心して生活する。

友達と思思いいをを伝伝ええ合合いいななががらら一一緒緒にに遊びや生活を
進めていく中で仲間意識を高める。

友達と一緒に考えたり、話し合ったり、折折りり合合いい
をを付付けけたたりりししななががらら共共通通のの目目的的にに向向かかっってて遊びや
生活を進める楽しさを味わう。
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期期 55歳歳児児　　第第１１期期 ５５歳歳児児　　第第２２期期 ５５歳歳児児　　第第３３期期 ５５歳歳児児　　第第４４期期

88 99 1100 1111 1122 11 22

令和６年度　花岡小学校区　架け橋期のカリキュラム全体計画（5歳児4月〜3月）

月月 44 55 66 77

おおははななししををききききたたいいななああ（（◆◆♡♡））
・・保保育育所所ででのの読読みみ聞聞かかせせをを聞聞くく・・おおははななししののももりり（（月月１１））

・・花花矢矢図図書書館館でで本本をを借借りりるる

ははるるととななかかよよしし（（◆◆★★♡♡））
散散歩歩（（おお花花見見・・ここごごみみ・・わわららびび・・アアカカシシアア・・ミミズズ））

畑畑作作りり（（耕耕すす・・ううねね作作りり・・野野菜菜のの種種・・苗苗植植ええ））

小
学
校
区
で
目
指
す
子
ど
も
の
姿

共
通
し
て
充
実
を
目
指
す
活
動
・
体
験

架架けけ橋橋期期にに期期待待すするる子子どどもものの姿姿

大大 館館 市市 周周囲囲のの人人々々やや環環境境とと主主体体的的にに関関わわりり、、学学ぶぶ喜喜びびやや楽楽ししささをを実実感感ししななががらら仲仲間間とと共共にに育育ちち合合うう子子どどもも

花花岡岡小小学学校校区区 ゆゆっっくくりり たたっっぷぷりり じじっっくくりり 関関わわりりとと学学びびをを広広げげるる子子どどもも

〈〈 わわくくわわくく どどききどどきき ややっっててみみよようう 〉〉
ああききととななかかよよしし（（◆◆★★♡♡））

収収穫穫（（ささつつままいいもも、、大大根根葉葉））・・焼焼いいももパパーーテティィーー

散散歩歩（（くくるるみみ、、松松ぼぼっっくくりり、、どどんんぐぐりり、、ととちちののみみ、、

ぎぎんんななんん、、くくりりななどど））

雨雨、、風風、、息息のの白白ささ、、気気温温、、感感触触、、食食感感

・季節の収穫物を知る。

・自然の魅力や不思議に気付き言葉で伝える。

・食べることを楽しむ。

・感謝の気持ちをもつ。

ふふゆゆととななかかよよしし（（◆◆☆☆♡♡））
・・雪雪遊遊びび ・・氷氷遊遊びび・・タタオオルル凍凍ららせせ体体験験

・・探探検検 ・・春春探探しし

・発見をみんなで伝え合い共有する。

・不思議な現象を繰り返し試す。

・気付きから予想して確かめるなど探究や

試行錯誤につなげる。

むむかかししああそそびびををたたののししももうう（（◆◆♡♡））
・・花花岡岡ふふるるささととカカルルタタ

・郷土の歴史に触れ、関心をもつ。

・五七五のリズムを楽しむ。

・カルタの読み手、取り手の役割を楽しむ。

・1年生とカルタ大会を楽しむ。

季季節節のの変変化化をを五五感感でで感感じじるる

就学時健診 おゆうぎ会

焼き芋交流会

秋の遠足

花岡地区文化祭

豆まき 卒園式

お別れ会☆体験入学
☆カルタ大会

小学校市教研総合研への参加 教職員実践研究会 情報交流会

幼幼保保小小中中連連携携メメデディィアアココンントトロローールル週週間間

祖父母交流会
保育参観日

おたのしみ会食

ひなまつりお茶会

ととももだだちちとといいっっししょょににややっっててみみよようう（（◇◇★★♥♥）） ととももだだちちとといいっっししょょににややっっててみみよようう（（◇◇★★♥♥））

【【気気のの合合うう友友達達とと一一緒緒にに】】☆☆♥♥

・自分がやりたいことを見付ける。

・気の合う友達を誘って遊ぶ。

・思いがぶつかり合いながらも

自分たちで解決しようとする。

・身近な自然に興味や関心をもち調べたり名前を

覚えたりして言葉を広げる。

・感動や気付きを伝え合う。

・どんな野菜や花を植えるか相談して決める。

・水やりや世話をする。

なつとなかよし（（◆◆★★♡♡））
・・水水・・砂砂・・土土・・泥泥遊遊びび ・・泡泡遊遊びび

・・草草花花・・色色水水遊遊びび ・・虫虫捕捕りり

・・探探検検ごごっっここ ・・秋秋探探しし

【【年年長長ににななっったた喜喜びび】】☆☆♥♥

・年長としての役割を分担し

て入園式のお祝いの言葉を

みんなで考え発表する。

・年下の子の世話をする。

【【全全身身をを使使っったた遊遊びび】】★★◇◇

・水・砂・土の感触を味わい、気付いたこと

や感じたことを伝え合う。

・友達の遊びに刺激を受け、真似し合ったり

挑戦したりする。

・自分のめあてを立て繰り返し楽しむ。

（かけっこ・プール遊びなど）

【【地地域域のの人人とといいっっししょょにに】】♥♥

・進んで挨拶をする。

・人と関わる楽しさを味わう。

・地域のゴミ拾いをする。

・笹飾りを届ける。

・高齢者施設を訪問する。

おおははななししととななかかよよしし（（◆◆♡♡））
・・保保育育所所ででのの読読みみ聞聞かかせせをを聞聞くく・・おおははななししののももりり（（月月１１））

・・花花矢矢図図書書館館でで本本をを借借りりるる。。

・絵本や物語などに親しみ興味をもって、聞いたり想像したりする。

・好きな場面や想像したことを遊びに取り入れる。

全全身身でで自自然然をを感感じじ取取るる体体験験

入園・進級式

読み聞かせスペシャル

保育参観 親子遠足

☆花岡小学校運動会

地域交流ゴミ拾い

石田ローズガーデン見学

☆七夕交流

☆花岡小学校チャレンジ活動

りんご狩り

☆運動会

☆夏祭り

川遊び交流会

花岡小学校職員夏季保育参観花岡小学校授業参観

クリスマス会

いいききももののととななかかよよしし（（◆◆☆☆♥♥））
カカナナヘヘビビ、、トトカカゲゲ、、ザザリリガガニニ、、メメダダカカ

カカエエルル、、ササンンシショョウウウウオオ、、カカタタツツムムリリ、、

トトンンボボ、、カカブブトトムムシシ、、ククワワガガタタムムシシ

・生き物探しをする。

・どうしたら過ごしやすいか何を食べるか

調べて世話をする。

・命の大切さに気付く。

・季節の変化に気付く。

・発見した物に興味をもち調べたり試したり

言葉で表現したりする。

・遊びに必要な物を考えて準備する。

・遊びに必要な物を作る。

いいききももののととななかかよよしし（（◆◆☆☆♡♡））
カカナナヘヘビビ、、トトカカゲゲ、、ザザリリガガニニ、、メメダダカカ

カカタタツツムムリリ、、

・命あるものを大切にする。

（エサ探し・とった場所を再現してみる）

・冬眠の仕方を図鑑で調べたり考えたりする。

【【運運動動会会ごごっっここ・・ルルーールルののああるる遊遊びび】】★★♥♥

・子どもたちなりのルールをつくり試して

みる。

・競い合う楽しさを味わい、協力したり応

援し合う。

・目標を決めて記録に繰り返し挑戦する。

【【年年下下のの子子とといいっっししょょにに】】♥♥

・一緒に遊べるように工夫する。

・自分の成長に気付き年下の子

に教えてあげようとする。

・どんな言葉で伝えたらよいか

考えて接する。

【【おお別別れれ会会・・卒卒園園式式】】◇◇★★💛💛💛💛
・お別れ会や卒園式に向けて協力し

ながら進める。

・お世話になった人に感謝やお礼の

気持ちを言葉や歌で伝える。

・卒園記念のプレゼントを製作する。

・自分の成長を感じ小学校に入学す

る喜びや期待をもつ。

・読み聞かせごっこ、劇ごっこをする。

・お気に入りのお話の様子を絵に表す。（花岡地区文化祭絵出品）

ハロウィン

ももじじややかかずずととななかかよよしし（（◆◆♡♡））
・・自自分分でで好好ききなな絵絵本本をを見見るる・・地地域域のの人人にに招招待待状状やや手手紙紙をを書書くく

・・七七夕夕のの短短冊冊をを書書くく・・虫虫やや木木のの実実ななどど身身近近なな物物をを数数ええるる

・絵本を一人でじっくり見たり、友達と一緒に見たり読んであげたりする。

・文字や数に関心をもち、進んで遊びに使おうとする。

・遊びの中で数えたり、重さを比べたりする。・数え歌や言葉遊びを楽しむ。

【【劇劇ごごっっここ】】◇◇★★♥♥

・お話のイメージを伝え合い、発表

の内容を話し合う。

・セリフを考え試す。

・必要な小道具を考え作る。

・素材や道具の使い方を試行錯誤し、

友達に教えたり協力したりして表現

することを楽しむ。

花岡小学校区
花岡小学校

花岡保育所

＜共通の視点＞

◇知的好奇心

☆チャレンジ

♡自己肯定感

・ ・ ・ ・

・
・

・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

　 　

☆ ☆

☆
☆ ☆ ☆

○ 〇
○ 〇

○ ○ ○ 〇

・ ・ ・ ・

・ ・

・ ・

・

・ ・・ 子どもの成長を感じられるように、配布物や掲示板では、写真
などを使って子どもの生活や遊びの様子を伝えていく。

早寝・早起き・朝ご飯や絵本の読み聞かせの大切さを伝え、園
生活を元気に送れるようにする。

おすすめの絵本を配布物や掲示板などで紹介し、絵本の良さを
知らせる。

家
庭
と
の
連
携

子どもの家庭での様子を聞いたり、園での様子を話したりしな
がら、成長を伝え合い、保護者の思いを受け止めるとともに信
頼関係を築いていく。

遊びの様子や行事などの参観、懇談を通して、「どのような育
ちを願い、どんなを経験をさせたいか」、子どもの変容を伝え
ながら成長を共有していく。

就学に向けての保護者の不安を受け止めて、職員間で共有する
とともに安心して過ごせるよう声を掛けていく。

子どもたちのがんばりやよさについて伝え、１年の成長の喜びが園と家
庭で共有できる場をもつ。

小学校へ必要な情報を知らせながら、相談できる機会や場につ
なげられるようにし、安心して就学を迎えられるようにする。

就学へ向けての心配や不安を受け止め、一人一人に配慮して進めていく
ようにする。年長になって意欲的に生活する姿を知らせ、子どもの成長を見

守ったり共に考えたりして、支えていく。
遊びや生活の中でのトラブルが成長につながることを伝え、様
子を伝えながら理解を得るようにする。 規則正しい生活を送れるように一人一人の家庭環境に配慮し、できる範

囲での生活リズムが整えられるようにする。

子ども同士相談したりしながら存分に遊ぶ場を保障する。

子どもが遊びを継続し、満足感や達成感を得られるように、場
所や時間、素材や道具などを十分に用意し、遊びを保障する。

遊びの楽しさや工夫を交流したり、お互いのよさを認め合った
りするために、遊びの振り返りの時間を保障する。

四季の変化や自然の美しさ、不思議さを感じられる体験や、好
奇心や探究心をもって関わりを広げられる環境をつくれるよう
にする。

就学児健診や体験入学会を通して、1年生と交流する場をもち、自分た
ちが体験してみたいことを考えながら、期待がもてるようにする。

子どもの興味や関心を引き出していけるような環境をつくって
いく。

　　※ 特にねらうものについては、★◆♥♥で表記　※   ☆「チャレンジ」→課題解決・自立心・協同性など

職職員員のの交交流流
他他

☆
援
助
の
ポ
イ
ン
ト

◯
環
境
の
構
成

☆目標をもって意欲的に取り組む姿を認め励まし、自信をもって
自分らしさを発揮できるようにする。

☆

１日の生活の流れを時計とともに表示し、活動の見通しがもて
るようにする。

共通の目的に向かって試行錯誤しながら実現に向かう場面を大
切にし、それぞれの持ち味を発揮し、お互いによさを認め合う
ことができるような言葉掛けをする。

友達と様々な体験を重ねる中で、相手の気持ちに共感したり、自分の気
持ちを調整したりできるよう必要に応じて援助する。

子どもと一緒に園生活を振り返りながら、５歳児としての役割をやり遂
げた達成感や自他の成長への喜びを共有し、自信をもって行動できるよ
うにしていく。

年長になった喜びを受け止め、落ち着いて生活できるよう、一
人一人に丁寧に関わり、信頼関係を築いていく。

お互いの思いやイメージを出し合いながらよりよい方法で遊び
を展開できるように、考えを受け止めて言葉にしたり視覚化し
たりしながら、考えを引き出す援助をする。

おゆうぎ会に向けて考えを出し合ったり、工夫したりしながら
やり遂げる達成感を味わうことができるようにする。

友達と協力したり競い合ったりして活動する中で、繰り返し挑
戦したり試したりしようとしている姿を丁寧に読み取り、認め
たり紹介したりする。

一人一人の興味・関心に応じた絵本との出会いを大切にし、絵
本に親しむ環境を工夫する。

主主なな行行事事

学学

びび

にに

向向

かか

うう

力力

・・

人人

間間

性性

等等

年長児になった喜びを感じ、自分でできることをしようとした
り、自分たちで進めようとする。

体を動かす遊びに繰り返し挑戦し、できるようになった達成感
を味わい、様々な運動に挑戦しようとする。

友達と共通の目的に向かって、自分たちで役割を分担したり
ルールを決めたりしながら、協力してやり遂げようとする。

◇◇
知知
的的
好好
奇奇
心心
のの
醸醸
成成
　　
☆☆
チチ
ャャ

レレ
ンン
ジジ
　　
  
♡♡
自自
己己
肯肯
定定
感感
のの
育育
成成

自分の言いたいことを分かるように話すとともに、友達の話す
ことにも興味をもち、よく聞く。

絵本や物語などに親しみ、興味や関心をもち、想像する楽しさ
を味わう。

絵本や物語、紙芝居、言葉の楽しさや美しさに気付き、言葉を
豊かにする。

遊びや生活の中で必要なことや伝えたいことを絵や記号、言葉
や文字などを使って表すよさに気付く。

自分の気持ちを相手に分かるように言葉で伝える。
保育士等や友達の話を注意して聞き、内容を理解しようとす
る。

困ったことを友達や保育士等に自分から話したり、お願いしたいことを
伝えたりして、自分たちで解決しようとする。

友達や年下の子どもに思いやりの気持ちをもって優しく関わ
り、親しみをもつ。

年下の子どもや小学生、地域の人とふれあいを通して親しみを
もち、関わる楽しさを感じるようにする。

自分の生活に関係の深い情報や地域の人に関心をもち、遊びや
生活に取り入れて楽しむ。

カルタ大会やお茶会、ひな人形鑑賞など、地域の伝統的な行事にふれ、
地域の人々や文化に親しみをもつ。

思思

考考

力力

・・

判判

断断

力力

・・

表表

現現

力力

のの

基基

礎礎

身近な草花や野菜、虫などの自然物に興味や関心を広げ、名前
や世話の仕方を考えたり調べたりする。

収穫物や動植物の数を数えたり、大きさや重さを比べたりしな
がら、言葉の意味を実感する。

自然物など様々な環境を使って遊びを楽しみ、素材の感触や物
の特性に気付いたり、調べたりして探究する。

身近な事象や自然の変化に興味や関心をもち、発見したことや不思議に
思ったことなどを友達と一緒に試したり、工夫したりすることを楽し
む。

遊びや生活の中で、気付いたことや感想、想像したことを友達
と伝え合うことを楽しむ。

友達との関わりの中で、異なる考えや相手の気持ちに気付き、
言葉で伝えたり、考えたりする。

ごっこ遊びや劇遊びなどで友達とイメージを伝え合い、共有し
ながら表現する喜びを味わう。

園生活で経験したことを振り返り、身近な人々と心を通わせて、成長し
た喜びを味わったり感謝の気持ちをもって、言葉で伝え合う。

知知
識識
及及
びび
技技
能能

のの
基基
礎礎

絵本や物語の展開に興味をもち、友達と一緒に楽しんで聞く。 絵本や物語などで見たり、聞いたりしたことを自分の経験と結び付けな
がら、言葉を広げることを楽しむ。

遊びや生活で必要な文字に興味をもち、読んだり書いたりする。

自分や友達のよさが分かり、認認めめ合合っったたりり受受けけ入入れれ合合っっ
たたりりししななががらら、、協協力力ししてて遊びを進める楽しさやややりり遂遂げげ
るる満満足足感感を味わう。

ねね
らら
いい

年長としての意意欲欲とと自自信信ををももっってて、、自自分分のの力力をを十十
分分にに発発揮揮しながら安心して生活する。

友達と思思いいをを伝伝ええ合合いいななががらら一一緒緒にに遊びや生活を
進めていく中で仲間意識を高める。

友達と一緒に考えたり、話し合ったり、折折りり合合いい
をを付付けけたたりりししななががらら共共通通のの目目的的にに向向かかっってて遊びや
生活を進める楽しさを味わう。
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期期 55歳歳児児　　第第１１期期 ５５歳歳児児　　第第２２期期 ５５歳歳児児　　第第３３期期 ５５歳歳児児　　第第４４期期

88 99 1100 1111 1122 11 22

令和６年度　花岡小学校区　架け橋期のカリキュラム全体計画（5歳児4月〜3月）

月月 44 55 66 77

おおははななししををききききたたいいななああ（（◆◆♡♡））
・・保保育育所所ででのの読読みみ聞聞かかせせをを聞聞くく・・おおははななししののももりり（（月月１１））

・・花花矢矢図図書書館館でで本本をを借借りりるる

ははるるととななかかよよしし（（◆◆★★♡♡））
散散歩歩（（おお花花見見・・ここごごみみ・・わわららびび・・アアカカシシアア・・ミミズズ））

畑畑作作りり（（耕耕すす・・ううねね作作りり・・野野菜菜のの種種・・苗苗植植ええ））

小
学
校
区
で
目
指
す
子
ど
も
の
姿

共
通
し
て
充
実
を
目
指
す
活
動
・
体
験

架架けけ橋橋期期にに期期待待すするる子子どどもものの姿姿

大大 館館 市市 周周囲囲のの人人々々やや環環境境とと主主体体的的にに関関わわりり、、学学ぶぶ喜喜びびやや楽楽ししささをを実実感感ししななががらら仲仲間間とと共共にに育育ちち合合うう子子どどもも

花花岡岡小小学学校校区区 ゆゆっっくくりり たたっっぷぷりり じじっっくくりり 関関わわりりとと学学びびをを広広げげるる子子どどもも

〈〈 わわくくわわくく どどききどどきき ややっっててみみよようう 〉〉
ああききととななかかよよしし（（◆◆★★♡♡））

収収穫穫（（ささつつままいいもも、、大大根根葉葉））・・焼焼いいももパパーーテティィーー

散散歩歩（（くくるるみみ、、松松ぼぼっっくくりり、、どどんんぐぐりり、、ととちちののみみ、、

ぎぎんんななんん、、くくりりななどど））

雨雨、、風風、、息息のの白白ささ、、気気温温、、感感触触、、食食感感

・季節の収穫物を知る。

・自然の魅力や不思議に気付き言葉で伝える。

・食べることを楽しむ。

・感謝の気持ちをもつ。

ふふゆゆととななかかよよしし（（◆◆☆☆♡♡））
・・雪雪遊遊びび ・・氷氷遊遊びび・・タタオオルル凍凍ららせせ体体験験

・・探探検検 ・・春春探探しし

・発見をみんなで伝え合い共有する。

・不思議な現象を繰り返し試す。

・気付きから予想して確かめるなど探究や

試行錯誤につなげる。

むむかかししああそそびびををたたののししももうう（（◆◆♡♡））
・・花花岡岡ふふるるささととカカルルタタ

・郷土の歴史に触れ、関心をもつ。

・五七五のリズムを楽しむ。

・カルタの読み手、取り手の役割を楽しむ。

・1年生とカルタ大会を楽しむ。

季季節節のの変変化化をを五五感感でで感感じじるる

就学時健診 おゆうぎ会

焼き芋交流会

秋の遠足

花岡地区文化祭

豆まき 卒園式

お別れ会☆体験入学
☆カルタ大会

小学校市教研総合研への参加 教職員実践研究会 情報交流会

幼幼保保小小中中連連携携メメデディィアアココンントトロローールル週週間間

祖父母交流会
保育参観日

おたのしみ会食

ひなまつりお茶会

ととももだだちちとといいっっししょょににややっっててみみよようう（（◇◇★★♥♥）） ととももだだちちとといいっっししょょににややっっててみみよようう（（◇◇★★♥♥））

【【気気のの合合うう友友達達とと一一緒緒にに】】☆☆♥♥

・自分がやりたいことを見付ける。

・気の合う友達を誘って遊ぶ。

・思いがぶつかり合いながらも

自分たちで解決しようとする。

・身近な自然に興味や関心をもち調べたり名前を

覚えたりして言葉を広げる。

・感動や気付きを伝え合う。

・どんな野菜や花を植えるか相談して決める。

・水やりや世話をする。

なつとなかよし（（◆◆★★♡♡））
・・水水・・砂砂・・土土・・泥泥遊遊びび ・・泡泡遊遊びび

・・草草花花・・色色水水遊遊びび ・・虫虫捕捕りり

・・探探検検ごごっっここ ・・秋秋探探しし

【【年年長長ににななっったた喜喜びび】】☆☆♥♥

・年長としての役割を分担し

て入園式のお祝いの言葉を

みんなで考え発表する。

・年下の子の世話をする。

【【全全身身をを使使っったた遊遊びび】】★★◇◇

・水・砂・土の感触を味わい、気付いたこと

や感じたことを伝え合う。

・友達の遊びに刺激を受け、真似し合ったり

挑戦したりする。

・自分のめあてを立て繰り返し楽しむ。

（かけっこ・プール遊びなど）

【【地地域域のの人人とといいっっししょょにに】】♥♥

・進んで挨拶をする。

・人と関わる楽しさを味わう。

・地域のゴミ拾いをする。

・笹飾りを届ける。

・高齢者施設を訪問する。

おおははななししととななかかよよしし（（◆◆♡♡））
・・保保育育所所ででのの読読みみ聞聞かかせせをを聞聞くく・・おおははななししののももりり（（月月１１））

・・花花矢矢図図書書館館でで本本をを借借りりるる。。

・絵本や物語などに親しみ興味をもって、聞いたり想像したりする。

・好きな場面や想像したことを遊びに取り入れる。

全全身身でで自自然然をを感感じじ取取るる体体験験

入園・進級式

読み聞かせスペシャル

保育参観 親子遠足

☆花岡小学校運動会

地域交流ゴミ拾い

石田ローズガーデン見学

☆七夕交流

☆花岡小学校チャレンジ活動

りんご狩り

☆運動会

☆夏祭り

川遊び交流会

花岡小学校職員夏季保育参観花岡小学校授業参観

クリスマス会

いいききももののととななかかよよしし（（◆◆☆☆♥♥））
カカナナヘヘビビ、、トトカカゲゲ、、ザザリリガガニニ、、メメダダカカ

カカエエルル、、ササンンシショョウウウウオオ、、カカタタツツムムリリ、、

トトンンボボ、、カカブブトトムムシシ、、ククワワガガタタムムシシ

・生き物探しをする。

・どうしたら過ごしやすいか何を食べるか

調べて世話をする。

・命の大切さに気付く。

・季節の変化に気付く。

・発見した物に興味をもち調べたり試したり

言葉で表現したりする。

・遊びに必要な物を考えて準備する。

・遊びに必要な物を作る。

いいききももののととななかかよよしし（（◆◆☆☆♡♡））
カカナナヘヘビビ、、トトカカゲゲ、、ザザリリガガニニ、、メメダダカカ

カカタタツツムムリリ、、

・命あるものを大切にする。

（エサ探し・とった場所を再現してみる）

・冬眠の仕方を図鑑で調べたり考えたりする。

【【運運動動会会ごごっっここ・・ルルーールルののああるる遊遊びび】】★★♥♥

・子どもたちなりのルールをつくり試して

みる。

・競い合う楽しさを味わい、協力したり応

援し合う。

・目標を決めて記録に繰り返し挑戦する。

【【年年下下のの子子とといいっっししょょにに】】♥♥

・一緒に遊べるように工夫する。

・自分の成長に気付き年下の子

に教えてあげようとする。

・どんな言葉で伝えたらよいか

考えて接する。

【【おお別別れれ会会・・卒卒園園式式】】◇◇★★💛💛💛💛
・お別れ会や卒園式に向けて協力し

ながら進める。

・お世話になった人に感謝やお礼の

気持ちを言葉や歌で伝える。

・卒園記念のプレゼントを製作する。

・自分の成長を感じ小学校に入学す

る喜びや期待をもつ。

・読み聞かせごっこ、劇ごっこをする。

・お気に入りのお話の様子を絵に表す。（花岡地区文化祭絵出品）

ハロウィン

ももじじややかかずずととななかかよよしし（（◆◆♡♡））
・・自自分分でで好好ききなな絵絵本本をを見見るる・・地地域域のの人人にに招招待待状状やや手手紙紙をを書書くく

・・七七夕夕のの短短冊冊をを書書くく・・虫虫やや木木のの実実ななどど身身近近なな物物をを数数ええるる

・絵本を一人でじっくり見たり、友達と一緒に見たり読んであげたりする。

・文字や数に関心をもち、進んで遊びに使おうとする。

・遊びの中で数えたり、重さを比べたりする。・数え歌や言葉遊びを楽しむ。

【【劇劇ごごっっここ】】◇◇★★♥♥

・お話のイメージを伝え合い、発表

の内容を話し合う。

・セリフを考え試す。

・必要な小道具を考え作る。

・素材や道具の使い方を試行錯誤し、

友達に教えたり協力したりして表現

することを楽しむ。

花岡小学校区
花岡小学校

花岡保育所

＜共通の視点＞

◇知的好奇心

☆チャレンジ

♡自己肯定感

・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

　 　 　

☆ ☆

☆
☆ ☆ ☆ ☆

○ 〇

○ ○
〇

〇

・ ・ ・ ・

・ ・ ・

・

・ ・

・

令和６年度　花岡小学校区　架け橋期のカリキュラム全体計画（1年生4月〜3月）

友達と一緒に活動する中で、お互いを理解し、共に過ごす喜びや楽しさ
を味わう。

9955 88

学校生活に慣れ、一日の過ごし方について見通しをもって行動する。

・

自分の考えなどを分かりやすく話そうとしたり、自分の考えと比べなが
ら相手の話を聞いたりする。

ねね
らら
いい

入学の喜びを感じ、友達や上級生、先生と関わる中で、
様様々々なな環環境境やや新新ししいい学学習習にに興興味味ををももちち、、安安心心ししてて楽楽ししくく
生生活活すするる。。

小学校の生活や学習に見見通通ししををももっってて取取りり組組みみ、、共共にに活活
動動すするる楽楽ししささをを友友達達とと共共有有しし、、意欲的に活動や学習に取
り組む。

たくさんの友達との関わりの中で、相相手手のの思思いいやや願願いいをを
感感じじななががらら自自分分のの思思いいをを表表現現しし、、主主体体的的にに活動や学習に
取り組む。

自自分分やや友友達達のの成成長長にに気気付付きき、、互互いいにに認認めめ合合いい、、相相手手のの気気持持ちち
をを尊尊重重ししななががらら、、自自信信ををももっってて活動や学習に取り組む。

期期 小小学学校校１１年年　　第第１１期期 小小学学校校１１年年　　第第２２期期 小小学学校校１１年年　　第第４４期期

66 77 11月月

小小学学校校１１年年　　第第３３期期

2244 1100 1111 1122 33

思思
考考
力力
・・

判判
断断
力力
・・

表表
現現
力力
のの
基基
礎礎

学び合いの約束を身に付け、自分の思いを表現したり友達と伝え合った
りする。

経験したことや身に付けたことを活用したり友達の見方や考え方に触れ
たりしながら課題を解決していく。

互いに意見を交わし合いながら考え方を整理し、話合いを通して皆で課題を解
決していく。

自分の考えなどを分かりやすく話そうとしたり、相手の話を聞いて、感想や質
問を伝えたりしながら、話合いを進める。

知知
識識
及及
びび
技技
能能

のの
基基
礎礎

友達のよいところを認めたり、困っている友達に進んで声をかけたりしなが
ら、思いやりをもって生活したりする。

お話の世界を想像したり、友達と楽しさを共有したりしながら本に親し
み、言葉を広げていく。

文字や数字、言葉に親しみ、読んだり書いたり使ったりする。 文字等を通して新しい知識を得たり、友達とのやりとりの中で様々な考
えがあることに気付いたりする。

身近なことを表す語句の量を増し、話や文章で使い、語彙を豊かにする。

？（疑問）や！（驚き）を出し合いながら、課題を見付けていく。

自分の伝えたい目的や相手に応じて、言葉や方法を選んで伝える。

主主なな行行事事

学学
びび
にに
向向
かか
うう
力力
・・

人人
間間
性性
等等

友達と目的を共有し、互いの思いや考えを伝え合いながら活動する中
で、連帯感や所属感を深める。

◇◇
知知
的的
好好
奇奇
心心
のの
醸醸
成成
  

☆☆
チチ
ャャ
レレ
ンン
ジジ
  

♡♡
自自
己己
肯肯
定定
感感
のの
育育
成成

　　※ 特にねらうものについては、◆★♥で表記　　※「☆チャレンジ」→課題解決力、自立心、協同性　など

友達の頑張りを認めるとともに、自分の成長も感じながら、次に向かって前向
きに行動しようとする。

学校を支えている方々や地域の方などいろいろな人と関わることを楽し
み、地域への親しみを深める。

学校を支えている方々や地域の方など、いろいろな人との関わりを通して、感
謝の気持ちをもち、伝えようとする。

相手の気持ちを考えたり自分の行動を振り返ったりして楽しく生活しよ
うとする。

活動や日常生活を通して、学校を支えている方々や地域の方々の存在を
知り、親しみをもって関わろうとする。

これまでの経験を生かしながら新しい学習に取り組み、興味や関心をも
ちながら学ぶ中で、約束やルール、マナーの必要性に気付き、身の回り
のことを自分でやろうとする。

学校生活のリズムが身に付き、活動に見通しをもって準備したり約束や
ルールを守って行動したりする。

これまでの学びとのつながりを感じながら、新しい環境の中で気付いた
り発見したりしたことを伝え合ったり、自分の中に取り込んだりする。

新しく出会う先生や友達と一緒に活動する楽しさを感じながら進んで関
わろうとする。

職職員員のの交交流流  他他

☆
援
助
の
ポ
イ
ン
ト

◯
環
境
の
構
成

☆ 入学した喜びを共有し、意欲的に取り組もうとする姿を認め励ました
り、児童の話を共感しながら聞いたりして、温かな安心できる環境や分
かりやすい学習環境を整える。

生活科を中心とした合科的・関連的な指導を行ったり弾力的に時間割を
工夫したりする。

幼児期の学びとのつながりを考慮し、幼児期に親しんだ活動を取り入
れ、自信をもって活動できるようにする。

これまでの経験を生かしながらやってみよう・考えてみようとする姿を認め、子どもの主体的な取組を支える。

試行錯誤や繰り返しの活動を保障し、具体的な体験を通して伝え合ったり 交流したりする中で、お互いのよさやそれぞれの気付きを共鳴させるように
する。

児童の気付きやつぶやきを価値付けながら、自信をもって活動できるよう 、安心感や信頼関係を大事にしながら声掛けしていく。

互いの良さに気付いたり、自分の成長を実感したりできるよう、学びの足跡や児童の作品の掲示の仕方を工夫する。

これまでの経験を生かし、考えたり、話し合ったり、提案したりしながら、自
分たちで課題を乗り越えようとする姿を認め、任せ切るよう心がける。

学習発表会などの取組を通して、自分たちで考えたり、相談したりして
行動している姿を価値付けし、意欲を高める。

カルタ大会、体験入学、６年生を送る会など、自分にできることを考え、精一
杯やり切ろうとしている姿を認め、意欲を高める。

運動会などの取組を通して、頑張っている姿や友達と協力している姿を
価値付けし、意欲を高める。

これまでの取組への理解と協力に感謝し、児童の成長を具体的に伝え、喜びを
分かち合う。

児童に身に付いたことと、家庭支援が必要なことを整理して伝え、今後もあり
のままを認め、励ましてくれるようお願いする。

登下校や縦割り班活動、運動会、ふるさとキャリアの活動などへの取組
を通して、地域の方々や他学年との関係づくりをするとともに、様々な
人に支えられていることに気付けるようにする。

１年間の予定や１週間毎の具体的な予定を丁寧に伝え、保護者が見通し
をもてるようにする。

連絡帳や通信などで子どもの様子を伝え、保護者が安心できるようにす
るとともに、家庭でも話題にしたり褒めたりしてもらえるよう、様々な
情報を発信していく。

これまでの経験や、学んだことを生かしながらやってみよう・考えてみようとする姿を認め、ゆとりある計画や時間の保障の中で、子どもの主体的な取組を支える。

先の予定や時間を意識させたりする工夫をしながら、児童が自ら活動の見通しが持てるようにしていく。

１年間の協力に感謝し、次年度以降も理解と協力を得られるよう、信頼関係を
大切につないでいく。

規則正しい生活習慣づくりやメディアコントロール、読み聞かせや音読、 家庭学習など、継続する大切さを啓発していく。

学校行事や学年の活動、ＰＴＡ活動などのへの協力をお願いするとともに 、それらを通じて学校の教育活動を知り、教育理念等を理解していただ
くよう努める。

家
庭
と
の
連
携

学校の方針、１年生の目指す姿やスタートカリキュラム、重点施策等に
ついて伝え、理解を得る。

児童及び保護者の不安や疑問等に寄り添い、丁寧に説明したり、情報を
提供したりしながら、学校生活への理解を得る。

保護者の協力に感謝すると共に、子どもの頑張っていることやできるよ
うになったこと、課題になることを具体的に伝える。

行事やＰＴＡ等の機会を通じ、他児と共に成長していく姿を伝え、保護者 同士のつながりを築きながら「共育て」の風土を醸成していく。

幼保小連携推進会議 幼保小担任研修会

保育体験

市夏季研修会

小
学
校
区
で
目
指
す
子
ど
も
の
姿

共
通
し
て
充
実
を
目
指
す
活
動
・
体
験

架架けけ橋橋期期にに期期待待すするる子子どどもものの姿姿

大大 館館 市市 周周囲囲のの人人々々やや環環境境とと主主体体的的にに関関わわりり、、学学ぶぶ喜喜びびやや楽楽ししささをを実実感感ししななががらら仲仲間間とと共共にに育育ちち合合うう子子どどもも

花花岡岡小小学学校校区区 ゆゆっっくくりり たたっっぷぷりり じじっっくくりり 関関わわりりとと学学びびをを広広げげるる子子どどもも

就学前施設職員授業参観・情報交換会

本本をを通通ししてて言言葉葉やや想想像像のの世世界界をを広広げげよようう（（◆◆））
〈様々な本に触れ、想像を膨らませたり友達と面白さを共有したりしながら、文字に親しみ言葉を知っていく楽しさを味わう 〉

「おはなしたのしいな」「としょかんへいこう」（国） ・読み聞かせ（花矢図書館 ミラクルバナナ） ・読書タイム ・ことば検定

〈〈 勇勇気気・・つつななががりり・・チチャャレレンンジジ 〉〉
行行っっててみみよようう，，見見ててみみよようう（（◇◇★★♡♡））

〈校内外を探索しながら興味・関心を広げ、何度

も行ってみたり、聞いてみたりしながら、学校と

いう新しい環境について知っていく喜びを味わ

う。〉

・学校探検Ⅰ（生）

①「がっこうのことがしりたいな」

②「ともだちとがっこうをたんけんしよう」

・交通教室（特活）

「つうがくろをあるいてみよう」（生）

「がっこうだいすき」（道）

育育ててててみみよよううよよ①①（（◆◆☆☆））
〈あさがおの種を植えたり、畑で育てたい作

物を相談して植えたりし、生長を楽しみにし

ながら興味をもって世話をしようとする。〉

「たねをまこう」（生）「あさがお」（道）

・花いっぱい運動：学級花壇の植え付（生）

・育てて食べよう：学級園（生）

見見つつけけたたよよ，，ここれれななああにに（（◆◆☆☆♡♡））
〈友達ともっと知りたいことや不思議に思ったこ

と、やってみたいこと等の気付きを共有し、話し

合ったり、調べたり、分かったことを自分なりの

方法で表したりしながら学ぶ楽しさを味わう〉

・学校探検Ⅱ（生活科）

①「がっこうにいるひととなかよくなろう」

②「がっこうでみつけたことをつたえよう」

「みんなのこうえんであそぼう」（生）

「こんなものみつけたよ」（国）

～～レレッッツツ・・チチャャレレンンジジ 「「自自立立ししたた子子どどももをを育育ててるる」」～～

☆七夕交流会（保小）

入学式 学校探検

縦割り清掃班スタート 交通安全教室・下校指導

PTA授業参観・懇談会

☆運動会

夏休み

☆チャレンジ活動

終業式ことばとまなびの

小テスト

給食開始 終業式

修了式冬休み

☆学習発表会

大館市教育研究会

☆保育所運動会

☆体験入学

☆カルタ大会

（保小）

☆読み聞かせ会

（5歳児参加）

スキー教室

６年生を送る会

卒業式

春休み

育育ててててみみよよううよよ②②（（◆◆☆☆））
〈あさがおや畑の作物の生長に興味をもって

観察し、友達と伝え合ったり、お世話したり

しようとする。〉「せわをしよう」（生）

「おおきくなった」（国）

・花いっぱい運動：学級花壇の植え付（生）

・育てて食べよう：学級園（生）

食食べべててみみよようう・・遊遊んんででみみよようう（（◆◆☆☆））
〈収穫を体験し、植物の成長について知るとと

もに、つるリースを作ったり、ポップコーンを

食べたりしながら、実りの喜びを味合わう。〉

・あさがお：種とり、つるリース

・とうもろこし：ポップコーン （生、図）

・サツマイモ：つるリース、絵

雪雪でで遊遊ぼぼうう（（◆◆☆☆））
〈冬ならではの遊びを通して、不思

議さ、楽しさを存分に味わう。〉

「みんなでいっしょに」（図）

：雪だるま、雪像作りなど

「スキー遊び」（体）

「雪や氷で遊ぼう」（生）

自自分分たたちちでで進進めめててみみよようう（（◆◆★★♡♡））
〈 学び方を知り、覚えたことを使って相談したり考えたりしながら、自分たちで学びを進める楽しさを味わう〉

・チャレンジ授業（算）・ベーシック授業（全）

本本やや言言葉葉遊遊びびをを通通ししてて、、言言葉葉やや想想像像のの世世界界をを広広げげよようう（（◆◆））
〈様々な本や言葉遊びを通じて、想像を膨らませたり友達と面白さを共有したりしながら、言葉の世界を広げていく楽しさを味わう。 〉

「むかしばなしを読もう」「ことばを見つけよう」（国）・読み聞かせ（花矢図書館 ミラクルバナナ かぜ）・読書タイム・読書記録 カルタ大会・ことば検定

勉勉強強楽楽ししいいねね（（◆◆★★♡♡））
〈新しいことを知り、できるようになっていく楽しさを味わう〉

・チャレンジ授業（算）・ベーシック授業（全）

保小中連携メディアコントロール週間

教職員実践研究会 情報交換会

感感謝謝のの気気持持ちちでで編編（（☆☆♥♥））
〈入学してからの１年間を振り返り、自

分の頑張りや成長を感じるとともに、自

分を支えてくれた人に感謝し、その気持

ちを伝えたり、行動したりする〉

・６年生を送る会（特）

・卒業式（特）

「みんなみんなありがとう」（道）

一一日日体体験験入入学学編編（（★★♡♡））
〈相手を思い浮かべながら計画

し、５歳児に教えながら学校を

案内したり、説明したりする。〉

「新しい１年生をしょうたいしよ

う」（生）

・交流の計画・準備（生）

・贈り物づくり（図）

「やればできるんだ」（道）

おお仕仕事事発発見見編編（（☆☆♥♥））
〈日々の生活の中で、自分を支えて

くれている人の存在を感じ、自分で

できることを見付けてやってみよう

とする。〉

「じぶんでできるよ」（生）

「係や当番の仕事を見直そう（学）

「ありがとうがいっぱい」（道）

「これならできる」（道）

学学習習発発表表会会編編（（★★♡♡））
〈観に来てくれる相手を思い浮かべなが

ら、体を使って表現することの楽しさ

や、共に一つのことをつくり上げる喜び

を味わう。〉

「体つくりの運動遊び」（体）

「こえにだしてよもう」（国）

「みてみて、いっぱいつくたよ」（図）

「こぐまのらっぱ」（道・東書）

七七夕夕交交流流会会編編（（☆☆♥♥））
〈相手を思い浮かべながら計画

し、５歳児に教えながら飾りを

作ったり一緒に遊んだりする〉

・交流会の計画・準備（生）

「チョッキンパッでかざろう」

・５歳児と飾りづくり（図）

・七夕交流会～保育所にて～

全全校校チチャャレレンンジジ編編（（★★♡♡））
〈２・３年生に、相手意識をもち

ながら取り組む大切さを教わり、

共にやり遂げる喜びを味わう。〉

・低学年出店の計画、準備、運営

（生、国，図，道，特活）

「なかよくね」（道）

運運動動会会編編（（★★♡♡））
〈学校行事への参画意識の芽生えを大事

にし、精一杯走ったり、踊ったり、応援

したりしようとする。〉

「集団行動、走・跳の運動遊び」（体）

・よさこいソーラン（体）

・保育所５歳児との合同練習（体/生）

・選手宣誓、応援参加（特活）

レレッッツツチチャャレレンンジジ！！自自分分たたちちででででききるるよよ（（☆☆♥♥））
〈必要な係や当番の仕事を考え、でき

ることは進んでやってみようとする〉

・係活動，当番活動の話合い（特活）

・縦割り班掃除（特活）

「きもちのよいせいかつ」（道）

「あかるいあいさつ」（道）

「なんて いおうかな」（国）

一一緒緒にに遊遊ぼぼううよよ①①（（◇◇★★♡♡））
〈遊びを通して新しい友達とのつながりを築いたり、自分たちで相談したり工夫したりしながら、活動する楽しさを味わう〉

・体つくりの運動遊び（体）・うたっておどってなかよくなろう（音）・固定遊具で遊ぼう（体）・ ねんどとなかよし（図）・みずであそぼう（生）

一一緒緒にに遊遊ぼぼううよよ②②（（◇◇★★♡♡））
〈遊びを通して、同学年や異学年の友達とのつながりを築いたり、自分たちで相談したり工夫したりしながら、活動する楽しさを味わう。〉

「体つくりの運動遊び」（体）「どれみやがっきとなかよくなろう」（音）「固定遊具やボールで遊ぼう」（体）「みてさわって感じて」（図）・昔遊び（生）

＜共通の視点＞

◇知的好奇心

☆チャレンジ

♡自己肯定感

花岡小学校区
花岡小学校

花岡保育所

春春をを感感じじてて（（◆◆☆☆♡♡））
〈雪解けとともに春の芽吹きを感じ、次

年度への期待を抱く。〉

「いいこといっぱい一年生」（国）

「１年間をふりかえろう」（生）

「ありがとうわたしたちの教室」（生）

「こころのはなをさかせよう」（図）

21 22

令和６年度 花岡小学校区 架け橋期のカリキュラム全体計画 （5歳児 4月〜3月）
架け橋期に期待する子どもの姿
　大　館　市　　周囲の人々や環境と主体的に関わり、学ぶ喜びや楽しさを実感しながら仲間と共に育ち合う子ども
　花岡小学校区　ゆっくり　たっぷり　じっくり　関わりと学びを広げる子ども　　　　　　　　　　　　　

モデル地区版  架け橋期のカリキュラム全体計画 ５歳児～１年生
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令和６年度　花岡小学校区　架け橋期のカリキュラム全体計画（1年生4月〜3月）

友達と一緒に活動する中で、お互いを理解し、共に過ごす喜びや楽しさ
を味わう。

9955 88

学校生活に慣れ、一日の過ごし方について見通しをもって行動する。

・

自分の考えなどを分かりやすく話そうとしたり、自分の考えと比べなが
ら相手の話を聞いたりする。

ねね
らら
いい

入学の喜びを感じ、友達や上級生、先生と関わる中で、
様様々々なな環環境境やや新新ししいい学学習習にに興興味味ををももちち、、安安心心ししてて楽楽ししくく
生生活活すするる。。

小学校の生活や学習に見見通通ししををももっってて取取りり組組みみ、、共共にに活活
動動すするる楽楽ししささをを友友達達とと共共有有しし、、意欲的に活動や学習に取
り組む。

たくさんの友達との関わりの中で、相相手手のの思思いいやや願願いいをを
感感じじななががらら自自分分のの思思いいをを表表現現しし、、主主体体的的にに活動や学習に
取り組む。

自自分分やや友友達達のの成成長長にに気気付付きき、、互互いいにに認認めめ合合いい、、相相手手のの気気持持ちち
をを尊尊重重ししななががらら、、自自信信ををももっってて活動や学習に取り組む。

期期 小小学学校校１１年年　　第第１１期期 小小学学校校１１年年　　第第２２期期 小小学学校校１１年年　　第第４４期期

66 77 11月月

小小学学校校１１年年　　第第３３期期

2244 1100 1111 1122 33

思思
考考
力力
・・

判判
断断
力力
・・

表表
現現
力力
のの
基基
礎礎

学び合いの約束を身に付け、自分の思いを表現したり友達と伝え合った
りする。

経験したことや身に付けたことを活用したり友達の見方や考え方に触れ
たりしながら課題を解決していく。

互いに意見を交わし合いながら考え方を整理し、話合いを通して皆で課題を解
決していく。

自分の考えなどを分かりやすく話そうとしたり、相手の話を聞いて、感想や質
問を伝えたりしながら、話合いを進める。

知知
識識
及及
びび
技技
能能

のの
基基
礎礎

友達のよいところを認めたり、困っている友達に進んで声をかけたりしなが
ら、思いやりをもって生活したりする。

お話の世界を想像したり、友達と楽しさを共有したりしながら本に親し
み、言葉を広げていく。

文字や数字、言葉に親しみ、読んだり書いたり使ったりする。 文字等を通して新しい知識を得たり、友達とのやりとりの中で様々な考
えがあることに気付いたりする。

身近なことを表す語句の量を増し、話や文章で使い、語彙を豊かにする。

？（疑問）や！（驚き）を出し合いながら、課題を見付けていく。

自分の伝えたい目的や相手に応じて、言葉や方法を選んで伝える。

主主なな行行事事

学学
びび
にに
向向
かか
うう
力力
・・

人人
間間
性性
等等

友達と目的を共有し、互いの思いや考えを伝え合いながら活動する中
で、連帯感や所属感を深める。

◇◇
知知
的的
好好
奇奇
心心
のの
醸醸
成成
  

☆☆
チチ
ャャ
レレ
ンン
ジジ
  

♡♡
自自
己己
肯肯
定定
感感
のの
育育
成成

　　※ 特にねらうものについては、◆★♥で表記　　※「☆チャレンジ」→課題解決力、自立心、協同性　など

友達の頑張りを認めるとともに、自分の成長も感じながら、次に向かって前向
きに行動しようとする。

学校を支えている方々や地域の方などいろいろな人と関わることを楽し
み、地域への親しみを深める。

学校を支えている方々や地域の方など、いろいろな人との関わりを通して、感
謝の気持ちをもち、伝えようとする。

相手の気持ちを考えたり自分の行動を振り返ったりして楽しく生活しよ
うとする。

活動や日常生活を通して、学校を支えている方々や地域の方々の存在を
知り、親しみをもって関わろうとする。

これまでの経験を生かしながら新しい学習に取り組み、興味や関心をも
ちながら学ぶ中で、約束やルール、マナーの必要性に気付き、身の回り
のことを自分でやろうとする。

学校生活のリズムが身に付き、活動に見通しをもって準備したり約束や
ルールを守って行動したりする。

これまでの学びとのつながりを感じながら、新しい環境の中で気付いた
り発見したりしたことを伝え合ったり、自分の中に取り込んだりする。

新しく出会う先生や友達と一緒に活動する楽しさを感じながら進んで関
わろうとする。

職職員員のの交交流流  他他

☆
援
助
の
ポ
イ
ン
ト

◯
環
境
の
構
成

☆ 入学した喜びを共有し、意欲的に取り組もうとする姿を認め励ました
り、児童の話を共感しながら聞いたりして、温かな安心できる環境や分
かりやすい学習環境を整える。

生活科を中心とした合科的・関連的な指導を行ったり弾力的に時間割を
工夫したりする。

幼児期の学びとのつながりを考慮し、幼児期に親しんだ活動を取り入
れ、自信をもって活動できるようにする。

これまでの経験を生かしながらやってみよう・考えてみようとする姿を認め、子どもの主体的な取組を支える。

試行錯誤や繰り返しの活動を保障し、具体的な体験を通して伝え合ったり 交流したりする中で、お互いのよさやそれぞれの気付きを共鳴させるように
する。

児童の気付きやつぶやきを価値付けながら、自信をもって活動できるよう 、安心感や信頼関係を大事にしながら声掛けしていく。

互いの良さに気付いたり、自分の成長を実感したりできるよう、学びの足跡や児童の作品の掲示の仕方を工夫する。

これまでの経験を生かし、考えたり、話し合ったり、提案したりしながら、自
分たちで課題を乗り越えようとする姿を認め、任せ切るよう心がける。

学習発表会などの取組を通して、自分たちで考えたり、相談したりして
行動している姿を価値付けし、意欲を高める。

カルタ大会、体験入学、６年生を送る会など、自分にできることを考え、精一
杯やり切ろうとしている姿を認め、意欲を高める。

運動会などの取組を通して、頑張っている姿や友達と協力している姿を
価値付けし、意欲を高める。

これまでの取組への理解と協力に感謝し、児童の成長を具体的に伝え、喜びを
分かち合う。

児童に身に付いたことと、家庭支援が必要なことを整理して伝え、今後もあり
のままを認め、励ましてくれるようお願いする。

登下校や縦割り班活動、運動会、ふるさとキャリアの活動などへの取組
を通して、地域の方々や他学年との関係づくりをするとともに、様々な
人に支えられていることに気付けるようにする。

１年間の予定や１週間毎の具体的な予定を丁寧に伝え、保護者が見通し
をもてるようにする。

連絡帳や通信などで子どもの様子を伝え、保護者が安心できるようにす
るとともに、家庭でも話題にしたり褒めたりしてもらえるよう、様々な
情報を発信していく。

これまでの経験や、学んだことを生かしながらやってみよう・考えてみようとする姿を認め、ゆとりある計画や時間の保障の中で、子どもの主体的な取組を支える。

先の予定や時間を意識させたりする工夫をしながら、児童が自ら活動の見通しが持てるようにしていく。

１年間の協力に感謝し、次年度以降も理解と協力を得られるよう、信頼関係を
大切につないでいく。

規則正しい生活習慣づくりやメディアコントロール、読み聞かせや音読、 家庭学習など、継続する大切さを啓発していく。

学校行事や学年の活動、ＰＴＡ活動などのへの協力をお願いするとともに 、それらを通じて学校の教育活動を知り、教育理念等を理解していただ
くよう努める。

家
庭
と
の
連
携

学校の方針、１年生の目指す姿やスタートカリキュラム、重点施策等に
ついて伝え、理解を得る。

児童及び保護者の不安や疑問等に寄り添い、丁寧に説明したり、情報を
提供したりしながら、学校生活への理解を得る。

保護者の協力に感謝すると共に、子どもの頑張っていることやできるよ
うになったこと、課題になることを具体的に伝える。

行事やＰＴＡ等の機会を通じ、他児と共に成長していく姿を伝え、保護者 同士のつながりを築きながら「共育て」の風土を醸成していく。

幼保小連携推進会議 幼保小担任研修会

保育体験

市夏季研修会

小
学
校
区
で
目
指
す
子
ど
も
の
姿

共
通
し
て
充
実
を
目
指
す
活
動
・
体
験

架架けけ橋橋期期にに期期待待すするる子子どどもものの姿姿

大大 館館 市市 周周囲囲のの人人々々やや環環境境とと主主体体的的にに関関わわりり、、学学ぶぶ喜喜びびやや楽楽ししささをを実実感感ししななががらら仲仲間間とと共共にに育育ちち合合うう子子どどもも

花花岡岡小小学学校校区区 ゆゆっっくくりり たたっっぷぷりり じじっっくくりり 関関わわりりとと学学びびをを広広げげるる子子どどもも

就学前施設職員授業参観・情報交換会

本本をを通通ししてて言言葉葉やや想想像像のの世世界界をを広広げげよようう（（◆◆））
〈様々な本に触れ、想像を膨らませたり友達と面白さを共有したりしながら、文字に親しみ言葉を知っていく楽しさを味わう 〉

「おはなしたのしいな」「としょかんへいこう」（国） ・読み聞かせ（花矢図書館 ミラクルバナナ） ・読書タイム ・ことば検定

〈〈 勇勇気気・・つつななががりり・・チチャャレレンンジジ 〉〉
行行っっててみみよようう，，見見ててみみよようう（（◇◇★★♡♡））

〈校内外を探索しながら興味・関心を広げ、何度

も行ってみたり、聞いてみたりしながら、学校と

いう新しい環境について知っていく喜びを味わ

う。〉

・学校探検Ⅰ（生）

①「がっこうのことがしりたいな」

②「ともだちとがっこうをたんけんしよう」

・交通教室（特活）

「つうがくろをあるいてみよう」（生）

「がっこうだいすき」（道）

育育ててててみみよよううよよ①①（（◆◆☆☆））
〈あさがおの種を植えたり、畑で育てたい作

物を相談して植えたりし、生長を楽しみにし

ながら興味をもって世話をしようとする。〉

「たねをまこう」（生）「あさがお」（道）

・花いっぱい運動：学級花壇の植え付（生）

・育てて食べよう：学級園（生）

見見つつけけたたよよ，，ここれれななああにに（（◆◆☆☆♡♡））
〈友達ともっと知りたいことや不思議に思ったこ

と、やってみたいこと等の気付きを共有し、話し

合ったり、調べたり、分かったことを自分なりの

方法で表したりしながら学ぶ楽しさを味わう〉

・学校探検Ⅱ（生活科）

①「がっこうにいるひととなかよくなろう」

②「がっこうでみつけたことをつたえよう」

「みんなのこうえんであそぼう」（生）

「こんなものみつけたよ」（国）

～～レレッッツツ・・チチャャレレンンジジ 「「自自立立ししたた子子どどももをを育育ててるる」」～～

☆七夕交流会（保小）

入学式 学校探検

縦割り清掃班スタート 交通安全教室・下校指導

PTA授業参観・懇談会

☆運動会

夏休み

☆チャレンジ活動

終業式ことばとまなびの

小テスト

給食開始 終業式

修了式冬休み

☆学習発表会

大館市教育研究会

☆保育所運動会

☆体験入学

☆カルタ大会

（保小）

☆読み聞かせ会

（5歳児参加）

スキー教室

６年生を送る会

卒業式

春休み

育育ててててみみよよううよよ②②（（◆◆☆☆））
〈あさがおや畑の作物の生長に興味をもって

観察し、友達と伝え合ったり、お世話したり

しようとする。〉「せわをしよう」（生）

「おおきくなった」（国）

・花いっぱい運動：学級花壇の植え付（生）

・育てて食べよう：学級園（生）

食食べべててみみよようう・・遊遊んんででみみよようう（（◆◆☆☆））
〈収穫を体験し、植物の成長について知るとと

もに、つるリースを作ったり、ポップコーンを

食べたりしながら、実りの喜びを味合わう。〉

・あさがお：種とり、つるリース

・とうもろこし：ポップコーン （生、図）

・サツマイモ：つるリース、絵

雪雪でで遊遊ぼぼうう（（◆◆☆☆））
〈冬ならではの遊びを通して、不思

議さ、楽しさを存分に味わう。〉

「みんなでいっしょに」（図）

：雪だるま、雪像作りなど

「スキー遊び」（体）

「雪や氷で遊ぼう」（生）

自自分分たたちちでで進進めめててみみよようう（（◆◆★★♡♡））
〈 学び方を知り、覚えたことを使って相談したり考えたりしながら、自分たちで学びを進める楽しさを味わう〉

・チャレンジ授業（算）・ベーシック授業（全）

本本やや言言葉葉遊遊びびをを通通ししてて、、言言葉葉やや想想像像のの世世界界をを広広げげよようう（（◆◆））
〈様々な本や言葉遊びを通じて、想像を膨らませたり友達と面白さを共有したりしながら、言葉の世界を広げていく楽しさを味わう。 〉

「むかしばなしを読もう」「ことばを見つけよう」（国）・読み聞かせ（花矢図書館 ミラクルバナナ かぜ）・読書タイム・読書記録 カルタ大会・ことば検定

勉勉強強楽楽ししいいねね（（◆◆★★♡♡））
〈新しいことを知り、できるようになっていく楽しさを味わう〉

・チャレンジ授業（算）・ベーシック授業（全）

保小中連携メディアコントロール週間

教職員実践研究会 情報交換会

感感謝謝のの気気持持ちちでで編編（（☆☆♥♥））
〈入学してからの１年間を振り返り、自

分の頑張りや成長を感じるとともに、自

分を支えてくれた人に感謝し、その気持

ちを伝えたり、行動したりする〉

・６年生を送る会（特）

・卒業式（特）

「みんなみんなありがとう」（道）

一一日日体体験験入入学学編編（（★★♡♡））
〈相手を思い浮かべながら計画

し、５歳児に教えながら学校を

案内したり、説明したりする。〉

「新しい１年生をしょうたいしよ

う」（生）

・交流の計画・準備（生）

・贈り物づくり（図）

「やればできるんだ」（道）

おお仕仕事事発発見見編編（（☆☆♥♥））
〈日々の生活の中で、自分を支えて

くれている人の存在を感じ、自分で

できることを見付けてやってみよう

とする。〉

「じぶんでできるよ」（生）

「係や当番の仕事を見直そう（学）

「ありがとうがいっぱい」（道）

「これならできる」（道）

学学習習発発表表会会編編（（★★♡♡））
〈観に来てくれる相手を思い浮かべなが

ら、体を使って表現することの楽しさ

や、共に一つのことをつくり上げる喜び

を味わう。〉

「体つくりの運動遊び」（体）

「こえにだしてよもう」（国）

「みてみて、いっぱいつくたよ」（図）

「こぐまのらっぱ」（道・東書）

七七夕夕交交流流会会編編（（☆☆♥♥））
〈相手を思い浮かべながら計画

し、５歳児に教えながら飾りを

作ったり一緒に遊んだりする〉

・交流会の計画・準備（生）

「チョッキンパッでかざろう」

・５歳児と飾りづくり（図）

・七夕交流会～保育所にて～

全全校校チチャャレレンンジジ編編（（★★♡♡））
〈２・３年生に、相手意識をもち

ながら取り組む大切さを教わり、

共にやり遂げる喜びを味わう。〉

・低学年出店の計画、準備、運営

（生、国，図，道，特活）

「なかよくね」（道）

運運動動会会編編（（★★♡♡））
〈学校行事への参画意識の芽生えを大事

にし、精一杯走ったり、踊ったり、応援

したりしようとする。〉

「集団行動、走・跳の運動遊び」（体）

・よさこいソーラン（体）

・保育所５歳児との合同練習（体/生）

・選手宣誓、応援参加（特活）

レレッッツツチチャャレレンンジジ！！自自分分たたちちででででききるるよよ（（☆☆♥♥））
〈必要な係や当番の仕事を考え、でき

ることは進んでやってみようとする〉

・係活動，当番活動の話合い（特活）

・縦割り班掃除（特活）

「きもちのよいせいかつ」（道）

「あかるいあいさつ」（道）

「なんて いおうかな」（国）

一一緒緒にに遊遊ぼぼううよよ①①（（◇◇★★♡♡））
〈遊びを通して新しい友達とのつながりを築いたり、自分たちで相談したり工夫したりしながら、活動する楽しさを味わう〉

・体つくりの運動遊び（体）・うたっておどってなかよくなろう（音）・固定遊具で遊ぼう（体）・ ねんどとなかよし（図）・みずであそぼう（生）

一一緒緒にに遊遊ぼぼううよよ②②（（◇◇★★♡♡））
〈遊びを通して、同学年や異学年の友達とのつながりを築いたり、自分たちで相談したり工夫したりしながら、活動する楽しさを味わう。〉

「体つくりの運動遊び」（体）「どれみやがっきとなかよくなろう」（音）「固定遊具やボールで遊ぼう」（体）「みてさわって感じて」（図）・昔遊び（生）

＜共通の視点＞

◇知的好奇心

☆チャレンジ

♡自己肯定感

花岡小学校区
花岡小学校

花岡保育所

春春をを感感じじてて（（◆◆☆☆♡♡））
〈雪解けとともに春の芽吹きを感じ、次

年度への期待を抱く。〉

「いいこといっぱい一年生」（国）

「１年間をふりかえろう」（生）

「ありがとうわたしたちの教室」（生）

「こころのはなをさかせよう」（図）

・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

　 　 　

☆ ☆

☆
☆ ☆ ☆ ☆

○ 〇

○ ○
〇

〇

・ ・ ・ ・

・ ・ ・

・

・ ・

・

令和６年度　花岡小学校区　架け橋期のカリキュラム全体計画（1年生4月〜3月）

友達と一緒に活動する中で、お互いを理解し、共に過ごす喜びや楽しさ
を味わう。

9955 88

学校生活に慣れ、一日の過ごし方について見通しをもって行動する。

・

自分の考えなどを分かりやすく話そうとしたり、自分の考えと比べなが
ら相手の話を聞いたりする。

ねね
らら
いい

入学の喜びを感じ、友達や上級生、先生と関わる中で、
様様々々なな環環境境やや新新ししいい学学習習にに興興味味ををももちち、、安安心心ししてて楽楽ししくく
生生活活すするる。。

小学校の生活や学習に見見通通ししををももっってて取取りり組組みみ、、共共にに活活
動動すするる楽楽ししささをを友友達達とと共共有有しし、、意欲的に活動や学習に取
り組む。

たくさんの友達との関わりの中で、相相手手のの思思いいやや願願いいをを
感感じじななががらら自自分分のの思思いいをを表表現現しし、、主主体体的的にに活動や学習に
取り組む。

自自分分やや友友達達のの成成長長にに気気付付きき、、互互いいにに認認めめ合合いい、、相相手手のの気気持持ちち
をを尊尊重重ししななががらら、、自自信信ををももっってて活動や学習に取り組む。

期期 小小学学校校１１年年　　第第１１期期 小小学学校校１１年年　　第第２２期期 小小学学校校１１年年　　第第４４期期

66 77 11月月

小小学学校校１１年年　　第第３３期期

2244 1100 1111 1122 33

思思
考考
力力
・・

判判
断断
力力
・・

表表
現現
力力
のの
基基
礎礎

学び合いの約束を身に付け、自分の思いを表現したり友達と伝え合った
りする。

経験したことや身に付けたことを活用したり友達の見方や考え方に触れ
たりしながら課題を解決していく。

互いに意見を交わし合いながら考え方を整理し、話合いを通して皆で課題を解
決していく。

自分の考えなどを分かりやすく話そうとしたり、相手の話を聞いて、感想や質
問を伝えたりしながら、話合いを進める。

知知
識識
及及
びび
技技
能能

のの
基基
礎礎

友達のよいところを認めたり、困っている友達に進んで声をかけたりしなが
ら、思いやりをもって生活したりする。

お話の世界を想像したり、友達と楽しさを共有したりしながら本に親し
み、言葉を広げていく。

文字や数字、言葉に親しみ、読んだり書いたり使ったりする。 文字等を通して新しい知識を得たり、友達とのやりとりの中で様々な考
えがあることに気付いたりする。

身近なことを表す語句の量を増し、話や文章で使い、語彙を豊かにする。

？（疑問）や！（驚き）を出し合いながら、課題を見付けていく。

自分の伝えたい目的や相手に応じて、言葉や方法を選んで伝える。

主主なな行行事事

学学
びび
にに
向向
かか
うう
力力
・・

人人
間間
性性
等等

友達と目的を共有し、互いの思いや考えを伝え合いながら活動する中
で、連帯感や所属感を深める。

◇◇
知知
的的
好好
奇奇
心心
のの
醸醸
成成
  

☆☆
チチ
ャャ
レレ
ンン
ジジ
  

♡♡
自自
己己
肯肯
定定
感感
のの
育育
成成

　　※ 特にねらうものについては、◆★♥で表記　　※「☆チャレンジ」→課題解決力、自立心、協同性　など

友達の頑張りを認めるとともに、自分の成長も感じながら、次に向かって前向
きに行動しようとする。

学校を支えている方々や地域の方などいろいろな人と関わることを楽し
み、地域への親しみを深める。

学校を支えている方々や地域の方など、いろいろな人との関わりを通して、感
謝の気持ちをもち、伝えようとする。

相手の気持ちを考えたり自分の行動を振り返ったりして楽しく生活しよ
うとする。

活動や日常生活を通して、学校を支えている方々や地域の方々の存在を
知り、親しみをもって関わろうとする。

これまでの経験を生かしながら新しい学習に取り組み、興味や関心をも
ちながら学ぶ中で、約束やルール、マナーの必要性に気付き、身の回り
のことを自分でやろうとする。

学校生活のリズムが身に付き、活動に見通しをもって準備したり約束や
ルールを守って行動したりする。

これまでの学びとのつながりを感じながら、新しい環境の中で気付いた
り発見したりしたことを伝え合ったり、自分の中に取り込んだりする。

新しく出会う先生や友達と一緒に活動する楽しさを感じながら進んで関
わろうとする。

職職員員のの交交流流  他他

☆
援
助
の
ポ
イ
ン
ト

◯
環
境
の
構
成

☆ 入学した喜びを共有し、意欲的に取り組もうとする姿を認め励ました
り、児童の話を共感しながら聞いたりして、温かな安心できる環境や分
かりやすい学習環境を整える。

生活科を中心とした合科的・関連的な指導を行ったり弾力的に時間割を
工夫したりする。

幼児期の学びとのつながりを考慮し、幼児期に親しんだ活動を取り入
れ、自信をもって活動できるようにする。

これまでの経験を生かしながらやってみよう・考えてみようとする姿を認め、子どもの主体的な取組を支える。

試行錯誤や繰り返しの活動を保障し、具体的な体験を通して伝え合ったり 交流したりする中で、お互いのよさやそれぞれの気付きを共鳴させるように
する。

児童の気付きやつぶやきを価値付けながら、自信をもって活動できるよう 、安心感や信頼関係を大事にしながら声掛けしていく。

互いの良さに気付いたり、自分の成長を実感したりできるよう、学びの足跡や児童の作品の掲示の仕方を工夫する。

これまでの経験を生かし、考えたり、話し合ったり、提案したりしながら、自
分たちで課題を乗り越えようとする姿を認め、任せ切るよう心がける。

学習発表会などの取組を通して、自分たちで考えたり、相談したりして
行動している姿を価値付けし、意欲を高める。

カルタ大会、体験入学、６年生を送る会など、自分にできることを考え、精一
杯やり切ろうとしている姿を認め、意欲を高める。

運動会などの取組を通して、頑張っている姿や友達と協力している姿を
価値付けし、意欲を高める。

これまでの取組への理解と協力に感謝し、児童の成長を具体的に伝え、喜びを
分かち合う。

児童に身に付いたことと、家庭支援が必要なことを整理して伝え、今後もあり
のままを認め、励ましてくれるようお願いする。

登下校や縦割り班活動、運動会、ふるさとキャリアの活動などへの取組
を通して、地域の方々や他学年との関係づくりをするとともに、様々な
人に支えられていることに気付けるようにする。

１年間の予定や１週間毎の具体的な予定を丁寧に伝え、保護者が見通し
をもてるようにする。

連絡帳や通信などで子どもの様子を伝え、保護者が安心できるようにす
るとともに、家庭でも話題にしたり褒めたりしてもらえるよう、様々な
情報を発信していく。

これまでの経験や、学んだことを生かしながらやってみよう・考えてみようとする姿を認め、ゆとりある計画や時間の保障の中で、子どもの主体的な取組を支える。

先の予定や時間を意識させたりする工夫をしながら、児童が自ら活動の見通しが持てるようにしていく。

１年間の協力に感謝し、次年度以降も理解と協力を得られるよう、信頼関係を
大切につないでいく。

規則正しい生活習慣づくりやメディアコントロール、読み聞かせや音読、 家庭学習など、継続する大切さを啓発していく。

学校行事や学年の活動、ＰＴＡ活動などのへの協力をお願いするとともに 、それらを通じて学校の教育活動を知り、教育理念等を理解していただ
くよう努める。

家
庭
と
の
連
携

学校の方針、１年生の目指す姿やスタートカリキュラム、重点施策等に
ついて伝え、理解を得る。

児童及び保護者の不安や疑問等に寄り添い、丁寧に説明したり、情報を
提供したりしながら、学校生活への理解を得る。

保護者の協力に感謝すると共に、子どもの頑張っていることやできるよ
うになったこと、課題になることを具体的に伝える。

行事やＰＴＡ等の機会を通じ、他児と共に成長していく姿を伝え、保護者 同士のつながりを築きながら「共育て」の風土を醸成していく。

幼保小連携推進会議 幼保小担任研修会

保育体験

市夏季研修会

小
学
校
区
で
目
指
す
子
ど
も
の
姿

共
通
し
て
充
実
を
目
指
す
活
動
・
体
験

架架けけ橋橋期期にに期期待待すするる子子どどもものの姿姿

大大 館館 市市 周周囲囲のの人人々々やや環環境境とと主主体体的的にに関関わわりり、、学学ぶぶ喜喜びびやや楽楽ししささをを実実感感ししななががらら仲仲間間とと共共にに育育ちち合合うう子子どどもも

花花岡岡小小学学校校区区 ゆゆっっくくりり たたっっぷぷりり じじっっくくりり 関関わわりりとと学学びびをを広広げげるる子子どどもも

就学前施設職員授業参観・情報交換会

本本をを通通ししてて言言葉葉やや想想像像のの世世界界をを広広げげよようう（（◆◆））
〈様々な本に触れ、想像を膨らませたり友達と面白さを共有したりしながら、文字に親しみ言葉を知っていく楽しさを味わう 〉

「おはなしたのしいな」「としょかんへいこう」（国） ・読み聞かせ（花矢図書館 ミラクルバナナ） ・読書タイム ・ことば検定

〈〈 勇勇気気・・つつななががりり・・チチャャレレンンジジ 〉〉
行行っっててみみよようう，，見見ててみみよようう（（◇◇★★♡♡））

〈校内外を探索しながら興味・関心を広げ、何度

も行ってみたり、聞いてみたりしながら、学校と

いう新しい環境について知っていく喜びを味わ

う。〉

・学校探検Ⅰ（生）

①「がっこうのことがしりたいな」

②「ともだちとがっこうをたんけんしよう」

・交通教室（特活）

「つうがくろをあるいてみよう」（生）

「がっこうだいすき」（道）

育育ててててみみよよううよよ①①（（◆◆☆☆））
〈あさがおの種を植えたり、畑で育てたい作

物を相談して植えたりし、生長を楽しみにし

ながら興味をもって世話をしようとする。〉

「たねをまこう」（生）「あさがお」（道）

・花いっぱい運動：学級花壇の植え付（生）

・育てて食べよう：学級園（生）

見見つつけけたたよよ，，ここれれななああにに（（◆◆☆☆♡♡））
〈友達ともっと知りたいことや不思議に思ったこ

と、やってみたいこと等の気付きを共有し、話し

合ったり、調べたり、分かったことを自分なりの

方法で表したりしながら学ぶ楽しさを味わう〉

・学校探検Ⅱ（生活科）

①「がっこうにいるひととなかよくなろう」

②「がっこうでみつけたことをつたえよう」

「みんなのこうえんであそぼう」（生）

「こんなものみつけたよ」（国）

～～レレッッツツ・・チチャャレレンンジジ 「「自自立立ししたた子子どどももをを育育ててるる」」～～

☆七夕交流会（保小）

入学式 学校探検

縦割り清掃班スタート 交通安全教室・下校指導

PTA授業参観・懇談会

☆運動会

夏休み

☆チャレンジ活動

終業式ことばとまなびの

小テスト

給食開始 終業式

修了式冬休み

☆学習発表会

大館市教育研究会

☆保育所運動会

☆体験入学

☆カルタ大会

（保小）

☆読み聞かせ会

（5歳児参加）

スキー教室

６年生を送る会

卒業式

春休み

育育ててててみみよよううよよ②②（（◆◆☆☆））
〈あさがおや畑の作物の生長に興味をもって

観察し、友達と伝え合ったり、お世話したり

しようとする。〉「せわをしよう」（生）

「おおきくなった」（国）

・花いっぱい運動：学級花壇の植え付（生）

・育てて食べよう：学級園（生）

食食べべててみみよようう・・遊遊んんででみみよようう（（◆◆☆☆））
〈収穫を体験し、植物の成長について知るとと

もに、つるリースを作ったり、ポップコーンを

食べたりしながら、実りの喜びを味合わう。〉

・あさがお：種とり、つるリース

・とうもろこし：ポップコーン （生、図）

・サツマイモ：つるリース、絵

雪雪でで遊遊ぼぼうう（（◆◆☆☆））
〈冬ならではの遊びを通して、不思

議さ、楽しさを存分に味わう。〉

「みんなでいっしょに」（図）

：雪だるま、雪像作りなど

「スキー遊び」（体）

「雪や氷で遊ぼう」（生）

自自分分たたちちでで進進めめててみみよようう（（◆◆★★♡♡））
〈 学び方を知り、覚えたことを使って相談したり考えたりしながら、自分たちで学びを進める楽しさを味わう〉

・チャレンジ授業（算）・ベーシック授業（全）

本本やや言言葉葉遊遊びびをを通通ししてて、、言言葉葉やや想想像像のの世世界界をを広広げげよようう（（◆◆））
〈様々な本や言葉遊びを通じて、想像を膨らませたり友達と面白さを共有したりしながら、言葉の世界を広げていく楽しさを味わう。 〉

「むかしばなしを読もう」「ことばを見つけよう」（国）・読み聞かせ（花矢図書館 ミラクルバナナ かぜ）・読書タイム・読書記録 カルタ大会・ことば検定

勉勉強強楽楽ししいいねね（（◆◆★★♡♡））
〈新しいことを知り、できるようになっていく楽しさを味わう〉

・チャレンジ授業（算）・ベーシック授業（全）

保小中連携メディアコントロール週間

教職員実践研究会 情報交換会

感感謝謝のの気気持持ちちでで編編（（☆☆♥♥））
〈入学してからの１年間を振り返り、自

分の頑張りや成長を感じるとともに、自

分を支えてくれた人に感謝し、その気持

ちを伝えたり、行動したりする〉

・６年生を送る会（特）

・卒業式（特）

「みんなみんなありがとう」（道）

一一日日体体験験入入学学編編（（★★♡♡））
〈相手を思い浮かべながら計画

し、５歳児に教えながら学校を

案内したり、説明したりする。〉

「新しい１年生をしょうたいしよ

う」（生）

・交流の計画・準備（生）

・贈り物づくり（図）

「やればできるんだ」（道）

おお仕仕事事発発見見編編（（☆☆♥♥））
〈日々の生活の中で、自分を支えて

くれている人の存在を感じ、自分で

できることを見付けてやってみよう

とする。〉

「じぶんでできるよ」（生）

「係や当番の仕事を見直そう（学）

「ありがとうがいっぱい」（道）

「これならできる」（道）

学学習習発発表表会会編編（（★★♡♡））
〈観に来てくれる相手を思い浮かべなが

ら、体を使って表現することの楽しさ

や、共に一つのことをつくり上げる喜び

を味わう。〉

「体つくりの運動遊び」（体）

「こえにだしてよもう」（国）

「みてみて、いっぱいつくたよ」（図）

「こぐまのらっぱ」（道・東書）

七七夕夕交交流流会会編編（（☆☆♥♥））
〈相手を思い浮かべながら計画

し、５歳児に教えながら飾りを

作ったり一緒に遊んだりする〉

・交流会の計画・準備（生）

「チョッキンパッでかざろう」

・５歳児と飾りづくり（図）

・七夕交流会～保育所にて～

全全校校チチャャレレンンジジ編編（（★★♡♡））
〈２・３年生に、相手意識をもち

ながら取り組む大切さを教わり、

共にやり遂げる喜びを味わう。〉

・低学年出店の計画、準備、運営

（生、国，図，道，特活）

「なかよくね」（道）

運運動動会会編編（（★★♡♡））
〈学校行事への参画意識の芽生えを大事

にし、精一杯走ったり、踊ったり、応援

したりしようとする。〉

「集団行動、走・跳の運動遊び」（体）

・よさこいソーラン（体）

・保育所５歳児との合同練習（体/生）

・選手宣誓、応援参加（特活）

レレッッツツチチャャレレンンジジ！！自自分分たたちちででででききるるよよ（（☆☆♥♥））
〈必要な係や当番の仕事を考え、でき

ることは進んでやってみようとする〉

・係活動，当番活動の話合い（特活）

・縦割り班掃除（特活）

「きもちのよいせいかつ」（道）

「あかるいあいさつ」（道）

「なんて いおうかな」（国）

一一緒緒にに遊遊ぼぼううよよ①①（（◇◇★★♡♡））
〈遊びを通して新しい友達とのつながりを築いたり、自分たちで相談したり工夫したりしながら、活動する楽しさを味わう〉

・体つくりの運動遊び（体）・うたっておどってなかよくなろう（音）・固定遊具で遊ぼう（体）・ ねんどとなかよし（図）・みずであそぼう（生）

一一緒緒にに遊遊ぼぼううよよ②②（（◇◇★★♡♡））
〈遊びを通して、同学年や異学年の友達とのつながりを築いたり、自分たちで相談したり工夫したりしながら、活動する楽しさを味わう。〉

「体つくりの運動遊び」（体）「どれみやがっきとなかよくなろう」（音）「固定遊具やボールで遊ぼう」（体）「みてさわって感じて」（図）・昔遊び（生）

＜共通の視点＞

◇知的好奇心

☆チャレンジ

♡自己肯定感

花岡小学校区
花岡小学校

花岡保育所

春春をを感感じじてて（（◆◆☆☆♡♡））
〈雪解けとともに春の芽吹きを感じ、次

年度への期待を抱く。〉

「いいこといっぱい一年生」（国）

「１年間をふりかえろう」（生）

「ありがとうわたしたちの教室」（生）

「こころのはなをさかせよう」（図）

23 24

令和６年度 花岡小学校区 架け橋期のカリキュラム全体計画 （1年生 4月〜3月）
架け橋期に期待する子どもの姿
　大　館　市　　周囲の人々や環境と主体的に関わり、学ぶ喜びや楽しさを実感しながら仲間と共に育ち合う子ども
　花岡小学校区　ゆっくり　たっぷり　じっくり　関わりと学びを広げる子ども　　　　　　　　　　　　　

モデル地区版  架け橋期のカリキュラム全体計画 ５歳児～１年生
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